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有明海海上から望む島原半島



〔〔平平成成噴噴火火以以前前〕〕

〔〔平平成成噴噴火火当当時時〕〕



有明海上空から望む島原半島
島原半島は普賢岳（標高１３５９�）をはじめとする雲仙の山々が中央に連なり，東側は有明海

に，西側は橘湾に面する。

普賢岳は有史以来１６６３（寛文３）年，１７９２（寛政４）年の２回の噴火があり，いずれも中腹

の北東斜面から溶岩が流出したとの記録が残る。普賢岳の手前に構える眉山は，１７９２年の噴火

時に度重なる地震によって山体が崩壊し，大量の土砂が有明海へと流れ込んだ。眉山の崩壊に

よって発生した大津波は対岸の肥後・天草地方に打ちあがり，またその返し波が島原半島沿岸

部を再び襲った。死者・行方不明者は１５，０００人にも及んだ。この出来事は日本火山災害史上，

ほかに例を見ない大惨事であり，「島原大変肥後迷惑」と呼ばれ今に語り継がれている。

１９９０（平成２）年１１月１７日，普賢岳は突如噴煙を上げ始めた。そして翌１９９１年５月２０日には

山頂付近に溶岩ドームが姿を現した。その後６年もの間溶岩ドームは成長と崩落を繰り返し，

火砕流となって東斜面を駆け下りた。火砕流によって多くの家屋が焼失し，死者と行方不明者

はあわせて４４名にも上る。また降雨のたびに土石流が発生し，深江と島原を結ぶ生活道路が寸

断され，多くの家屋が流失・埋没した。火砕流，土石流，降灰等による人的・経済的被害は甚

大なものであった。

普賢岳が落ち着きを取り戻した現在，溶岩ドームは「平成新山」と命名され，島原半島の新

しいシンボルとなった。また，麓ではさまざまな復興事業が進められている。

水無川流域では土石流対策として砂防堰堤と逆「ハ」字形をした導流堤が建設されている。

溶岩崩落の危険性が残る上流域ではオペレーターがカメラの画像を頼りに遠隔操作で重機を動

かす無人化施工によって工事が進められている。この無人化施工は普賢岳災害を機に開発され，

今では全国の被災地で採用されるようになった。

水無川と導流堤建設地とにはさまれた三角地帯では，最大９�，平均６�にも達する嵩上げ

工事（９３ha）と海岸線を２００～３００�前進させる埋め立て工事（２５ha）が火砕流と土石流の堆積

物を利用して行われ，また土石流にも耐えうる「島原深江道路」が水無川と導流堤を横断して

建設された。

深江町は島原市とともに災害に強い町，災害と防災について学べる町として着々と復興の道

を歩んでいる。

今回の権現脇遺跡の発掘調査も導流堤建設に伴うもので，立ち入りの禁止される無人区域の

縮小に伴い実施が可能になった。

（島原市提供）

〔〔平平成成噴噴火火沈沈静静後後〕〕
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発刊にあたって

このたび，平成１４年度から平成１６年度にかけて発掘調査を実施いたしました権現脇

遺跡の調査報告書を刊行することになりました。

深江町には山の寺梶木遺跡という縄文時代から弥生時代へと移行する時期の考古学

的に非常に重要な遺跡があります。権現脇遺跡はこの山の寺梶木遺跡と同時期の遺跡

ということもあり，今回の調査には計画段階から大きな期待が寄せられました。そし

て，発掘調査の結果，数万点にも及ぶ貴重な土器や石器が出土し，当時の生活の様子

が明らかとなりました。今後，遺跡や出土した遺物が学術や教育，観光などさまざま

な場面で広く活用されることを祈るばかりです。

権現脇遺跡の発掘調査を契機として，町民の皆様をはじめ多くの方々の温かいご支

援とご指導のもと，教育委員会では文化財行政の充実に努めてまいりました。深江町

は平成１８年３月３１日をもって周辺７ヶ町と合併し南島原市となりますが，今後も皆様

方の声を大切にしながら，文化財の保存と保護に尽力する所存であります。

最後に，無事に発掘調査を終了し報告書を刊行できましたことは，関係者の皆様，

町民の皆様，発掘調査と整理に従事くださいました作業員の皆様のご協力とご理解が

あったからにほかなりません。この場を借りて深くお礼申し上げます。

平成１８年３月１５日

深江町教育委員会 教育長 永田 九州男



例 言
１ 本書は権現脇遺跡（長崎県南高来郡深江町大野木場）の発掘調査報告書である。

２ 調査は深江町教育委員会が主体となり，長崎県教育庁学芸文化課・島原市教育委員会の指導・協

力を得て行った。調査期間は以下の通りである。

範囲確認調査 平成１４年８月２６日～平成１４年９月５日

本 調 査 平成１５年２月２６日～平成１６年８月３１日

３ 調査主体者および調査担当者は以下の通りである。

調査主体

深 江 町 教 育 委 員 会 教 育 長 上田 和春（～平成１７年３月）

同 教 育 長 �原 武光（平成１７年３月～平成１７年１０月）

同 教 育 長 永田九州男（平成１７年１１月～）

同 教 育 次 長 永田九州男（～平成１６年１２月）

同 教 育 次 長 永石 輝邦（平成１７年１月～）

同 参 事 監 永石 輝邦（～平成１６年１２月）

同 参 事 監 柴田 直久（平成１７年４月～平成１７年１１月）

同 社会教育係長 松本 英世（～平成１６年３月）

同 主 事 上田 勝也（～平成１６年３月）

同 主 事 高柳 泰宏（平成１６年４月～）

調査担当

（範囲確認調査）

長崎県教育庁学芸文化課 主任文化財保護主事 川道 寛

同 主任文化財保護主事 村川 逸朗

同 文 化 財 保 護 主 事 本田 秀樹

島原市教育委員会社会教育課 主 事 土橋 啓介

（本調査）

深 江 町 教 育 委 員 会 文 化 財 調 査 員 本多 和典（平成１４年度・平成１５年度・

平成１６年度）

長崎県教育庁学芸文化課 文 化 財 保 護 主 事 本田 秀樹（平成１４年度・平成１５年度）

�埋蔵文化財サポートシステム 秀嶋 龍男（平成１４年度・平成１５年度）

同 大坪 芳典（平成１６年度）

４ 本書の執筆は，本多（深江町教育委員会），渡邊康行・島内浩輔・大坪芳典（�埋蔵文化財サポー

トシステム）が分担執筆し，目次に執筆者名を記した。

５ 遺構の実測は，土層断面図に関しては調査担当者が行い，その他は�埋蔵文化財サポートシステ

ムに委託した。遺構の写真撮影は本多が行い，調査中の航空写真については�埋蔵文化財サポー

トシステムに委託した。



６ 出土遺物の洗浄・注記等の基礎整理は岩永英子・坂上智恵・平坂美奈・松岡喜久子・松本由紀

子・溝田利枝・山口大輔が行った。石器の実測・トレースは�埋蔵文化財サポートシステムに委

託し，土器・陶磁器等については実測を安達信行・市川裕子・岩永英子・上田五月・坂上智恵・

佐藤三夏・高橋美和・廣瀬祐美・松岡喜久子・宮川ひろみ・本多が行った。拓本は荒木秀之が，

復元作業は岩永英子が行った。トレースは上田五月・坂上智恵・廣瀬祐美・宮川ひろみが行った。

写真撮影は松本由紀子・溝田利枝の協力のもと，岩永英子・大河憲二が行った。

７ 本書における遺物・図面・写真等は深江町池平避難所で保管し，遺物の一部を深江埋蔵文化財・

噴火災害資料館に展示・収蔵している。

８ 調査および本書の刊行にあたって以下の方からご助言，ご指導をいただいた。記して謝意を表し

ます。荒木信也，安楽勉，安楽哲史，井立尚，伊藤健司，井上弦，上田万秋，宇土靖之，小畑弘

己，遠部慎，川口洋平，川道寛，木村岳史，小林謙一，下山覚，仙波靖子，早田勉，高野晋司，

高原俊治，田川肇，竹中哲朗，田崎博之，多々良正人，辻田直人，土橋啓介，常松幹雄，鳥越俊

行，中尾篤志，長岡信治，中嶋直樹，中田裕樹，中山清隆，西山賢一，東貴之，比佐陽一郎，廣

瀬三祐，廣瀬雄一，福田一志，藤尾慎一郎，古門雅高，本田秀樹，本田雄峰，松尾吉高，松末和

之，松本慎二，三隅龍雄，宮崎貴夫，村川逸朗，山口勝也，山崎純男，柚木亜希子，吉留秀敏，

渡辺誠

（五十音順，所属・敬称略）

９ 本書の編集は本多による。
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第�章 遺跡の位置と環境
第１節 地理的環境
１．立地・環境

長崎県南部は，西彼杵半島，

長崎半島，島原半島の３つの半

島により構成される。島原半島

は，長崎県の最南端にあたる東

西約２４�，南北約３２�の「胃袋

状」の形状である。半島は，東

が有明海，西が橘湾（千々石湾）

に面し，南が早崎瀬戸をへだて

て天草と向き合っている。半島

の付け根でもある諫早市・旧愛

野町の付近は，かつて縄文海進

により肥前半島と島原半島が寸

断され，有明海と橘湾とが水道

状に繋がる諫早地峡・愛野地峡

であった。

半島には，別府‐島原地溝帯

（断層帯）が横断する。雲仙火

山地域は，普賢岳を主峰に，東

に眉山，西に国見岳，九千部岳，北に吾妻岳，鉢巻山等により構成している。この主峰である普賢岳

が，１９９０年より５年に及ぶ平成の噴火活動の末に平成新山を形成した。その甚大な被害を受けた深江

町は，その普賢岳・平成新山などの急峻な山々を背に控え，北に島原扇状地との境にそびえたつ眉山

といった山々に囲まれ火山山麓扇状地の「深江扇状地」を形成している。遺跡は，急峻な山麓と緩斜

面との傾斜変換点に位置し，海に向かい緩やかな勾配にある。また，遺跡は，深江扇状地の扇頂部付

近にあたる。

遺跡の北には，平成新山（１，４８６�），稲生山（８２０�），貝野岳（４８５�）等がある。遺跡に最も近

接する貝野岳の南を赤松谷が走り，貝野岳の北を走る水無川と合流する。遺跡は，水無川の右岸の標

高２１８�～２３５�の大字「大野木場」に位置する。遺跡の南西には，西より岩床山（６９４�），ボタン山

（４５２�）が位置する。ボタン山の北東に位置するのが権現脇遺跡で，南西に位置するのが山ノ寺梶

木遺跡である（第２図）。両遺跡は，ボタン山により分断する形で，その左右に位置している。遺跡

との距離は直線距離で約３�である。権現脇遺跡の遺跡範囲とも関わってくるが，遺跡よりボタン山

を赤松谷に沿って登ると標高３５０�付近で縄文時代晩期の遺物が散布している。この地点までを遺跡

の範囲とするならば，岩床山とボタン山との間のボタン山東周回ルートを通れば山ノ寺梶木遺跡まで

２�程で到達し近距離に思える。またボタン山東側周辺にも水源があり，山ノ寺の集落へ流れている。

第１図 深江町位置図
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標高約２００�に

広がる遺跡からの

眺めは，有明海（島

原湾）を挟んで対

岸の熊本，宇城，

天草周辺がパノラ

マ状に一望できる。

遺跡から有明海を

挟んで見渡せるこ

とのできる対岸の

「環有明海東部沿

岸地域」（荒尾‐

玉名‐熊本‐宇城

の一帯）は，縄文

時代で著名な曽畑

貝塚，轟貝塚，阿

高貝塚，太郎迫遺跡，御領貝塚等の標識遺跡がある。有明海は，内海で魚介類の生息に好条件な砂礫

や干潟が広がる。陸地もまた肥沃な土壌で農作物に恵みをもたらしている。これら有明海を囲む「環

有明海沿岸地域」は，陸・海ともに豊かな生活を営むのに適した文化圏として形成されていたと言え

よう。同様に環有明海西部には，その恩恵を授かった百花台遺跡，一野遺跡，弘法原遺跡，山ノ寺梶

木遺跡といった著名な遺跡がある。権現脇遺跡もまたその代表例といえ，有明海に面する島原半島の

東端部，つまり「環有明海西部沿岸地域」に位置している。

２．火山と遺跡

深江町は，雲仙火山地域である。遺跡には，過去の人々の残してきた痕跡を，火山による噴出物が

幾層にも堆積し包含している。

雲仙火山は，単成火山の小規模な活動の末に，遡ること５０万年前に島原半島の中央で活動を開始し

た。雲仙火山の歴史は，古期（５０万年前～１５万年前）と新期（１５万年前～現在）に大別される。

古期の最初の１５万年間には，爆発的な噴火を伴う活発な火山活動があり，急速に大きな山体が形成

され，火砕流が四方に流れて，裾野を広げた。この裾野が島原半島の北と南とに広がる扇状地であり，

雲仙地溝が活発に動き始める３０万年以前の火山の噴出物で形成されている。２０万年前の１～２万年間

にも，火砕流を発生させる噴火が２０回以上もあった。溶岩に換算された雲仙火山全体の総噴出量は約

４４�であり，その８割が古期に噴出している。雲仙火山の土台は，古期の噴火活動で作られた。

新期の噴火活動は火口が東に偏り，半島東側の地形を形成してきた。野岳，妙見岳，そして普賢岳

の火山が次々と生まれた。８万年前後に活動した野岳火山は２回の山体崩壊を起こしている。その崩

壊地形の中で３万年ほど前に妙見岳が成長していくが，妙見岳も山体崩壊を起こし，南東に開いた直

径１．５�の馬蹄形の崩壊地形である妙見カルデラが残った。そのカルデラの中に２万年前から４，５

第２図 周辺地形概念図

－２－



千年おきに出現する溶岩ドームによって形成されたのが普賢岳である。平成新山は４番目に出現した

ドームである。溶岩ドームの形成とともに，火砕流が流下し，土石流が発生し，麓には扇状地が発達

していった。４千年ほど前には，雲仙火山で最大級の溶岩ドームである眉山が出現した。

有史以降の噴火歴は，過去２回，江戸時代に見られる。１６６３年（寛文３年），普賢岳九十九島火口

から噴煙があがり，北東斜面より古焼溶岩が約１�流下した。水無川で土石流が発生し，３０余名の死

者がでている。そして１７９２年（寛政４年），普賢岳地獄跡火口から噴煙が上がり，北東斜面より新焼

溶岩が約２�流下した。その後，島原城下町の背後にそびえる眉山の東斜面が鳴動し崩れた。３億�

以上の土砂が，町を埋めながら有明海に流入し，津波を発生させた。島原城下町と対岸の肥後との有

明海沿岸部での津波による犠牲者は，１万５千人にものぼった。これが，わが国の火山災害史最大規

模の惨事「島原大変肥後迷惑」である。

１９９０年１１月１７日に始まる普賢岳の平成噴火であるが，その約１万年前から普賢岳西方，橘湾の地下

１０�ほどの深さを震源とする群発地震が発生した。震源はしだいに東へ移動しながら浅くなり，普賢

岳の直下へと向かった。震源の移動は，マグマの移動を示していた。１９９１年５月２０日に地表に現れた

溶岩は，過去の雲仙火山の溶岩と同質の粘性の強いデイサイト溶岩である。溶岩の粘質が強いため流

れずに溶岩ドームを形成するという噴火の形態をとった。斜面に成長する溶岩ドームの不安定な部分

が崩れ，砕ける溶岩から火砕流が発生するメラピ型火砕流であり，９千回以上の火砕流が繰り返し流

下した。斜面に堆積した噴出物は，雨が降るとたびたび土石流となり，住宅地，田畑を破壊して有明

海まで達した。溶岩の噴出量は，最盛時に１日に３０～４０万�におよび，約４年間の総噴出量は約２億

�で，そのおよそ半分の量が異様な姿の溶岩ドームとして山頂に残っている。「平成新山」と命名さ

れた溶岩ドームは，それ自身の高さが２５０�以上あり，標高は１，４８３�となり，雲仙火山の新たな主峰

となった。今回の噴火においては，４４名の犠牲者がでた。深江町の主たる産業である農業，酪農，水

産業も大きな痛手を受け，多方面にわたる経済的な損失も莫大なものであった。

さて，権現脇遺跡は，扇状地の扇頂部付近に位置しており，背に火山山麓がそびえたち，火山活動

災害を受けやすい立地・環境にある。遺跡で認められる災害現象は，詳しくは第�章，第１節の「基

本土層」と第３節の「風倒木痕」に詳述している。遺跡より，縄文時代早期後半の遺物包含層の上方

より約６千３００年前に鹿児島県の硫黄島や竹島を外輪山とする海底火山である鬼界カルデラで発生し

た大規模噴火に伴う噴出物（アカホヤ火山灰）が二次堆積したと思われる無遺物層が確認できた。ア

カホヤという広域テフラにより遺跡にも影響を及ぼしたのであろう。この層の上面には，眉山方面か

らの火砕流により，木々がなぎ倒された風倒木痕跡や土層断面が確認できた。その上面には，縄文時

代後期末から弥生時代早期遺物を多量に含む黒色腐食質火山灰土，いわゆる「クロボク」が堆積して

いる。この黒土が肥沃な土壌となり縄文時代後期末から弥生時代早期にかけて，人々の生活の拠点で

あったことであろう。

【参考・引用文献】

大河憲二 ２００５「地理的環境」『下末宝・上畦津遺跡』深江町教育委員会

諫見富士郎 ２００１「遺跡と立地」『大野原遺跡』有明町教育委員会

田島俊彦 ２００１「雲仙火山の火山噴出物について」『大野原遺跡』有明町教育委員会
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第２節 歴史的環境
深江町は雲仙普賢岳の麓から有明海へ東に向かって複合的に形成された扇状地上に立地し，有明海

をはさんで対岸には熊本平野や宇土半島を臨むことができる。

深江町における遺跡の立地は，主に地下水の湧出の見られる扇状地の頂部付近と扇端，扇状地の両

脇を流れる水無川，深江川の両河川の流域に限られ，扇状地の中央部分は遺跡の空白地帯となってい

る。これまでに遺跡の内容について詳細が明らかになっている遺跡は少ないが，近年深江川流域一帯

において古江・田中地区圃場整備事業が計画されたことにより，それに伴って実施した試掘調査等で

は下末宝遺跡，上畦津遺跡，堂家遺跡などの新たな遺跡の発見が相次いでいる。

深江町には，現在２２ヶ所の遺跡が知られている。時代を追って町内遺跡を概観する。

深江町においてはこれまで旧石器時代の遺跡は知られていない。

縄文時代に入ると縄文時代早期から出土地が知られるようになる。下末宝遺跡においては縄文時代

早期の押型文期の土器・石器が多量に検出されている。また，瀬野地区から中原地区にかけての海岸

や山ノ寺田中山遺跡において押型文土器や撚糸文土器が採集されている。

前期の遺跡としては，山ノ寺梶木遺跡があり，曽畑式土器が採集されているようである。

縄文時代晩期～突帯文期の出土地を上げると，山ノ寺梶木，山ノ寺田中山，瀬野海岸，中原海岸，

末宝，内野，舟川海岸，大野木場，弓太郎，下江中の地名を『深江町郷土史』によって知ることがで

き，近年も二本櫨遺跡，権現脇遺跡，上畦津遺跡，堂家遺跡，西板首地区等で遺物の発見が相次いで

いる状況で，非常に多彩である。雲仙普賢岳のすぐ麓から海岸近くまで標高を選ばずに分布している。

その中でも考古学史上の重要な遺跡として山ノ寺梶木遺跡が上げられる。山ノ寺梶木遺跡は，古田

正隆氏によって籾圧痕土器や紡錘車が採集されたことによってその重要性が知られることとなり，こ

れまでに５回の発掘調査が実施されている。また，出土した刻目突帯文を特徴とする土器は，森貞次

郎氏によって縄文時代晩期終末に位置付けられる山ノ寺式土器として設定されている。縄文時代から

弥生時代への移行期にあたり，その歴史的重要性は日本における初期農耕文化を考えるときに欠くこ

とができない。

弥生時代の遺跡としては，近年の圃場整備に伴う試掘・範囲確認調査，本調査において上畦津地区

に中期から後期にかけての良好な遺物出土地が知られるようになった。また，『深江町郷土史』によ

れば中期から後期にかけての土器片が上瀬野から中原にかけて分布するとある。二本櫨遺跡でも中期

の遺物が採集可能である。中原地区においては甕棺墓，壷棺墓，配石土坑墓の発見の記録がある。い

ずれも海岸に近い一帯である。中原地区において成人用の甕棺墓が出土していることは，北隣，島原

市に所在する墳墓遺跡である景華園遺跡や北部九州をはじめとする有明海沿岸の他地域との交流を考

える上で重要である。

古墳時代の遺跡としては，平成１６年には山ノ寺梶木遺跡の畑地から古墳時代の青銅製重圏文鏡が表

面採集され，山ノ寺梶木遺跡の新たな一面が知られることとなった。これまでに山ノ寺梶木遺跡にお

いて古墳時代にかかわる遺物の発見はなく，また深江町内全体を見ても古墳はおろか古墳時代の遺跡

自体もほとんど知られていない状況にある。水田地帯の広がる海岸近くの平野部ではなく，標高の高

い山麓地での採集であることは，注目すべきところであろう。

１が山ノ寺梶木遺跡で採集された重圏文鏡で直径６．０�を測り，重量は２９．６�である。背面には半

－５－



1

2
3

4
5

6 7

8

9

10

11 12
13

14

15
16

18
19

20

21

22

171

2
3

NN

4
5

6 7

8

9

10

11 12
13

14

15
16

18
19

20

21

22

17

0 5km

有　明　海�

水無川�

深江川�

深江町�

第１表 深江町内遺跡一覧

番号 名 称 所 在 地 種 別 立地 時 代
１ 権 現 脇 遺 跡 深江町大野木場名 遺物包含地 台地 縄文・弥生・中世・近世
２ 田 中 山 遺 跡 深江町田中山牡丹開墾地 遺物包含地 丘陵 縄文
３ 山 ノ 寺 宝 篋 印 塔 深江町田中名山ノ寺 石造物 丘陵 中世
４ 山 ノ 寺 梶 木 遺 跡 深江町田中名山ノ寺 遺物包含地 丘陵 縄文
５ 池 平 遺 跡 深江町大野木場名池平 遺物包含地 丘陵 縄文
６ 内 野 遺 跡 深江町古江名内野 遺物包含地 丘陵 縄文
７ 末 宝 遺 跡 深江町古江名末宝 遺物包含地 丘陵 縄文
８ 弓 太 郎 遺 跡 深江町古江名弓太郎 遺物包含地 平野 縄文
９ 江 川 遺 跡 深江町田中名江川 遺物包含地 平野 縄文
１０ 深 江 貝 塚 深江町馬場名立馬場 貝塚 丘陵 不明
１１ 深 江 城 跡 深江町馬場名立馬場 城跡 台地 中世
１２ 井手口キリシタン墓碑 深江町馬場名井手口 キリシタン墓碑 丘陵 中世・近世
１３ 舟 川 遺 跡 深江町諏訪名舟川 遺物包含地 平野 縄文
１４ 瀬 野 遺 跡 深江町諏訪名中原 墳墓 丘陵 弥生
１５ 中 原 遺 跡 深江町諏訪名中原 墳墓 平野 弥生
１６ 瀬野海中干潟遺跡 深江町諏訪名下瀬野 遺物包含地 海岸部 縄文
１７ 深 江 木 場 遺 跡 深江町大野木場名椎ノ木坂 遺物包含地 丘陵 縄文
１８ 二 本 櫨 遺 跡 深江町諏訪名二本櫨 遺物包含地 平野 縄文・弥生
１９ 下 末 宝 遺 跡 深江町古江名下末宝 遺物包含地 丘陵 縄文
２０ 上 畦 津 遺 跡 深江町田中名上畦津 遺物包含地 丘陵 縄文・弥生・中世
２１ 高 平 原 遺 跡 深江町古江名高平原 遺物包含地 丘陵 縄文・弥生
２２ 堂 家 遺 跡 深江町古江名堂家 遺物包含地 丘陵 縄文・弥生

第３図 深江町内遺跡地図（Ｓ＝１／１００，０００）
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0 5cm

球形の鈕を持ち，鈕孔は長方形である。これを５重の円圏文，さらにその周りを櫛歯文が巡る。また，

背面には赤色顔料が塗付されている。

古代の遺跡としては，深江城跡周辺において土師器・須恵器の採集の記録がある。水田地帯の広が

る深江川下流域を生活の基盤において集落が営まれていた可能性がある。

中世期になると，鎌倉時代中期に安富氏が地頭として深江の地に入り，深江城を本拠地としている。

安富氏は１５８４年の島津連合軍と竜造寺軍の争いで，竜造寺方について敗北し，佐賀県鹿島市に逃れ，

姓を深江と改めている。深江城は深江川とその支流の畦津川・薬師川に挟まれた台地上にあり，石垣

が築かれていたとされるが，現在にその面影はあまり無い。石垣の石材は１６１８年から７年の歳月をか

けて築城された森岳城へと運ばれたという。

また，松山地区には「木の宮の谷」と呼ばれるところがあり，今でも高さ約２�の石垣が確認でき，

谷が周囲をめぐる。おそらく谷は堀として利用されたものであろう。ここを中世期に豪族が屋敷とし，

一帯を支配したと考えられている。

【参考文献】

深江町郷土誌編さん委員会 １９７１『深江町郷土史』深江町

本多和典編 ２００４『下末宝遺跡・上畦津遺跡』深江町教育委員会

福田一志 １９９９「山ノ寺梶木遺跡」『県内主要遺跡内容確認調査報告書�』長崎県教育委員会
古田正隆 １９７３『山ノ寺梶木遺跡』百人委員会

１

第４図 青銅鏡実測図（Ｓ＝１／１）
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第�章 調査に至る経緯と調査の経過
第１節 範囲確認調査
調 査

権現脇遺跡は，普賢岳平成噴火の沈静後，水無川流域における砂防工事の過程で発見され，周知の

ものとなった。そうした中，国土交通省雲仙工事事務所により，遺跡内において水無川直轄砂防事業

の一環として赤松谷川１号導流堤・２号導流堤の建設が計画された。普賢岳噴火活動の沈静化による

立ち入り禁止区域の縮小を受け，導流堤の工事計画地において深江町教育委員会が主体となり範囲確

認調査を実施した。調査にあたっては長崎県教育庁学芸文化課及び島原市教育委員会の協力を得た。

試掘坑は，赤松谷川２号導流堤の計画地を中心に設定した。調査面積は８０�で，人力によって掘削

した。調査の結果，土層はいずれの試掘坑においても概ね共通しており，以下の７層に分けられた。

１ 層 茶褐色土層（耕作土） ４ 層 暗黄褐色土層（遺物包含層）

２ 層 暗茶褐色土層 ５ 層 黄褐色土層

３ａ層 黒褐色土層 ６ 層 灰黒色土層

３ｂ層 黒褐色土層（遺物包含層） ７ 層 黄色土層

９箇所の試掘坑において３層下部から４層上部にかけて縄文時代晩期を主体とする遺物を確認し，

この時点で遺構の確認はできなかったが，良好な遺物包含層の残存することが明らかとなった。よっ

て，Ａ～Ｃ区の約７，３００�について本調査が必要であると判断された。

出 土 遺 物

１は口縁部文様帯を持つ深鉢の口縁部の資料である。口縁部は外傾し，文様帯に４条の沈線を施す。

内面には頸部と口縁部の境に稜を作り出す。内外面ともに調整はナデである。２はボール状をなす浅

鉢の底部付近で，調整は外面が擦過，内面は擦過の後ナデである。３～５は深鉢の口縁部である。３

は口唇部上端を平坦に整える。調整は外面が擦過，内面がナデである。４は内外面ともに擦過調整で

ある。５は内外面ともにナデ調整を施す。外面には粘土紐の積み上げの跡が残り，炭化物が付着する。

６は深鉢の屈曲部で，調整は外面が貝殻条痕，内面がナデである。７は浅鉢で，屈曲する胴部の外面

には屈曲部の直上に段を持ち，口縁部は内外面に段を持ち波状をなすものと思われる。調整は外面が

貝殻条痕，内面がナデである。８は口縁部にリボン状突起を持つ黒色磨研の鉢である。復元口径は２３．８

�である。胴上部で屈曲し，口縁部内面には段を持つ。調整は内外面ともに研磨である。９は黒色磨

研の浅鉢口縁部である。短く開く頸部を持ち，口縁部には外面に沈線，内面には段を施す。調整は内

外面ともに研磨である。１０は胴部から一旦屈曲して肩部を作り，短い頸部の先に内面に段を持つ口縁

部が付く。内外面ともに研磨調整である。１１は短い頸部に口縁部が付く資料である。口縁部は外面に

沈線，内面に段を持つ。内外面ともに研磨調整である。１２は深鉢底部で断面は張り出しを持つ。復元

底径は１０．０�を測る。内外面ともにナデ調整を施す。１３は刻目突帯文土器である。口縁部突帯は持た

ず，屈曲する胴部には突帯を貼り付け，指による刻目を施す。内外面の調整は，外面が貝殻条痕の後

ナデ，内面はナデである。内面には粘土紐の跡が残る。復元径は残存部分が少なくやや不安はあるが，

口縁部で２０．８�，胴部突帯部分で２２．２�である。１４は刻目突帯文土器口縁部である。口縁部の突帯は
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口唇部に接して貼り付けている。刻目はヘラによるもので，器壁は非常に薄手である。内外面の調整

はナデである。１５は丹塗りの壷頸部の資料である。外面は研磨調整，内面はナデ調整を施す。１６は無

斑晶質玄武岩製の打製石鏃である。左側縁から右下方向に施された剥離が脚端に達しているため左右

非対称形となっているが，完形と考えられる。１７は小石刃状の縦長剥片を素材とする削器で，両側縁

に丁寧な二次加工による刃部を作り出している。石材は漆黒色良質の黒曜石である。

第５図 導流堤・堰堤位置図（Ｓ＝１／２０，０００）

Ｎ

第６図 試掘坑配置図（Ｓ＝１／３，０００）
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第７図 試掘坑内土層図（Ｓ＝１／４０）
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第８図 範囲確認調査出土遺物実測図�（Ｓ＝１／３）
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第２表 範囲確認調査出土遺物観察表

図 番号 試掘坑
出土
層位

文様・調整 色 調
焼成 胎 土 備 考

外面 内面 外面 内面

８

１ TP・３ ４ ナデ ナデ 明赤褐色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２ TP・３ ４ 擦過 擦過・ナデ にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３ TP・６ ４ 擦過 ナデ にぶい赤褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４ TP・７ ４ 擦過 擦過 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５ TP・７ ４ ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６ TP・７ ２・３ 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７ TP・６ ４ 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 波状口縁

９

８ TP・７ ４ 研磨 研磨 灰黄褐色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 リボン状突起

９ TP・９ ３ 研磨 研磨 橙色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０ TP・９ ３ 研磨 研磨 にぶい黄橙色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１ TP・１５ ２ 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２ TP・１８ ３ ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３ TP・１９ ３ 貝殻条痕・ナデ ナデ 橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１４ TP・１９ ３ ナデ ナデ にぶい黄橙色 明黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１５ TP・１９ ３a 研磨 ナデ 明赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

図 番号 試掘坑 層位 器 種 石 材 長 さ 幅 厚 さ 重 量 注記番号

９
１６ TP・１９ ２ 石鏃 無班晶質玄武岩 ３．０cm ２．２cm ０．６cm ３．４g TP_１９_Ⅱ層

１７ TP・６ ４ 掻／削器Ｂ類 黒曜石Ａ ３．７cm １．１cm ０．５cm １．３g TP_６_Ⅳ層

９

８
１０

１１
１２

１３

１６
１７１４

１５

第９図 範囲確認調査出土遺物実測図�（１～１５Ｓ＝１／３，１６・１７Ｓ＝２／３）
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第２節 本 調 査
１．調査区の設定と調査の方法

調査区は範囲確認調査の結果に基づいてＡ～Ｃ区の３つの調査区を設け，平成１５年２月より調査に

とりかかった。また平成１６年度において赤松谷川２号堰堤の建設計画が国土交通省より出されたのを

受け，平成１７年度にＤ区の調査を行った。

調査は，基本的に�層までを重機によって取り除き，次に調査区全体を覆うように８�×８�のグ

リッドを設定した。南北軸を北から南へ順にＡ～Ｘ，東西軸を西から東へ順に１～３１と記号を付し，

アルファベットと数字の両方の記号を合わせて各グリッドの名称とした。

人力による掘削はグリッドごとに行い，出土した遺物の取り上げに際しては，重機による表土剥ぎ

で残存した�層以上の遺物についてはグリッドごと，層位ごとに一括して行った。�層については調

査区の中で調査開始当初は�ａ層，�ｂ層，�ｃ層に細分したが，その後は出土遺物に顕著な差異が

見られなかったことと必ずしも調査区全体において共通して見られる層序ではなかったことから，普

賢岳噴火災害直前まで耕作土として利用されていた�層より下位で，中世の遺物を含む漆黒色の�ａ

層より上位の層として一括して�層として扱った。近世以降の開墾，耕作地整備による人為的造成土

である。

�ａ層以下の包含層出土の遺物については石器については基本的にすべての出土位置と出土層位を

記録して取り上げた。土器については口縁部や底部など器種や器形，時期などを特定する上で重要な

属性を有すると思われるもの，比較的大きな土器片等ついては出土位置を記録した。また他に，小片

でも彩色や穿孔などといった特徴を備えるもの，周辺の出土状況等から接合の可能性が考えられるも

のなどについても記録の対象とした。それ以外については層位を記録し，グリッドごとに一括して取

り上げた。また，Ａ区の一部の遺物については層位の読み違えから本来出土地点を記録して取り上げ

るべき遺物について一括して取り上げたものがあった。

炭化物については�ａ層以下のものについて出土位置を記録しながら取り上げを行った。しかしな

がら調査の進捗状況等によって検出の精度に調査地点ごとに多少の差が出たことは否めない。

土層については，グリッドのラインから南北にそれぞれ２５�，東西にそれぞれ２５�の幅が計５０�に

なるベルトを残して掘削し，断面を観察した。また，その中から必要に応じて土層断面図を作成した。

調査終了後は砂防工事が引き続き行われることから埋め戻しは行わず，そのまま国土交通省雲仙復

興事務所に引渡しを行った。

２．調査区概要

Ａ区

４つの調査区のなかでは最も面積が大きく，調査面積は３，９４３�を測る。Ｄ区とともに最も海手に

なる。Ｂ区に続いて調査に入る。調査区を縦横に分割するように後世の撹乱や耕作地造成が及んでい

たが，そのほかは比較的遺物包含層の残存は良好であった。土坑２基（縄文時代後期～晩期），土坑

墓（中世）などの検出がある。
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Ｂ区

最初に調査に取りかかった調査区である。調査面積は１，５０９�を測る。埋甕１基（弥生時代前期）

と雨裂が２条検出されている。雨裂１より北側に刻目突帯文土器や丹塗りの施された壺の集中が認め

られた。

Ｃ区

Ｂ区，Ａ区に続いて調査に入った。調査面積は１，８３５�である。全体として遺物の密度は少なく，

遺構として認められるものもピット以外は特に無い。Ｂ区同様２条の雨裂が確認されている。

Ｄ区

平成１６年度に調査を行った。調査面積は８７０�である。縄文時代早期の遺物の検出がある。また，

近世の水場関連遺構や近世～現代の水田址が遺構として検出されている。

第１０図 グリッド配置図（Ｓ＝１／２，０００）
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第�章 調査の成果
第１節 基 本 土 層
本調査において確認した権現脇遺跡の基本層序は以下に示す０層～�層の１０層である。

０ 層 灰白色火山灰。平成噴火時の火山灰層。非常にきめが細かく，葉タバコ栽培地では畝間

に厚い堆積を見る。

� 層 暗褐色土。粘性はほとんど無く，５�以下ほどの小礫を多量に含む。平成噴火以前まで

の耕作土。

� 層 暗褐色土。近世以降の耕作地造成による撹乱土層。５�以下の小礫を多量に含む。�ａ

層，�ｂ層，�ｃ層に細分され，下位に行くほど色調は暗くなり小礫が少なくなる。地

割りに沿って階段状に造成される。

�ａ層 漆黒色土。非常にきめが細かく，小礫はあまり含まない。粘性は弱く，しまりが無い。

保水力に富む。縄文時代後期～弥生時代前期の遺物も含むが，出土する遺物の下限は中

世期である。

�ｂ層 褐色土。５�以下ほどの小礫をわずかに含み，粘性は弱い。下位に行くにしたがってや

や色調が明るくなり，しまりが出てくる。また，降水時の雨水の流路となるようなとこ

ろでは，小礫の含有量が高くなる。縄文時代後期～弥生時代前期の遺物を多量に包含す

る。

� 層 浅黄橙色土。粒子の整った細かい砂質土である。眉山起源の火砕サージとされ，部分的

に赤味の強い部分がある。各調査区でこの層に伴い多くの倒木痕が検出された。無遺物

層。

�ａ層 明黄褐色土。１�前後の小礫を非常に多く含む。また，地点によっては人頭大以下の礫

を多量に含むところがある。粘性は少なく，しまりが強い。無遺物層。

�ｂ層 暗黄褐色土。色調以外は�ｂ層とほぼ同質で，１�前後の小礫を多量に含むことを特徴

とする。縄文時代早期の遺物包含層。

	 層 漆黒色土。地点によっては暗褐色。しまりは地点によって異なり，非常に硬質なところ

もあれば，軟質なところもある。軟質なところでは保水力が高い。軽石状の１�前後の

小礫を多量に含む。無遺物層。

� 層 灰白色砂礫。約１万年前に形成されたとされる土石流の堆積物による砂礫層で，非常に

硬くしまる。無遺物層。
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第１１図 Ａ・Ｄ区土層図（Ｓ＝１／２００）
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第１２図 Ｂ・Ｃ区土層図（Ｓ＝１／２００）
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範囲確認調査時の層位との対応を見ると第１３図のようになる。

調査区はいずれも基本的に西から東へと緩やかに傾斜する。

南北方向で見ると，Ａ・Ｄ区の土層はＫ列とＬ列の境くらいを西から東へと浅い自然流路が走って

おり，ごく緩やかな二つの高まりが隣り合っている。よってＡ区北半からＤ区へは水無川右岸の断崖

となる部分までわずかではあるが緩やかにのぼり，そのまま水無川右岸まで達する。現在Ｄ区より北

側は水無川の谷へと急激に落ち込んでいるが，これは平成噴火後の砂防工事によるもので，それ以前

はもう少し緩やかな斜面であったという。

Ｂ・Ｃ区では西から東へと走る２条の雨裂が形成され，中世期には埋没している。この降雨時の自

然流路である２条の雨裂のうち，南側の雨裂２を境にしてごく緩やかな高まりが隣り合うようで，Ｂ・

Ｃ区の南北方向の土層を見ると雨裂２の部分が最も低位である。

遺物を主体的に包含するのは�ｂ層で，時期的には縄文時代後期～弥生時代前期が中心となる。包

含する遺物の下限は弥生時代中期まで下る可能性もあるが，弥生時代中期の遺物自体が極めて少ない

ため判然としない。�ａ層においても縄文時代後期～弥生時代前期の遺物は出土するが，出土は�ａ

層の下位部分が多く，自然営力による�ｂ層からの遺物の移動を考えておく必要があろう。それを裏

付けるように，弥生時代前期の埋甕１基がＢ区�ｂ層において検出されたが，土器を埋設した際の土

坑の確認はできていない。�ａ層からの堀込みではないものと考える。

しかし視点を変えれば，突帯文期の土器群が�ｂ層と対比したとき�ａ層においてもかなりの割合

で出土しており，突帯文期に関しては�ｂ層の上位から�ａ層の下位にかけて出土すると捉えること

もできる。あるいは本来一連の同一層であったものが何らかの自然的影響によって上位と下位で色調

変化をきたし，結果的に調査ではそれを分層できるものとして捉えたということも言える。この問題

については今後地質的見地からの検討が必要である。

第１３図 層位対応概略図

－１９－



0 10cm

N

D区�

A区�

土坑2
B区�

C区� 土坑1

埋甕�

第２節 遺 構
ここでは縄文時代後期～弥生時代前期の遺

構と，中・近世の遺構とに分けて報告する。

特に縄文時代後期～弥生時代前期の遺構につ

いては明確な遺構として断定しうるものは少

ないが，あるいはそのことが遺跡自体の性格

や遺跡全体の中での調査区における場の機能

を考えるとき大きな意味を持つかもしれない。

Ｂ・Ｃ区については西から東へと走る２条の雨裂が�ｂ層上面で確認されている。雨裂１は削平を

受けて底面近くしか残存していないが，雨裂２は幅が広いところで約１．５�，深さが深いところで約

１．０�ある。両雨裂とも断面「Ｕ」字状をなし，細かく蛇行するように左右の壁面が浸食を受け，え

ぐられている。覆土は最下部に１０�ほどの厚さでこぶし大の礫を含む砂利層があり，その上部に�ａ

層が覆う。出土遺物は大部分が縄文時代後期～弥生時代前期のもので，上流からかなりの激しい水流

の中を流れてきたものと思われ，著しい磨耗を受けている。埋没した時期については雨裂２の最下部

に堆積する砂利層から極度の磨耗を受けた瓦質の擂鉢を検出しているので中世期と見てよいであろう。

１．縄文時代後期～弥生時代前期の遺構

縄文時代後期～弥生時代前期の遺構としては各調査

区の�層上面においてピット群を検出し，Ｂ区におい

て埋甕１基，Ａ区において土坑２基を検出している。

� ピット群

ピット群の説明に入る前に調査区の表土を除去する

以前の状態について述べておきたい。なぜならば繁茂

する植物の植生によっては地下に影響を及ぼす可能性

を考慮する必要性があると考えられるからである。植

物の占地は地形や土壌中の有機物包含量や水分量，日

照条件等のさまざまな環境要因によって決定され，複数の種が混在したり，特定種が一定領域にまと

まったりするものと考えられ，時間の推移とともに変化する。また，地表での占地の違いがあるので

あれば，当然地下に及ぼす影響にも違いが出ることも想定される。

調査区周辺は平成噴火以前においては耕作地として利用され，主に葉タバコや野菜の栽培が行われ

ていた。しかし，平成噴火以来，特に火砕流が頻繁に発生するようになってからは無人区域として住

民の出入りは禁止された。

水無川右岸に立地する権現脇遺跡とその周辺の一帯は火砕流による火山灰の降下と堆積によって裸

地化し，本来の目的を果たさなくなって放置された耕作地は砂防事業を行うことを前提として国有地

化されて現在に至る。よって調査区を含め本遺跡周辺はいったん裸地化した土地が，新たな植物の侵

入によって緑化し，遷移していくその過程にあるといってよい。平成噴火の終結が１９９６年であるから，

第１４図 雨裂２内出土遺物（Ｓ＝１／３）

第１５図 遺構配置概略図（縄文時代後期～弥生
時代後期）（Ｓ＝１／４，０００）
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権現脇遺跡 折り込みＰ２１＿２２ K 山道 山道 ３００×２９７

第１６図 Ａ区ピット群配置図（Ｓ＝１／４００）
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雨裂2

雨裂1

権現脇遺跡 折り込みＰ２３＿２４ K 山道 山道 ３５０×２９７

第１７図 Ｂ・Ｃ区ピット群配置図（Ｓ＝１／４００）
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第１８図 Ｄ区ピット群配置図（Ｓ＝１／３００）
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まだ数年という短い時間幅でしか捉えることができないし，将来的には人為的にさまざまな手入れが

行われ，管理されるであろうから，植生遷移の基本的図式は途中で寸断される事になろう。しかし，

一年性草本類群落→多年性草本類群落→低木群落→高木群落というようにより複雑化する方向で遷移

するとされる植生遷移の構造に当てはめてみたとき，遺跡周辺ではこの過程の前半部分，すなわち草

本類の群落形成段階として理解できる。

噴火の沈静後は水無川一帯が国有地化され，砂防関係の工事等が行われるようになり，調査区周辺

も一部は工事用道路や資材置き場として利用されてきた。しかしそれ以外は導流堤や砂防堰堤の建設

が計画されるまで特に利用されることはなく，雑草が生い茂り荒蕪地と化していた。また，一口に荒

蕪地といってもその植生の様相は場所によって大きく異なっていた。各調査区ごとにその様相につい

て述べる。

まず一番上手のＣ区については噴火の前までは民家の敷地となっていた地点であり，地固めされた

状態であったので，一年性の草本類の侵入がごくわずか見られる程度であった。Ｂ区は噴火前に葉タ

バコの栽培地であったところで，表土剥ぎ直前は冬場であったので枯死している植物が多かったが，

一年性草本類であるセイタカアワダチソウなどと多年性草本類であるススキとが混在している状態を

見ることができた。Ａ区に関しては山手になる西側部分に関してはススキが主体的に群落を形成し，

著しく繁茂している状態で，海手の東側に関してはススキのほかに多くのクズが繁茂し，人が立ち入る

ことができないくらいに蔓が伸び，うっそうとしている状態であった。Ｄ区は調査に入った時点で資

材置き場・作業場として削平や造成を受けており，噴火以降の植生の状況を知ることはできなかった。

ここで注意を要するのはクズの状況である。クズは多年性の植物であるが，根は主根が垂直に地下

へと伸び，深いものでは数�にも及ぶ。また，主根は肥大化してデンプン質を蓄えるという特徴を持

つ。繁殖力の強いクズは伐採・管理を定期的に行わないと領域を一気に拡大してしまうことから，害

草として扱われることもしばしばである。遺跡周辺でも長らく人の手がはいることが無かったため現

在でも最も目に付く植物のひとつである。

特にＡ区においては，表土剥ぎの前に行った調査区設定時の除草作業段階から南東側についてはク

ズの著しく繁茂している状況を確認できた。表土剥ぎの段階では梅雨時であったため土壌も十分に

湿っており，クズの根の様子が良く観察できた。いくつかの特徴をあげると，クズの根は垂直方向に

伸びるものが多く，斜めに伸びたものはあっても横方向に伸びたものは見られなかった。クズの茎や

根は多くが直径３�前後であったが，中には直径１０�を越える大きなものも見られた。クズの根の周

辺は正確に測定したわけではないが，おおむね半径１０�程度の平面円形に変色が確認されるものが

度々あり，クズの根の検出面は特定の層位に限定されるわけではなく，表土剥ぎの段階を含め層位を

選ばず確認できた。また，変色は灰色や暗褐色などが見られ，灰色系の変色を来たすもの多かった。

色調の変化は各層の持つ色調に左右される可能性がある。特に繁茂の著しかったＡ区の南側では変色

部分の切りあい関係から新旧を判断できるものさえあった。重機による表土剥ぎ時の�層や�層の掘

削時には頻繁に見られた。

クズの根は表皮が厚く木質化するため，枯死して地表の葉や茎が分解されても，地下の根はそのま

ましばらくの間分解されずに残るようで，調査のとき特にＡ区の南東部では掘り進むごとに根の切断

作業を要するときもあった。根が残存する場合に必ずしもその周辺部分が変色しているわけではなく，
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また，根の残存がなくても変色が見られる場合もあった。このことはクズの根とピット状の土壌の変

色が無関係であるという考え方が一つ，そしてもう一つはクズの根は分解されて消滅し，土壌の変色

部分のみが残存したというのがもう一つ，これら二つの考え方ができよう。調査員としてそれがどち

らかということを証明するすべは調査時において持ち得なかったが，ただクズの根は表土剥ぎや調査

の時に腐敗して強い臭気を漂わせる事が度々あり，土壌への何らかの影響というものを想像させるに

十分であった。実際，Ａ区南側で確認したピットの埋土の特徴として，灰色系の色調を呈し，細かい

砂混じりでやや粘性を持つという特徴は，Ｂ区などクズの侵入の少なかった地点で確認した�層上面

のピット内埋土と微妙ではあるが確実に違うところである。それがすなわち人為的構造物ではなく，

自然的構造物であるという事の直接的証明の材料にはならないであろうが，ピットの集中域がクズ群

落と重なるということは考慮しておく必要はあろう。反面ピットの集中域と遺物の集中域が一部で重

なるということも忘れてはならない。以上を踏まえて各調査区について見ていきたい。

Ａ区はＡ‐１区においてもっともピットの密度が高く，その傾向はＡ‐２区の北側まで続くようであ

る。しかしながら，遺物の集中と必ずしも一致するわけではなく，たとえば遺物の集中はＡ‐４区の

北側部分やＡ‐５区の北東部分でも見られるが，ピットは少ない。またＡ‐２区の北側部分においてピッ

トは多いが，特に遺物が集中するわけではない。よって遺物の出土密度とピットの検出密度は必ずし

も同調するわけではないようである。Ａ‐３区からＡ‐１区とＡ‐４区の間を抜けてＡ‐２区の中央へ東

から西へと下る浅い谷地形があり，この周辺が他の平坦地に比べ小礫を多く含むことから，おそらく

は降水時の雨水の流路と考えられるが，むしろこの流路の北側にピットが集中すると見るべきであろ

う。Ａ‐３区の谷地形の北側にはピットが少ないが，ここについては数�の高さで瓦礫などの不燃物

を大量に廃棄してあったところである。そう考えると，植物の根，特にクズがその影響をもたらした

ということも一つの可能性として考えられる。

次にＢ・Ｃ区であるが，やはり遺物の出土密度とピットの検出密度は基本的に一致しない。しかし，

突帯文期の遺物が多く出土するＢ‐１区ではやや径の大きなピットの検出が多いことが捉えられよう

か。雨裂２は�ｂ層上面で確認でき，中世期に埋没したと考えられるが，その旧流路と考えられる浅

い谷地形が雨裂２のすぐ南側を走る。Ｃ区はＶ列あたりを境にして，二つのゆるやかな丘陵が隣り合

い雨裂２はこの境となった旧流路に合流するように南東向きから東向きに流れを変える。この合流部

分より西側においては急激に南へと地形は上るがこの谷地形にそって比較的多くピットの検出がある。

地形的に見ても遺物の出土状況から見てもこの地点に人為的に何らかの構造物が造営されることは考

えにくく，この周辺についてはたとえば土壌が水分を多く含むとか日照条件が悪いとか特定の環境条

件の下に特定の植物が群落を形成し，その影響が及んだとも考えられる。同様な状況はＡ‐３区でも

見受けられた。

Ｄ区については北側部分と東側部分で後世の削平等が入り，�層上面でのピットの検出ができた部

分は少ない。また地形的にＡ区よりＤ区側が高くなっていたようで，その分削平も深く及んでいたよ

うである。（調査区の細分については第１８４図を参照のこと）

第１０図はＡ・Ｄ区のピット群からの出土遺物である。１・２は深鉢胴部で，１は粘土紐の貼り付け

を施す。３～８は浅鉢で，４は復元口径１４．８�を測る。６は組織痕土器で，網目が確認される。７は

復元口径２４．０�を測る。９は復元底径８．６�を測る。第２０図はＢ・Ｃ区のピット群からの出土遺物で
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0 10cm

0 10cm

ある。１～４は口縁部に沈線を施す深鉢の資料である。口縁部断面は，１がやや内傾，２が外傾，３・

４が直立する。５は大きく外反する深鉢口縁部で，外面に沈線を施す。６～８は刻目突帯文土器で，

６はヘラ刻み，７は指刻みである。８の刻目原体は不明で，口唇部上端にも刺突を加える。９は丹塗

りを施す壷胴部，１０は復元底径６．２�を測る深鉢底部である。

１
３２

６

５

４

８７

９

第１９図 Ａ・Ｄ区ピット群出土遺物（Ｓ＝１／３）

１ ４
３２

６５
７

８

９ １０

第２０図 Ｂ・Ｃ区ピット群出土遺物（Ｓ＝１／３）
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0 30cm

� 埋 甕

遺構

Ｂ区東端のグリッドＱ‐１１で検

出した。�ｂ層中からの検出で，

埋設した土坑は確認できなかった。

土器棺は口縁部をほぼ水平にして

据えられており，底部は意図的に

打ち欠かれている。上甕の痕跡は

なく，単棺と捉えてよいであろう。

死産児や乳児の土器棺として，ま

たは出産時の胎盤などを埋納する

目的で埋設したものであろう。土

器の外面には炭化物が付着し，日

常用煮沸土器の転用であったと考

えられる。人骨・装身具・副葬品

等は認められなかった。

出土遺物

１は埋甕として検出した突帯文

土器である。底部を欠くが，口径

は２７．０�，残存器高は１６．０�であ

る。胴部で屈曲することなく口縁

部まで直線的に立ち上がる。口縁

部と胴部には突帯を貼り付け，と

もにヘラ状工具による刻目を施す。

口縁部突帯は口唇部から０．５�ほ

ど下がった位置に貼り付けるが，

一部で口唇部に接するところもあ

る。外面調整は貝殻条痕の後ナデ

であるが，ナデはさほど丁寧では

なく，胴部突帯より下位では横方

向と縦方向の，上位では横方向の

貝殻条痕が残る。内面調整はナデ

である。外面にはわずかに炭化物

が付着する。

第２１図 埋甕実測図（Ｓ＝１／６）

１

第２２図 出土土器実測図（Ｓ＝１／３）
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L=225.100M

L=225.100M

0 2m

0 10cm

� 土 坑

土坑はＡ区において２基を確認した。いずれも�層上面での検出である。�層上面での検出であり，

Ａ区においてはＢ・Ｃ区と異なり極端に突帯文期の資料が少ないことを考慮すれば，いずれも縄文時

代後期～晩期の所産と見てよいであろう。

土坑１

遺構

Ａ区西側のグリッドＮ‐２２での検出である。平面

は南北１．３�，東西１．３�の円形を呈し，深さは０．３

�を測る。土坑中からは，３０�大の礫が検出された。

炭化物や焼土等は確認されていない。

出土遺物

出土遺物としては縄文時代後期～晩期の深鉢・浅

鉢が多数検出されたがほとんどが小片である。石器

では黒曜石剥片，安山岩剥片，蛇紋岩製磨製石斧破

片がある。

１は口縁部文様帯を持つ深鉢の頸部から口縁部に

かけての資料である。口唇部を欠くが，外面に沈線

１条が確認でき，内面には稜を作る。内外面の調整

はナデである。２も１と同様口縁部文様帯の資料で，

口唇部・下端部を欠くが，３条の沈線が確認される。内外面ともにナデ調整を行う。３は深鉢口縁部

である。口唇部は丸く整え，外面は擦過調整，内面はナデ調整である。４は鉢形もしくは深鉢形を呈

する土器の胴部の資料である。内側へ屈曲して肩を作り出す胴部は，次に外側へ屈曲する。内外面の

調整は，外面が擦過の後ナデ，内面がナデである。５は４と同様の器形を呈する鉢もしくは深鉢の胴

部の資料である。いったん内側へ屈曲して肩部を作り出し，次に外側へ屈曲して口縁部へと続く。肩

部と口縁部との境には外面に段を作り出し，粘土紐の貼り付けを施す。内外面ともにナデ調整である。

第２３図 土坑１実測図（Ｓ＝１／４０）

３
２

１ ４

５

第２４図 土坑１内出土遺物実測図（Ｓ＝１／３）
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L=223.500M
L=223.500M

0 2m

0 10cm

土坑２

遺構

Ａ区グリッドＫ‐２７での検出である。平面

形は隅丸の長方形を呈し，長軸１．５�，短軸

０．９�，深さ０．３�を図る。長軸の方向はＮ‐

６６．５°‐Ｅである。掘り込みは断面「Ｕ」字形

を呈し，さほど深さはなく，底面は平らであ

る。土坑内には数１０�大の礫を含むが，意図

的に配置したという印象は受けない。覆土中

には炭化物と焼土が確認された。

出土遺物

出土遺物としては，土器小片と石斧１点，

黒曜石剥片が検出された。土器に関しては粗

製土器，精製土器があり縄文時代後期～晩期

のものであるが，図化に耐える資料はない。

１は蛇紋岩製の磨製石斧である。側縁は直線的だが器軸に対し一定角度を有しており，形態的には

定角式に分類される。素材は板状岩片で，基部および胴部に撃打整形を施した後，全体を入念に研磨

している。正面側は中央から下方向に傾斜した研磨が見られ，片刃気味の刃部を作出している。この

刃部は両面から撃打されており稜線部の潰れも見られることから，他器種に転用された可能性がある。

第２５図 土坑２実測図（Ｓ＝１／４０）

１

第２６図 土坑２内出土遺物実測図（Ｓ＝２／３）
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２．中近世の遺構

中近世の遺構としては，Ａ区において中世の土坑墓１

基，Ｄ区において近世の枡状水場遺構，円形状水場遺構，

中世から現代にかけての水田址が確認された。

� 土 坑 墓

遺構

Ａ区東端の調査区で最も標高の低い地点での検出であ

る。グリッドはＫ‐３１である。漆黒色土である�ａ層の

掘り下げ時に細かい砂混じりの覆土を持つ平面方形の土

坑として確認した。長軸は１．７�，短軸は１．０５�，深さ

は０．４５�を測り，長軸方向はＳ‐１．５°‐Ｅをとる。

土坑内から成人と思われる人骨１体が検出され，頭位は南に置いている。人骨の残存状況は風化が

第２７図 遺構配置概略図（中・近世）
（Ｓ＝１／４，０００）

第２８図 土坑墓実測図（Ｓ＝１／２０）
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進み良くなかったが，出土状況から屈肢葬であったと考えられる。頭部に向かって左側には自然石を

配置しており，枕石として使っていた可能性がある。また，頭部に向かって右側には副葬品として１１

個の土師器が確認された。

出土遺物

頭部の右側より１１個の土師皿が検出されている。いずれも回転糸切りの痕跡を底面に残す。

１は口径６．２�，底径４．０�，器高１．６�を測る。口縁部の内外面には炭化物が付着する。２は口径

６．６�，底径４．６�，器高２．０�を測る。口縁部の内外面に炭化物が付着する。３は口径７．２�，底径４．４

�，器高１．９�を測る。４は口径６．６�，底径５．１�，器高１．８�を測る。５は口径６．６�，底径４．４�，

器高１．７�を測る。６は口径６．０�，底径３．６�，器高１．６�を測る。７は口径５．６�，底径４．６�，器高

１．８�を測る。８は口径１０．３�，底径５．３

�，器高３．５�を測る。９は口径６．１�，

底径５．１�，器高１．９�を測る。１０は口径

５．８�，底径４．６�，器高１．４�を測る。

口縁部の内外面に炭化物が付着する。１１

は口径５．７�，底径４．６�，器高１．９�を

測る。８以外は強い規格性がうかがわれ

る。

第２９図 土坑墓内出土土師皿の器高と口径

３２ ４１

５ ６ ７

８

９ １０ １１

第３０図 土坑墓内出土土師皿実測図（Ｓ＝１／３）
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Ｂ30南壁�
東�

1 黒褐色土層（粗い粒子を含む）�
2 明黄褐色土層（小礫を多く含む）�
3 礫層（小礫）�
4 礫層（中・大礫）�
5 灰白色凝結土層（基本層序Ⅶ層と同一）�

L＝221.400M

1
2

3

4

5

4

� 桝状水場遺構

遺構

遺構は，水無川の右岸に位置し，集落と水無川を結ぶ要所として存在する。�層（縄文時代早期遺

物包含層）よりもさらに下層に�層（火砕流噴出物が岩盤のように凝結した層）がある。この凝結し

た礫層を基本的に３�±５０�方形，深さ約１．３�の升状（水槽状）に掘り込み残存する遺構で，格子

形に９基確認できた（第３１図）。この形状と複数の桝状遺構から，その用途は，取水施設・貯水施設・

排水施設・浄化槽などが考えられよう。

近世の水の取水方法は，主に河川や用水路から引水し，水量を確保する方法がとられた。一方で，

水質の管理は，農村集落の営みから汚物等の排水が用・排水路へ流入して来るものに対して，主に圃

場や用・排水路で希釈・浄化作用による自然処理方法によるものであった。現況の遺跡周辺は，ボタ

ン山と深江火山麓扇状地との境目の傾斜変換点である扇頂部付近に位置し，水源である取水口があり，

そこから，扇状に用水路が張り巡らせている。

現代と近世に大きな地形の変化がなければ，遺跡の周辺には水源の取水口である湧水地があった可

能性が高い。そのことを示す事例として，遺跡の東方に門脇権現神社，別名「水源神社」として地名

が残る。現在は見られないが，深江町誌によると当時，門脇神社付近には，水が流れていたという。

さて，山間に比べ緩やかな傾斜をもつ扇状地における水利のシステムは，水源取水口を頂点に勾配

を利用し水を広く扇状に分配される。そのため汚水などを下流域の集落へ排水することを最小限に留

める注意が必要であろう。そこで，浄化する目的と圃場や用・排水路等で希釈・浄化作用を補う手段

として，水が通水により隣合わせの遺構を巡る際に遺構床面へ沈殿する作用を利用することにより，

ろ過される機能を考えれば，この遺構が簡易な浄化槽であったのではないかと言えないだろうか。一

方で中・近世は，一般的に粘土や木材，シダ類を加工し水底や側面に固めたりして漏水を防いでいた

ような事例もあるが，この

遺構では確認できなかった。

次に，遺構の時間的位置

づけを考える。遺構の中に

堆積した層からの出土遺物

は，主に近世陶磁器や製品

などが中心で，他に中世末

の土師皿１点のみが出土し

ている。その他に遺構を造

成する際に掘り起こされ攪

乱されたと思われる縄文時

代早期土器・石器や，その

上層から近代以降の遺物な

どの二次堆積物が出土して

いる。これらの出土遺物は，

遺構の造成後から使用中に 第３１図 枡状水場遺構土層図（Ｓ＝１／３０）
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0 2cm

堆積した層より出土しているため，最も新しい遺物により近世期であることが言えよう。

さらに別の視点から見ていくことにする。近代前期（明治初頭）には，欧米近代技術が灌漑・排水

技術の進展をもたらした。その構造材料としてセメントが登場し主要材料となった。大正期には鉄筋

コンクリート造の施設が造られるに至る。そのため，遺構がセメントによる構造物ではなく原始的で

凝結した礫による構造物であることからも解るように，近代前期よりも古く，近世の所産であると言

えよう。遺構廃棄後に，堆積状況から整地を行い畑として再利用されていたようである。さらに面取

りされた加工の加わった礫などを廃棄集積し，その上から整地し現代では煙草畑が作られていた。

この遺構と�ｃ層の鉄分・マンガン沈殿層である近世以降の水田址の間には用水路（小水路）的な

役割を担った細くて浅い「Ｕ」字状の溝状遺構がある。また，遺構の南側には面取している礫を一段

積みされた石列が直線状に並んでいる。これらＤ区における９基の遺構・用水路的な溝状遺構・水田

面の西端のライン・水槽南側の石列などは，正確に座標には乗ってないものの一定の十時方向に合わ

せ規則的に配置されており，農村集落における近世の水利システムの空間的配置と，近世において岩

盤状の凝結土が地中に存在することが知られ，それを利用し造り出す土木技術と知識とを有していた

ということを知る上で重要な遺構と言えよう。

出土遺物

遺構からの出土遺物は銭貨，中世土師皿，近世陶磁器

や陶磁製品，鉄製品などである。

出土銭貨（第３２図）

１は，残存状況は不良であるが，直径２．２�，内面窓

径０．６�の「寛永通宝」である。この出土銭は，寛文以

降の「新寛永」である。

陶磁器・鉄製品・青銅製品（第３３図）

１は陶器鉢の胴部片である。外面に沈線間に菊花形の象嵌を施す。２～７は近世肥前波佐見焼の磁

器の類である。２は染付くらわんか碗の口縁部片である。外面に二重圏線を巡らせ，その下に丸文を

施す。この圏線は二重から一重に重なり合っている部分もある。内面に一重圏線を施す。３は染付碗

の口縁部である。外面は内面が青海波文を施し，その下に二重圏線を巡らせていることから，海に関

する絵であると思われる。４は染付皿である。内面に二重圏線が巡る。５は染付碗である。外面に上

から一重圏線を巡らせ，やや間隔を置きその下に二重圏線が巡る。６は染付碗である。高台内に二重

圏線を施し高台脇に二重間に間隔のある圏線が巡る。７は染付くらわんか碗である。内面の見込みに

蛇の目釉ハギを行い，コンニャク印判五弁花を施している。釉ハギの縁に一重圏線を巡らせる。さら

に外面にも一重圏線を巡らす。８は肥前系磁器の染付碗の口縁部である。外面に草花文を施す。９は

中世末の土師皿の底部である。内・外面に回転横方向ナデで底に糸切り痕跡が見られる。１０は肥前磁

器碗を玩具のおはじきとして再利用している。底は丸みをもち，多くの擦痕が顕著である。１１は円盤

状陶磁製品である。肥前磁器碗を玩具のおはじきとして縁辺部を円形に加工している。底に擦痕が見

られる。１２は鉄製の角柱釘である。１３は青銅製の楕円形を呈した環状製品である。断面は丸みをもつ。

建具の飾り金具であろうか。

１

第３２図 枡状水場遺構内出土銭貨
（Ｓ＝１／１）
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� 円形状水場遺構

遺構（第３４図）

遺構は，桝状水場遺構の南側で溝状遺構の西側，Ｃ‐３０グリッドに位置し，周辺の遺構より標高は

１�ほど高い。遺構は縦１．７�，横１．６�，深さ０．５�の円形をなしており，北壁に礫が集積している。

遺構の西側には，細かな溝が走っており，標高が一段低くなっている用水路（小水路）的な溝状遺

構へそそぎ込むような配

置になっている。そのた

め，遺構は，水に関する

遺構ではなかろうか。遺

構の形状と排水される部

分に礫を集積しているこ

とから生活利用の農作物

を洗う洗場である可能性

がある。

また出土遺物は，近世

の磁器と縄文土器・石器

のみであり，桝状水場遺

構と概ね同時期であろう。

第３３図 枡状水場遺構内出土陶磁器・鉄製品・青銅製品（Ｓ＝１／３）

第３４図 円形状水場遺構（Ｓ＝１／３０）
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出土遺物（第３５図）

１は近世肥前波佐見の染付碗である。外面に丸文

を施す。２は肥前系磁器染付の徳利である。

� 水場遺構に伴う水田址

遺構

遺構は，Ｄ区の水場遺構に接し東側一面に広がる。

遺構は，縄文時代早期から弥生時代早期にかけてや

や傾斜面に堆積した�～�層を，一定の標高約２２０．５

�ですき床層と言われるやや締まった堅い土層とそ

の下層に鉄やマンガンの集積層により水平に切った

形で見られた。

水田遺構における基本的な層順（第３６図）は，上

層から作物が根をはっている部分の「作土層」（水

田として機能していた時に水に接していた表面酸化

層－黄褐色な酸化層‐青灰色な還元層），その下に

「酸化的下層土」（すき床層‐鉄集積層‐マンガン集積層）の順で堆積する傾向がある。このすき床

層の上面に若干の作土層が残るが，さらに新しい時期に薄く堆積した鉄やマンガンの集積層によって

切られているような状況が三度見られる。また，出土遺物が古い時期のもので中世・近世から現代の

ものであることからもわかるように，古くは中・近世の水場遺構に伴う時期の水田址で，近代以降も

水田の造り変えなどを行い，延々と土地利用されてことがわかる。

出土遺物（第３７図）

遺構からの出土遺物は，近世陶磁器や陶磁製品，中世の瓦器１点，鉄製品などである。

１は絵唐津の陶器碗である。内面に草文を施し，高台内は無釉でケズリ調整により兜巾の形状になっ

ている。２は唐津系の陶器碗である。３は唐津系の陶器皿である。見込みにロクロ成形の調整が見ら

れる。高台内は無釉でケズリ調整により兜巾の形状になっている。４は備前焼の擂鉢の底部である。

５は肥前内野山窯系に後続する１７世紀後半，甕屋窯系の擂鉢の口縁部である。口縁部内面を肥厚し，

口縁部外面のみに鉄釉を施している。６は瓦質土器の火鉢の口縁部片である。外面の２つの突帯間に

「Ｘ」字形のスタンプを連続的に型押しし，内面にハケ目調整を行う。７は近世の大甕である。内面

に格子目のアテ具痕が見られる。８は肥前陶器土瓶の底部付近である。外面に炭化物が付着している。

９は朝鮮系の甕で縄状突帯が付く。器壁は薄手である。１０は肥前青磁小碗である。外面に草花文を陽

刻している。１１は明代山西省景徳鎮窯系の小野正敏分類（小野１９８２）でいう磁器染付皿Ｃ群であり，

底部の形態が砂目高台の碁笥底である。１５世紀後半から１６世紀前半のものである。外面に蕉葉文を施

し，内面に二重圏線が巡り，見込みに捻花文が施される。１２は肥前波佐見の染付平皿である。破片で

あるため明確ではないが，口縁部が円形ではなく直線的であるため方形の皿であろうと思われる。

口唇部に一重圏線を巡らせ，内面にも一重圏線が巡る。また，花の文様が部分的に残存する。１３は

当時の湛水部

作土層

表面酸化層

酸化層（黄褐色）

還元層（青灰色）

酸化的下層土

すき床層

鉄集積層

マンガン集積層

第３６図 水田基本土層模式図

第３５図 円形状水場遺構内出土遺物（Ｓ＝１／３）
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肥前磁器碗を玩具のおはじきとして再利用している。底には丸みをもち，多くの擦痕が見られる。１４

は端部が欠損しているが，鉄製の角柱釘である。１５は青銅製の喫煙道具の一部で雁首である。
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第３７図 水場遺構に伴う水田址遺構内出土遺物（Ｓ＝１／３）
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第３表 Ａ・Ｄ区ピット群出土遺物観察表

図 番号 出土グリッド ピット番号
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外面 内面 外面 内面

１９

１ J-２８ A�p-１３６ ナデ ナデ，擦過 橙色 明褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

２ I-２９ A�p-６２ 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ 灰褐色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

３ I-２８ A�p-１０６ 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４ H-２９ A�p-３４ 研磨 研磨 にぶい黄橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５ O-２３ A�p-２０１ 研磨 擦過 褐灰色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英

６ H-２８ A�p-９３ 組織痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 網目

７ I-３０ A�p-２１ 研磨 擦過・研磨 黒褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

８ J-２９ A�p-７４ ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・銀色雲母

９ K-２８ A�p-１６１ 擦過 研磨 にぶい黄橙色 黒色 良 角閃石・長石・石英

第４表 Ｂ・Ｃ区ピット群出土遺物観察表

図 番号 出土グリッド ピット番号
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外面 内面 外面 内面

２０

１ R-１２ B�p-５ ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２ ― Bp-７２ 研磨，ナデ 研磨 にぶい橙色 灰褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

３ Q-１０ C�p-２ 研磨 ナデ にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４ R-１１ B�p-４ 研磨 研磨 にぶい橙色 灰褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５ Q-１２ B�p-６ 貝殻条痕 ナデ にぶい赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６ Q-１１ C�p-４ 擦過 擦過 黒褐色 黒色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

７ Q-１１ C�p-４ 擦過 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

８ Q-１０ C�p-２ 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母・銀色雲母

９ R-１２ B�p-５ 丹塗 擦過・ナデ 明赤褐色 にぶい黄橙色 良 石英・赤色粒子・金色雲母

１０ R-１１ B�p-３ ナデ ナデ にぶい橙色 灰褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

第６表 土坑１内出土遺物観察表

図 番号
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外面 内面 外面 内面

２４

１ ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子
２ ナデ ナデ にぶい黄橙色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・銀色雲母
３ 擦過 ナデ 黒褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子
４ 擦過・ナデ ナデ 暗褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子
５ ナデ ナデ 橙色 黒色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 貼り付け

第８表 土坑墓内出土土師皿観察表

図 番号
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外面 内面 底面 外面 内面

１ ナデ ナデ 回転糸切り 橙色 橙色 良好 長石・小礫
２ ナデ ナデ 回転糸切り 橙色 橙色 良好 長石・石英・雲母片・小礫
３ ナデ ナデ 回転糸切り にぶい橙色 にぶい橙色 良好 長石・雲母片・小礫
４ ナデ ナデ 回転糸切り にぶい橙色 にぶい橙色 良好 小礫
５ ナデ ナデ 回転糸切り 橙色 橙色 良好 石英・雲母片・小礫

３０ ６ ナデ ナデ 回転糸切り にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 長石・雲母片・小礫
７ ナデ ナデ 回転糸切り にぶい橙色 にぶい橙色 良好 長石・小礫
８ ナデ ナデ 回転糸切り 橙色 橙色 良好 石英・小礫
９ ナデ ナデ 回転糸切り にぶい橙色 にぶい橙色 良好 長石・雲母片・小礫
１０ ナデ ナデ 回転糸切り 橙色 橙色 良好 長石・石英・小礫
１１ ナデ ナデ 回転糸切り にぶい橙色 にぶい橙色 良好 長石・雲母片・小礫

第５表 出土土器観察表

図 番号 出土グリッド
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外面 内面 外面 内面

２２ １ Q-１１ 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

第７表 土坑２内出土遺物観察表

図 番号 出土グリッド 器 種 石 材 長 さ 幅 厚 さ 重 量
２６ １ K-２７ 磨製石斧 蛇紋岩 ９４．０� ６２．０� ２１．０� １６５．２�
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第９表 枡状水場遺構内出土遺物（銭貨）

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種 法量（単位：�・�） 備考
３２ １ B‐３０ 遺構内一括 寛永通宝 直径２．２・内面窓径０．６ 新寛永

第１０表 枡状水場遺構内出土遺物（陶磁器・磁器製品・鉄製品・青銅製品）

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

３３ １ B‐３１ 遺構内一括 陶器・鉢 象嵌 ― 肥前
３３ ２ B‐３１ 遺構内一括 磁器・染付碗 二重圏線・丸文 一重圏線 肥前波佐見
３３ ３ B‐３１ 遺構内一括 磁器・染付碗 ― 青海波文・二重圏線 肥前波佐見
３３ ４ B‐３０ 遺構内一括 磁器・染付碗 二重圏線 ― 肥前波佐見
３３ ５ B‐３１ 遺構内一括 磁器・染付碗 一重圏線・二重圏線 ― 肥前波佐見
３３ ６ B‐３１ 遺構内一括 磁器・染付碗 二重圏線 二重圏線・不明文様 肥前波佐見
３３ ７ B‐３１ 遺構内一括 磁器・染付碗 一重圏線 コンニャク印判五弁花 肥前波佐見
３３ ８ B‐３１ 遺構内一括 磁器・染付碗 草花文 ― 肥前
３３ ９ B‐３１ 遺構内一括 土師器・皿 ヨコナデ ヨコナデ 糸切り

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種 法量（単位：�・�） 備考
３３ １０ B‐３１ 遺構内一括 玩具・おはじき 直径３．７×２．４・厚さ０．５ 肥前磁器碗の再利用
３３ １１ B‐３１ 遺構内一括 玩具・おはじき 直径２．４×２．４・厚さ０．４ 円盤状磁製品
３３ １２ B‐３１ 遺構内一括 鉄製釘 長さ４．３・幅０．８・厚さ０．６ 角柱釘
３３ １３ B‐３０ 遺構内一括 青銅製輪 厚さ０．４

第１１表 円形水場遺構内出土遺物

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

３５ １ C‐３０ 遺構内一括 磁器・染付碗 丸文 ― 肥前波佐見
３５ ２ C‐３０ 遺構内一括 磁器・染付徳利 不明文様 ―

第１２表 水場遺構に伴う水田址内出土遺物

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

３７ １ E‐３１ 遺構内一括 陶器・碗 草文 ― 絵唐津・高台内兜巾
３７ ２ E‐３１ 遺構内一括 陶器・碗 ― ―
３７ ３ E‐３１ 遺構内一括 陶器・皿 ― 見込みにロクロ成形 唐津系・高台内兜巾
３７ ４ F‐３０ 遺構内一括 擂鉢 ― 擂目（卸目） 備前焼
３７ ５ E‐３０ 遺構内一括 擂鉢 ― 擂目（卸目）・鉄釉 肥前・１７世紀後半
３７ ６ E‐３１ 遺構内一括 瓦質土器・火鉢 突帯・菊花文を型押し ハケ目調整 口唇部ヨコナデ
３７ ７ E‐３１ 遺構内一括 大甕 ― 格子目のタタキ
３７ ８ D‐３１ 遺構内一括 陶器・土瓶 ナデ ナデ 肥前・外面炭化物付着・底部付近
３７ ９ E‐３０ 遺構内一括 陶質・甕 縄状突帯 ― 朝鮮系
３７ １０ D区 表採 磁器・青磁小碗 ― 草花文を陽刻 肥前
３７ １１ E‐３０ 遺構内一括 磁器・染付皿 蕉葉文 二重圏線・捻花文 明代江西省景徳鎮系・碁笥底
３７ １２ F‐３０ 遺構内一括 磁器・染付平皿 ― 一重圏線・不明花文 肥前波佐見・口唇部に一重圏線

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種 法量（単位：�・�） 備考
３７ １３ E‐３０ 遺構内一括 玩具・おはじき 直径３．０×２．０・厚さ０．６ 肥前磁器碗の再利用
３７ １４ D区 遺構内一括 鉄製釘 長さ４．５・幅０．９・厚さ０．７ 角柱釘
３７ １５ E‐３０ 遺構内一括 煙管・雁首 長さ６．６・厚さ１．２
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第３節 倒 木 痕
各調査区では多くの倒木痕を検出した。検出時の状況をあげると以下のようになる。

�検出面は�層上面に限られる。�構造物内に認められたのは黒色を呈する軽石混じりの土である。

�検出面での黒色土部分の平面形は長さ２～３�，幅数１０�の帯状の細長い形状を呈する。�構造物

内の黒色土部分を掘り進めると�層の下部にえぐったように入り込んだり，�層に到達したりし，時

に	層に含まれる礫と同様のものがブロック状に含まれる。
細長い形状の平面形はいずれも東西方

向に長軸をとり，北側には人為的に配したかのように礫が並ぶ場合がある。�構造物内には遺物を全

く含まない。

こうした状況を踏まえて，構造物内の黒色土を�ｂ層と�層のどちら由来のものとして考えるのか，

礫の並びを人為的とみなすかといったところで調査員の間で意見の相違を見た。しかしながら，検出

した構造物の性格や成り立ちについては調査員の間で明らかにすることはできなかった。

そうした中，長岡信治，松末和之の両氏に現場を見ていただく機会を得，検証の結果倒木痕である

ということが判明した。結果的に遺構様に検出された構造物は樹木が倒れるときにもがれた下層の


層・�層・	層が層序の逆転を起こしたものであった。黄色を呈する�層上面で視覚的に目に付きや

すい�層を�ｂ層と誤認し，また上層へと樹根によってつかみあげられた	層の礫を人為的石列とし

て誤認していたことになる。

一般的な倒木痕と異なりその成因は，調査区の北側に位置する眉山が溶岩ドームとして形成された

ときに発生した火砕流の熱風に求める事ができるようである。火山活動の直接的影響を受けやすい雲

仙岳山麓ならではの特殊構造物と言えよう。詳細は附編を参照されたい。

平成噴火・火砕流の熱風による倒木（長崎新聞社提供）
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第４節 包含層出土遺物
１．縄文時代早・前期の遺物

� 土器（第３８図～第４２図）

Ａ類（第３８図１・２）

１・２は縄文時代早期前半の厚手の無文土器の胴部であり内外面に粗くナデ調整を施し，１は内面

に指頭圧痕が残っている。

Ｂ類（第３８図３～２０）

３～２０は縄文時代早期中葉の押型文土器である。３を除いては，ほぼ深鉢形土器である。

３は遺跡出土の押型文土器の中で古い段階の早水台式土器の口縁部片である。当該期における深鉢

形土器の口縁部器形は基本的に直行するものか，もしくはやや内湾するものであるが，一方で薄く強

く外反していること，口径がすぼまること，また粘土紐が外傾接合であることから考えて壺形土器の

可能性がある。口唇部に刻目を施し，外面に横方向楕円文を施文する。内面上部に原体条痕を施し，

その下部にヨコナデ調整を行う。

４・５は早水台式土器に後続する下菅生Ｂ式土器の口縁部片である。４は器壁が薄くやや外反し，

外面に斜方向楕円文を施し，内面上部に横方向楕円文を施文する。その下部にヨコナデ調整を行う。

５は外面にやや粒の大きい楕円文を施し，内面に原体条痕が施文される。

６は下菅生Ｂ式土器に後続する田村式土器古段階の口縁部片である。口唇部内面に刻目を施し，外

面に縦方向楕円文を施文する。また，外面全面に炭化物が付着している。内面にナデ調整後に３�程

のやや長大化した原体条痕を施す。原則としてこの時期になると原体条痕の下部に文様を施さなくな

る。

７は田村式土器に後続する手向山式土器直前段階もしくは手向山式古段階の口縁部片である。器壁

がやや厚く，強く外反する器形で，外面にやや間延びした縦方向山形文を施文する。内面に横方向山

形文を施文し，その下部にヨコナデ調整を行う。

８は早水台式土器の胴部片である。外面に横方向山形文を施し，内面にナデ調整を行う。

９～１２・１５は下菅生Ｂ式土器の胴部片である。９は外面に縦や横方向に楕円文を施し，内面にナデ

調整を行う。１５は外面に縦や横方向に山形文を施し，内面にナデ調整を行う。１０～１２は外面に早水台

式土器に比べやや粒の大きな楕円文を施し，内面にナデ調整を行う。

１３・１４は田村式土器土器古段階の胴部片で，外面に下菅生Ｂ式土器よりもさらに楕円の粒が粗大化

し，内面にヨコナデ調整を行う。

１６～１９は下菅生Ｂ式土器新段階以降の胴部片である。１６は外面にやや粒の大きい楕円文を施したあ

とに，外面上部に撚糸文により重複施文を行っている。内面にケズリ調整後にさらにナデ調整を行っ

ている。内面を調整する際についた工具痕が，Ｄ類に分類した手向山式土器に見られる工具痕に共通

しており，手向山式土器と近い時期にある可能性もある。１７も１６に類似しているが，外面に楕円文を

施したあとに粗ケズリを行い，さらにナデ調整を行っている。また指頭圧痕も見られる。さらにその

上から重複施文として横方向と縦方向に撚糸文を施文している。このような複雑な文様構成の土器で

ある。１８・１９は外面の楕円文の文様と内面調整から１６・１７と同類であろう。１９は胎土に黒曜石片を含

む。
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在地系押型文土器�
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２０は押型文土器併行期の撚糸文土器の胴部片である。外面に撚糸文を施し，内面に指頭圧痕が見ら

れる。

Ｃ類（第４０図２１～２７）

２１～２７は縄文時代早期中葉の厚手押型文土器もしくは厚手撚糸文土器である。

２１～２５は器壁の厚さが１�超であることから土器寸法が大型深鉢形土器であるのか，もしくは器壁

が厚い円筒形押型文土器である弘法原式土器の影響を受けた在地系土器のいずれかの可能性のある類

である。そこで考えられるのが，島原半島の弘法原式併行期（川原田段階から稲荷山式期）は東九州

系押型文土器の「器形が深鉢形・薄手化傾向の器壁・尖底＋文様が押型文様」（第３９図Ｃ１）が伝播

してくる。その過程で円筒形条痕文土器の一野式土器や円筒形撚糸文土器（第３９図Ｂ）に文様転換が

行われた円筒形押型文土器である弘法原式土器（第３９図Ａ１）が成立し，それに後続して早水台式か

ら下菅生Ｂ式併行期に「器形が円筒形基調の押型文尖底の影響を受けた狭脚な平底・厚手の器壁＋文

様が押型文様」（第３９図Ａ２）という特徴をもち押型文土器が漸移的に在地化する。その代表的な例

として２１・２２の土器があげられる。ちなみに分類したＣ類が在地（島原半島）系土器だとするならば，

Ｂ類が搬入品もしくは模倣品といった客体の土器だと言えよう。

２１・２２は早水台式土器から下菅生Ｂ式土器併行期である。２１は口縁部で器壁が厚くやや外反し，外

面に横方向山形文を施す。内面上部に横方向山形文を施し，その下部にヨコナデ調整を行う。２２は胴

部片で２１と類似するが，外面に横方向山形文を施し，内面にヨコナデ調整を行う。

２３～２５は田村式土器から手向山式土器直前段階併行期の胴部片であり，文様と器壁から同一個体の

第３９図 在地（島原半島）系押型文土器の概念図

－４４－
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可能性もある。器壁が厚く，外面が縦方向山形文を施し，内面にナデ調整を施す。

２６は押型文土器併行期の撚糸文土器胴部（底部付近）である。器形が厚手なのか，底部付近のため

部分的に器壁が厚いのかは判別しがたい。外面に斜方向撚糸文を施し，内面にナデ調整を行う。

２７は平底の底部で，弘法原式土器の底部に見られる網代圧痕である可能性がある。

Ｄ類（第４０・４１図２８～５１）

２８～３７は縄文時代早期後半の押型文土器終末段階で山形文を残した手向山式土器である。以下にあ

げる「手向山式土器古段階」・「手向山式土器中段階」・「手向山式土器新段階」とは便宜上，当遺跡に

限り新旧関係を示すものとして断っておきたい。

２９・３２～５１は良質な粘土を用い，表面調整・成形は工具を使うなど非常に丁寧であるが一方で，粘

土との混和剤となるべき砂粒が少なく，焼成中・焼成後・使用中・使用後のいずれかの段階で土器の

胎土が「すかすかな状態」になっている。繊維痕の可能性も考えられる。この状態は２８・３０・３１といっ

た手向山式土器古段階以前では確認できない。そのため胎土がすかすかな状態は手向山式土器中段階

以降の特徴と言える。また，内面調整は，ヘラ状工具によるものかといった種類は不明だが，工具両

端によるキズを残し，両端の内側は調整のケズリではなく指でナデたよりも丁寧である。そのため工

具によるケズリというよりも，工具を使用した丁寧なナデ調整（第４１図３７‐２，写真）と言えよう。

２８は手向山式土器でも古段階の口縁部片である。器壁が外反し，外面に間延びした縦方向山形文を

施す。内面上部に横方向山形文を施し，その下部にヨコナデ調整を行う。

２９は２８に後続するであろう手向山式土器の胴部片である。器壁が外反し，口唇部に刺突を施す。

外面に間延びした縦方向山形文を施し，内面上部に横方向山形文を施文する。その下部にヨコナデ

調整を行う。

３０・３１は手向山式土器古段階の胴部片である。外面に間延びした縦方向山形文を施し，内面にナデ

調整を行う。

３２～３６は手向山式土器中段階の胴部片である。押型文様終末期で外面に間延びした縦方向山形文様

を施し，内面は工具により調整を行い，胎土がすかすかな状態の組み合わせである。３６は口縁部付近

であるが外面の山形文様が崩れたような細い沈線文を施文している。

３７は手向山式土器中段階の底部である。一般的に手向山式土器は上げ底ぎみの平底だと言われてい

るが，３７は平底である。また，外面は間延びした縦方向山形文を施し，内面は工具により調整が行わ

れている。胎土はすかすかな状態である。

３８～４７は手向山式土器新段階である。３８は波状口縁であり，３９は平坦口縁部である。３８・３９は器壁

が薄く，外反する。口唇部に刻目を施し，外面にミミズばれ文とその下部に綾杉状沈線文のモチーフ

で，内面に工具によりナデ調整を行う。この工具痕は中段階に比べ土器製作過程における工具使用に

よる調整順序が解るほど明瞭に見られる。４０～４４は外面にミミズばれ文より下部の綾杉状沈線文の部

分である。４４は綾杉状沈線の上部に沈線が巡る。４５～４７は，その綾杉状沈線文の沈線が太くなり４４と

同様にその上部に沈線が巡る。

４８～５１は手向山式土器の壺形土器である。４８は口縁部で口唇部に刻目を施し，外面にミミズばれ文

を２条巡らせる。そのミミズばれ文の下部に不規則な間隔で刺突列点文を施す。
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４９～５１は壺形土器の肩部である。４９は，ミミズばれ文と刺突列点文を施す。５０・５１は太い沈線を巡

らせ，その下部に刺突列点文を施す。�３８～４４は細い沈線で�４５～４７は３８～４４に比べ太めの沈線にな

る。この沈線は後続する妙見・天道ヶ尾式土器の沈線に類似するため「�→�→分類したＥ類」への

時間的変遷の可能性がある。

Ｅ類（第４２図５２～６３）

５２は縄文時代早期後半の妙見・天道ヶ尾式土器である。妙見・天道ヶ尾式土器は手向山式土器と平

栫式土器とを繋ぐと考えられる土器である。５２は器壁が薄く外反する波状口縁部片である。手向山式

土器や平栫式土器の口唇部が刻目であるのに対して刺突列点を口唇部に施す。口縁部を巡る突帯文に

直行させ縦に突帯文を貼り付ける。その巡る突帯上と直行する縦方向突帯文上に刺突列点文を施す。

縦方向突帯を境に両脇に沈線文が施されている。

５３～６３は５２に後続する縄文時代早期後半の平栫式土器である。

５３～５６は口縁部片で平坦口縁である。口縁部文様帯が縦幅広で器壁は胴部に比べ肥厚し，やや内湾

ぎみである。口唇部は丸みをもち，浅い刻目を施し，外面は２重突帯を巡らせ，その突帯上に刻目を

入れる。さらに両突帯の下部に棒状工具による刺突列点文を施している。また，両突帯間に波状の沈

線を施しているような文様構成である。内面はヨコナデ調整を行う。

５７は口縁部文様帯の器壁が胴部に比べ肥厚していない。小破片であるため判別しがたいが長頸状の

壺の器形をなす口縁部であろう。口縁部から頸部になだらかに向かう土器片で，やや内湾ぎみで直行

する。口唇部に刻目を施し，外面に沈線，短沈線文，曲線状沈線文といった棒状工具による曲線状刺

突列点文の特異なモチーフである。

５８～６３は外面に縄文を施す，やや内湾ぎみの胴部片である。５８は外面に刺突列点文を巡らせ，その

下部に縄文を施し，内面にヨコナデ調整を行う。６１は外面に縄文と波状の沈線を施し，内面にヨコナ

デ調整を行う。

Ｆ類（第４２図６４～６６）

６４～６６は縄文時代早期の底部片である。

６４は尖底もしくは丸底ぎみの平底であり，押型文土器の底部であろう。

６５は丸底ぎみの平底であり，押型文土器の底部であろう。

６６は平底である。小径の底部のため手向山式土器から平栫式土器の底部であろう。

Ｇ類（第４２図６７・６８）

６７・６８は縄文時代前期後半の曽畑式土器の胴部片であり，胎土に滑石を混入している。文様は幾何

学文様の一部である。

６７は外面に縦・横方向に丸棒状工具により沈線が施されている。内面にナデ調整を行う。

６８は外面に刺突を施す。内面にナデ調整を行う。

－４８－
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第１３表 縄文時代早・前期土器観察表�

図 番号 区 グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外面 内面 外面 内面

３８ １ D A‐３０ 攪乱層 ヨコナデ・指頭圧痕 ヨコナデ・指頭圧痕 橙色 橙色 不良 角閃石・石英・長石・赤粒子 縄文早期厚手無文土器

３８ ２ D D‐３２ �ｂ層 ケズリ後粗いナデ 粗いヨコナデ 明赤褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・石英・長石・赤粒子 縄文早期厚手無文土器

３８ ３ C V‐８ �ｂ層 縦方向楕円押型文 原体条痕・ナデ にぶい赤褐色 明赤褐色 良好 角閃石・長石・赤粒子 壺形土器の口縁部の可能性
口唇部に刻目

３８ ４ D B‐３０ 攪乱層 斜方向楕円押型文 横方向楕円文・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・石英・長石・赤粒子 近世水場遺構内出土

３８ ５ C V‐９ �層 斜方向楕円押型文 原体条痕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・石英・長石・雲母

３８ ６ D C‐３１ �ｂ層 縦方向楕円押型文 長大化した原体条痕・
ヨコナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・石英・長石

３８ ７ D C‐３０ �ｂ層 まのびした縦方向山形
押型文

横方向山形押型文・ナ
デ 黄橙色 橙色 不良 角閃石・石英・長石・赤粒子・黒曜

石？

３８ ８ D F‐３０ �ｂ層 横方向山形文 ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 不良 角閃石・石英・長石

３８ ９ A Tr‐２ �ｂ層 縦・横方向楕円押型文 横方向楕円押型文 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・石英・長石

３８ １０ D D‐３０ �ｂ層 横方向楕円押型文 ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 不良 角閃石・石英・長石

３８ １１ D C‐３０ �ｂ層 やや粒の大きい楕円押
型文 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 不良 角閃石・石英・長石・雲母・赤粒子

３８ １２ D B‐３０ �層 やや粒の大きい楕円押
型文 ヨコナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石

３８ １３ D D‐３１ �ｂ層 やや粒の大きい楕円押
型文 ヨコナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石

３８ １４ A L‐２５ �ｂ層 楕円押型文 ヨコナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・赤粒子

３８ １５ D D‐３０ �ｂ層 横・縦方向山形文 ヨコナデ 明黄褐色 明黄褐色 良 角閃石・石英・長石・赤粒子

３８ １６ D B‐３１ 攪乱層 やや粒の大きい楕円押
型文・撚糸文 工具ナデ痕 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・石英・赤粒子 近世水場遺構内出土

３８ １７ D B‐３１ 攪乱層 楕円押型文・ケズリ・ナ
デもしくは指頭圧痕 ヨコケズリ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・石英・長石・赤粒子 近世水場遺構内出土

３８ １８ D B‐３１ �層 楕円押型文で部分的に
ナデ消し ヨコナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・金色雲母・赤粒子

３８ １９ D C‐３０ �ｂ層 楕円押型文・上部は剥
落 ヨコナデ 黄灰色 浅黄色 良好 角閃石・石英・長石・黒曜石

３８ ２０ D D‐３２ �ｂ層 斜方向に撚糸文を施す ナデ・指頭圧痕 にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・石英・長石・赤粒子

４０ ２１ D D‐３１ �ｂ層 横方向山形押型文 ヨコナデ 黒褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・石英・長石

４０ ２２ D C‐３１ �ｂ層 横方向山形押型文 ヨコナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・石英・長石

４０ ２３ D D‐３０ �ｂ層 横・縦方向山形押型文 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・石英・長石・金色雲母・赤
粒子

４０ ２４ D C‐３０ �ｂ層 縦方向山形押型文 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・石英・長石・金色雲母・赤
粒子

４０ ２５ D D‐３０ �ｂ層 ややまのびぎみな縦方
向山形押型文 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・石英・長石

４０ ２６ D D‐３２ �ｂ層 山形くずれの押型文 ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・石英・長石・赤粒子

４０ ２７ D E‐３０ �ｂ層 撚糸文 丁寧なナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良好 角閃石・石英

４０ ２８ B S‐１３ �Ｃ層 まのびした縦方向山形
押型文

まのびした横方向山形
押型文・ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・金色雲母

４０ ２９ A Tr‐１ �ｂ層 まのびした縦方向山形
押型文

まのびした横方向山形
押型文・ヨコナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良好 角閃石

４０ ３０ D E‐３１ �層 まのびした横方向山形
押型文 ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石

４０ ３１ C V‐８ �ｂ層 まのびした縦方向山形
押型文 ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良 －

４０ ３２ D 溝‐１ �層 まのびした縦方向山形
押型文 工具調整 橙色 にぶい橙色 良好 角閃石

４０ ３３ D C‐３０ �ｂ層 まのびした縦方向山形
押型文 工具調整 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石

４０ ３４ D D‐３０ �ｂ層 まのびした縦方向山形
押型文 工具調整 橙色 橙色 良 角閃石・石英

４０ ３５ D E‐３１ �ｂ層 まのびした縦方向山形
押型文 工具調整 橙色 にぶい橙色 良 －

４０ ３６ D C‐３０ �ｂ層 突帯に刺突（ミミズば
れ）その突帯下部を沈線 ナデ 明赤褐色 明赤褐色 良好 －

４１ ３７ D E‐３０ �ｂ層 まのびした縦方向山形
押型文 工具調整 橙色 にぶい赤褐色 良好 D‐３０出土遺物と接合

４１ ３８ D C‐３０ �ｂ層 ミミズばれ文・沈線文・
ナデ 工具調整 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良好 － 波状口縁

口唇部刻目

４１ ３９ D C‐３０ �ｂ層 ミミズばれ文・ナデ 工具調整 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良好 － 口唇部刻目

４１ ４０ D C‐３０ �ｂ層 沈線文 工具調整 にぶい褐色 にぶい赤褐色 良好 －
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第１４表 縄文時代早・前期土器観察表�

図 番号 区 グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外面 内面 外面 内面

４１ ４１ D C‐３０ �ｂ層 沈線文・ナデ 工具調整 灰褐色 にぶい赤褐色 良好 －

４１ ４２ D C‐３０ �ｂ層 ミミズばれ文・沈線文・
ナデ 工具調整 橙色 灰黄褐色 良好 －

４１ ４３ D C‐３０ �ｂ層 貝殻条痕 工具調整 明赤褐色 明赤褐色 良好 －

４１ ４４ D C‐３０ �ｂ層 沈線文・ナデ 工具調整 橙色 橙色 良好 －

４１ ４５ D E‐３０ �ｂ層 沈線文・ナデ 工具調整 にぶい橙色 暗灰黄色 良好 －

４１ ４６ D E‐３０ �ｂ層 沈線文・ナデ 工具調整 にぶい橙色 にぶい橙色 良好 －

４１ ４７ D E‐３０ �ｂ層 沈線文・ナデ 工具調整 にぶい橙色 にぶい橙色 良好 －

４１ ４８ A Tr‐１ �ｂ層 ミミズばれ文・沈線文・
ナデ 工具調整 明赤褐色 にぶい褐色 良好 －

４１ ４９ A Tr‐１ �ｂ層 ミミズばれ文・刺突列
点文 工具調整 明赤褐色 褐灰色 良好 －

４１ ５０ D F‐３０ �ｂ層 刺突列点文・ナデ ナデ？ 明赤褐色 明赤褐色 良好 －

４１ ５１ D F‐３０ �ｂ層 沈線文・刺突列点文・ナ
デ 工具によるナデ 明赤褐色 明赤褐色 良好 －

４２ ５２ D A‐３１ �層 縦・横突帯文・連続刺突
列点文・ヨコナデ ヨコナデ 明赤褐色 明赤褐色 良好 －

４２ ５３ D C‐３０ �ｂ層 刺突列点文・刻目突帯
文・波状沈線文・ナデ ヨコナデ 橙色 灰黄褐色 良 角閃石・石英・長石・金色雲母・赤

粒子

４２ ５４ D C‐３０ �ｂ層 刺突列点文・刻目突帯
文・波状沈線文・ナデ ヨコナデ にぶい橙色 橙色 良 角閃石・石英・長石・金色雲母・赤

粒子

４２ ５５ D C‐３０ �ｂ層 刺突列点文・刻目突帯
文・波状沈線文・ナデ ナデ 橙色 にぶい褐色 良 角閃石・石英・長石・金色雲母・赤

粒子

４２ ５６ D D‐３０ �ｂ層 刺突列点文・刻目突帯
文・波状沈線文 ヨコナデ にぶい橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・金色雲母

４２ ５７ A L‐２５ �層 刺突列点文・沈線文 ヨコナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・石英・長石・金色雲母・赤
粒子・黒曜石

４２ ５８ D C‐３０ �ｂ層 刺突列点文・縄文・ナデ ヨコナデ にぶい橙色 黒褐色 良好 角閃石・長石・金色雲母・黒曜石

４２ ５９ D C‐３０ �ｂ層 縄文 ヨコナデ にぶい黄褐色 灰褐色 良好 角閃石・石英・長石・金色雲母

４２ ６０ D C‐３０ �ｂ層 縄文 ヨコナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・石英・長石・金色雲母・赤
粒子

４２ ６１ A M‐２９ �ｂ層 縄文・波状沈線文 ナデ 暗灰黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・石英・長石

４２ ６２ D C‐３０ �ｂ層 縄文 ヨコナデ 灰黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・金色雲母

４２ ６３ A J‐２７ �層 縄文？ ナデ 橙色 褐灰色 良 角閃石・石英・長石

４２ ６４ D F‐３０ �ｂ層 ナデ？ ナデ？ 橙色 褐灰色 不良 角閃石・石英・長石・赤粒子

４２ ６５ D F‐３０ �ｂ層 ナデ ナデ 橙色 暗灰黄色 不良 角閃石・石英・長石

４２ ６６ D E‐３０ �ｂ層 ナデ － にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・石英・長石

４２ ６７ C V‐７ �Ｃ層 沈線文 ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・石英・長石・滑石 縄文時代前期土器

４２ ６８ A M‐２４ �ｂ層 沈線文 ナデ にぶい褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・石英・長石・滑石 縄文時代前期土器
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� 石器（第４３図～第４５図）

概要

Ｄ区�ｂ層を中心とした地点より，縄文時代早期の土器に伴って石器や剥片類が出土した。同地点

から出土した土器は早期後半の土器が主体を占めており，これらの時期に伴うと思われる石器は全３２

点の内，３割が�ｂ層に混在し，残りの７割が�ｂ層より出土した。使用された石材は黒色・暗灰色・

灰色黒曜石が７割で，玄武岩が３割である。黒色黒曜石が伊万里市の腰岳産，暗灰色黒曜石が佐世保

市の針尾産もしくは淀姫産，灰色黒曜石が西彼杵半島の上土井行産（従来の亀岳産）と思われる。石

器の種類は石鏃１７点，石匙１点，削器６点，石核５点，剥片３点である。

石鏃（第４３図１～１７）

いずれも打製石鏃で局部磨製石鏃は含まれていない。

１・２は基部の抉りが「Ｖ」字状を呈するものである。１は全体が狭小な二等辺三角形の形状で，

基部の抉りが「Ｖ」字状である。鋭い先端部と，胴部から脚部にかけて内に反り気味であるのが特徴

である。両側縁に鋸歯状の細かい加工が施されている。２は二等辺三角形の形状で，基部の抉りが「Ｖ」

字状である。胴部から脚部にかけて反り気味である。

３～１７は二等辺三角形の形状で，基部の抉りが「Ｕ」字状をなす「鍬形鏃」である。３は小形なも

ので，両側縁が若干反り気味で脚端部が細く尖る。片脚を欠失している。胴部中央には自然面を残す。

５は深く基部を抉られている細身の長脚鏃である。片脚を欠失している。４・６は胴部と脚部の両側

縁が張り出す特徴を持つものである。６は先端を欠失しており，側縁の欠失部と脚部が張り出すもの

である。７～１０は脚部が膨らみをもつ。７は長幅比の小さい三角形状でややいびつな形である。幅広

な脚部に比べ先端部が細身になる。先端部は欠失している。９・１０は脚部の膨らみに比べ屈曲部から

先端部が若干細身になる。９は先端部を欠失している。１１・１２は先端部がやや丸みを帯びている。１４

～１７は全面に丁寧な調整が施され，深い「Ｕ」字状の抉りをもつ典型的な鍬形鏃である。１３は胴部の

一部のみが残存している。１４・１５は片脚が欠失している。

また，１３～１５は，衝撃剥離により先端部が大きく欠失している。１６は表裏ともに二次加工が丁寧で，

左右対称な二等辺三角形である。１７は片脚を欠失している。

石匙（第４３図１８）

１８は黒曜石製の横型石匙で，片縁を欠失している。刃部形態は弱く内湾する刃である。刃部と摘み

部の加工はしっかりとつくられており，両端は丸みをもつ。摘みの先端部にも加工している。表裏と

も主要剥離面を残している。

削器（第４３図１９～２１，第４４図２３・２５・２６）

１９～２１は横長剥片を素材とする削器である。１９・２１は定形化した削器で，幅広な横長剥片の両端が

扇状を呈している。素材の剥片の広がった末端部全体に加工を施し刃部とする。１９は刃部が直線刃の

形状である。２１は刃部が緩やかに弧状をなす形状である。刃部に両面加工を施す。２０は刃部の加工を

２ヶ所に施している。２１は石匙に類似するが摘み部の加工が見られないので石匙にするには無理があ

ろう。

２３は縦長剥片を素材とする削器である。表面に自然面が残る。２３は玄武岩製の縦長剥片の側辺に入

念に加工を加えたものである。
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第４３図 縄文時代早・前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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２５・２６は楕円形を呈する形状の削器である。２５はやや厚みのある削器である。剥片下端に粗い加工

を施し，表面に自然面を残す。２６は２５に比べ，厚手の削器で，剥片下端に粗い加工を施す。

剥片（第４３図２２，第４４図２４・２７）

２２は黒曜石製の縦長剥片の側辺に使用痕が見られる。２４は玄武岩製で表面に稜が入る。２７は玄武岩

製で断面三角形を呈する縦長の剥片である。側辺にはガジリが見られる。２４・２７は縄文時代早期のも

のかは判断しがたく，旧石器時代の剥片である可能性もある。

石核（第４４・４５図２８～３２）

２８～３０は比較的扁平で平面概形が三角形を呈し分割面を有する石核である。２８は黒曜石製で表裏と

もに分割面を打面として分割剥離を有するものである。その側面に自然面を残している。

２９は表裏ともに分割面を打面として分割剥離を有するものである。３０は黒曜石製で裏面に分割面を

打面として剥離面を有するものである。２８～３０は柏原Ｆ遺跡（山崎・小畑１９８３）で�ａ型石核に分類

された，いわゆる「柏原型石核」と類似する。

３１は安山岩の大形で厚手の石核である。表裏ともに多方向から剥片剥離が行われている。所々に自

然面を残している。

３２は黒曜石の亜円礫を素材とするものである。表面に多方向から剥片剥離が行われ，側面および裏

面に自然面が残る。裏面は一定方向から剥片剥離が行われている。

小 結

遺跡のＤ区�ｂ層を中心とする包含層から出土した石器は，縄文時代早期後半の土器に伴って出土

した。早期の石器は，Ｄ区にほぼ密集しており，周辺のＡ・Ｂ・Ｃ区で点在する状況である。

このＤ区以外に点在する石器や縄文時代早期単純層の�ｂ層以外の�ｂ層より出土したものは，縄

文時代晩期から弥生時代早期に混在し出土しているため原位置を保っていない可能性がある。

また器種は，石鏃や削器の割合が大半を占める。

さて，縄文時代早期の包含層から出土した石鏃は，細身で抉入部が「Ｖ」字状のものを除けば抉入

部が「Ｕ」字状で，かつ「二等辺三角形状の鍬形鏃（以降，Ｂ類石鏃）」のものが多く，土器は早水

台式土器以降の手向山式土器や平栫式土器といった早期後半土器が多い。

一方で稲荷山式前段階の円筒形撚糸文土器・稲荷山式土器・早水台式土器といった押型文土器前半

期ものが多く占める町内遺跡の下末宝遺跡（本多２００５）では，「正三角形もしくは長幅比の小さい三

角形状の石鏃（以降，Ａ類石鏃）」が多く出土した。

下末宝遺跡では，押型文土器前半期の土器とＡ類石鏃が共伴関係にあり，権現脇遺跡では，押型文

後半期～早期後半期の土器とＢ類石鏃が共伴関係にある状況から，押型文土器前半期のＡ類石鏃と後

半期以降のＢ類石鏃との間に，一つの特徴として鍬形鏃の長さに長大化が見られると言えよう。県内

の早期後半の遺跡である国見町松尾遺跡（辻田２００２）や当該期の遺物が数量的に多い江迎町広久保遺

跡（古門・渡邊編１９９８）では，早期手向山式土器に伴い遺跡と類似するような長幅比が２：１以上の

長身の石鏃が出土している。また，広久保遺跡の削器は，刃部形態が「直線的なもの」や「緩やかに

弧状をなすもの」があり，権現脇遺跡の削器と類似している。県内では，早期後半の資料がまとまっ

て出土する遺跡が少ない。これらの遺跡からの早期後半の石器の特徴が，早期後半の一様相とも言え
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第４４図 縄文時代早・前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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るのではないだろうか。その他に，柏原型石核と類似する２８～３０は，町内からは下末宝遺跡で出土し

ており，県内からは広平遺跡（古門・渡邊１９９７）で類似資料が見られる。
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第４５図 縄文時代早・前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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第１５表 縄文時代早期石器計測表

図版 番号 注記番号 区 層位 グリット 器種 石材
先端角度
（度）

長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

４３ １ GGW_C区_表採 C 表採 ‐ 石鏃 黒色黒曜石 ３５．０ ２３．０ １５．０ ３．０ ０．５

４３ ２ GGW_O２２_�b層_A２５１０ A �b層 O‐２２ 石鏃 暗灰色黒曜石 ４５．０ ２５．０ １９．０ ３．５ １．１

４３ ３ GGW_CTr．９_�b層_０４０９０２ C �b層 CTr‐９ 石鏃 黒色黒曜石 ４７．０ ２１．０ １５．０ ３．０ ０．３

４３ ４ GGW_C３１_�b層_D４９４ D �b層 C‐３１ 石鏃 玄武岩 ４８．５ ２６．０ ２０．０ ６．０ １．２

４３ ５ GGW_Q１１_�b層_№４３４９ B �b層 Q‐１１ 石鏃 黒色黒曜石 ４７．０ ２３．０ １４．０ ３．０ ０．３

４３ ６ GGW_C３０_�b層_D４８１ D �b層 C‐３０ 石鏃 暗灰色黒曜石 ‐ １８．０ １６．０ ３．０ ０．９

４３ ７

GGW_D３０_�b層_D３４１
（接合番号０１３０１）
GGW_D３０_�b層_D３４３
（接合番号０１３０２）

D �b層 D‐３０ 石鏃 黒色黒曜石 ６４．０ ２４．０ ２６．０ ４．０ １．４

４３ ８ GGW_F３１_�b層_D２５７ D �b層 F‐３１ 石鏃 暗灰色黒曜石 ４６．０ ３０．０ １９．０ ７．０ ２．４

４３ ９ GGW_U７_�c層_０４０２１０ C �c層 U‐７ 石鏃 暗灰色黒曜石 ４５．０ ２０．０ １３．０ ３．５ ０．７

４３ １０ GGW_K２７_�b層_A４１３７ A �b層 K‐２７ 石鏃 暗灰色黒曜石 １０２．０ ２６．０ １６．０ ５．５ １．５

４３ １１ GGW_C３１_�b層_D５０９ D �b層 C‐３１ 石鏃 暗灰色黒曜石 １１１．０ ２８．０ １７．０ ５．０ １．３

４３ １２ GGW_C３０_�b層_D４６７ D �b層 C‐３０ 石鏃 暗灰色黒曜石 １１８．０ ３０．０ １９．０ ４．０ １．５

４３ １３ GGW_E３１_�b層_D３０３ D �b層 E‐３１ 石鏃 黒色黒曜石 ‐ ２３．０ １５．０ ５．０ １．０

４３ １４ GGW_G３１_�b層_A４５１５ A �b層 G‐３１ 石鏃 暗灰色黒曜石 ‐ ２３．０ １９．０ ５．０ １．９

４３ １５ GGW_D３１_�b層_D４１２ D �b層 D‐３１ 石鏃 黒色黒曜石 ‐ １６．０ １６．０ ３．０ １．０

４３ １６ GGW_E３１_�b層_D３３１ D �b層 E‐３１ 石鏃 黒色黒曜石 ４３．０ ３３．０ ２０．０ ６．０ ２．０

４３ １７ GGW_D区_�層_溝‐１ D �層 ‐ 石鏃 黒色黒曜石 ４３．０ ３５．０ ２１．０ ６．０ ２．４

４３ １８ GGW_D３１_�b層_D３２１ D �b層 D‐３１ 石匙 灰色黒曜石 ‐ ３４．０ ４５．０ ７．０ ９．５

４３ １９ GGW_D区_�b層_表採_０４０８３０ D �b層 ‐ 削器 玄武岩 ‐ ３６．０ ５２．０ １３．０ １８．６

４３ ２０ GGW_F３０_�b層_D３５９ D �b層 F‐３０ 削器 暗灰色黒曜石 ‐ ３２．０ ４３．０ ８．０ １０．１

４３ ２１ GGW_C３０_円形土坑（近世以降）０４０６２１ D 撹乱 C‐３０ 削器 玄武岩 ‐ ３９．０ ６２．０ ９．０ １４．９

４３ ２２ GGW_F３０_�b層_D３５６ D �b層 F‐３０ 使用痕剥片 黒曜石 ‐ ５０．０ ２７．０ １２．０ ９．７

４４ ２３ GGW_C３０_�b層_D４７１ D �b層 C‐３０ 削器 玄武岩 ‐ ７６．０ ４４．０ １９．０ ３１．１

４４ ２４ GGW_R１４_�層_７０２４ B �層 R‐１４ 剥片 玄武岩 ‐ ４５．０ ４０．０ １２．０ １１．８

４４ ２５ GGW_C３０_�b層_D４９１ D �b層 C‐３０ 削器 玄武岩 ‐ ６３．０ ７７．０ １７．０ ５９．９

４４ ２６ GGW_K３０_�b層_A４６０８ A �b層 K‐３０ 削器 玄武岩 ‐ ５１．０ ６１．０ ３９．０ ６２．６

４４ ２７ GGW_E３０_�b層_D３８７ D �b層 E‐３０ 剥片 玄武岩 ‐ ５２．０ １６．０ ８．０ ５．０

４４ ２８ GGW_M２４_�b層_A２８５５ A �b層 M‐２４ 石核 暗灰色黒曜石 ‐ ２６．０ ３６．０ １３．０ １０．８

４４ ２９ GGW_G３０_�b層_A４２８７ A �b層 G‐３０ 石核 玄武岩 ‐ ３７．０ ４５．０ １７．０ ２５．４

４４ ３０ GGW_J３０_�b層_A４５５８ A �b層 J‐３０ 石核 暗灰色黒曜石 ‐ ２６．０ ３４．０ １５．０ １１．３

４５ ３１ GGW_C３０_�b層_D４５６ D �b層 C‐３０ 石核 玄武岩 ‐ ７２．０ ８５．０ ４２．０ ２００．０

４５ ３２ GGW_F３１_�b層_D５１９ D �b層 F‐３１ 石核 暗灰色黒曜石 ‐ ６０．０ ３３．０ ２２．０ ３９．６
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２．縄文時代後期～弥生時代前期の遺物

� 土器・土製品

出土状況

縄文時代後期から弥生時代前期にかけての土器・土製品は，主に各調査区の�層・�ａ層・�ｂ層

から出土した。出土総数は５０，０００点を越え，内６，８００点あまりについては出土位置の記録を行ってい

る。

土器の出土位置の記録に際しては，全点記録が本来望ましいところではあるが，出土量が膨大で，

なおかつ時間的制約もあったため，一定の取り上げ基準を定め，選択的に出土位置の記録を行った。

取り上げ基準としては，層位に関しては近世以降の耕作地造成に伴う撹乱土である�層以上は対象か

ら除外し，基本的に�ａ層と�ｂ層に限った。器種分類等に有効と考えられる口縁部や特徴的な属性

を備えているもの，一定以上の大きさを持つ土器片を記録することとし，それ以外に出土状況から周

辺の出土資料と接合の可能性が高いものなどについては細片であっても出土位置の記録を行った。

調査区別，層位別に見た出土点数は右表のようになる。出土地点の記録を行ったのは基本的に各調

査区を通じて�ａ層と�ｂ層にほぼ限られるが，Ｂ区において�層と�層の出土地点記録が一定量あ

る。�層記録分についてはＢ区から最初に調査に取り掛かったため，取り上げ層位の基準が定まって

いなかったことと，層位自体の認定に一部誤りがあったためである。本来無遺物層であるはずの�層

からの記録分については，一部に自然営力による垂直方向での遺物の移動が考えられるが，主に出土

層位の認定に誤りがあったためである。基本的には�ｂ層出土遺物と同等の扱いでよいものと考える。

それに加え，Ｂ区の特に北側の部分については突帯文土器の出土が著しいが，調査開始当初は範囲確

認調査結果等を踏まえ，�ａ層が本遺跡の主要な遺物包含層であるという認識が調査員の中にあった

ため，本来�ｂ層であるはずの遺物が�ａ層出土として扱われた部分がある。

また，Ａ区についても一部層位の取り違えによって本来�ｂ層出土遺物として出土地点の記録を行

うはずであったものがグリッド一括での取り上げとなってしまったグリッドがあった。

第４６図・第４８図のように一括取り上げをした資料においても，出土位置の記録を行った資料におい

ても数量的には�ｂ層出土数が�ａ層出土数を上回る。

�ａ層，�ｂ層，�層において層ごとの土器の出土割合を見てみると，一括取り上げ分と出土位置

記録分とではその比率に若干の違いがある。Ｄ区の出土位置記録分については数量的に少ないのでこ

こでは除外して考えるが，出土位置記録分での�ｂ層・�層の出土比率はＡ区が７０．２％，Ｂ区が６７．４％，

Ｃ区が６５．０％で，一括取り上げ分におけるＡ・Ｄ区が６３．９％，Ｂ・Ｃ区が５１．１％という比率に対して

やや高い値を示している。このことは�ｂ層が�ａ層に対して取り上げ基準を満たす資料が多かった

ことを意味している。出土資料の多くは本来的には�ｂ層に所属することを示唆するものと考える。

また，土器の出土数を層ごとに見てみてみると一括取り上げ分では�ｂ層，�層あわせたところで

の比率はＡ・Ｄ区が６３．９％を占めるのに対し，Ｂ・Ｃ区では５１．１％とやや下がる。同様に出土位置記

録分についてもＡ区が７０．２％であるのに対し，Ｂ区では６７．４％，Ｃ区で６５．０％とやはり下がる。この

ことは突帯文期の土器群の出土がＢ・Ｃ区において多量にあるのに対し，Ａ・Ｄ区では皆無に近いこ

とが一因として影響しているものと考える。
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第１６表 土器出土点数

層位

Ａ・Ｄ区 Ｂ・Ｃ区 計

一括取り上げ 出土位置記録 一括取り上げ 出土位置記録
一括取り上げ 出土位置記録

（Ａ・Ｄ区合計） Ａ区 Ｄ区 （Ｂ・Ｃ区合計） Ｂ区 Ｃ区

�層 ５，４８０ ０ １ ９，２４５ １０７ ０ １４，７２５ １０８

�ａ層 ３，３８３ ６１１ １８ ８，４００ １，２６７ ２３２ １１，７８３ ２，１２８

�ｂ層 ５，９９０ １，４１９ ８９ ８，６１４ ２，４８５ ４３１ １４，６０４ ４，４２４

�層 ０ ２１ ０ １７９ １３８ ０ １７９ １５９

その他（撹乱・ピット内等） １，８０６ ０ ０ ７６３ ０ ０ ２，５６９ ０

計
１６，６５９ ２，０５１ １０８ ２７，２０１ ３，９９７ ６６３ ４３，８６０ ６，８１９

１８，８１８ ３１，８６１ ５０，６７９

第４６図 土器出土点数（一括取り上げ分） 第４７図 土器出土層位の比率（一括取り上げ分）

第４８図 土器出土点数（出土位置記録分） 第４９図 土器出土層位の比率（出土位置記録分）
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土器・土製品の分類

土器については深鉢，浅鉢，壷，土製品に大別し，さらに深鉢については５類に，浅鉢については

１５類に類分けした。また，深鉢の底部については上部の器形までは断定できないことから，別に４類

に分類した。浅鉢の底部については器種の断定できるものは各類に含め，他は一括した。

深鉢

深 鉢 Ａ 類 砲弾形を呈するもの。

深 鉢 Ｂ 類 胴部で一旦屈曲するもの。屈曲は曖昧であるが粘土紐を胴部に貼り付けて肥厚

させるものも含める。

深 鉢 Ｃ 類 胴部で一旦屈曲し頸部となり，口縁部文様帯を持つもの。一次調整に貝殻条痕，

二次調整に研磨を施すことが多く，また，全体的に色調が赤味を帯びるものが

多いため，他の深鉢類と区別がつきやすい。

深 鉢 Ｄ 類 肩部を持ち，口縁部は大きく開くもの。口縁部に平行沈線や弧状沈線を持つも

の，肩部外面の直上に段を持つもの，肩部や肩部の直上に粘土紐や粘土塊の貼

り付けを持つものがある。また，肩部の作り出しが不明瞭で，断面がゆるい「Ｓ」

字状をなすものがある。胎土に数�大の小礫を多量に含むものが一定量存在す

る。また，外面は貝殻条痕等の一次調整を残し，内面は丁寧にナデ調整を施す

ものが多い。

深 鉢 Ｅ 類 刻目突帯を持つもの。一部に突帯を貼り付けず，胴部や口縁部に直接刻目を施

すものもある。ほとんどが胴部と口縁部にそれぞれ刻目突帯を持つものと思わ

れるが，口縁部のみ，胴部のみに刻目突帯を持つものもある。

深鉢底部Ａ類 断面が直線的に開いて立ち上がるもの。

深鉢底部Ｂ類 断面がいったんごくわずかに直立するか，小さな張り出しを持って立ち上がり，

胴部へと開くもの。

深鉢底部Ｃ類 断面がしっかりとした張り出しを持つもの。

深鉢底部Ｄ類 断面が張り出しは持たないが，比較的底面が厚いもの。形態的に深鉢底部Ａ類

と似るものがあるが，作りが粗い。

深鉢底部Ｅ類 断面が分厚いもの。胴部との境に刻目突帯を付すものがある。

その他の底部 器形的には深鉢なのか不確定であるが，深鉢底部とあわせて報告する。支脚を

持つもの，底面に組織痕のあるものがある。

浅鉢

浅 鉢 Ａ 類 長くのびる頸部を持ち，口縁部は直立して文様帯を作る。口縁部文様帯には沈

線を引くものと引かないものがある。頸部は外反のピークが上位にあるものと，

下位にあるものがある。

浅 鉢 Ｂ 類 長くのびる頸部を持ち，口縁部は玉縁状に肥厚させる。口縁部外面には沈線を

引くものと引かないものがある。
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浅 鉢 Ｃ 類 短い頸部を持ち，口縁部内面に段を作る。

浅 鉢 Ｄ 類 短い頸部に幅の広い口縁部文様帯を持つ。口縁部文様帯には沈線を引くものと

引かないものがある。

浅 鉢 Ｅ 類 胴部で屈曲し，外反する口縁部が付く。

浅 鉢 Ｆ 類 扁球状の胴部・肩部を持ち，短い頸部に玉縁状の口縁部を付ける。口縁部の外

面には沈線を引くものと引かないものがある。まれに，肩部に頸部なしで直接

口縁部を付けるもの，玉縁の口縁部を付けないものがある。

浅 鉢 Ｇ 類 肩部と長めの頸部を持つもの。

浅 鉢 Ｈ 類 丸底気味の平底，平底の底部から大きく開く胴部は外面で一旦段を作って口縁

部に至り，口縁部は波状をなす。

浅 鉢 Ｉ 類 胴部と頸部に段を作るかもしくは突帯を付し，口縁部は波状をなすもの。

浅 鉢 Ｊ 類 逆「く」字形に胴部が屈曲するもの。口縁部は内傾するものがほとんどで，口

唇部は外反するものがある。口縁部外端には沈線を施したり段を作ったりする

ものがある。

浅 鉢 Ｋ 類 皿形もしくは�形を呈するもの。

浅 鉢 Ｌ 類 ボール形あるいはザル形を呈するもの。内面は丁寧なナデ調整や研磨調整を施

すが，外面は貝殻条痕調整や擦過調整を残すものが多い。口縁部に刻目突帯を

施すものも見られる。外面には厚く炭化物が付着するものが多く見られる。

浅 鉢 Ｍ 類 組織痕土器。内面は丁寧なナデ調整や研磨調整を施すものが多いが，外面の口

縁部付近は貝殻条痕調整や擦過調整をそのまま残す。アンギン，網目，平織り，

籠目がある。外面には厚く炭化物が付着するものが多い。

浅 鉢 Ｎ 類 胴部は外面で一旦段を作り，口縁部は直線的に開いてのびて波状をなす。

浅 鉢 Ｏ 類 逆「く」字形に胴部が屈曲するもの。屈曲部の直上には沈線を引く。

浅鉢底部類 浅鉢底部を一括する。また，浅鉢Ｊ類の中には脚部を持って高坏となるものも

あると考えられるので，高坏の資料もここに含める。

壷 多くが外面に丹塗りを施す。口縁部には内面にも丹塗りを施すものが多く認め

られる。口縁部先端は先細りとなって外反するものが多いが，口縁部外面を肥

厚させ段を作るものもある。

土製品

円盤型土製品 多くが深鉢胴部片を再加工している。円形に整えた後に割れ口を研磨整形する

ものがある。

紡 錘 車 Ｂ区での出土がある。文様を施すものと施さないものがある。

土製装身具 Ａ区での出土があり，勾玉形を呈する。背面に穿孔を施している。

ミニチュア土器 Ｂ区で２点の出土がある。１点は２条の刻目突帯を持ち，深鉢Ｅ類を模す。

不明土製品 Ａ区において出土がある。楕円形を呈する。浅鉢胴部片を再加工する。
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Ａ・Ｄ区出土の土器・土製品

深鉢Ａ類（第５０図～第５２図）

１は復元口径３５．３�，復元底径１０．０�，器高４２．５�を測る。底部断面はやや張り出しを持ち，胴部

は開いて立ち上がるが，口縁部はやや内傾する。調整は，外面が貝殻条痕調整を施した後，上半部は

擦過調整を施すが，胴下半部と口縁部付近については貝殻条痕をそのままに残す。内面はナデ調整で

あるが，上半部は擦過調整の痕跡が残る。外面口縁部付近には炭化物が付着する。２は開いて立ち上

がる胴上部から口縁部にかけての資料である。復元口径は３３．８�を測る。内外面ともに貝殻条痕調整

を施す。外面には炭化物の付着が認められる。３は復元口径３５．２�を測る。口縁部はわずかに内傾す

る。内外面の調整はともに擦過で，外面の下端にはわずかに貝殻条痕が残る。

４はやや外に開く口縁部で，調整は外面が貝殻条痕，内面が貝殻条痕の後ナデである。５は口縁部

断面が尖り気味になる。外面は擦過調整，内面はナデ調整である。６はわずかに外傾する口縁部で，

口唇部上端を平坦に整える。器壁は薄い。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。７は

口唇部に刻目を持つ資料である。刻目の原体については不明である。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，

内面が貝殻条痕である。８は外傾する口縁部で，外面には貝殻条痕調整を残し，内面の調整は擦過の

後ナデである。９はやや薄手の外傾する口縁部である。調整は内外面ともに擦過である。外面にはわ

ずかに炭化物が付着する。１０は口縁部からわずかに下がった位置を横ナデし，口縁部を肥厚させたよ

うに見せる。内外面ともにナデ調整である。

１１は直立する口縁部で，内外面ともにナデ調整であるが，外面については指で器面の粘土を掻き取

るようにして整形しているので，凹凸がある。外面には炭化物が付着するが，ふきこぼれ状に付着し

ない部分が認められる。１２は直立する口縁部であるが，わずかに外側に反る。内外面ともに擦過調整

である。１３はわずかに内湾する口縁部で，内外面ともに調整は貝殻条痕の後ナデである。１４は外傾す

る口縁部で，調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。１５は口縁部外面の直下を横ナデし

肥厚させる。内外面ともに調整は擦過の後ナデで，外面には厚く炭化物が付着する。１６はわずかに外

傾する口縁部で，調整は外面が擦過，内面が貝殻条痕である。１７は薄手の資料で，わずかに外傾する。

内外面ともに擦過調整で，外面にはわずかに炭化物が付着する。１８は直立する口縁部で，調整は内外

面ともに貝殻条痕の後ナデである。１９は外傾する口縁部で，調整は外面が貝殻条痕，内面が，貝殻条

痕の後ナデである。外面の貝殻条痕は縦方向で，横方向主体の調整の中では異質である。

２０は外傾する口縁部で，口唇部上端は平坦に整える。調整は外面が擦過，内面が貝殻条痕の後研磨

である。２１はわずかに外傾する口縁部で，調整は外面が擦過の後ナデ，内面が貝殻条痕の後ナデであ

る。２２も外傾する口縁部で，内外面ともに貝殻条痕調整である。２３は外傾する口縁部で，調整は外面

が刷毛目の後ナデ，内面が刷毛目である。外面には下部に炭化物が付着する。２４はやや薄手の口縁部

で，調整は外面が貝殻条痕，内面が貝殻条痕の後軽くなでる。２５は口縁部断面が先細りとなる。内外

面ともにナデ調整である。

２６はやや内傾する口縁部である。口唇部上端は平坦に整える。調整は外面が擦過，内面がナデで，

外面には焼成時の黒斑が付く。２７は薄手の外傾する口縁部で，調整は外面が擦過の後ナデ，内面がナ

デである。２８は直立する口縁部で，内外面ともに調整は貝殻条痕の後ナデである。器壁が厚い割に口

径は小さくなりそうである。２９はわずかに外傾する口縁部で，調整は外面が貝殻条痕，内面はナデで
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第５０図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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第５１図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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ある。３０は外傾する口縁部で，内外面ともに擦過調整である。外面には炭化物が付着する。３１は小片

であるが，口縁部断面は先細りとなる。調整は内外面ともにナデで，外面から焼成前に穿孔を施す。

３２はやや薄手の資料で，外傾する。調整は外面が貝殻条痕，内面が貝殻条痕の後ナデである。

第５２図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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深鉢Ｂ類（第５３図～第５６図）

３３は胴部上位で屈曲し，口縁部はわずかに内傾する。復元口径は２２．４�，胴部最大径は２３．６�を測

る。外面の調整は貝殻条痕であるが，屈曲部より下位は縦方向，上位は横方向に施す。内面の調整は

擦過である。３４は胴部上位で屈曲し，口縁部は直立する。復元口径は４２．９�，胴屈曲部での復元径は

４４．２�を測る。調整は内外面ともに貝殻条痕の後ナデである。３５は胴上部で屈曲し，口縁部はゆるく

外反する。復元口径４１．０�，胴屈曲部での復元径４０．８�を測る。口唇部は内外に段を作り，突起を貼

り付ける。調整は内外面ともに貝殻条痕である。３６・３７は同一個体である。復元口径３６．０�，屈曲部

での復元径３５．１�を測る。胴部の比較的下位に屈曲部を持ち，径の割に器壁は薄い。内外面ともにナ

デ調整である。３８は胴部上位で屈曲し，口縁部は直立する。復元口径４７．１�，胴屈曲部での復元径４６．４

�を測る。口縁部にはヒレ状突起が付いていたと思われるが，欠損する。調整は外面が貝殻条痕の後

ナデ，内面がナデである。

３９は復元口径２６．７�，屈曲部での復元径２７．６�を測る。屈曲部は意識的に肥厚させているが，しっ

かりとしたものではない。調整は外面が貝殻条痕の後上半部のみ擦過，内面は貝殻条痕の後口縁部付

近のみナデである。４０は復元口径２８．２�，屈曲部での復元径２９．２�を測る。比較的高い位置に屈曲部

を持つが，不明瞭である。口縁部はやや外反する。調整は外面が擦過の後ナデ，内面がナデである。

４１・４２は同一個体である。胴部の比較的低い位置に屈曲部がくるものと思われる。屈曲は弱いが，

意識して肥厚させている。調整は外面が貝殻条痕の後擦過，内面がナデである。

４３は内傾する口縁部である。調整は外面が擦過の後ナデ，内面がナデである。４４は外傾する口縁部

で，調整は外面が貝殻条痕，内面が貝殻条痕の後ナデである。４５は外反する口縁部で，器壁はやや薄

手である。内外面ともに調整はナデである。４６・４７は同一個体である。屈曲部から口縁部は外傾する。

基本的には平縁で，部分的に４７のように突起を持つものと思われる。調整は外面が刷毛目の後ナデ，

内面はナデである。４８は粘土紐の最終積み上げ時にあまり整形してないため口縁部が肥厚する。内外

面ともに調整はナデである。４９は屈曲はほとんどしないが，粘土を補充して屈曲部を作り出す。調整

は外面が擦過，内面が下半は貝殻条痕の後ナデ，上半は擦過の後ナデである。５０は外反する口縁部で，

内外面ともにナデ調整である。５１は薄手で小振りの資料である。口縁部はやや外反し，調整は外面が

屈曲部より下位が貝殻条痕，上位が擦過，内面が擦過である。５２は小振りの資料で，口縁部は内傾す

る。内外面ともに調整は擦過である。５３は口縁部が内傾する。比較的薄手の作りで，調整は外面が屈

曲部より下位はナデ，上位は斜方向の貝殻条痕，内面は貝殻条痕の後ナデである。５４は外反する口縁

部である。内外面ともに擦過調整である。５５は内傾する口縁部の資料である。調整は外面が貝殻条痕

の後ナデ，内面がナデである。口唇部は最終積み上げの粘土紐の形状を明瞭に残す。
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第５３図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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第５４図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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第５５図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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第５６図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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深鉢Ｃ類（第５７図～第６０図）

５６～６０は口縁部文様帯に２本の沈線を施す。

５６・５７は内外面ともに研磨調整を施す。５８はやや作りが雑であるが，内外面ともに研磨調整を施す。

内面には段を作る。５９は内面に段を持つ。頸部に口縁部文様帯を貼り付ける際，工具で横ナデする時

にできた段をそのまま残したものである。調整は内外面ともに丁寧な研磨調整を施す。６０は口唇部上

端を平坦に整形する。内外面ともにナデ調整で，内面には段を持つ。

６１～８２は口縁部文様帯に３本の沈線を施すものである。

６１は口唇部上端を平坦に整える。内外面ともに研磨調整である。６２は外面調整が研磨，内面調整が

貝殻条痕の後研磨である。６３はやや焼成が良くないが，内外面ともに研磨調整である。６４は内外面と

もにナデ調整である。６５・６６は内外面ともに研磨調整を施す。６７はやや厚手の資料で，内外面の調整

は研磨である。６８は口唇部上端を平坦に整える。内外面ともに研磨調整である。６９は外面がナデ調整，

内面が研磨調整である。７０は断面が先細りになる口縁部文様帯で，下端の張り出しが強い。内外面と

もに研磨調整である。７１・７２・７３も７０同様断面が先細りになり，内外面ともに研磨調整を施す。７１・

７２は口縁部文様帯下端の張り出しが強い。７４は口唇部上端を平坦に整える。内外面の調整は研磨であ

る。７５・７６・７７は内外面ともに研磨調整で，７６は口唇部上端を平坦に整える。７８は内湾気味の口縁部

文様帯を持ち，内面には段を持つ。内外面ともにナデ調整で，研磨は施さない。７９の口縁部文様帯は

内湾し，下端の張り出しはない。内外面ともにナデ調整で，外面の沈線は引いた後になでるため不明

瞭である。外面には炭化物の付着が認められる。８０は頸部から口縁部へ直線的にやや開いて立ち上が

る。外面の調整は頸部が擦過，口縁部文様帯がナデ，内面の調整はナデである。焼成は良くない。８１

は外面の調整はナデ，内面の調整は研磨である。

８２～１０８は口縁部文様帯に４本の沈線を施すものである。いずれの資料も口縁部文様帯は外傾する。

８２は口縁部文様帯の下端の張り出しがほとんどない。内外面の調整は研磨である。８３は内外面とも

に研磨調整を施す。８４は口唇部上端を平坦に整える資料で，内外面の調整は研磨である。８５は口縁部

文様帯の断面が先細りの形状を呈し，下端の張り出しが強い。内外面ともに研磨調整を施す。８６も断

面先細りの口縁部文様帯を持つ。内外面の調整は研磨である。８７は外面が研磨調整，内面はナデ調整

の後口唇部付近のみ研磨する。８８～９１は内外面ともに研磨調整を施す。

９２は口唇部上端を平坦に整える。内面には頸部と口縁部文様帯の境に稜を作る。内外面ともに研磨

調整を施す。９３も内面に稜を作る。外面は黒褐色を呈し，意図的なものであろう。調整は外面が研磨

調整，内面が貝殻条痕調整の後研磨調整である。９４は外面がナデ調整，内面が研磨調整である。９５は

内外面ともにナデ調整である。９６は口唇部上端を平坦に整形し，内面には頸部口縁部の境に稜を作る。

内外面ともに研磨調整である。９７は内外面ともに研磨調整を施す。９８は口唇部上端を平坦に整える。

内外面の調整は研磨である。９９の内外面の調整は研磨調整である。１００の外面の色調は黒褐色を呈す

る。外面調整は研磨，内面調整は貝殻条痕の後研磨である。外面には炭化物が付着する。１０１は口縁

部文様帯の幅が広く，沈線も間隔が広い。内外面ともに研磨調整で，外面の沈線は下側の稜を研磨調

整の際につぶす。１０２も口縁部文様帯の幅が広い。内面には稜を作る。内外面ともにナデ調整である。

１０３は内外面ともに研磨調整を施す。１０４はやや焼成が悪いが，口唇部上端は平坦に整え，内外面とも

に研磨調整を施す。１０５は内外面の調整は研磨である。１０６は外面の色調は褐色を呈する。内外面とも
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に研磨調整である。１０７も内外面ともに研磨調整である。１０８は口縁部文様帯の幅がやや狭い。内外面

ともに研磨調整である。

１０９～１１７は口縁部文様帯に５本の沈線を施すものである。いずれの資料も口縁部文様帯は外傾する。

１０９は復元口径が３５．６�を測る。口唇部上端は平坦に整え，内面の頸部と口縁部文様帯の境には稜

を作る。調整は，外面の頸部は貝殻条痕の後研磨，口縁部文様帯は研磨，内面の稜より下位はナデ，

上位は研磨である。１１０は内面の頸部と口縁部文様帯との境に稜を作る。内外面ともに研磨調整で，

外面には炭化物が付着する。１１１は断面が先細りになる。口唇部上端は平坦に整える。内外面ともに

研磨調整である。１１２は強く外傾する口縁部文様帯を持ち，内面には稜を作る。口唇部上端は平坦に

整え，調整は内外面ともに研磨である。１１３は外面が灰褐色を呈する。内外面ともに研磨調整を施す。

１１４は断面が先細りになる。口唇部上端は平坦に整え，内外面ともに研磨調整である。１１５の内外面の

調整はともに研磨で，色調は灰褐色を呈する。１１６・１１７も内面に稜を持ち，内外面ともに研磨調整を

施す。

１１８・１１９は口縁部文様帯に６本の沈線を施すものである。

１１８は口縁部文様帯が外傾し，内面は頸部との境に稜を作る。内外面ともに研磨調整である。１１９も

外傾する口縁部文様帯の資料で，調整は外面が研磨，内面が貝殻条痕の後ナデである。

１２０～１２５は口縁部文様帯に沈線を施さないものである。

１２０は口縁部が外傾し，内面は頸部から口縁部へ稜を作らず移行する。外面調整は頸部が研磨，口

縁部がナデ，内面調整はナデである。１２１は外反する頸部に直立する口縁部が付く。内外面ともに調

整はナデである。１２２は断面が先細りになる口縁部を持つ。内面には口縁部と頸部の境に稜を作る。

内外面ともに調整はナデである。１２３は短めの口縁部文様帯で，口唇部上端は平坦に整える。内外面

ともに調整はナデである。１２４は外反する頸部に直立する口縁部が付く。外面調整は頸部が研磨，口

縁部がナデ，内面調整はナデである。１２５は外面の口縁部の張り出しを後から粘土を継ぎ足して作り

出している。調整は内外面ともに貝殻条痕の後ナデである。

１２６～１３４は頸部の資料である。

１２６・１２８～１３４は頸部上端を外へ屈曲させ，内面には稜を作る。１２６の調整は外面がナデ，内面が貝

殻条痕の後ナデである。１２７は屈曲部の直上に段を設け，上位は口縁部へと外反する。内外面ともに

研磨調整である。１２８の調整は外面が貝殻条痕の後研磨，内面がナデである。１２９の調整は外面が研磨

調整，内面がナデ調整である。１３０の調整は外面が研磨，内面がナデである。１３１の調整は内外面とも

に貝殻条痕の後研磨である。１３２の調整は外面が研磨，内面がナデである。１３３の調整は外面が研磨，

内面がナデである。１３４は内外面ともに研磨調整である。

１３５は胴部で屈曲し，頸部が外へ開いて立ち上がる。一応深鉢Ｃ類に含めたが口縁部文様帯を持た

ず，そのまま頸部上端が口縁部になる可能性が高い。調整は内外面ともに屈曲部より下位は貝殻条痕

で，屈曲部より上位は外面がナデ，内面が貝殻条痕の後ナデである。
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深鉢Ｄ類（第６１図～第６３図）

１３６は復元口径２７．２�を測る。肩部を持ち，蝶ネクタイ状の貼り付けを施す。口縁部は大きく開き，

口唇部上端は平坦に整える。内外面ともにナデ調整で，外面には炭化物が付着する。１３７は外反する

口縁部で，調整は外面が貝殻条痕，内面がナデである。１３８は非常に薄手の作りで，大きく開く。胎

土には小礫を多量に含む。内外面の調整はナデである。１３９は大きく開く口縁部で，口唇部上端には

刻目を施すが，原体については不明である。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。１４０

も外へ開く口縁部で，薄手である。口唇部上端は平坦に整え，粘土のはみ出しが口唇部外端に出る。

内外面ともに調整はナデである。１４１は外へ開く口縁部の資料で，口唇部上端は平坦に整え，粘土の

はみ出しが外端に出る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。１４２は外傾する口縁部

で，口唇部上端を平坦に整える。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。１４３は外傾す

る口縁部で，口唇部上端を平坦に整える。調整は外面が擦過，内面がナデで，外面には炭化物の付着

が認められる。１４４は外反する口縁部である。内外面ともにナデ調整を施す。１４５は外反する口縁部で，

内外面ともにナデ調整を施す。１４６はわずかに外反する口縁部で，厚手の作りで比較的大振りの深鉢

のようである。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。１４７・１４８は同一個体である。胴

部から一旦肩部を作り，外傾して波状をなす口縁部へと至る。肩部には蝶ネクタイ状の貼り付けを施

す。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。１４９は外反する口縁部で，口唇部上端を平

坦に整える。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。１５０は外反する口縁部で，口唇部

には刻目を施す。刻目の原体については不明である。調整は外面が貝殻条痕，内面はナデである。１５１

は外反する口縁部である。外面調整は貝殻条痕の後ナデ，内面調整はナデである。

１５２～１９３は平行沈線や弧状沈線を施すものである。

１５２は外傾する口縁部で，内外面ともにナデ調整である。外面には太くて浅い平行沈線を引く。１５３

は外傾する口縁部で，胎土には多量の小礫を含む。焼成後に外面から穿孔を施している。調整は内外

面ともにナデである。外面には太めの沈線を施す。１５４は外傾する口縁部で，内外面ともにナデ調整

第６０図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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である。細い沈線を弧状に施す。１５５はわずかに外反して開く口縁部で，口唇部上端は平坦に整え，

平行沈線を施す。内外面ともにナデ調整である。１５６は外傾する口縁部で，沈線を引く。調整は外面

がナデ，内面が貝殻条痕の後ナデである。１５７は外傾する口縁部で，突起を持つ。調整は外面が貝殻

条痕で，内面は擦過の後ナデである。弧状沈線を施す。１５８は外傾する口縁部で，内外面の調整はナ

デである。指押さえによって口唇部外端に凹点を施し突起状にし，そのまま爪先で沈線を縦に引く。

その後横方向の沈線を引く。１５９は外傾する口縁部である。調整は内外面ともにナデで，ゆるい斜方

向の平行沈線を施す。１６０は外傾する口縁部で，指押さえによる凹点を施し，突起を作り出す。内外

面ともに調整はナデで，凹点から縦に沈線を下ろす。１６１は外傾する口縁部で，口唇部上端を平坦に

整える。調整は内外面ともにナデで，外面には沈線を引く。１６２は外傾する口縁部で，調整は内外面

ともにナデ，外面には沈線を引く。１６３・１６４は外傾する口縁部で，調整はどちらも内外面ともにナデ

である。外面には沈線を施す。１６５は外傾する口縁部で，胎土に小礫を多量に含む。内外面ともにナ

デ調整で，外面には弧状沈線を施す。１６６は外傾する口縁部で，胎土に多量の小礫を含む。調整は外

面が貝殻条痕，内面がナデで，外面には平行沈線を引く。１６７は外傾する口縁部で，口唇部上端を平

坦に整える。内外面ともにナデ調整で，外面には平行沈線を引く。１６８はわずかに外反して開く口縁

部で，口唇部上端は平坦に整える。内外面ともにナデ調整で，外面には平行沈線を施す。１６９は外傾

する口縁部で，口唇部上端を平坦に整える。内外面ともにナデ調整で，外面には平行沈線を施す。１７０

は外傾する口縁部で，口唇部上端は平坦に整える。内外面ともにナデ調整で，外面には弧状沈線を施

す。

１７１は外傾する口縁部で，口唇部上端を平坦に整える。調整は内外面ともにナデで，外面には沈線

を施す。１７２は外傾する口縁部で，突起を作り出す。調整は外面が貝殻条痕，内面がナデで，外面に

は突起部分から縦方向に２条の沈線を引く。１７３は内外面ともにナデ調整で，外面にはごく細い縦方

向の沈線と弧状をなす沈線が走る。１７４は外傾する口縁部で，内外面ともにナデ調整である。外面に

は平行沈線を施す。

１７５の調整は外面が擦過の後ナデ，内面がナデで，外面には弧状沈線を施す。１７６の調整は外面が擦

過，内面がナデで，外面には弧状沈線を施す。１７７の調整は外面がナデ，内面が擦過である。外面は

肩部と口縁部の境に段を持ち，平行沈線を施す。１７８は内外面ともにナデ調整で，外面には平行沈線

を施し，それに直行する沈線を１条引く。１７９の調整は外面が貝殻条痕，内面がナデで，外面には弧

状沈線が確認できる。１８０は内外面ともにナデ調整で，外面には弧状沈線を施す。１８１は内外面ともに

研磨調整で，内面には口縁部と肩部の境に稜を作り，外面には段を作る。外面には平行沈線を施す。

１８２は内外面ともにナデ調整である。外面には弧状沈線を施す。

１８３は内外面ともにナデ調整で，外面に沈線を引く。１８４の調整は外面はナデ，内面は貝殻条痕の後

ナデである。外面に平行沈線を施す。１８５の調整は外面がナデ，内面が擦過の後ナデで，外面には平

行沈線を施す。１８６は内外面ともにナデ調整で，内面には稜を作り，外面には平行沈線を施す。外面

には炭化物の付着が認められる。１８７は不明瞭だが，肩部を持つ。内外面ともにナデ調整で，外面に

は弧状沈線を施す。１８８は内外面ともにナデ調整で，外面には平行沈線を引く。１８９は内外面ともにナ

デ調整で，外面には弧状沈線を施す。１９０は内外面ともにナデ調整で，外面に平行沈線を施す。１９１は

内外面ともにナデ調整で，内面は黒色を呈する。外面には平行沈線を施す。１９２は肩部直上の資料で，
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肩部との境には外面に段を作る。内外面ともにナデ調整で，外面には沈線を施す。１９３の調整は，外

面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデで，外面には弧状沈線を施す。

１９４～２１０は粘土紐や粘土塊の貼り付けを施すものである。

１９４は内外面ともにナデ調整で，外面には肩部の直上に段を設け，平行沈線を施し，蝶ネクタイ状

の貼り付けを施す。１９５は内外面ともにナデ調整で，平行沈線を施し，粘土塊を貼り付ける。１９６の胎

土は小礫を多く含む。内外面ともに調整はナデで，外面に蝶ネクタイ状の貼り付けを施す。１９７の調

整は内外面ともにナデで，外面には粘土紐を貼り付ける。１９８の調整は内外面ともにナデで，外面に

蝶ネクタイ状の貼り付けを施す。１９９は内外面ともにナデ調整で，外面に粘土紐を貼り付け，ヘラ状

の工具によって刻目を施す。２００の調整は外面が貝殻条痕，内面がナデである。胴部から肩部へと屈

曲するところに粘土紐を貼り付け，ヘラ状の工具で刻目を施す。２０１は内外面ともに調整はナデで，

「Ｕ」字状の粘土紐の貼り付けを施す。２０２は内外面ともにナデ調整である。外面に蝶ネクタイ状の

貼り付けを施す。２０３は外面がナデ調整，内面が擦過調整である。肩部上端に粘土紐を貼り付け，左

右を指押さえする。２０４は内外面ともにナデ調整である。外面には沈線が確認でき，また，粘土紐を

貼り付け，ヘラ状の工具で刻目を施す。２０５の調整は外面が擦過の後ナデ，内面がナデである。肩部

の直上に段を設け，粘土紐を貼り付ける。２０６は胎土に小礫を多量に含む。外面の調整は貝殻条痕の

後ナデ，内面の調整はナデで，肩部に蝶ネクタイ状突起を貼り付ける。２０７は内外面ともにナデ調整

である。外面に蝶ネクタイ状突起を貼り付ける。２０８の調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデ

である。肩部に蝶ネクタイ状突起を貼り付ける。２０９は内外面ともにナデ調整である。外面には段を

持ち，蝶ネクタイ状貼り付けの亜種と考えられる３つの突起を持つ粘土紐の貼り付けを施す。２１０は

内外面ともにナデ調整で，外面に粘土紐を貼り付け，両端と中央を指押さえする。外面には炭化物が

付着する。

深鉢Ｅ類（第６４図）

２１１～２２２は指による刻目を施す資料である。

２１１は内傾する口縁部で，口唇部上端は平坦に整える。口唇部から１．０�下がった位置に突帯を貼り

付ける。内外面ともにナデ調整で，外面には炭化物が付着する。２１２は口唇部上端を平坦に整える。

口唇部から０．６�下がった位置に突帯を貼り付ける。内外面ともに調整は貝殻条痕の後ナデである。

２１３は胴部と口縁部にそれぞれ突帯を貼り付ける。口縁部突帯は口唇部から０．２�の位置に貼り付けて

いる。調整は外面が擦過，内面がナデである。２１４は胴部の資料で，突帯を貼り付ける。調整は外面

が貝殻条痕の後ナデ，内面が擦過である。２１５は胴部突帯の資料である。内外面ともに貝殻条痕調整

を施すが，内面はその後になでる。外面には炭化物が付着する。２１６は胴部突帯の資料で，調整は外

面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。外面には炭化物が付着する。２１７は胴部の資料で，比較

的薄手の作りである。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面が擦過の後ナデである。２１８は胴部の資

料で，内外面ともにナデ調整である。外面には炭化物が付着する。AMS測定資料。２１９はしっかりと

した屈曲を持つ胴部で，調整は外面が貝殻条痕，内面がナデである。２２０は屈曲の弱い胴部で，内外

面ともにナデ調整である。外面には炭化物が付着する。２２１は薄手の器壁を持つ胴部で，調整は外面

が貝殻条痕，内面がナデである。２２２は胴部の資料で，調整は外面がナデ，内面が擦過の後ナデであ
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第６４図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）

る。外面には炭化物が付着する。

２２３は棒による刻目を施した資料である。口唇部から０．４�下がった位置に口縁部突帯を貼り付ける。

口唇部上端は平坦に整える。内外面ともにナデ調整である。

２２４～２２６はヘラ状の工具による刻目を施した資料である。

２２４は胴部と口縁部にそれぞれ突帯を付す。口縁部突帯は口唇部にほぼ接する。内外面ともにナデ

調整である。２２５は直接口唇部外端に刻目を施す。内外面ともにナデ調整である。２２６は口唇部から０．６

�下がった位置に口縁部突帯を貼り付ける。内外面ともにナデ調整である。

２２７は貝殻腹縁によって直接口唇部外端に刻目を施す。内外面ともにナデ調整である。

深鉢底部Ａ類（第６５図２２８～２３０）

２２８は復元底径９．１�を測る。内外面の調整はナデ，底面の調整は擦過である。２２９はわずかに上底

をなし，復元底径は９．９�を測る。調整は外面と底面が研磨，内面はナデである。２３０の調整はいずれ

もナデである。

－８２－



深鉢底部Ｂ類（第６５図２３１～２３５）

２３１は復元底径９．０�を測る。内外面の調整はナデ，底面の調整は擦過である。２３２はやや小振りで，

底径７．０�を測る。調整はいずれもナデである。２３３は復元底径８．９�を測る。調整は内外面が研磨，

底面はナデである。２３４はわずかに上底をなし，復元底径は７．８�を測る。調整はいずれもナデである。

２３５は底径９．４�を測る。調整はいずれも研磨である。

深鉢底部Ｃ類（第６５図２３６～２４６）

２３６は復元底径８．０�を測る。調整はいずれもナデである。２３７は復元底径９．２�を測る。調整はいず

れもナデである。２３８は復元底径８．７�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面と底面が研磨で

ある。２３９は底径８．８�を測る。調整はいずれもナデである。２４０は底径８．０�を測る。調整は外面が貝

殻条痕の後ナデ，内面がナデである。底面には組織痕が認められ，籠目である。２４１は復元底径９．０�

を測る。胴部の器壁は薄手である。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面と底面がナデである。２４２

は復元底径９．９�を測る。調整はいずれもナデである。２４３は復元底径１１．０�を測る。調整はいずれも

ナデである。２４４は底径８．７�を測る。外面の調整は擦過，内面と底面の調整はナデである。２４５は復

元底径９．５�を測る。調整は内外面がナデ，底面が研磨である。２４６は上底をなし，復元底径は１０．２�

を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面と底面はナデである。

深鉢底部Ｄ類（第６５図２４７～２５２・第６６図２５３）

２４７は復元底径１２．５�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面と底面がナデである。２４８は復

元底径１０．６�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面，底面がナデである。２４９はわずかに上

底をなし，復元底径は９．６�を測る。外面の調整は貝殻条痕の後ナデ，内面と底面の調整はナデであ

る。２５０は底径９．５�を測る。調整は内外面がナデ，底面が擦過である。２５１は復元底径１１．９�を測る。

調整は外面が擦過の後ナデ，内面がナデ，底面が擦過である。２５２は底径９．２�を測る。調整はいずれ

もナデである。２５３は底径９．８�を測る。調整はいずれもナデである。

深鉢底部Ｅ類（第６６図２５４～２６２）

２５４は底径９．２�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面が擦過，底面はナデである。２５５は

わずかに上底をなし，復元底径は９．６�を測る。外面は貝殻条痕の後ナデ，内面と底面はナデである。

２５６はしっかりとした上底で，復元底径は１０．７�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面と底

面はナデである。２５７は底径８．７�を測る。調整は外面と底面が貝殻条痕，内面がナデである。２５８は

底径７．０�を測る。内外面の調整はナデである。底面には籠目と思われる組織痕を残す。内面に炭化

物が付着する。２５９は復元底径１１．２�を測る。調整は外面が貝殻条痕，内面が貝殻条痕の後ナデ，底

面が擦過である。２６０はわずかに上底をなし，底径１０．１�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，

内面がナデ，底面が貝殻条痕である。２６１は復元底径１１．７�を測る。調整は外面が貝殻条痕，内面と

底面がナデである。２６２はしっかりとした上底をなし，復元底径は７．５�を測る。胴部との境に突帯を

貼り付け，その頂部に沈線を引く。調整はいずれもナデである。

－８３－
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その他の底部（第６６図２６３・２６４）

２６３は４本の突起状の支脚を持つと思われるが，いずれも欠損している。粗製であるが，器形的に

はさほど高さを持たないかもしれない。脚部と胴部との境はやや膨らみを持たせ，径はこの部分で９．１

�を測る。調整は外面がナデで，内面には貝殻条痕が残る。

２６４の調整は内外面ともにナデで，底面にはアンギンの圧痕が残る。

第６６図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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浅鉢Ａ類（第６７図２６５～２８１）

２６５は復元口径が４０．５�を測る。頸部は大きく外反し，口縁部文様帯外面には沈線を引く。内外面

ともに横方向の研磨調整を施す。外面は黒色に仕上げる。２６６は短めの頸部を持ち，口縁部文様帯外

面には沈線を引く。内外面ともに横方向の研磨調整で，外面を黒色に仕上げる。２６７も２６６同様短めの

頸部であるが，口縁部文様帯外面には沈線を施さない。内外面ともに横方向の研磨調整である。２６８

は胴部に外反する頸部が付く。口縁部は内面に段を持ち，口唇部上端を平坦に整形する。内外面とも

に調整は研磨である。２６９は口縁部文様帯外面に沈線１条を引き，下端部には張り出しを作る。内外

面ともに横方向の研磨調整である。２７０は下位で強く外反する頸部を持ち，口縁部文様帯外面には沈

線を引く。内外面ともに横方向の研磨調整である。２７１・２７２は外反する頸部で，口縁部文様帯は外に

開いて付き，頸部と口縁部の境がやや不明瞭で，浅鉢Ｂ類に近い。外面には沈線を引く。内外面とも

に横方向の研磨調整である。２７２は口縁部内面に沈線を引き，外面を黒色に仕上げる。２７３は開く頸部

で口縁部文様帯外面には沈線を引く。内外面ともに横方向の研磨調整である。２７４も大きく開く頸部

に口縁部が付くが，口縁部文様帯外面は沈線ではなく，段にする。内外面ともに横方向の研磨調整を

施し，内面は黒色に仕上げる。

２７５は開く頸部で，口縁部文様帯外面には沈線を施す。内外面ともに横方向の研磨調整で，黒色に

仕上げる。２７６は頸部が下位で強く外反し，上位では厚くなる。口縁部文様帯外面には沈線を施す。

調整は内外面ともに横方向の研磨である。２７７は大きく開く頸部に突起を持った口縁部が付く。口縁

部文様帯外面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。２７８は口縁部文様帯に沈線を引

かない。内外面ともに横方向の研磨調整で，外面は黒色に仕上げる。２７９も口縁部文様帯の立ち上が

りがゆるく，特に内面は段を持たず，頸部との境が不明瞭である。外面には沈線を施す。調整は，外

面が横方向の貝殻条痕後横方向の研磨，内面が横方向の研磨である。２８０は胴部から頸部にかけての

資料で，頸部は下位で大きく外反する。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。２８１

は口縁部文様帯外面に沈線を引く。内外面ともに横方向の研磨調整である。

浅鉢Ｂ類（第６７図２８２～２８６・第６８図）

２８２は復元口径３０．５�を測る。直線的で立ち気味の頸部を持つ。外面には沈線を施さない。内外面

ともに横方向の研磨調整を施す。２８３は非常に薄い作りで，口縁部外面に沈線を引く。内外面ともに

横方向の研磨調整である。２８４は口縁部外面の沈線がなく，口縁部に積み上げた粘土紐の形状をその

まま残して肥厚させる。内外面ともに横方向の研磨調整である。２８５も口唇部外面に沈線を引かない。

内外面ともに横方向の研磨調整である。２８６は口縁部内面の段が浅く，曖昧である。口縁部外面には

沈線を引かない。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。２８７・２８９も口縁部外面に

沈線を引かない。いずれも内外面ともに横方向の研磨調整を施し，２８７は内外面ともに黒色に仕上げ

る。２８８は胴部から屈曲して頸部がやや開いて立ち上がるが，他に比べると開きが弱い。口縁部はゆ

るい波状をなし，内面には段を作るが，外面には沈線を引かず，頸部との境を肥厚させる。内外面の

調整は，横方向の研磨である。２９０は口縁部の内面に明瞭な段を付けず，外面は肥厚させて沈線は引

かない。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。２９１は頸部が大きく開き，口縁部外面に沈線を引く。

内外面ともに横方向の研磨調整を施し，内面は黒色に仕上げる。２９２・２９３は口縁部外面に沈線を施さ
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ない。内外面ともに調整は横方向の研磨である。２９２は口縁部外面をやや肥厚させ，内外面を黒色に

仕上げる。２９４は内外面ともに研磨調整である。口縁部外面に沈線を引く。２９５は内外面にそれぞれ沈

線を引く。両面とも横方向の研磨調整を施す。２９６は内面に沈線を引き段の代わりとし，外面には沈

線を引かない。内外面ともに横方向の研磨調整で，外面には赤色顔料が塗付される。２９７は口縁部外

面に沈線を引く。内外面ともに調整は横方向の研磨である。２９８は口縁部の内面に段を持ち，外面に

は沈線を施さない。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。外面と内面の口縁部に

は赤色顔料を塗付する。また外面には炭化物が付着する。２９９は肩部から頸部が開いて立ち上がるが，

他に比べると開きは弱く，直線的である。口縁部は外面をやや肥厚させる。内外面ともに横方向の研

磨調整を施す。３００は強く外反する頸部を持ち，口縁部は内外面ともに肥厚させ，段や沈線は施さな

い。調整は内外面ともに横方向の研磨である。３０１は口縁部外面に沈線を引く。内外面ともに横方向

の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。３０２は肩部から大きく開く頸部を持つ。口縁部は欠損するが，

外面には沈線を引くようである。非常に薄手の作りで，内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色

に仕上げる。３０３は口縁部にヒレ状突起を付し，内外面には沈線を引く。内外面の調整は横方向の研

磨である。３０４は口縁部外面の沈線を引かない。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，内面は黒色

に仕上げる。３０５は胴部から頸部下位にかけての資料である。肩部までを一旦作り，頸部は肩部の内

面に貼り付けるようにして接合する。内外面ともに調整は横方向の研磨である。外面を黒色に仕上げ

る。３０６も胴部から頸部にかけての資料で，調整は内外面ともに横方向の研磨である。外面には赤色

顔料が塗付され，炭化物の付着がある。

浅鉢Ｃ類（第６９図）

いずれの資料も口縁部内面に段を持つ。

３０７は復元口径２１．８�を測る。本来頸部基部にあたる部分が間延びしたものと考えられる。口縁部

にはヒレ状突起を持ち，他に比べ内面に作り出される段が不明瞭である。内外面ともに研磨調整であ

る。３０８は復元口径が１６．６�を測る。口縁部がわずかに波状をなす。波長部には外面に凹点を施す。

短い頸部は内面基部付近の張り出しを作らない。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上

げる。３０９は復元口径が１５．５�を測る。復元胴部最大径は１７．５�で胴部の上位にくる。他の資料と異

なり，深い胴部は上位で内湾させ，そこに短い頸部を付ける。口縁部には突起を持つ。内外面ともに

横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。３１０は復元口径が１９．９�を測る。外反する短い頸部を持

つ。内外面ともにナデ調整である。３１１は口縁部を欠く。器壁は薄手で，肩部を作り出す。復元胴部

最大径は２５．６�を測る。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。

３１２は復元口径が３１．７�を測る。直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに研磨調整を施すが，胴部

外面の研磨は研磨痕が残らず方向は不明である。３１３は直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに横方

向の研磨調整で，黒色に仕上げる。３１４は薄手の作りで，直線的な短い頸部を持つ。外面胴部上端の

段は不明瞭である。口縁部外面には凹点様の窪みが見られ，突起になるかも知れない。内外面ともに

横方向の研磨調整を施す。３１５は直線的な短い頸部を持つ。外面胴部上端の段は不明瞭である。内外

面ともに横方向の研磨調整を施す。３１６は直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに調整は横方向の研

磨で，黒色に仕上げる。３１７は３１６と同一個体の可能性がある。直線的な短い頸部を持つ。内外面とも
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に横方向の研磨調整で，黒色に仕上げる。

３１８は直線的な短い頸部を持つ。口縁部には突起を持ち，外面に凹点を施す。内外面ともに調整は

横方向の研磨である。３１９は下位で強く外反する短い頸部を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整で，

黒色に仕上げる。３２０は口縁部が突起を持つか，ゆるい波状をなす。波長部の口唇部上端には凹点を

施す。頸部は短く直線的である。内外面ともに横方向の研磨調整である。３２１は３０７同様直線的な短い

頸部の基部が間延びしたようになり，外面胴部上端の段や内面頸部の張り出しは不明瞭である。内外

面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。３２２は肩部を持ち，直線的な短い頸部を付ける。

口唇部外端には凹点を施す。内外面ともに調整は横方向の研磨である。３２３は直線的な短い頸部を持

つ。外面胴部上端の段は不明瞭で，口唇部外面に浅い段を作る。内外面の調整は横方向の研磨である。

３２４は直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，内面は黒色に仕上げる。

３２５は直線的な短い頸部を持つ。外面胴部上端の段は不明瞭である。口縁部外面に段を作る。焼成が

悪く器面の状態は良くないが，内外面ともに研磨調整か。３２６は直線的な短い頸部を持つ。調整は内

外面ともに横方向の研磨調整である。３２７は直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに横方向の研磨調

整である。３２８は直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。３２９は直線的な短

い頸部を持ち，頸部から口縁部にかけては非常に薄い作りである。内外面ともに横方向の研磨調整を

施し，黒色に仕上げる。

浅鉢Ｄ類（第７０図）

３３０は口縁部が波状をなし，復元口径は波長部で３３．５�を測る。口縁部文様帯に施された６条の沈

線は，上４条が波状をなす口縁部に沿い，下２条は水平に引く。内外面ともに横方向の研磨調整を施

す。３３１は短い頸部に口縁部文様帯が付く。口縁部文様帯の外面には６条の沈線を引き，内面には頸

部との境に沈線を引く。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。

－９０－
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浅鉢Ｆ類（第７１図・第７２図３５２～３７２）

３３２は復元口径が２０．４�，復元胴部最大径が２１．３�を測る。肩部の張りが弱く，なで肩となり，胴

部と肩部の境に稜を作る。短い頸部に付けられた口縁部は内面に段を作り，外面にも沈線ではなく，

浅い段を持つ。内外面の調整は研磨であるが，胴部は内外面とも縦方向，それより上位は横方向の調

整である。３３３は復元口径が１３．０�を測る。本来付くべき玉縁状をなす口縁部を付けず，頸部先端を

そのまま口縁部とする。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。３３４は復元口径が

３１．８�，復元胴部最大径が３４．０�を測る。胴部と肩部の境には稜を作る。口縁部にはリボン状突起を

付し，外面に沈線を引き，内面に段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。

３３５は復元口径が２９．４�，復元胴部最大径が３３．４�を測る。口縁部にリボン状突起を付し，外面には

沈線を引き，内面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。焼成がや

や不良である。３３６は復元口径が３２．２�，復元胴部最大径が３５．９�を測る。内外面ともに横方向の研

磨調整を施すが，肩部内面には貝殻条痕が残る。内外面ともに黒色に仕上げる。３３７は頸部より上位

が肩部との接合面で剥離し，欠損する。復元胴部最大径が２９．３�を測る。内外面ともに横方向の研磨

調整を施し，黒色に仕上げる。３３８は肩部はなで肩で，頸部内面下端は張り出しを持つ。内外面とも

に横方向の研磨調整である。

３３９は口縁部外面に沈線を引き，内面に段を作る。内外面とも調整は横方向の研磨である。３４０は非

常に薄手で，小振りの資料である。口縁部は内外面に段を持つ。調整は内外面ともに横方向の研磨で

ある。３４１は粘土紐の接合面で肩部から剥離している。口縁部は外面に沈線を引き，内面に段を作る。

内外面ともに横方向の研磨調整を施す。内面は黒色に仕上げる。３４２は頸部を作らず直接肩部に口縁

部を貼り付ける。口縁部は内面に段を作るが，外面の沈線は施さない。内外面ともに調整は横方向の

研磨で，黒色に仕上げる。３４３・３４４は口縁部の外面に沈線を引き，内面には段を作る。内外面ともに

横方向の研磨調整を施す。ともに内外面を黒色に仕上げる。３４５は粘土紐の接合面で肩部から剥離し

ている。口縁部外面に沈線を施し，内面に段を設ける。内外面の調整は横方向の研磨である。３４６は

口縁部の外面に沈線，内面に段を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整である。３４７・３４８は粘土紐の

接合面で肩部から剥離している。口縁部は外面に沈線，内面に段を持つ。内外面の調整は横方向の研

磨である。３４８はヒレ状突起を付す。３４９は非常に短い肩部を持ち，口縁部には外面に沈線，内面に段

第７０図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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を設ける。内外面ともに横方向の研磨調整で，黒色に仕上げる。３５０はやや長めの頸部で，口縁部は

外面に沈線を引き，内面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。３５１

もやや長めの頸部を持ち，口縁部には外面に沈線，内面に段を設ける。内外面ともに横方向の研磨調

整を施す。焼成がやや不良である。

３５２～３５４は粘土紐の接合面で肩部から剥離している。いずれも口縁部の内面に段を作るが，外面に

は３５２が沈線を施すのに対して，３５３・３５４は施さない。いずれも内外面の調整は横方向の研磨で，黒

色に仕上げる。３５５は肩部がしっかりと張り，頸部はやや長めである。口縁部は外面に沈線，内面に

段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整である。３５６は粘土紐の接合面で肩部から剥離している。

口縁部は外面に沈線を引き，内面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。３５７・３５８は

口縁部の外面に沈線を引き，内面に段を作る。いずれも調整は内外面ともに横方向の研磨である。３５８

は内外面を黒色に仕上げる。３５９は長めの外反する頸部を持ち，口縁部にはヒレ状突起を付して外面

に沈線を引き，内面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。

３６０も口縁部の外面に沈線，内面に段を設ける。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。３６１は小振

りの資料で，肩部が張る。頸部は持たず，肩部に直接口縁部を付ける。口縁部にはヒレ状突起を付し，

内面に段を付ける。外面の沈線は施さない。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。３６２は厚手で，

なで肩の資料である。胴部と肩部の境には稜を作る。口縁部は内面に段を作り，外面には沈線を持た

ない。内外面の調整は横方向の研磨である。焼成はやや不良である。３６３も肩部に直接口縁部を付け

る。口縁部は内面に段を持ち，外面の沈線は引かない。内外面ともに横方向の研磨調整である。３６４

は粘土紐の接合面で肩部から剥離している。口縁部は内面に段を持つが，外面には沈線を持たない。

内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。３６５は３３３同様本来頸部の部分をそのまま口

縁部とし，リボン状突起を付ける。焼成不良で器面の状態が悪いため，内外面の調整は不明である。

３６６は薄手の作りで，比較的小振りの資料である。頸部を持たず，肩部に直接口縁部を貼り付ける。

口縁部は内面に段を持ち，外面の沈線は施さない。内外面ともに横方向の研磨調整で，黒色に仕上げ

る。３６７～３６９は口縁部の外面に沈線を引き，内面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施

し，黒色に仕上げる。３７０は口縁部内面に段を作り，外面には沈線を引くようだが，不明瞭である。

内外面ともに調整は横方向の研磨で，黒色に仕上げる。３７１は口縁部の外面に沈線を引き，内面に段

を作る。内外面ともに調整は横方向の研磨である。３７２は粘土紐の接合面で肩部から剥離している。

口縁部は外面に沈線を引き，内面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整で，黒色に仕上げる。

浅鉢Ｇ類（第７２図３７３・３７４）

３７３は復元口径１３．２�，復元胴部最大径１０．７�を測る。底部は欠損するが，おそらくは尖底か丸底

をなすものと思われ，そこから開いて立ち上がる胴部は一旦肩部を作り，再度頸部が開いて立ち上が

り口縁部へと至る。肩部には胴部との境に１条の沈線を引き，また頸部との境には２条の沈線を引く

ことで，隆線状に作り出す。口縁部にはリボン状突起を付し，内外面に段を作る。口縁部外面はリボ

ン状突起の付く側の半周のみ肥厚させて段を作り，残りの半周は段を付けない。リボン状突起の対面

には口縁部直下に焼成前穿孔を施す。調整は，外面は胴部が縦方向の研磨，肩部より上位が横方向の

研磨，内面は横方向の研磨である。内外面ともに黒色に仕上げる。肩部と口縁部の外面には赤色顔料
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の塗付を施す。３７４は肩部から頸部にかけての資料で，肩部はややなで肩で，頸部は開く。内外面と

もに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。
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浅鉢Ｈ類（第７３図・第７４図３９２～４０１）

３７５は平底に近い丸底から大きく開く胴部は一旦外面で段を作り，波状をなす口縁部へと至る。波

長部での復元口径は２５．８�，復元底径は６．９�を測る。底部付近には３条の平行沈線を施し，口唇部

には外面に段を持つ。内外面ともに研磨調整である。器面には３対の焼成後に穿った補修孔が確認さ

れ，割れ口部分と穿孔部分には赤色顔料が付着する。また，破損・補修した土器片の口縁部欠損部分

の割れ口にも赤色顔料が確認できる。赤色顔料を混入した接着剤で割れ口を張り合わせ，補修孔を紐

で結んで補強し，その紐と穿孔部分も接着剤で固定したものと考えられる。３７６は平底をなす復元底

径９．９�の底部から胴部は開いて立ち上がり，一旦外面に段を作って波状をなす口縁部へと至る。波

長部での復元口径は２８．１�を測る。底部付近には３条の平行沈線を引き，その最上段の沈線から口縁

部へ向かっても垂直方向に沈線を引き，基部は暗文を施す。口縁部は外面に段を設ける。この垂直方

向の沈線は口縁部の波長部・波短部に関係なく５本が等間隔にめぐっていたものと思われる。調整は

内外面ともに研磨で，胴部が縦方向，底部付近と口縁部付近が横方向，内面は横方向に施す。外面の

胴部から上位には炭化物が付着する。

３７７は口唇部外面に沈線を引く。内外面ともに研磨調整である。３７８・３７９は口縁波長部の資料であ

る。３７８の調整は内外面ともに研磨，３７９の調整は外面が擦過の後研磨，内面が研磨である。３８０は口

唇部の内外に沈線を施す。内外面ともに研磨調整である。３８１は口唇部内面に段を作る。内外面とも

に研磨調整である。３８２は口唇部が外側に張り出す。内外面ともに研磨調整で，赤色顔料の塗付が認

められる。３８３は口唇部内面に段を持つ。内面左端はやや口唇部の段の幅が広くなるので，ヒレ状突

起になるかもしれない。内外面ともに研磨調整で，内外面ともに赤色顔料の塗付が確認される。３８４

は他に比べ薄手の資料である。口唇部には内外面ともに段や沈線は持たない。内外面ともに研磨調整

で，黒色に仕上げる。３８５は口唇部の内面に段を持つ。内外面ともに研磨調整である。３８６は口縁波長

部の資料で，口唇部内外に段や沈線を施さない。内外面ともに研磨調整である。３８７は口唇部外面に

沈線を引く。内外面ともに研磨調整で，黒色に仕上げ，外面には赤色顔料を塗付する。３８８は口唇部

外面に段を設ける。内外面ともに研磨調整で，外面に赤色顔料を塗付する。３８９は胴部から口縁部に

かけての資料で，胴部外面には段を持ち，口唇部外面に沈線を引く。内外面ともに研磨調整である。

外面を黒色に仕上げる。

３９０は口縁波長部の資料で，内外面ともに研磨調整である。外面には赤色顔料を塗付する。３９１は口

唇部と胴部の外面に沈線を引く。沈線の中には赤色顔料が残り，あるいは外面全体への塗付であった

かもしれない。内外面ともに研磨調整である。３９２は口縁波長部の資料で，外面に段を作る。内外面

ともにナデ調整である。３９３は口唇部の内外に段や沈線を施さない。内外面ともに研磨調整である。

３９４は口縁波長部で，口唇部の内外に段を設ける。内外面ともに研磨調整である。３９５は口唇部と胴部

の外面に段を作る。内外面ともに研磨調整である。

３９６は胴部の資料で，外面に段を持つ。内外面ともに研磨調整で黒色に仕上げ，外面には炭化物が

付着する。３９７・３９８は底部付近の資料で，外面の沈線には赤色顔料が確認できる。内外面ともに研磨

調整である。３９９～４０１は底部の資料で，外面に沈線を施す。内外面・底面いずれも研磨調整である。

４００の沈線内には赤色顔料が確認できる。
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第７３図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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浅鉢Ｉ類（第７４図４０２）

４０２は胴部で一旦屈曲し肩部を作り，口縁部は波状をなす。胴屈曲部の直上には沈線を引く。口唇

部内面には段を設ける。内外面ともに研磨調整である。

浅鉢Ｊ類（第７４図４０３）

４０３は口縁部の資料で，浅い椀形か皿形を呈するものと思われる。内外面の調整はナデである。

第７４図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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浅鉢Ｋ類（第７４図４０４～４０６）

４０４は口縁部がやや内傾し，口唇部外面には段を作る。胴部には焼成後の穿孔を外面から施す。内

外面ともに横方向の研磨調整である。４０５・４０６は内傾する口縁部を持つ。いずれも内外面の調整は研

磨である。

浅鉢Ｌ類（第７５図・第７６図）

４０７は復元口径３３．４�を測る。開いて立ち上がる胴部は一旦屈曲し，口縁部へと至る。口唇部内面

には段を作る。調整は外面が屈曲より下位が横方向の貝殻条痕，上位が横方向の研磨，内面が横方向

の研磨である。内外面ともに黒色に仕上げ，内外面に赤色顔料を塗付する。４０８は復元口径３４．２�を

測る。口縁部には突起を持つ。調整は外面が擦過，内面が研磨である。

４０９の調整は，外面が貝殻条痕の後研磨，内面が研磨である。外面には炭化物が付着する。４１０は口

唇部上端を平坦に整える。内外面ともに擦過調整である。４１１は口唇部上端を整え，口唇部外端に段

を作る。胴部途中で一旦わずかに屈曲し，外面に稜を作る。内外面ともに研磨調整である。４１２の調

整は外面がナデ，内面が研磨である。４１３の調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面が擦過の後ナデで，

外面には炭化物の付着が認められる。４１４は内湾する口縁部で，内外面ともにナデ調整である。外面

には炭化物が付着する。４１５は内外面ともに貝殻条痕調整を施し，外面はその後軽く研磨調整を施す。

外面には炭化物の付着が認めらる。４１６は外面がナデ調整，内面が研磨調整である。４１７は外面が丁寧

なナデ調整で，内面は研磨調整である。４１８は焼成後の穿孔が認められる。調整は内外面ともに擦過

で，外面には厚く炭化物が付着する。４１９は外面が貝殻条痕調整，内面が研磨調整である。外面口縁

部付近には厚く炭化物が付着する。

４２０は胴部途中でわずかに屈曲する。内外面ともに調整は横方向の貝殻条痕の後，横方向の研磨で

ある。外面には炭化物が付着する。４２１は外面が縦方向の貝殻条痕の後ナデ，内面は横方向の貝殻条

痕の後，横方向の研磨である。４２２はゆるく内湾する口縁部で，調整は外面が丁寧なナデ，内面が横

方向の研磨である。４２３は，外面は幅１．２�ほど板状工具によって横方向の擦過調整を施す。内面は横

方向の丁寧なナデ調整である。外面の口縁部付近には炭化物が厚く付着する。４２４は口唇部上端を平

坦に整える。内外面ともに調整は工具によって横方向に幅１．８�ほどのケズリを施す。外面には炭化

物が付着する。４２５は外面から焼成後に穿孔を施す。内外面ともに調整は横方向のナデである。４２６は

胴部が開いて立ち上がり，屈曲して口縁部は直立する。外面調整は横方向の貝殻条痕の後ナデ，内面

調整はナデである。４２７は口唇部上端を平坦に整える。内外面ともに横方向の貝殻条痕調整の後，横

方向の研磨調整を施す。

４２８の調整は，外面が横方向の貝殻条痕の後，横方向の研磨，内面が横方向の研磨である。外面に

は炭化物が付着する。４２９は内湾する胴部の資料で，突帯を貼り付け，指による刻目を施す。外面は

横方向の貝殻条痕の後ナデ調整，内面調整はナデである。４３０は底部の資料で，復元底径５．８�の平底

をなす。内外面・底面いずれもナデ調整である。
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第７５図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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第７６図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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浅鉢Ｍ類（第７７図・第７８図４４３～４５４）

４３１～４４１はアンギンの圧痕を残すものである。

４３１，４３２は同一個体である。復元口径は３５．４�を測る。粘土紐の輪積みの痕跡を明瞭に残し，厚手

の作りである。調整は外面が貝殻条痕，内面が貝殻条痕の後ナデで，外面には炭化物の付着がある。

４３３の内面調整はナデである。４３４は胴部への立ち上がりが屈曲する。外面は圧痕を消すように上から

なでる。内面は研磨調整である。内面のみ黒色に仕上げる。４３５は厚手の資料で，内面調整はナデで

ある。４３６は内面に研磨調整を施す。４３７の内面調整はナデである。４３８・４３９の内面調整は研磨である。

４４０は底部から屈曲して胴部へと至る部分の資料で，内面調整はナデである。４４１の内面調整はナデで

ある。

４４２～４５０は網目の圧痕を残すものである。

４４２は復元口径３１．０�を測り，口縁部は直線的にやや外傾して立ち上がる。内外面の調整は貝殻条

痕で，外面の圧痕部分と貝殻条痕部分の境については擦過調整を施す。外面に炭化物が厚く付着する。

４４３は口縁部付近の資料で，下部に圧痕が残る。内外面の調整は擦過である。４４４も口縁部の資料で，

外面調整は貝殻条痕の後ナデ，内面調整はナデである。外面に炭化物が付着する。４４５は厚手の資料

で，口縁部がわずかに外傾して立ち上がる。内外面ともにナデ調整である。外面には炭化物が付着す

る。４４６は口縁部へと屈曲して立ち上がる部分の資料で，調整は，外面は貝殻条痕であるが，圧痕と

の境は擦過を施す。内面はナデである。４４７は内面調整が研磨である。４４８は内面調整がナデで，外面

には炭化物が付着する。４４９の内面調整は研磨である。４５０の内面調整は研磨で，内面は黒色に仕上げ

る。

４５１～４５３は籠目の圧痕を持つものである。

４５１は復元口径３１．６�，器高１３．７�を測る。底部付近にのみ圧痕を残し，胴部から口縁部の外面に

は擦過調整を施す。内面はナデ調整である。外面に厚い炭化物の付着が認められる。AMS測定資料。

４５２は底部から口縁部への立ち上がる屈曲する部分の資料である。圧痕部分は薄手であるが，上位は

厚手になる。外面はナデ調整，内面は研磨調整を施す。４５３の内面調整はナデである。

４５４は屈曲部を持ち，屈曲部より上位は厚手となる。外面は全面に擦過調整を施すため，圧痕の種

類は不明である。内面調整は擦過の後ナデである。外面には口縁部付近に炭化物の付着が認められる。

浅鉢Ｎ類（第７８図４５５）

４５５は外面に段を持ち，口縁部は波状をなす。内外面ともに横方向の研磨調整である。外面には焼

成時に黒斑が付く。

－１０２－
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第７７図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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第７８図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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浅鉢Ｏ類（第７８図４５６・４５７）

４５６は胴部で屈曲し，直線的に口縁部は立ち上がる。屈曲部の直上に沈線１条を施す。内外面とも

に横方向の研磨調整である。４５７も４５６同様屈曲し，屈曲部直上に沈線１条を引く。口縁部は欠く。内

外面ともに横方向の研磨調整で，外面には沈線より上位に赤色顔料の塗付を行う。また外面にはわず

かに炭化物が付着する。

浅鉢底部（第７９図）

４５８は上底をなし，底径は４．０�を測る。調整は内外面が研磨で，底面はナデである。４５９は復元底

径６．５�を測り，調整は内外面が研磨，底面は擦過である。４６０はわずかに上底をなし，復元底径は６．３

�を測る。調整はいずれもナデである。４６１は上底をなし，復元底径は５．４�を測る。胴部との境には

突帯をめぐらす。調整は内外面ともにナデである。４６２は底径８．８�を測る。調整は内外面が研磨，底

面は擦過の後研磨である。４６３は復元底径が９．７�を測り，外面には段を作る。調整は内外面が研磨，

底面が擦過の後研磨である。内面には厚い炭化物の付着が認められる。４６４は復元底径８．０�を測る。

調整はいずれも研磨で，内面にはわずかに炭化物が付着する。４６５はわずかに上底をなし，復元底径

が１１．２�を測る。外面には胴部との境に沈線を引く。調整はいずれも研磨である。４６６は復元底径７．４

�を測る。外面には沈線とえぐりによって文様装飾を施す。調整はいずれも研磨である。４６７は復元

底径が６．８�を測る。内外面・底面いずれも研磨調整である。

第７９図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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第８０図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）

壷（第８０図）

４６８は胴部の資料である。調整は外面が研磨，内面が貝殻条痕の後ナデで，外面には丹塗りを施す。

４６９は頸部の資料で口縁部を欠く。内外面ともに研磨調整で，両面に丹塗りを施す。４７０は底部付近の

資料で，器面の状態が良くないが，わずかに丹塗りが外面に確認できる。４７１は復元底径１４．３�を測

る。外面の調整は，底部付近はナデであるが，胴部は斜方向の研磨を施し丹塗りを行う。内面は器面

の剥落が著しいが，ナデ調整である。

土製品（第８１図）

４７２は直径２．８�，厚さ０．９�，重量７．７�を測り，深鉢胴部片を用いる。４７３は直径３．１�，厚さ０．７

�，重量６．５�を測り，浅鉢胴部片を用いる。４７４は復元径３．７�，厚さ０．７�，重量４．１�を測り，深

鉢胴部片を用いる。４７５は直径３．７�，厚さ０．７�，重量１２．０�を測り，深鉢胴部片を用いる。４７６は直

径３．８�，厚さ０．７�，重量１１．６�を測り，深鉢Ｃ類の胴部片を用いる。４７７は直径３．５�，厚さ０．７�，

重量１１．２�を測り，深鉢胴部片を用いる。４７８は直径５．４�とやや大きく，厚さ０．６�，重量は１０．６�

を測る。浅鉢胴部片を用いる。４７９は直径４．２�，厚さ０．９�，重量１６．９�を測る。深鉢胴部片を用い

る。４８０は直径５．１�，厚さ０．８�，重量２６．４�を測り，深鉢胴部片を用いている。断面は軽く研磨す

る。４８１は直径３．２�，厚さ０．９�，重量１１．４�を測る。深鉢胴部片を用い，断面は軽く面取りするよ

うに研磨する。４８２は直径４．６�，厚さ０．６�，重量１３．７�を測り，深鉢胴部片を用いる。４８３は直径３．０

�，厚さ０．７�，重量７．９�を測り，深鉢Ｃ類の胴部片を用いる。４８４は直径２．６�，厚さ０．９�，重量

８．７�を測る。深鉢Ｃ類の胴部片を用いる。４８５は直径４．５�，厚さ０．８�，重量１７．４�を測り，浅鉢胴

部片を用いている。４８６は直径３．５�，厚さ０．９�，重量１３．８�を測り，深鉢胴部片を用いる。４８７は直

径３．９�，厚さ０．９�，重量１５．１�を測り，深鉢胴部片を用いる。４８８は直径３．７�，厚さ０．８�，重量

１５．５�を測る。深鉢胴部片を用いる。４８９は直径３．８�，厚さ１．０�，重量１５．７�を測る。深鉢胴部片

を用い，断面は丁寧に研磨して面取りする。

４９０は浅鉢胴部片を加工した土製品である。推定長軸６．７�，短軸３．６�，厚さ０．５�を測る。重量は

１８．４�である。断面を丁寧に研磨し，楕円形に整える。

４９１は勾玉形の土製品で，長さ５．０�，重量１０．２�を測る。穿孔は焼成前に行う。
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第８１図 縄文時代後期～弥生時代前期の土製品�（Ｓ＝１／２）
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Ｂ・Ｃ区出土の土器・土製品

深鉢Ａ類（第８２図）

４９２は口唇部上端を平坦に整えた後に工具によって刻目を施す。調整は外面が貝殻条痕，内面がナ

デである。４９３も口唇部を平坦に整形する。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。外

面には炭化物の付着が認められる。４９４は軽く口唇部上端を整え平坦にする。外面調整は貝殻条痕，

内面調整はナデである。４９５は口唇部上端を平坦に整え，その際粘土が外面の方へ突帯状にはみ出す。

外面は貝殻条痕調整，内面は擦過調整で，内面の口縁部付近はなでる。外面には炭化物が付着する。

４９６は口唇部上端整形時の粘土のはみ出しを外面側でなで付ける。調整は外面が擦過の後ナデ，内面

がナデである。４９７は口縁部にヒレ状突起を付す。調整は外面が横方向の貝殻条痕，内面は横方向の

擦過であるが，口縁部内面は指ナデして凹線を施す。外面には炭化物が付着する。４９８はやや薄手の

資料で，外面は貝殻条痕調整，内面はナデ調整を施す。４９９は口唇部整形時の粘土のはみ出しを外面

にそのまま残す。調整は外面が貝殻条痕，内面はナデである。５００は内外面ナデ調整で，口唇部には

細かい刻目を施す。５０１はヒレ状突起を付す。外面は貝殻条痕調整，内面はナデ調整である。５０２は外

面調整が貝殻条痕であるが口唇部付近のみなでる。内面調整は貝殻条痕後ナデである。外面には炭化

物が付着する。５０３は口唇部付近が内傾する。外面調整が擦過の後ナデ，内面調整がナデである。５０４

は口唇部外端に粘土のはみ出しが見られ，肥厚させたようになる。内外面ともにナデ調整を施すが，

内面には貝殻条痕が残る。５０５は口唇部上端に刻目を施す。外面調整は貝殻条痕，内面調整はナデで

ある。５０６はヒレ状突起を付し，調整は内外面ともに貝殻条痕調整で，内面はその後なでる。外面に

はわずかに炭化物が付着する。５０７は復元口径が２６．９�を測る。口縁部に長めの突起を付し外面は貝

殻条痕調整を，内面はナデ調整を施す。外面には炭化物が付着する。AMS測定資料。５０８の調整は外

面が貝殻条痕，内面が擦過の後ナデである。

深鉢Ｂ類（第８３図・第８４図）

５０９は胴部で屈曲し，口縁部は外傾する。復元口径２６．７�，胴屈曲部での復元径２３．９�を測る。外

面調整は貝殻条痕で，屈曲部より下位が縦方向，上位が斜方向に施す。内面調整は横方向の擦過であ

る。外面にはわずかに炭化物が付着する。５１０は底部を欠損するが，大きく開いて立ち上がる。胴部

は上位で屈曲し，口縁部はわずかに内傾する。復元口径３１．８�，胴屈曲部での復元径３３．６�を測る。

外面調整は下半が縦方向の貝殻条痕，上半が横方向の貝殻条痕である。内面調整は横方向の貝殻条痕

の後ナデである。

５１１は胴上位で屈曲し，口縁部はわずかに内傾する。復元口径３６．３�，胴屈曲部での復元径４０．２�

を測る。外面調整は貝殻条痕で，縦方向に施した後横方向に施す。内面調整は斜方向の擦過である。

５１２は復元口径４０．０�，胴屈曲部での復元径４１．４�を測る。胴上位で屈曲し，内傾するが，口縁部は

やや外反する。内外面ともに調整は貝殻条痕の後ナデである。内面には外面に比べて丁寧になでるが，

胴部の下位の部分と口縁部に貝殻条痕が残る。

５１３～５２４は胴部に屈曲部を持つと思われる深鉢の口縁部の資料である。

５１３は突起を持つ資料である。内面には突起の下部に指ナデによる凹線を施す。外面調整は貝殻条

痕の後ナデ，内面調整は擦過である。外面には炭化物の付着が認められる。５１４も突起を持つ。外面
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第８２図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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調整は貝殻条痕の後ナデ，内面調整はナデである。５１５は口唇部に粘土紐の形状をそのまま残す。内

外面ともにナデ調整である。５１６は外傾する口縁部で，口唇部上端は平坦に整える。調整は，外面が

擦過の後ナデ，内面がナデである。５１７はほぼ直立する口縁部で，粘土紐を２．５�～４．０�の幅で積み

上げている。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。５１８は外反する口縁部である。調

整は内外面ともに貝殻条痕の後ナデである。５１９は外反する口縁部で，リボン状突起を付す。外面調

整は貝殻条痕後ナデ，内面調整はナデである。５２０は直立する口縁部で，外面調整が貝殻条痕，内面

調整がナデである。５２１はごくわずかに外反する。外面調整は貝殻条痕，内面調整はナデである。５２２

もわずかに外反する口縁部で，口唇部上端を平坦に整える。外面調整は貝殻条痕，内面調整は貝殻条

痕の後擦過である。５２３は内傾する口縁部で，口縁端部を外反させる。外面には段を作る。外面調整

は擦過の後ナデ，内面調整はナデである。５２４はやや外傾する口縁部で，内外面ともにナデ調整を施

す。外面には炭化物が付着する。

深鉢Ｃ類（第８５図～第９１図）

５２５～５３５は口縁部文様帯に２条の凹線もしくは沈線を引く。

５２５は直立する口縁部文様帯に凹線を引き，口唇部上端は平坦に整える。内外面ともに研磨調整で

ある。５２６は口縁部文様帯が直立し，内外面の調整は研磨である。５２７もほぼ直立する口縁部文様帯で，

口唇部上端を平坦にする。内外面ともに研磨調整である。５２８は鋭利な工具で沈線を施す。口縁部文

様帯は直立し，口唇部は平坦に整える。内外面の調整は研磨である。５２９は内外面ナデ調整で，口唇

部を平坦に整える。５３０は外反する頸部に直立する口縁部文様帯を持ち，口唇部は平坦である。鋭利

な工具で細い沈線を入れる。内外面とも研磨調整を施す。５３１は外反する頸部に直立する口縁部文様

帯を付ける。内外面ともに研磨調整である。５３２は口唇部内面に段を作る。内外面ともに研磨調整を

施す。５３３は口縁部文様帯が直立し，凹線様の太い沈線を持つ。口唇部は平坦に整え，口縁部内面に

は段を持つ。内外面の調整は研磨である。５３４は口縁部文様帯を頸部に取り付けるのではなく，頸部

先端を直接外側へつまみ出し，外面に沈線を入れる。内外面の調整は外面が研磨，内面がナデである。

５３５は口縁部文様帯が外傾し内面には稜を作る。沈線は平行しておらず，口縁部は波状をなすかもし

れない。外面調整はナデ，内面調整は研磨である。

５３６～５５８は口縁部文様帯に３条の沈線を引く。

５３６は内傾する口縁部文様帯を持ち，沈線の幅は広めである。内外面ともにナデ調整で，内外面の

色調は浅黄色で他に比べ白っぽく，特徴的である。５３７は頸部との境となる口縁部文様帯の下端をしっ

かりと張り出させ，幅広の沈線を引く。口縁部文様帯はやや内傾する。内外面ともに研磨調整を施す

が，外面が黒褐色を呈し，黒味がかるのは意図的なものか。口縁部資料の５３８と胴部資料の５３９は同一

個体である。口縁部文様帯は内傾し，内面で頸部との境に段を作る。５３８の色調は５３６と近く，胴部資

料の５３９は焼成時の火のあたりが良かったためだろう，口縁部に比べてやや赤味を帯びる。内外面と

もに研磨調整であるが，胴部の内面と口縁部・頸部の内外面が横方向の調整であるのに対し，胴部の

外面は縦方向の調整である。５４０・５４１はやや外傾する口縁部で内外面ともに研磨調整を施す。５４２・

５４３・５４４は直立する口縁部で，口唇部を平坦に整える。内外面ともに調整は研磨である。５４５も口唇

部を平坦に整える口縁部で，外面は研磨調整，内面は貝殻条痕調整の後研磨調整である。外面には炭
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化物が付着する。５４６は口縁部文様帯の下端がしっかりと張り出す口縁部で，口唇部上端は平坦に整

える。外面調整はナデ，内面調整は研磨である。５４７は口唇部上端を平坦にする口縁部で，ほぼ直立

する。口縁部文様帯下端の張り出しが強い。調整は外面が研磨，内面が擦過の後研磨である。

５４８は口唇部上端を平坦に整える。調整は外面が研磨，内面が貝殻条痕の後研磨である。５４９はわず

かに内湾気味になる口縁部で，内外面の調整は研磨である。５５０は外傾する口縁部の資料で，内外面

の調整は研磨である。５５１は外傾する口縁部で，器壁がやや薄い。外面調整は研磨，内面調整は貝殻

条痕の後研磨である。５５２は外傾する口縁部で，口縁部文様帯の幅が広めである。内外面ともにナデ

調整を施す。５５３は口縁部が外傾し，断面が先細りとなる。口縁部文様帯下端はしっかりと張り出し，

内面の頸部と口縁部の境には段を作る。内外面ともに研磨調整である。５５４はやや外傾する口縁部で

口唇部上端を平坦にする。調整は内外面ともにナデ調整である。

５５５は直立する口縁部で，口唇部上端を平坦に作る。内面には段を持つ。内外面ともにナデ調整で

ある。５５６は口縁部断面が先細りになり，内面には稜を作る。外面は研磨調整，内面はナデ調整であ

る。５５７は外傾する口縁部で，頸部との境になる口縁部文様帯の下端はほとんど張り出さない。内外

面ともの研磨調整である。５５８は外傾する口縁部で，５５７同様口縁部文様帯下端は張り出しを持たず，

わずかな段を頸部との境にし，屈曲する。内面には稜を作る。外面調整はナデ，内面調整は研磨であ

る。

５５９～５９６は口縁部文様帯に４本の沈線を持つものである。５６７・５７０・５７１はほぼ直立する口縁部文

様帯を持つが，他はいずれも外傾する口縁部文様帯を持つ。

５５９は波状をなす口縁部で，口縁波長部外端には凹点を施す。内面には頸部と口縁部文様帯の境に

稜を作る。復元口径は３８．６�を測る。調整は外面が研磨，内面がナデである。５６０は内傾して立ち上

がる頸部に外傾する口縁部文様帯を付ける。外面の調整は貝殻条痕後研磨を施す。内面頸部と口縁部

文様帯の境には段を作り，段より下位はナデ調整，上位は貝殻条痕調整後研磨調整である。５６１は内

面に稜を作る。外面は研磨調整，内面は貝殻条痕調整の後研磨調整である。５６２は口縁部文様帯と頸

部の境で内面は稜を持つが，外面は口縁部文様帯下端の張り出しがない。内外面ともにナデ調整であ

る。５６３・５６４は内外面ともにナデ調整である。５６５は内面に稜を持つ。外面の調整は，口縁部文様帯

の部分はナデ，頸部は研磨，内面の調整は貝殻条痕の後研磨である。５６６は内面に稜を持ち，外面は

ナデ調整の後に研磨調整，内面は貝殻条痕調整の後ナデ調整である。

５６７は比較的幅の狭い口縁部文様帯で，断面は先細りになる。内面には段を持つ。内外面ともに研

磨調整である。５６８は内面に稜を作る。外面はナデ調整の後に研磨調整，内面は貝殻条痕調整の後に

ナデ調整である。５６９も内面に稜を持ち，調整は内外面ともに研磨である。５７０も５６７同様口縁部文様

帯の幅が狭く，断面が先細りになる。内面には段を作る。内外面ともに研磨調整である。５７１も同様

で口縁部文様帯の幅は狭く先細りの断面を呈する。内面には稜を作る。調整は外面が研磨，内面がナ

デである。５７２は内面に稜を作り，調整は外面が研磨，内面が貝殻条痕の後研磨である。５７３は内面に

浅い段を作る内外面ともにナデ調整で，外面はその後研磨調整を施す。

５７４は内外面ともに研磨調整である。５７５は内外面ともに研磨調整を施し，外面には炭化物の付着が

ある。５７６は外面がナデ調整，内面は研磨調整である。口唇部上端は平坦に整える。５７７の調整は外面

が研磨，内面が貝殻条痕後研磨である。５７８は口唇部上端を平坦に整える。沈線は浅く，口縁部文様
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帯下端の張り出しは小さい。内外面ともにナデ調整である。５７９の口縁部文様帯はわずかに内湾する。

内外面ともにナデ調整である。５８０の調整は内外面ともにナデ調整である。５８１は内湾する口縁部文様

帯である。内外面ともにナデ調整である。５８２は内外面ともにナデ調整である。５８３は非常に薄手で，

断面がやや先細りになる。口唇部上端は平坦に整え，内外面ともに研磨調整を施す。５８４は内外面と

もに研磨調整を施す。５８５は内外面ともに研磨調整を施し，外面にはわずかに炭化物が付着する。５８６

は内外面の調整はナデである。５８７は口唇部上端を平坦に整える。口縁部文様帯の幅は広く，沈線の

間隔も広めである。内外面の調整は研磨である。

５８８は波状をなす口唇部の波長部の資料である。口唇部外端には凹点を施す。口縁部文様帯の沈線

は最下段のみ水平で，上３本は口縁部のラインに沿って波状をなす。内外面ともに研磨調整で，外面

には炭化物の付着が認められる。５８９は内外面ともに研磨調整を施す。５９０は口縁部文様帯の幅は狭く，

断面は先細りとなる。内外面ともにナデ調整を施す。５９１は内外面ともに研磨調整である。５９２は口唇

部を平坦に整える。内外面ともにナデ調整である。５９３は口縁部文様帯の幅がやや狭く，口縁部文様

帯下端の張り出しは弱い。外面はナデ調整，内面は研磨調整である。５９４は外面がナデ調整，内面は

研磨調整である。５９５は内外面ともにナデ調整である。５９６は口唇部を平坦にする。内外面ともに研磨

調整である。

５９７～６１６は口縁部文様帯に５本の沈線を施す。いずれも外傾する口縁部文様帯を持つ。

５９７は復元口径が４０．８�を測る。口縁部文様帯は外傾し，内面の頸部と口縁部文様帯の境には段を

作る。口唇部上端は丸く整える。外面は横方向の貝殻条痕調整の後研磨調整，内面はナデ調整である

が，口唇部近くは内面も研磨調整を施す。５９８は復元口径が３１．９�を測る。外傾する口縁部文様帯を

持ち，断面は先細りになる。口唇部上端は平坦に整え，内外面ともに研磨調整を施す。

５９９は内面に稜を作り，口唇部上端は平坦に整え，調整は内外面ともに研磨である。６００は内面に段

を作る。調整は外面が研磨で，内面はナデであるが，口唇部付近は研磨を施す。６０１は口唇部上端を

平坦に整え，内面は頸部と口縁部文様帯の境に稜を作る。内外面ともに研磨調整である。６０２は口縁

部文様帯の幅がやや狭く，断面が先細りになる。口唇部は上端を平坦にし，頸部と口縁部文様帯の境

で内面に稜を作る。内外面ともに研磨調整である。

６０３は内外面ともにナデ調整である。６０４の外面は研磨調整，内面は貝殻条痕調整の後研磨調整であ

る。６０５の口縁部文様帯は比較的幅広であるが，器壁は薄手である。内外面ともに研磨調整である。

６０６の外面調整は研磨，内面調整は貝殻条痕の後研磨である。６０７・６０８は内外面ともに研磨調整を施

す。６０９の調整は，外面が研磨，内面が貝殻条痕の後ナデである。頸部から粘土紐の接合面で剥離す

る。６１０は薄手の作りで，内外面ともに研磨調整を施す。６１１は口縁部文様帯がやや内湾する。外面は

第８６図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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第８７図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）

－１１６－



研磨調整，内面はナデ調整である。６１２は口唇部上端を平坦に作り，内外面の調整は研磨である。６１３

は外面が研磨調整，内面がナデ調整である。外面には炭化物が付着する。６１４は薄手で，口唇部上端

を平坦に整える。調整は外面が研磨，内面がナデである。６１５は口縁部文様帯の断面が先細りになる

資料である。内外面の色調はにぶい黄橙色で，他に比べると赤味が弱く明るい。内外面ともに研磨調

整である。６１６は小振りの土器の口縁部文様帯であろう。口縁部文様帯の幅は狭く，断面は先細りに

なる。内外面ともにナデ調整である。

６１７～６１９は口縁部文様帯に６本の沈線を施すものである。いずれも口縁部文様帯は外傾する。

６１７は頸部から口縁部にかけての資料で，復元口径は４４．６�になる。口唇部上端を平坦に整え，内

面の頸部と口縁部文様帯の境には段を設ける。内外面の調整は，外面が研磨，内面がナデである。６１８

も口唇部上端を平坦に作る。口縁部文様帯下端の張り出しは弱い。内外面ともに研磨調整である。６１９

は口唇部上端を平坦に整え，内外面ともに研磨調整を施す。

６２０～６３６は口縁部文様帯を持つが，文様帯には沈線を施さないものである。沈線を施すものに比べ

ると研磨調整を施すものが少なく，ナデ調整を多用する傾向にある。

６２０は外傾する口縁部文様帯を持ち，復元口径は４２．６�を測る。外面調整は貝殻条痕の後ナデ，内

面調整はナデである。６２１は口縁部文様帯を意識して製作するが，頸部と口縁部文様帯の明瞭な境は

なく，緩やかに移り変わる。内外面ともにナデ調整である。６２２も頸部と口縁部文様帯の境が曖昧で，

外面に緩やかな段を持つのみである。内外面ともにナデ調整である。６２３は外反する頸部に直立する

口縁部文様帯が付く。比較的薄手の作りである。内外面の調整はナデである。６２４は直立する口縁部

文様帯を持つ。内外面の調整は貝殻条痕の後なでる。６２５は外傾する幅の広い口縁部文様帯の資料で

ある。外面の調整は貝殻条痕の後にナデ，内面の調整はナデである。６２６は外面調整が貝殻条痕の後

に研磨，内面調整が研磨である。６２７は外傾する口縁部文様帯の資料で，口唇部上端は平坦に整え，

内外面ともに研磨調整を施す。外面には炭化物が付着する。６２８も外傾する口縁部文様帯で，口唇部

上端を平坦に整える。内外面ともに研磨調整である。

６２９は内外面の調整は，外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。６３０は直立する口縁部文様帯

で，外面の段は工具で横ナデして作り出す。内外面ともにナデ調整を施す。６３１は直線的に内傾する

頸部に直立する口縁部文様帯が付く。口縁部文様帯下端の張り出しはしっかりしていて，内面には稜

を作る。外面の調整は頸部が擦過の後ナデ，口縁部文様帯が貝殻条痕の後ナデ，内面調整は擦過の後

ナデである。６３２は断面が先細りになる口縁部文様帯で，外傾する。口縁部文様帯下端の張り出しは

しっかりしている。調整は，外面が貝殻条痕の後ナデ，内面がナデである。６３３はやや外傾し，外面

調整は擦過の後ナデ，内面調整はナデである。６３４は外傾する口縁部文様帯で，内外面ともにナデ調

整を施す。６３５は外傾する口縁部文様帯で，口唇部上端は平坦に整える。内外面の調整は外面が貝殻

条痕の後ナデ，内面がナデである。６３６は直立する口縁部文様帯である。調整は内外面ともに貝殻条

痕の後ナデである。

－１１７－
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６３７～６４４は頸部の資料である。

６３９・６４１・６４３は頸部上端が外反して，口縁部へと至る。いずれも内外面ともに研磨調整である。

６３７～６４０・６４２・６４４は頸部上端を一旦外側へ屈曲させ，内面には稜を作る。６３７の調整は内外面とも

にナデである。６３８は内外面ともにナデである。６４０は外面が縦方向の研磨，内面が貝殻条痕の後ナデ

である。６４２は内外面ともにナデである。６４４の調整は外面が貝殻条痕の後研磨，内面がナデである。

６４５～６４７は胴屈曲部の資料である。いずれも屈曲部の直上に段を設ける。６４５の調整は外面が研磨，

内面が貝殻条痕の後ナデである。６４６の調整は外面が研磨，内面がナデである。６４７の調整は外面が擦

過の後研磨，内面がナデである。

第９０図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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深鉢Ｄ類（第９２図～第９４図）

６４８は外反して開く口縁部で，復元口径は３２．７�を測る。薄手の作りで，胎土は多量の小礫を含み，

他に比べて粗い。外面は横方向の貝殻条痕調整，内面はナデ調整である。外面には炭化物が付着する。

６４９は復元口径３１．６�を測る。薄手の作りで，胴部上位で一旦わずかにすぼまり口縁部はやや外傾し

て立ち上がる。調整は外面が貝殻条痕，内面はナデである。外面に炭化物が付着する。

６５０は外反する口縁部で，口唇部は先細りとなる。外面調整は横方向の貝殻条痕，内面調整は貝殻

条痕の後ナデである。６５１はわずかに外反し，口唇部上端は平坦に整える。口唇部整形時の粘土が外

側へはみ出す。調整は外面が横方向の貝殻条痕の後ナデ，内面調整がナデである。６５２はやや外反す

る口縁部である。内外面の調整はともに貝殻条痕の後ナデである。６５３の断面はゆるい「Ｓ」字状を

なして立ち上がる。口唇部断面は先細りとなる。胴部のすぼまる部分には段を持つ。外面調整は貝殻

条痕，内面調整は貝殻条痕の後ナデである。外面には炭化物が付着する。６５４はわずかに外傾する口

縁部で，口唇部上端を平坦に整える。調整は，外面がナデの後研磨，内面が研磨である。外面には炭

化物の付着が認められる。６５５は薄手の作りで，胎土は小礫を多量に含み，粗い。口唇部断面は先細

りとなってやや外反する。内外面ともにナデ調整を施す。６５６も小礫を多量に含む粗い胎土である。

薄手の作りで，口縁部は外傾し，口唇部上端は平坦に整える。内外面ともに調整は貝殻条痕の後ナデ

である。６５７は外反する口縁部である。外面調整は横方向の貝殻条痕で，口唇部から縦に指ナデして

凹点を施す。内面調整はナデである。外面には炭化物が付着する。

第９１図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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６５８は外反する口縁部で，外面には段を作る。他に比べ器壁が厚い。調整は，外面が貝殻条痕の後

ナデ，内面がナデである。６５９は外反する口縁部で，口唇部断面は先細りになる。調整は，外面が貝

殻条痕の後ナデ，内面がナデで，外面には炭化物の付着が認められる。６６０は外反して強く開く。口

唇部上端は平坦に整える。調整は，外面が横方向の貝殻条痕，内面がナデである。６６１は外傾する口

縁部で，口唇部は平坦に整形する。外面には横方向の貝殻条痕調整を施す。内面調整は擦過の後ナデ

である。外面には炭化物が付着する。６６２は胴部の資料である。器壁の内外から焼成後の穿孔が施さ

れる。まず内面から途中まで穿孔し，その後外面から穿孔しているが，途中で穿孔位置のずれに気付

いて位置を調整し，再度穿孔し直して貫通させている。調整は外面が擦過，内面が貝殻条痕の後ナデ

である。外面には炭化物が付着する。

６６３～６７５は平行沈線や弧状沈線を施すものである。

６６３は外傾する口縁部で，弧状の沈線を施す。内外面ともに調整は貝殻条痕の後ナデである。６６４は

外傾する口縁部で，平行沈線を引き，口唇部外端には凹点を施す。調整は外面が研磨，内面が貝殻条

痕の後ナデである。６６５は３条の沈線が確認できる。内外面ともにナデ調整である。６６６は外反する口

縁部で，外面は貝殻条痕調整の後平行沈線を引く。内面はナデ調整である。胎土は粗く，小礫を多く

含み，器壁は他に比べ厚手である。６６７は外反する口縁部で，口唇部は整形時の粘土のはみ出しが外

面に出る。内外面ともにナデ調整を施し，葉脈状に沈線を入れる。６６８は外面には貝殻条痕調整を施

し，弧状の沈線を入れる。内面はナデ調整である。６６９は外傾する口縁部で，口唇部に凹点を施す。

外面調整は貝殻条痕の後ナデで，葉脈状に沈線を入れる。内面調整はナデである。

６７０・６７１は同一個体の可能性がある。いずれも肩部の資料で，口縁部の方から斜方向で肩部へとの

びる沈線が確認できる。調整は外面が横方向の貝殻条痕，内面が貝殻条痕の後ナデである。６７２は胴

部が屈曲するだけで肩部を作らないものと思われる。外面が横方向の貝殻条痕調整，内面がナデ調整

で，外面には斜方向に沈線が走る。６７３も明確な肩部は作らないが，胴部で一旦屈曲し，外反して口

縁部へと続くようである。調整は外面が縦方向に，内面が横方向に擦過調整を施し，外面には平行沈

線を入れる。６７４は胴部の資料で，肩部も屈曲部も持たない。薄手の作りで，胎土には小礫を多く含

む。外面には口縁から伸びる斜方向の沈線が確認できる。外面調整は横方向の貝殻条痕，内面調整は

ナデである。６７５は外面が横方向の貝殻条痕調整，内面がナデ調整で，外面には弧状の沈線を入れる。

６７６～７０８は粘土紐や粘土塊の貼り付けを施すものである。

６７６は肩部と口縁部の境のすぼまった部分に段を作り，蝶ネクタイ状の粘土塊を貼り付ける。外面

は横方向の貝殻条痕調整，内面はナデ調整である。内外面ともに炭化物の付着が認められる。６７７は

細い粘土紐を貼り付け，ヘラ状の工具で刻目を入れる。内外面ともにナデ調整である。６７８は肩部の

すぼまった部分に蝶ネクタイ状の貼り付けを施す。内外面ともにナデ調整である。６７９は肩部のすぼ

まった部分に粘土紐を貼り付ける。ヘラ状工具による刻目を施す。内外面ともにナデ調整である。６８０

は蝶ネクタイ状の貼り付けを行う。内外面ともに調整はナデである。６８１は胎土に小礫を多く含み，

器壁は薄手の作りである。肩部の明瞭な作り出しはなく，屈曲部の直上に粘土塊を貼り付ける。調整

は外面が横方向の貝殻条痕，内面が横方向の貝殻条痕の後ナデである。外面には炭化物が付着する。

６８２は小さめの粘土塊を貼り付ける。内外面の調整はともにナデである。６８３は肩部に粘土紐を貼り付

け，ヘラ状工具で押し引いて刻目を施す。粘土紐の直上には沈線を引く。内外面ともにナデ調整であ

－１２２－
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る。外面には炭化物が付着する。６８４は肩部に板状の粘土を丸めて筒状に貼り付ける。内外面ともに

ナデ調整を施す。６８５は小礫を多量に含む特徴的な胎土である。肩部に粘土塊を貼り付ける。外面調

整は横方向の貝殻条痕，内面調整はナデである。外面には炭化物が付着する。６８６は肩部に粘土塊を

貼り付ける。３つの突出部を持ち，蝶ネクタイ状貼り付けの亜種であろう。内外面ともにナデ調整で，

外面には炭化物が付着する。外面には炭化物が付着する。６８７は粘土紐を緩く曲げて貼り付ける。内

外面ともにナデ調整である。６８８は肩部と口縁部の境にわずかな段を作り，その直上に左側を欠損す

るが蝶ネクタイ状の貼り付けを施す。内外面ともに調整は貝殻条痕の後ナデである。６８９は肩部に粘

土紐を指で押し付けて貼り付ける。調整は外面が後部は横方向の貝殻条痕，肩部はナデで，内面は貝

殻条痕の後ナデである。６９０はやや小さめの蝶ネクタイ状の貼り付けを行う。内外面ともにナデ調整

で，外面にはわずかに炭化物が付着する。６９１は粘土紐を指先でなで付けるようにして貼り付ける。

外面は横方向の貝殻条痕調整，内面はナデ調整である。

６９２は肩部のすぼまる部分に粘土塊を貼り付ける。調整は外面がナデ，内面は貝殻条痕の後ナデで

ある。６９３は蝶ネクタイ状の貼り付けを行う。右側は欠損する。外面は横方向の貝殻条痕調整，内面

はナデ調整である。６９４は肩部に粘土紐の上下左右を指押さえして貼り付ける。内外面ともに調整は

ナデである。６９５は粘土紐を貼り付け，ヘラ状の工具で刻目を付ける。内外面ともに調整はナデであ

る。６９６も粘土紐を貼り付け，ヘラ状の工具による刻目を施す。調整は，外面が貝殻条痕の後ナデ，

内面が擦過の後ナデである。外面にはモミ圧痕が残る。６９７は肩部に蝶ネクタイ状の貼り付けを付す。

内外面ともに調整はナデである。６９８は段を作り，それにまたがって粘土紐を貼り付ける。内外面と

もにナデ調整で，外面には縦方向と斜方向にのびる沈線がわずかに確認される。外面には炭化物が付

着する。６９９は粘土紐を貼り付け，半裁竹管状の工具で刻目を施す。内外面ともにナデ調整である。

７００は蝶ネクタイ状貼り付けの亜種と思われ，３つの突起部分を持つ。内外面ともにナデ調整である。

７０１は小さめの粘土塊を貼り付ける。内外面ともにナデ調整である。

７０２は段を持ち，その直上に粘土紐を貼り付ける。粘土紐は両端を指押さえして貼り付け，浅い刻

目を入れる。刻目は爪によるものか。内外面の調整はナデである。７０３・７０４は蝶ネクタイ状の貼り付

けを施す。いずれも内外面ともにナデ調整を施す。７０５は肩部に粘土紐の左右両端と下部を板状工具

によりなで付けており，工具により刻目を施す。調整は外面が貝殻条痕，内面がナデである。胎土に

小礫を多量に含む。７０６は粘土紐を三角形に整えて貼り付ける。内外面ともにナデ調整である。７０７は

粘土紐を貼り付け，ヘラ状工具による刻目を施す。外面調整は貝殻条痕の後ナデ，内面調整はナデで

ある。７０８は欠損するが，筒状の貼り付けになるものと思われる。外面には沈線が確認でき，内外面

ともに調整はナデである。
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深鉢Ｅ類（第９５図～第１０５図）

７０９～７６７は指による刻目を施した資料である。

７０９は口縁部下と胴部にそれぞれ刻目突帯を付ける。非常に大型で復元口径は４３．１�，復元胴部最

大径は４７．２�を測る。口縁部・胴部とも大振りの指刻みで，爪痕を明確に残す。口縁部の突帯は口唇

部から０．７�下がった位置に付ける。口縁部突帯と胴部突帯の間の外面には炭化物の付着が認められ

る。内外面の調整は，いずれも横方向の貝殻条痕であるが，軽くなで消している。７１０は胴部にのみ

刻目突帯を施す。突帯部分の屈曲は緩やかで，口縁部は内傾する。復元口径は２４．１�，復元胴部最大

径は２６．８�である。外面は胴部突帯より下位では貝殻条痕を残し，炭化物の付着が認められる。胴部

突帯より上位では貝殻条痕調整をなで消している。内面は貝殻条痕後，ナデ調整である。７１１は復元

口径が２６．７�，復元胴部最大径が２９．８�で，胴部にのみ刻目突帯を施す。口縁部はわずかに内傾する。

外面の調整は貝殻条痕の後ナデ，内面の調整は丁寧なナデである。７１２も７１０・７１１と同様に胴部にの

み刻目突帯を施す。復元口径は１９．１�，復元胴部最大径は２２．１�である。口縁部は内傾する。内外面

とも貝殻条痕調整を施すが，内面はその後になで消す。胴屈曲部内面には明瞭に粘土紐の跡を残す。

７１３と７１４は口縁部と胴部にそれぞれ刻目突帯を施した資料であるが，同一個体である。やや高く貼

り付けた突帯を中ほどまで指で押し付ける。口縁部突帯については，口唇部から１．０�下がった位置

に貼り付け，刻目を施した後，突帯の下側を横方向になで付けて整形する。外面調整は胴部突帯より

下位は貝殻条痕を残すが，胴部突帯より上位は丁寧になで消している。内面はナデ調整である。７１４

は外面に炭化物が付着する。７１５は口縁部と胴部にそれぞれ指刻みの刻目突帯を施す。口縁部突帯は

口唇部からやや離れて１．２�の位置に貼り付ける。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面が擦過の後

第９４図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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ナデである。７１６は胴部にのみ刻目突帯を付ける。口縁部には突帯は貼り付けず，口唇部外端を肥厚

させる。器壁はやや薄い。外面の調整は，胴部突帯より上位は擦過の後なでるが，胴部突帯より下位

はなで消さずそのまま擦過調整を残す。内面の調整はナデである。７１７は口縁部・胴部にそれぞれ刻

目突帯を持つ。口唇部は欠くが，口唇部と口縁部突帯の間はやや離れるであろう。内外面ともに丁寧

なナデ調整を施す。

７１８～７４６は口縁部に指による刻目を施した突帯を持つ資料である。

７１８は口唇部から１．０�の位置に突帯を貼り付ける。内面は擦過調整を残すが，外面は丁寧になで消

している。７１９は口唇部から０．３�の位置に突帯を貼り付ける。内面は横方向の貝殻条痕を残すが，外

面は丁寧になでる。７２０は太目の突帯に指による大振りの刻目を施す。口唇部から突帯までは０．９�を

測る。口唇外端部にははっきりと稜を作る。内面はナデ調整を施す。７２１は口唇部から突帯までの間

が１．６�と他に比べ幅が広い。外面は擦過調整，内面は貝殻条痕の後なでている。また，突帯上に施

された刻目と刻目の間は１．１�であり，やや間隔が広い。７２２は口唇部から突帯まで０．６�を測る。内

外面の調整は，内面が貝殻条痕の後ナデ，外面は器面の荒れが強いが，貝殻条痕が残るようである。

器壁はやや薄手である。

７２３は口唇部外端に直接刻目を施す。調整は外面が貝殻条痕，内面が擦過である。７２４はやや内傾し，

口唇部外端は肥厚させて段を作る。口唇部上端に直接刻目を施す。調整は外面が貝殻条痕，内面が擦

過である。

７２５は屈曲することなく口縁部まで立ち上がり砲弾形を呈すると考えられる。口唇部から突帯まで

は０．７�を測り，突帯は親指と人差指とでつまむようにして刻目状にしており，上下二つの窪みが対

になって連続する。内外面は貝殻条痕調整を行い，内面はその後軽くなでる。外面には炭化物の付着

が著しい。AMS測定資料。７２６も胴上部で屈曲することなく立ち上がる資料である。細めの突帯を貼

り付けており，刻目もやや小ぶりである。口唇部から突帯までの間隔は０．９�である。口唇部は上端

をなで付けて平縁にする。器壁は薄手である。調整は内外面ともに貝殻条痕の後ナデである。外面に

は炭化物が付着する。AMS測定資料。７２７はわずかに外反して内傾する。内外面ともの丁寧にナデ調

整するが，内面は貝殻条痕の痕跡が残る。口唇部から突帯までは０．６�である。７２８は口唇部から突帯

までが１．５�とやや離れた位置に貼り付ける。外面は擦過調整，内面はナデ調整である。

７２９は口唇部から突帯までが１．２�を測る。突帯はやや細めの粘土紐を貼り付けるが，上方からのみ

横ナデしているため突帯の断面は下向きである。刻目は小振りである。内外面ともにナデ調整を行う。

７３０は焼成が甘く器面の状態がやや良くないが，内外面ともに丁寧なナデ調整を施している。刻目は，

突帯を貼り付けることなく口唇外端部をつまみ出すように整形し，直接指で刻む。７３１は口唇部から

０．３�の位置に突帯を貼り付ける。突帯は細めで，刻目も小さい。外面は丁寧にナデ調整を，内面は

擦過調整を施す。７３２は器面の状態が良くないが，口縁部断面は先細りになって外反する。口唇部か

ら突帯までは０．８�を測る。調整は内外面ともにナデである。７３３は内外面ともの貝殻条痕調整を施し，

その後なでるがナデは甘く，粗野な印象を受ける。突帯は口唇部から１．２�の位置にある。外面には

突帯の下部に炭化物の付着が認められる。７３４は口唇部から０．９�下がった位置に突帯を貼り付ける。

大振りの刻みである。内面調整はナデである。７３５は口縁部断面が先細りとなり外反する。口唇部か

ら突帯までは０．７�あり，突帯の刻目は右上へ向かって刻んでいる。内外面ともにナデ調整である。
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７３６はやや器面が荒れるが内外面ともにナデ調整を施すようである。外面には貝殻条痕調整の痕跡が

残る。口唇部から突帯までは０．４�を測る。７３７は口縁部から１．２�下がった位置に突帯を貼り付ける。

突帯は上方からのみ横ナデする。内外面ともにナデ調整である。７３８は突帯を口唇部から０．４�の位置

に貼り付ける。刻目は指で横方向に押し引くようにして施す。内外面とも丁寧なナデ調整である。

７３９は太目の突帯を持つ資料で，刻目も大振りである。口唇部から突帯までは０．５�を測る。内面の

調整はナデ，外面は擦過調整である。外面には炭化物が付着する。７４０は口唇部が外反する。口唇部

から０．８�の位置に突帯を貼り付ける。比較的薄手で，内外面ともにナデ調整を施す。７４１は口唇部と

突帯の間が０．８�を測る。内外面ともに黒褐色を呈する。内面はナデ調整である。７４２は口唇部から突

帯までは０．６�の間隔を持って貼り付ける。内外面ともに比較的丁寧なナデ調整を施す。７４３は口唇部

と突帯の間の間隔は０．３�を測る。内外面ともにナデ調整を施す。７４４は，突帯は口唇部から０．６�下

がった位置に貼り付け，大振りの刻目を施す。内面はナデ調整である。外面に炭化物の付着がある。

７４５は口唇部断面が先細りになる資料で，突帯は口唇部から０．５�下がった位置に貼り付ける。内外面

ともナデ調整を施す。７４６は口唇部が外反する。突帯の位置は口唇部から０．６�下がったところである。

外面は擦過の後なでるが，内面は横方向の擦過調整をそのまま残す。７４７は口唇部外端に段を作り，

直接刻目を施す。内外面の調整は擦過である。

７４８～７６７は胴部に指による刻目を施した突帯を持つ資料である。

７４８は突帯を貼り付ける際の粘土紐の継ぎ目が残る。外面調整は擦過，内面調整はナデである。７４９

はあまり高くない突帯に深く刻目を入れる。内外面ともにナデ調整である。７５０は比較的強く屈曲す

る胴部の資料で，突帯より下の部分にモミ圧痕が確認できる。突帯は深く刻まれる。外面には貝殻条

痕調整を明瞭に残し，内面は貝殻条痕調整の後ナデ調整を施す。外面には炭化物が付着する。７５１は

大振りの刻目を施す。外面は擦過調整，内面はナデ調整である。７５２は，屈曲は強くないが，刻目は

刻む方向が一定せず粗い印象を受ける。外面はナデ調整，内面は擦過調整である。７５３は小振りの土

器で，胴部突帯の資料であるが，内外面ともに丁寧なナデ調整を行う。７５４は内外面ともにナデ調整

を施す。７５５は大振りの刻目を施す。突帯の下部には炭化物の付着が認められる。内外面の調整は，

外面が擦過，内面が貝殻条痕の後なで消している。７５６はしっかりと屈曲する。調整は外面がナデ，

内面が擦過の後ナデである。

７５７は，屈曲は強くなく突帯に深く刻目を施す。一部では刻目を施した後突帯の上側をなでて整形

している。内外面ともにナデ調整である。突帯より下位には炭化物の付着がある。７５８は胴部突帯か

ら口縁部突帯の直下までの資料である。外面はナデ調整を行うが，内面には擦過調整が残る。７５９は

あまり屈曲は強くない。内外面ともにナデ調整を行うが，外面は指による掻き取るようなナデ調整の

痕跡が横方向の筋となって残る。７６０は屈曲の強い胴部の資料である。突帯は比較的細い。内外面と

もにナデ調整を行う。７６１は突帯を上方へ押し上げるように刻目を施す。外面には貝殻条痕が残る。

内面はナデ調整である。７６２は比較的大きな胴部の資料で，やや屈曲し，外面には擦過調整，内面に

は貝殻条痕調整の後ナデ調整を施す。外面には炭化物が付着する。７６３は強めに屈曲する資料で，内

外面ともにナデ調整である。突帯より上位に炭化物が付着する。７６４はやや高めの突帯を貼り付ける。

屈曲はあまりない。外面は器面を掻き取るように指ナデした痕跡が残り，内面はナデ調整を施す。７６５

は屈曲部に直接刻目を施す。外面の調整は横方向の貝殻条痕を残し，内面は貝殻条痕調整の後なでて
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いる。他に比べ器壁は薄手で，色調も明赤褐色を呈し，特徴的である。７６６は強く屈曲し，内外面と

もに軽くなでているが貝殻条痕が残る。７６７は丁寧に内外面ともにナデ調整した資料である。突帯は

横方向に長めの刻目を施しており，特徴的である。

７６８～８２８は棒状工具の側面を突帯に押し当てるか引き上げるようにして刻目を施した資料である。

７６８は復元口径が２４．９�，胴部突帯部分の復元径が２６．７�になる。屈曲はほとんどせず胴部突帯か

ら口縁部へは直立する。口縁部突帯は口唇部から０．３�の位置に貼り付けている。外面の調整は胴部

突帯より下位は擦過，胴部突帯より上位は擦過調整の後なで消している。内面は擦過調整の後ナデ調

整を行う。外面にはわずかに炭化物が付着する。７６９は復元口径が３７．０�胴部突帯での復元径が４０．３

�になる大きめの土器である。口唇部は欠損するが，口縁部突帯は口唇部直下に付けられたものと思

われる。胴部の屈曲は比較的緩やかで，胴部突帯から口縁部へはわずかに内傾して立ち上がる。胴部

の刻目は棒状工具によるものである。口縁部の刻目は残存部分が少ないため判然としないが，ヘラ状

工具によるものであろう。内外面は約１．７�幅の擦過調整の跡を残すが，突帯より上部についてはな

で消している。口唇部から約２．３�の位置に焼成後に穿たれた穿孔がある。

７７０は復元口径が１４．４�になる小振りの土器である。胴部突帯での復元径は１５．６�を測る。屈曲は

ゆるい。突帯は胴部にのみ貼り付け，突帯断面は三角ではなくかまぼこ状を呈する。内外面ともにナ

デ調整を施す。７７１は口縁部突帯を口唇部から０．４�の位置に貼り付ける。外面は丁寧にナデ調整を行

うが，内面は擦過痕が残る。７７２は口縁部と胴部それぞれ突帯を持つが，胴部では屈曲することなく

そのまま緩やかに内湾しながら立ち上がる。口縁部突帯は口唇部から０．６�下がった位置に貼り付け

る。他に比べ立ち上がりが開き気味で，鉢形を呈するかもしれない。内外面ともにナデ調整を行う。

７７３は細めの突帯を口縁部と胴部に貼り付け，器壁に達するまで深く刻目を入れる。口縁部突帯は

口唇部から０．５�の位置である。内外面ともに丁寧なナデ調整を施す。７７４は口唇部から２．６�下がっ

たところに突帯を施す。口縁部突帯がこれほど下がった位置に貼り付ける例は他にないため，一応胴

部突帯と捉えておきたい。突帯は太めで刻目もしっかりと付けている。内外面ともにやや粗めのナデ

調整である。外面には炭化物の付着がある。７７５～７７８は突帯間の幅も狭く，小振りの土器である。７７５

は口縁部突帯は口唇部から０．４�の位置に施し，外面はナデ調整を，内面は擦過調整を施す。７７６は，

口縁部突帯を口唇部に接して貼り付けている。棒状の原体側面を押し当て上へと引き上げているが，

他の棒状原体とは違い刻目内が荒れており，半裁した原体などで施したものか。内外面ともにナデ調

整を施す。胴部突帯については刻目施文後に突帯の下側を横ナデして整えている。外面には炭化物が

付着する。７７７は内外の色調が橙色で他に比べて明るく，特徴的である。口縁部の突帯は口唇部に接

している。内外面ともに擦過調整の後ナデ調整である。７７８は口唇部から０．３�の位置に突帯を施す。

内外面ともにナデ調整を施す。７７９は薄手の器壁を持ち，口唇部は外反して先細りとなる。口縁部突

帯，胴部突帯ともにやや細めで，口縁部突帯は口唇部から０．８�の位置である。内外面は貝殻条痕が

残るが，その上から一部ではあるが，器壁とは別の胎土が確認でき，化粧土的なものである可能性が

ある。７８０は口唇部から１．６�と比較的下がった位置に口縁部突帯を貼り付ける。突帯はやや太めで，

突帯より下位に炭化物の付着が見られる。内外面ともに擦過調整である。７８１も口唇部から０．９�と他

に比べ下がった位置に口縁部突帯を貼り付ける。突帯下部は器面まで刻目が及ぶ。器壁はやや薄手で，

内外面ともにナデ調整を行うがやや粗く，内面には貝殻条痕が残る。
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７８２は口唇部から０．９�下がった位置に口縁部突帯を貼り付ける。一応棒状工具による刻目と判断し

たが，指頭によるものかもしれない。口唇部上端からなでて整える。内面はナデ調整である。７８３は

内外面ナデ調整を施し，突帯は口唇部から０．４�下がったところに貼り付ける。突帯は太さの割に高

さがある。口唇部上端はなでて整えている。７８４は口唇部から口縁部突帯まで０．３�を測る。内外面と

もにナデ調整を施すが，さほど丁寧ではない。外面には炭化物が付着する。７８５は口唇部外端が外側

へつまみ出したように張り出す。上端はなでて整える。口縁部突帯は口唇部から０．８�下がった位置

に貼り付ける。刻目は棒状工具の先端側面を突帯の下から上へ押し当てるようにして施している。内

外面ともに貝殻条痕の痕跡が残るが，後からナデ調整を施している。特に外面のナデは丁寧である。

７８６は口唇部がわずかに外反する。突帯は口唇部からわずかに下がった０．４�の位置に貼り付ける。内

外面ともに貝殻条痕調整の後，なでる。７８７は全体に磨耗が進み器面の調整は観察できないが，焼成

は非常に良い。突帯は口唇部に接して貼り付けている。７８８は口唇部と口縁部突帯との間が０．７�を測

る。内外面ともにナデ調整を行うが，特に外面の調整は丁寧である。外面に炭化物の付着がある。

７８９は口唇部と口縁部突帯はほとんど離れておらず，０．３�を測る。外面はナデ調整，内面は擦過調

整の後ナデ調整を施す。７９０は焼成不良で器面が脆い。口縁部突帯は口唇部から０．８�とやや下がった

位置に貼り付け，突帯・刻目はさほど太くはないが，刻目は器面に届くほど深めに施す。内面調整は

ナデである。７９１は器壁はやや薄く，７９０と同様に焼成が良くない。口縁部突帯は口唇部から０．６�の

位置で，突帯が高くないため刻みは器面に達する。調整は内外面ともに擦過を施すが，内面はその後

なでる。７９２はしっかりとした太目の突帯を口唇部から０．８�の位置に貼り付け，刻みも強く押さえ上

方へ引き上げている。突帯の下には刻目を施す際の痕跡が器面にも残る。内外面ともにナデ調整を施

すが，外面のほうがより丁寧である。７９３は口唇部と口縁部突帯の間が０．４�を測る。刻目は突帯の下

端から下向きに施される。内外面の調整はともにナデであるが，外面には貝殻条痕が残る。７９４は口

縁部が強く外反し，口唇部は先細りとなる。口縁部突帯は口唇部から０．４�下がった位置への貼り付

けで，突帯は細めで刻目も小さく且つ小刻みである。内外面ともに擦過調整の後，ナデ調整を施す。

７９５はやや内傾し，口縁部突帯を口唇部から１．０�の位置に貼り付ける。内外面ともにナデ調整を施す。

７９６はやや幅広の突帯を貼り付け，口唇部からは０．３�下がっている。内面は擦過調整を施す。７９７は

比較的薄手で，口縁部突帯は口唇部に接している。突帯・刻目の幅はともに細めである。内面はナデ

調整を施すが，外面は縦方向の擦過調整である。７９８はわずかに内傾する口縁部で，やや外反する。

口縁部突帯は口唇部から０．４�下がっており，内外面ともに丁寧なナデ調整を行う。また口唇部上端

をナデ調整している。７９９は口縁部突帯が比較的口唇部から下がって貼り付けており，１．０�を測る。

刻目の施文は強く押さえるため突帯の下部は器面にまで痕跡が残る。調整は外面がナデ，内面が擦過

である。８００は口唇部から０．３�の位置に口縁部突帯を貼り付ける。内外面ともにナデ調整を施す。８０１

はやや外反する口縁部で，口唇部上端はなでている。口唇部から口縁部突帯までは０．４�を測る。内

外面ともにナデ調整を施す。８０２は全体に磨耗が激しく内外面の調整ははっきりしない。口縁部突帯

は口唇部から０．３�下がっている。

８０３は比較的薄手で，外面には炭化物の付着が認められる。胴部上位での屈曲はないものと思われ

る。口縁部突帯は口唇部に接しており，突帯の貼り付け方はやや粗い。外面は貝殻条痕調整，内面は

擦過調整である。８０４は口縁部突帯と口唇部との間は０．５�を測る。突帯に施された刻目は斜め方向に
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刻んでいる。内面はなでているが，外面には貝殻条痕が残る。８０５は口縁部突帯と口唇部との間が０．３

�と非常に近寄っている。内外面擦過調整を施すが，外面は突帯を貼り付け，刻目を施した後に調整

するため，突帯の下部に段が付き整えたようになる。８０６は口唇部から突帯までの間が１．０�と広めで

ある。突帯は比較的幅広で，太目の原体によって刻んでいる。内外面ともに擦過調整を施すが，内面

はその後なでている。

８０７～８２８は胴部突帯を持つ資料である。８０７の調整は外面が擦過，内面が擦過の後ナデである。緩

やかな屈曲である。８０８も屈曲する胴部で，調整は内外面ともにナデである。突帯より上位に炭化物

の付着がわずかながらある。８０９は高めの突帯を貼り付けており，中程まで刻目を入れている。内外

面には貝殻条痕を残し，外面には炭化物の付着が認められる。８１０は刻目が突帯下の器面まで及ぶ。

内外面ともにナデ調整である。８１１は突帯部分で屈曲せず，内外面ともにナデ調整を施す。８１２も屈曲

しない胴部突帯の資料で，内外面ともに擦過調整である。外面には炭化物の付着が認められる。８１３

は厚手の器壁で，太目の突帯が付く。調整は外面がナデ，内面は擦過の後ナデである。８１４は比較的

大きな胴部の資料で，上端にわずかだけ突帯が残る。外面は擦過調整の後軽くなでており，内面は貝

殻条痕調整の後なでている。外面には炭化物が付着する。８１５は内外面に貝殻条痕が残り，突帯部分

で屈曲する。外面には炭化物の付着が認められる。８１６はしっかりと屈曲する資料で，内外面ともに

丁寧なナデ調整を施す。８１７は突帯部分で屈曲せず，器壁はやや厚手である。外面は擦過調整の後ナ

デ調整，内面は貝殻条痕調整の後ナデ調整である。８１８は胴部突帯から下位の資料で，胴部突帯部分

での復元径が３９．８�を測る。内外面ともにナデ調整であるが，外面は器面の粘土を掻き取るような粗

い指ナデである。外面には炭化物が付着する。

８１９は突帯を貼り付けるのではなく，屈曲部から上位は粘土紐を内面側に積み上げるようにし，外

側へせり出した部分に直接刻目を付ける。内面は貝殻条痕を残すが，外面はナデ調整を施す。８２０は

内外面ともにナデ調整を施す。８２１は器壁は薄く，胴部突帯部分での屈曲はない。突帯の貼り付けは

下側が不十分であり，刻目は非常に浅い。内外面ともにナデ調整である。８２２は胴部突帯部分でしっ

かりと屈曲する。突帯は細めである。外面調整は貝殻条痕を残し，内面はナデ調整を行う。８２３は８２１

同様胴部突帯部分での屈曲はなく，器壁も薄く，刻目は非常に浅い。突帯の下側で貼り付けが不十分

なところがある。内外面ともにナデ調整である。８２４は突帯部分で屈曲し，やや斜め方向に刻目を並

べる。内外面ともに擦過調整である。８２５は胴部突帯部分での屈曲がない。突帯は太く高さもあり，

突帯の中程まで刻目を施す。外面はなでるが，内面には貝殻条痕を残す。８２６は，屈曲はほとんどな

いものと思われ，薄手である。内面には擦過調整が残るが，外面はなでている。刻目はしっかりと深

く刻む。８２７は厚手でしっかりとした屈曲を持つ。内外面ともになでている。８２８もしっかりとした屈

曲を持つが，器壁は比較的薄手である。内外面ともにナデ調整である。

８２９～９２６はヘラ状工具による刻目を施した資料である。

８２９は口縁部と胴部に刻目突帯を施す。復元口径が３３．２�，胴部突帯部分での復元径が３８．４�を測

る。胴部突帯部分でははっきりとした屈曲は持たず，緩やかに湾曲する胴部の最も径の大きくなった

部分へ胴部突帯を貼り付ける。口縁部突帯は口唇部に接して貼り付けているが，部分的に０．４�ほど

離れている部分もある。内外面ともに擦過調整後ナデ調整を施す。外面には炭化物の付着が認められ

る。８３０は口縁部と胴部にそれぞれ刻目突帯を持ち，復元口径が３７．４�，胴部突帯部分での復元径が
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４０．５�である。突帯は胴部のほうがやや太く，口縁部突帯は口唇部に接している。外面は丁寧なナデ

調整を施し，内面は擦過調整を施すが，口縁部の内面４．８�ほどはなで消している。

８３１は口縁部と胴部にそれぞれ刻目突帯を持ち，復元口径が２１．４�，胴部突帯部分での復元径が２６．１

�を測る。胴部はしっかりと屈曲し，口縁部は内傾する。口縁部突帯は口唇部から０．５�下がった位

置に貼り付ける。調整は内外面ともに擦過の後ナデである。８３２は復元口径２１．６�，胴部突帯部分で

の復元径が２６．２�になる。胴部突帯部分では大きく湾曲し，口縁部突帯は口唇部から０．３�の位置に

貼り付け，接近している。調整は，内面は擦過，外面は擦過を施すが胴部突帯より上位についてはそ

れをなで消している。胴部突帯より下位に炭化物の付着がある。８３３は復元口径２５．１�，胴部突帯部

分での復元径が２８．０�を測る。屈曲はしっかりしていて，口縁部は内傾する。口縁部突帯は口唇部に

近接していて，下がった部分でも０．４�である。口縁部と胴部の両突帯は他の資料に比べると太さが

一定せず，雑な印象を受ける。胴部突帯については外面のナデ調整の際に同時に突帯までなでている

ため，刻目がつぶれる。内面の調整は擦過の後軽くなでている。

８３４は比較的薄手の器壁で，復元口径は２１．５�，胴部突帯部分での復元径は２４．９�を測る。屈曲は

しっかりしていて，口縁部は直線的に内傾する。口唇部は上端と外端をつまみ出すようにしてなで，

外側へせり出させる。突帯はいずれも細く，口縁部突帯は口唇部から０．４�下がった位置に貼り付け

る。調整は内外面ともに貝殻条痕の後ナデである。外面には炭化物が付着する。８３５は復元口径２１．９

�，胴部突帯部分での復元径２３．３�を測る。口唇部を外側へつまみ出し直接刻目を入れ，胴部には細

めの突帯を貼り付け刻目を入れる。器高はさほど高くならないものと思われ，鉢形を呈するであろう。

内外面ともにナデ調整を施すが，特に外面は丁寧である。外面には炭化物の付着が認められる。８３６

は復元口径２１．４�，胴部突帯部分での復元径２４．３�を測り，胴部にのみ細めの突帯を貼り付ける。口

縁部はわずかに内傾し，断面は口唇部に行くにしたがって細くなり，外端部はつまみ出してそれをな

で付けることにより段を形成する。器壁は薄手で，内外面ともに擦過調整を施すが，その後軽くなで

る。外面には炭化物が付着する。８３７は復元口径１１．３�，胴部突帯部分での復元径１２．６�の小型品で，

器壁は非常に薄い。突帯は胴部のみで口縁部には持たない。外面の調整はナデ，内面は擦過の後ナデ

である。８３８は小振りの資料で，口縁部突帯は口唇部から０．３�の位置に貼り付ける。胴部には直接刻

目を施す。内外面ともに丁寧なナデ調整で，外面には炭化物が付着する。

８３９は胴部突帯部分でしっかりと屈曲し，口縁部は内傾する。口縁部突帯は口唇部から０．３�下がる。

内外面とも擦過調整を施すが，外面はその後軽くなでる。胴部突帯より上位に炭化物が付着する。８４０

は８３５同様胴部には突帯を持つが，口縁部は突帯を貼り付けず直接口唇部に刻目を施す。内外面とも

に丁寧なナデ調整を施し，外面にはわずかに炭化物の付着が認められる。８４１は口縁部突帯を口唇部

から０．５�の位置に貼り付ける。器壁は薄く，内外面ともにナデ調整である。８４２は口唇部を外側へつ

まみ出し直接刻みを入れ，胴部には突帯を貼り付ける。器壁は薄手である。内外面ともに貝殻条痕の

後なでるが，外面は横方向の貝殻条痕がはっきりと残る。外面には炭化物が付着する。胎土・焼成が

８３６と非常に似る。

８４３は残存器高が２６．７�，底径が７．８�，胴部突帯部分での復元径が２３．４�を測る。断面が張り出す

底部はごくわずかに上底となり，胴部は直線的に開いて立ち上がり，胴部突帯部分で屈曲して口縁部

はわずかに内傾する。屈曲部に貼り付ける胴部突帯は上側では丁寧になで付けるが，下側では不十分

－１３６－
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である。内面は擦過調整を残すが，外面はなでる。外面胴部突帯より上位に炭化物の付着が認められ

る。また，胴部突帯より上位には土器の製作時におそらくは刻目原体と同一の工具によるものと思わ

れるが，線刻が施されている。線刻部分には焼成後に穿孔も施すが，貫通はしておらず，線刻に対し

て意図的に加えられたものであろうか。８４４は焼成・胎土や出土地点から８４３と同一個体と判断したが，

突帯間の高さが８４３に比べるとやや低いようである。口縁部突帯は口唇部に接して貼り付ける。両突

帯間には２ヶ所に線刻があり，鉤形のモチーフが両方ともに見られる。左側の線刻は刻目原体と同一

工具によるものと思われるが，右側の線刻については線が細く，別の工具とも考えられる。外面の調

整はナデ，内面の調整は擦過を残すが，口唇部から約２．３�の幅はなで消している。８４５は器壁が薄く，

胴部にのみ細めの刻目突帯を持つ。口縁部は外反しながらわずかに内傾し，口唇外端部に段を持つ。

調整は外面がナデ，内面が貝殻条痕の後ナデである。８４６は緩やかに屈曲し胴部突帯を貼り付けるが，

口縁部には突帯の貼り付けはしない。口縁部はほぼ直立し，突帯を持たない口唇部外端には一部分だ

け直接刻目を施している。内外面の調整は擦過の後軽くなでる。外面には薄く炭化物が付着する。８４７

は胴部突帯部分でしっかりとした屈曲を持ち，口唇部に接して口縁部突帯を貼り付ける。胴部突帯に

対して口縁部突帯は細い。内外面ともに貝殻条痕調整を残し，内面については口縁部付近４．０�をな

で消している。胎土には５�大ほどの礫を多く包含し他に比べて粗い。

８４８は小振りの土器で，口縁部・胴部にそれぞれ突帯を持つ。口縁部の突帯は口唇部から０．３�下が

る。内面には擦過調整が残るが，外面はなでる。胴部突帯より下位には炭化物が付着する。８４９は屈

曲部分まで作った後，それより上位はその内面に積み上げ，外側へ張り出した部分に直接刻目を施す。

また，口唇部外端もつまみ出して直接刻目を施す。内外面ともにナデ調整を施す。８５０は屈曲部から

第１０１図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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下位は欠損するがしっかりとした屈曲を持つものと思われる。口縁部突帯は口唇部から１．０�下がっ

ており，やや離れる。調整は外面が貝殻条痕，内面が擦過の後ナデである。８５１は２条の突帯を持つ

が，胴部突帯での屈曲はなく直線的に開いて立ち上がる。口縁部突帯は口唇部から０．６�の位置に貼

り付ける。どちらの突帯も細めである。内外面はともにナデ調整を施すが，外面には貝殻条痕が残る。

８５２は焼成がやや悪く，特に胴部突帯部分については残りが悪い。口縁部突帯は口唇部から０．６�の

位置に付ける。内面はナデ調整であるが，外面は擦過調整か。８５３は口唇部から０．４�下がったところ

に細めの突帯を貼り付ける。内外面ともに非常に丁寧になで，口唇部上端は貝殻腹縁で面取りをして

からなでる。８５４は口唇部に接して細い突帯を貼り付け，刻目を付ける。内外面の調整は貝殻条痕で

あるが，外面は縦方向で特異である。また，外面には炭化物の付着が認められる。８５５は比較的薄手

で焼成も良い。口縁部突帯は口唇部より０．５�の位置に貼り付ける。内外面ともに調整は貝殻条痕の

後になでる。８５６は口唇部断面が先細りとなり先端は外反する。口唇部から０．５�の位置に突帯を貼り

付ける。突帯の刻目は器面に達するほど深く入れる。内外面ともにナデ調整である。８５７は口唇部か

ら０．７�の位置に突帯を貼り付ける。突帯断面は三角ではなく台形である。内面調整はナデである。

８５８は口唇部に接して突帯を貼り付けている。内外面ともにナデ調整である。外面には炭化物が付着

する。

８５９は口唇部上端をなでて平坦に整える。口縁部突帯は口唇部に接して貼り付ける。内外面ともに

丁寧なナデ調整である。８６０も口唇部上面をなでて平坦にする。立ち上がりはわずかに外反する。口

縁部突帯は口唇部からわずかに下がって０．３�を測る。外面調整はナデ，内面調整は擦過の後ナデで

ある。８６１は口唇部と口縁部突帯の間は０．４�である。内外面ともにナデ調整である。８６２は口唇部と

突帯は接近していて０．３�である。器壁に及ぶまで深めに刻目を入れる。内外面ともにナデ調整であ

る。８６３は口唇部と突帯の間が０．８�と比較的広い。内外面ともにナデ調整である。８６４は口唇部から

やや下がって０．６�の位置に突帯を貼り付ける。突帯は細めである。内外面ともにナデ調整を施す。

８６５は口唇部上面を平坦に整える。口唇部から０．４�下がった位置に突帯を貼り付ける。内外面ともに

ナデ調整である。一応ヘラ状工具による刻みとしたが，棒状工具の可能性も残る。８６６は薄手で，口

縁部突帯は口唇部から０．３�の近接した位置に貼り付ける。内外面ともにナデ調整である。８６７は口唇

部を外側へつまみ出して突帯状にし，刻目を入れる。外面は擦過調整，内面はナデ調整である。８６８

は口唇部上面を平坦に整え，口唇部から口縁部突帯までは０．３�の近接した位置に貼り付ける。内外

面ともにナデ調整である。８６９は口唇部と口縁部突帯との間隔は０．８�を測り，突帯は細い割に高さを

持っている。外面は擦過調整，内面はナデ調整を施し，外面には炭化物が付着する。８７０は口唇部上

端をなでて平坦にする。突帯は口唇部から０．３�下がった位置で近接している。内外面ともにナデ調

整である。８７１は口唇部から０．６�下がった位置に高さを持った突帯を貼り付けている。刻目は突帯の

先端に浅く入れる。外面はナデ調整であるが，内面は貝殻条痕が残る。

８７２は口唇端部を外側へつまみ出し直接刻みを付ける。内外面ともにナデ調整である。８７３は口唇部

と口縁部突帯の間が０．８�離れる。比較的厚手で，外面は擦過調整，内面はナデ調整である。外面に

は炭化物の付着が認められる。８７４は口唇部外端をわずかにつまみ出し，突帯は口唇部から０．４�の位

置に貼り付ける。刻目は器壁に及ぶまで深く施す。外面は貝殻条痕調整の後ナデ調整，内面は擦過調

整の後ナデ調整である。８７５は口唇部から突帯までは０．３�離れており，一部では口唇部と一体化して
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いる。調整は外面がナデ，内面が擦過である。外面には炭化物が付着する。８７６はほぼ直立する口縁

部で，細い突帯を口唇部から０．４�下がった位置に貼り付ける。刻目も小さい。外面はナデ調整，内

面は擦過調整の後ナデ調整である。８７７も突帯は細めで口唇部から０．３�と近接しており，やや外傾す

る。内外面ともにナデ調整である。８７８は口唇部上端を平坦に整える。口縁部突帯は口唇部との間に

０．７�の間隔を持ち，しっかりとした刻目を施す。内外面ともに擦過調整の後ナデ調整である。外面

には突帯より下位に炭化物の付着が認められる。８７９は口唇部に接して細い突帯を貼り付ける。内外

面ともにナデ調整である。８８０は突帯を口唇部に近接して０．３�下がったところに貼り付ける。内外面

は擦過調整を施すが，外面はさらにその後ナデ調整を行う。

８８１は口唇部と突帯の間が０．３�を測る。刻目は器壁に及ぶ。内外面ともにナデ調整である。８８２は

口唇部に接して比較的細くて高さも低い突帯を貼り付ける。内外面ともにナデ調整であるが，外面に

は貝殻条痕の痕跡が残る。８８３は口唇部と突帯は０．３�離れ，外反する口唇部は外端部につまみ出しに

よる段を持つ。外面調整はナデ，内面調整は擦過の後ナデである。８８４は口唇部から０．７�の位置に突

帯を持つ。口唇部外端には整形時の余分な粘土をなで付けたことにより段が形成される。内外面とも

にナデ調整である。８８５は比較的薄手の資料で，突帯は細く口唇部からは０．５�下がっている。刻目は

細い。内外面ともにナデ調整を施す。８８６は口唇部外端を整形時に外側へせり出すように作り出す。

突帯は口唇部から０．４�を測る。内外面ともに擦過調整を施す。８８７は口唇部上端をなでて平坦に整え，

突帯は細めのものを口唇部から０．４�の位置に貼り付ける。外面はナデ調整，内面は擦過調整である

が，外面には数条の沈線があり，意図的に刻まれた線刻であるかもしれない。８８８は口唇部に近接し

て突帯を貼り付け，その間隔は０．４�である。内外面ともに擦過調整である。８８９は口唇部からやや離

れた０．９�の位置に突帯を貼り付ける。突帯断面は比較的大振りの刻目を接近して並べるため断面は

台形を呈する。外面調整は貝殻条痕の後ナデ，内面調整は擦過の後ナデである。外面には炭化物の付

着が認められる。８９０は口唇部上端を平坦に整え，器壁は薄手である。突帯は口唇部から０．４�の位置

に貼り付けている。内外面ともに調整はナデである。

８９１～８９３は胴部突帯より上部の外面に線刻を持つ同一個体の資料である。外面は胴部突帯より下部

については擦過調整を残すが，胴部突帯より上位はなで消している。内面は貝殻条痕の痕跡を一部に

残すがナデ調整である。８９１は２条の縦方向の沈線を刻んだ後にその左側には「く」字状の線刻，右

側に横方向の７条以上の線刻を施し，さらにその右側には別の線刻であろう横方向の沈線１条が確認

できる。８９２は直交する縦横１条ずつの線刻に「く」字状の線刻を組み合わせる。８９３も８９２同様に縦

横１条ずつの線刻に「く」字状の線刻が施される。

８９４は外面が擦過調整，内面がナデ調整である。８９５は作りが厚手で，しっかりとした屈曲を持つ。

外面は擦過調整の後軽くナデ調整し，内面はナデ調整で部分的に炭化物が付着する。８９６は胴部突帯

部分でしっかりとした屈曲を持つが，器壁は比較的薄手である。外面は擦過調整，内面はナデ調整を

施す。外面に炭化物の付着が認められる。８９７は胴部突帯部分での復元径が３０．８�を測り，突帯部分

で屈曲することなく，そのまま開いて立ち上がる。突帯の貼り付けは接着が十分でなく，甘い。内外

面ともに板状工具小口によるものと見られる刷毛目が横方向に走る。８９８は胴部突帯を持つ資料で，

屈曲はほとんどない。外面は擦過調整，内面はナデ調整で，外面には炭化物が付着する。

８９９～９０１は胴部突帯部分で屈曲を持たずそのまま立ち上がる資料である。８９９は薄手の作りで内外

－１４２－



872

877

881

886

891

895

897

898

896

892
893

894

887
888

889
890

882

883
884

885

878

879

880

873 874 875 876

0 10cm

第１０３図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）

－１４３－



面ともにナデ調整，外面には炭化物が付着する。９００も器壁は薄手で，突帯は低くて細い。外面は擦

過調整の後ナデ調整，内面はナデ調整である。９０１も器壁が薄く，内外面の調整はともにナデである。

外面には炭化物の付着がある。９０２は内外面ナデ調整で，刻みはやや間隔をあけて押し引く。９０３は薄

手の器壁で，突帯部分での屈曲は持たない。突帯は細めである。内外面擦過調整を施すが，外面はそ

の後になでる。外面には炭化物が付着する。９０４も屈曲しない胴部突帯の資料である。内外面ともに

擦過調整の後ナデ調整を施す。９０５は内外面ともにナデ調整を施し，刻目は器壁に到達するほど深め

に押し引く。９０６は胴部突帯部分でしっかりと屈曲を持ち，細めの突帯を貼り付ける。内外面ともに

ナデ調整である。９０７は突帯部分でやや屈曲し，内外面ナデ調整を施す。９０８は胴部突帯部分での突帯

はなく，外面調整がナデ，内面調整が擦過の後ナデである。９０９はゆるく屈曲をし，その屈曲部に直

接刻目を施す。外面は丁寧なナデ調整，内面は擦過調整である。

９１０は屈曲部より上位をそれまでの積み上げの内面に積むことによって突帯状の張り出し部分を作

り出し，直接刻目を施す。さほど器高が高くなく鉢形を呈するものと思われる。外面の屈曲部直上に

は焼成後の未貫通の穿孔が認められる。内外面の調整はともに貝殻条痕の後ナデである。９１１も同様

の作りで，内外面ともにナデ調整である。９１２はしっかりとした屈曲を持ち，内外面ともにナデ調整

であるが，外面には貝殻条痕の痕跡がわずかに残る。９１３は内外面ともにナデ調整を施す。９１４は９１０・

９１１と同様に屈曲部を作り出す。外面の調整は屈曲部より上位がナデ，下位が擦過であり，内面の調

整はナデである。９１５は内外面ともにナデ調整を施す。９１６は突帯部分でしっかりとした屈曲を持ち，

突帯の貼り付けはやや雑である。内外面の調整は擦過の後軽くなでる。９１７はわずかに屈曲し，外面

調整が擦過の後ナデ，内面調整がナデである。

９１８は薄手の器壁で屈曲は弱い。内外面ともに擦過調整で，外面には炭化物が付着する。９１９は薄手

の器壁で突帯部分の屈曲はなく，内外面ともにナデ調整を施す。９２０は線刻土器である。胴部突帯部

分での屈曲はない。内外面ともにナデ調整である。９２１は小振りの土器で，細めの突帯に小刻みに刻

目を入れる。内外面ともにナデ調整である。

９２２はやや焼成が良くないが，薄手の器壁でしっかりとした屈曲を持ち，細めの突帯を貼り付ける。

調整は外面が擦過，内面はナデである。９２３は非常に薄手の作りで，突帯部分での屈曲はない。内外

面ともにナデ調整で，外面には炭化物の付着がある。９２４は突帯部分での屈曲はないが，器壁はやや

厚手である。内外面ともに擦過調整の後ナデ調整である。９２５はゆるく屈曲する薄手の資料である。

内外面に擦過調整を残し，外面には炭化物が付着する。９２６は薄手の器壁で，太目の突帯にしっかり

とした刻目を施す。内外面ともにナデ調整である。

９２７～９３１は貝殻腹縁による刻目を施す資料である。

９２７は内傾する口縁部で先端はやや外反する。口縁部突帯は口唇部から０．５�の位置に貼り付ける。

内外面ともに調整は貝殻条痕の後ナデで，外面には炭化物が付着する。９２８は胴部突帯での屈曲は曖

昧である。口縁部突帯は持たず，口唇部外端に直接刻目を施す。内外面ともに調整は貝殻条痕の後ナ

デである。９２９はやや内傾する口縁部で，口唇部と口縁部突帯との間が０．４�を測る。外面はナデ調整

であるが，内面は貝殻条痕を残し，口唇部から１．０�幅でなでる。外面には炭化物が付着する。９３０は

突帯部分で屈曲し，内外面の調整は，外面が貝殻条痕，内面がナデである。９３１は口唇部から０．５�の

位置に口縁部突帯を貼り付ける。口唇部上端は平坦に整える。内外面ともにナデ調整である。
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９３２は突帯に竹筒状工具による刺突を施す資料である工具の直径は０．５�を測る。内外面の調整は外

面がナデ，内面が擦過である。

９３３～９３５は棒状工具もしくは幅の狭い板状工具の先端で刺突を施した資料である。いずれも水平に

工具を構え，右から左へと施文している。９３３はほぼ直立する口縁部で，突帯は口唇部と接して一体

化している。内外面ともにナデ調整である。９３４はゆるく屈曲し，外面は擦過調整の後ナデ調整を，

内面はナデ調整を施す。９３５は突帯部分での屈曲はややゆるい。調整は外面が擦過の後ナデ，内面が

ナデである。

第１０４図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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深鉢底部Ａ類（第１０６図９３６～９４１）

９３６～９４１は底部から胴部が直線的に開いて立ち上がる資料である。９３６は復元底径８．４�を測り，わ

ずかに上底となる。外面と底面は研磨調整，内面はナデ調整である。９３７は復元底径８．２�を測る。や

や底部が厚い。調整は内外面ともにナデで，底面には組織痕が残る。籠目か。９３８は復元底径９．０�を

測る。内外面，底面いずれもナデ調整である。９３９は復元底径９．４�を測り，内外面，底面はナデ調整

である。９４０はわずかに上底をなし，内外面，底面の調整はナデである。９４１もわずかに上底で，調整

は内外面，底面いずれも研磨調整である。

深鉢底部Ｂ類（第１０６図９４２～第１０８図９９０・９９１）

９４２は復元底径８．４�を測る。内外面，底面の調整はナデである。９４３は復元底径８．６�を測る。調整

は外面が貝殻条痕，内面がナデ，底面が擦過である。９４４は底径９．９�を測る。わずかに上底をなし，

器面の調整はいずれもナデである。９４５は復元底径７．２�を測る。調整は内外面，底面いずれもナデで

ある。９４６は復元底径７．４�を測る。内外面の調整はナデ，底面は研磨である。９４７は復元底径９．８�で，

調整は内外面ともに貝殻条痕の後ナデである。底面はナデである。９４８は復元底径７．０�を測り，わず

かに上底になる。外面の調整はナデである。内面の調整は擦過で，１．０�ほどの幅を持つ板状の工具

で左回りに螺旋状に施す。底面には組織痕が残る。籠目か。９４９は器壁が薄く，やや小振りの底部で

ある。底径は７．２�を測る。内外面，底面いずれも調整はナデである。９５０は復元底径７．４�を測る。

内外面，底面いずれも調整はナデである。９５１は復元底径９．８�を測る。器面の調整はいずれもナデで

ある。９５２は底径８．３�を測る。内外面，底面いずれもナデ調整である。

９５３は復元底径７．５�を測る。内外面の調整はナデで，底面の調整は擦過の後ナデである。９５４は復

元底径９．１�を測る。外面の調整は研磨，内面，底面の調整はナデである。９５５は復元底径９．１�を測

り，わずかに上底をなす。調整は外面が貝殻条痕の後研磨，内面，底面はナデである。内面には環状

第１０５図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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に炭化物が付着する。９５６は復元底径８．２�を測り，内外面，底面いずれも研磨調整を施す。９５７は復

元底径１０．６�を測る。調整はいずれも研磨である。９５８は復元底径９．２�を測る。外面と底面の調整は

研磨，内面の調整はナデである。９５９は復元底径１０．９�を測る。外面と底面の調整は研磨，内面の調

整はナデである。９６０は復元底径９．４�を測る。調整はいずれもナデである。

９６１は復元底径１１．２�を測る。調整は外面が擦過の後ナデ，内面はナデ，底面は研磨である。９６２は

底径８．８�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面と底面は研磨である。９６３は底径９．６�を測

る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面・底面はナデである。９６４は底径１０．０�を測る。調整は外

面がナデ，内面が貝殻条痕の後研磨，底面は擦過である。９６５は復元底径８．６�を測り，器面の調整は

いずれもナデである。９６６は復元底径７．３�を測る。調整はいずれもナデである。９６７は底面がやや楕

円形をなし，長軸の長さは欠損するため不明であるが，短軸で８．５�を測る。調整はいずれもナデで

ある。９６８は復元底径９．９�を測る。調整は外面が研磨，内面と底面がナデである。９６９は復元底径５．８

�を測り，調整は外面が擦過，内面が研磨，底面がナデを施す。

９７０は復元底径８．５�を測る。調整は外面がナデ，内面と底面は研磨である。９７１は底径７．７�を測る。

調整はいずれもナデである。９７２は復元底径７．０�を測る。調整はいずれもナデである。９７３は復元底

径１０．２�を測る。調整はいずれもナデである。９７４は復元底径８．４�を測る。内外面，底面の調整は研

磨である。９７５は底径９．０�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面が貝殻条痕の後研磨，底面

が研磨である。９７６は復元底径８．０�を測る。調整は外面と底面がナデ，内面が研磨である。９７７は復

元底径９．１�を測る。調整はいずれも研磨である。９７８は復元底径９．０�を測り，外面調整は貝殻条痕，

内面，底面の調整はナデである。９７９は復元底径９．１�を測る。調整はいずれもナデである。

９８０は復元底径１０．２�を測る。調整はいずれもナデである。９８１は復元底径７．６�を測り，わずかに

上底となる。調整は外面が貝殻条痕，内面と底面はナデである。９８２は復元底径１１．１�を測る。内外

の調整はナデ，底面の調整は貝殻条痕の後ナデである。９８３は復元底径７．９�を測る。調整は内外面が

ナデ，底面が擦過である。９８４は復元底径８．１�を測る。調整は内面，底面ともに研磨である。９８５は

復元底径８．８�を測る。調整は外面がナデ，内面が貝殻条痕の後研磨，底面が擦過である。９８６は復元

底径８．２�を測る。調整はいずれもナデである。９８７は復元底径８．２�を測る。調整はいずれもナデで

ある。９８８は復元底径８．９�を測る。調整はいずれもナデである。９８９は復元底径９．３�を測る。内外面

の調整はナデ，底面の調整は研磨である。９９０は底径７．６�を測る。内外面の調整は研磨，底面の調整

は擦過の後ナデである。９９１は復元底径１０．８�を測る。内外面の調整はナデ，底面の調整は貝殻条痕

の後ナデである。
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第１０６図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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第１０７図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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深鉢底部Ｃ類（第１０８図９９２～第１０９図１０２７）

９９２はわずかに上底となり，底径８．７�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面，底面はナデ

である。９９３もわずかに上底となる。復元底径８．２�を測り，調整は内外面がナデ，底面が研磨である。

９９４はしっかりとした上底となり，底径９．０�を測る。内外面の調整はナデ，底面は擦過の後ナデであ

る。９９５は復元底径７．３�を測り，調整は外面と底面が擦過，内面がナデである。９９６は復元底径９．４�

を測る。外面と底面の調整はナデ，内面は貝殻条痕の後ナデである。９９７は底径１０．３�を測る。調整

は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面，底面が貝殻条痕である。内面には炭化物が付着する。

９９８は復元底径１１．８�を測る。調整はいずれもナデである。９９９は復元底径７．６�を測る。わずかに

上底になる。調整はいずれもナデである。１０００は復元底径９．７�を測る。調整はいずれもナデである。

１００１は復元底径８．９�を測る。調整は内外面ともにナデで，底面は擦過調整を施すためわずかに上底

となる。１００２は復元底径７．１�を測り，器面の調整はいずれもナデである。１００３は復元底径１０．８�を

測る。調整は内外面がナデ，底面が擦過である。１００４は復元底径１２．２�を測り，径が大きい割に底面

の器壁が薄い。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面はナデ，底面は擦過である。１００５は復元底径１１．６

�を測る。外面の調整が貝殻条痕，内面，底面の調整はナデである。１００６は復元底径９．０�を測る。

調整は内外面がナデ，底面が研磨である。１００７は復元底径７．６�を測る。調整はいずれもナデである。

１００８は復元底径７．８�を測る。調整はいずれもナデである。

１００９はわずかに上底をなし，復元底径は８．５�を測る。調整はいずれもナデである。１０１０はわずか

に上底をなし，復元底径は１１．８�を測る。調整はいずれもナデである。１０１１は底径９．６�を測る。調

整はいずれもナデである。１０１２は復元底径９．１�を測る。調整はいずれもナデである。１０１３は復元底

径１０．４�を測る。内外面の調整はナデで，底面には組織痕が残る。１０１４は復元底径７．８�を測る。調

整はいずれもナデである。１０１５は復元底径８．９�を測る。外面の調整は擦過，内面と底面の調整はナ

デである。１０１６は小振りの土器底部で，復元底径は５．０�を測る。わずかに上底をなす。調整はいず

れもナデである。１０１７はわずかに上底をなす底部で，復元底径は５．７�と小振りである。調整はいず

れもナデである。１０１８は復元底径８．７�を測り，調整はいずれもナデである。１０１９は上底をなし，復

元底径は９．０�を測る。調整はいずれもナデである。１０２０は復元底径７．０�を測る。調整は外面がナデ，

底面が擦過の後ナデである。１０２１はわずかに上底をなし，復元底径は７．０�を測る。底部と胴部の境

に突帯を貼り付け，ヘラによる刻目を施す。調整はいずれもナデである。１０２２は復元底径８．７�を測

る。調整は内外面がナデ，底面が擦過である。１０２３はわずかに上底をなし，復元底径は９．０�を測る。

調整はいずれもナデである。１０２４は復元底径８．１�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面と

底面はナデである。１０２５はごくわずかに上底となり，復元底径は１０．５�を測る。調整はいずれもナデ

である。１０２６は復元底径１０．４�を測る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面，底面がナデである。

１０２７は小振りの土器底部で，底径４．３�を測る。調整はいずれもナデである。
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第１０８図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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深鉢底部Ｄ類（第１０９図１０２８～１０３２）

１０２８は復元底径９．６�を測る。内外面ともにナデ調整で，外面には指頭圧痕が残る。底面は擦過調

整である。内面には炭化物が付着する。１０２９は復元底径１０．２�を測る。内外面，底面いずれも調整は

ナデである。１０３０は底径８．８�を測り，器面の調整はいずれもナデである。１０３１は復元底径８．４�を測

る。調整は外面が貝殻条痕の後ナデ，内面，底面はナデである。１０３２は復元底径１１．０�を測る。調整

はいずれもナデである。

深鉢底部Ｅ類（第１１０図）

１０３３は底径９．０�を測る。調整は内外面がナデ，底面はなでた後棒状工具の先端によって掻き取る。

１０３４は底面を欠く。外面の調整は擦過の後研磨，内面はナデである。１０３５は底径９．８�を測り，調整

はいずれもナデである。１０３６は復元底径８．４�を測る。調整は外面が擦過，内面と底面はナデである。

１０３７はしっかりとした上底で，復元底径８．４�を測る。調整はいずれもナデである。１０３８は復元底径

６．１�を測る。調整はいずれもナデである。１０３９はしっかりとした上底で，復元底径は８．７�を測る。

調整はいずれもナデである。１０４０はわずかに上底をなし，復元底径は７．０�を測る。外面と底面の調

整は擦過，内面の調整はナデである。１０４１は底径７．９�を測る。調整は外面が貝殻条痕，内面と底面

第１１０図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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はナデである。１０４２は上底をなし，復元底径は７．８�を測る。外面の調整は擦過，内面と底面の調整

はナデである。１０４３はしっかりとした上底をなし，復元底径５．９�を測る。底部と胴部の境に突帯を

貼り付けるが，刻目は施さない。調整は内外面がナデ，底面が擦過である。

浅鉢Ａ類（第１１１図）

１０４４は胴部に外反する頸部が付き，口縁部外面には１条の沈線を引く。内外面ともに横方向の研磨

調整を施し，黒色に仕上げる。１０４５も頸部の下位で強く外反する。口縁部外面には工具で段を施し，

沈線の代わりとする。内外面ともに横方向の研磨調整で，黒色に仕上げる。１０４６は内傾する頸部が上

位で強く外反する。明確な口縁部文様帯を持ち，沈線１条を施す。口唇部上端は平坦に整える。内外

面ともに研磨調整である。１０４７も頸部の上位で強く外反し，口縁部文様帯を持つ。口縁部文様帯には

沈線１条を施す。内外面ともに研磨調整である。１０４８は内傾する頸部が上位で強く外反する。口縁部

文様帯には１条の沈線を引く。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。１０４９は外反

する短い頸部で，口縁部外面に１条の沈線，内面に段を持つ。内外面ともに調整は研磨である。１０５０

は外反する短い頸部を持ち，口縁部文様帯を付ける。口縁部文様帯には沈線１条を引く。内外面とも

に研磨調整を施す。１０５１は直線的に開く頸部で，口縁部には外面に沈線１条，内面に段を持つ。内外

面ともに横方向の研磨調整である。

１０５２は短めの頸部で，外反する。口縁部の外面には不明瞭であるが沈線１条を引き，内面には段を

作る。内外面ともに研磨調整である。１０５３は頸部の下位で強く外反し，頸部の上位はほぼ水平にのび

る。口縁部の外面には１条の沈線を引き，内面には段を持つ。焼成不良で器面の状態が悪く，調整は

不明である。１０５４は直線的に開く頸部を持つ。口縁部には外面に２条の沈線が確認できるが，これは

二度引きした為で本来は１条と見てよいであろう。口縁部内面には段を持つ。内外面ともに横方向の

研磨調整である。１０５５は復元口径が４０．３�を測る。外反する頸部を持ち，口縁部は外面に沈線１条を

施し，内面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。１０５６はゆるやか

に外反する頸部を持ち，口縁部には外面に沈線１条，内面に段を持つ。内外面ともに横方向の研磨調

整である。外面にはわずかに炭化物が付着する。内外面ともに黒色に仕上げる。１０５７は頸部下位で強

く外反する頸部である。口縁部は欠損するが，推定される復元口径は２６．３�である。内外面ともに横

方向の研磨調整で，外面には炭化物が付着する。

１０５８は外反する頸部を持ち，口縁部には外面に１条の沈線を施し，内面に段を作る。内外面ともに

横方向の研磨調整を施すが，外面の研磨調整はやや粗い。１０５９は大きく開く頸部を持つ。口縁部には

外面に１条の沈線を施し，内面に段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整である。１０６０は頸部下位

で強く外反し，頸部上位は水平に近くなる。口縁部は外面に沈線１条を施し，内面には段を作る。内

外面ともに横方向の研磨調整である。１０６１は大きく開く頸部を持つ。口縁部には外面に１条の沈線を

施し，内面に段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整である。１０６２の頸部は非常に短く，小振りの

浅鉢である。口縁部外面に１条の沈線を施し，内面には段を持つ。内外面の調整は横方向の研磨調整

である。１０６３も外反する頸部に，しっかりとした口縁部文様帯を付ける。口縁部文様帯には沈線を引

かない。内外面ともに研磨調整を施し，黒色に仕上げる。１０６４は大きく開く頸部で，口縁部は外面に

１条の沈線を施し，内面に段を持つ。内外面の調整は横方向の研磨である。１０６５は口縁部付近の資料
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であるが，明確に口縁部文様帯を作り出す。復元口径は１７．７�を測る。口縁部文様帯の外面には沈線

を施さず，内面には段を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整である。外面を黒色に仕上げる。

浅鉢Ｂ類（第１１２図）

１０６６は大きく開く頸部で，口縁部は玉縁状を呈する。口縁部外面の沈線はない。口唇部には突起が

付いていたと思われその端部が確認できる。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。

１０６７は復元口径が３１．６�を測る。玉縁状の口縁部を持つことから一応浅鉢Ｂ類としたが，あるいは底

部から口縁部へとそのまま立ち上がる器形をなすかもしれない。内外面ともに横方向の研磨調整を施

し，黒色に仕上げる。１０６８は口縁部にしっかりとしたリボン状突起を付け，口縁部内面には沈線を施

す。内外面ともに研磨調整である。１０６９は口縁部内面に段を作り，玉縁状にする。調整は内外面とも

に研磨である。内外ともに黒色に仕上げる。１０７０は胴部から一旦屈曲して肩部を作り出し，頸部は直

線的に外側へ開いて口縁部に至る。復元口径は３６．０�を測る。口縁部内面は玉縁状に整える。内外面

ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。１０７１は１０７０と同様に胴部が一旦屈曲して肩部を作

り，ゆるく外反する頸部が付く。復元口径は１８．７�を測る。口縁部内面は肥厚させて玉縁状にし，外

面には沈線を引く。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。１０７２は１０６７と同様で，

底部からそのまま口縁部まで立ち上がるかもしれない。非常に薄手の作りで，口縁部内面に段を作る

が，肥厚はわずかである。復元口径は２２．８�を測る。調整は外面では縦方向の研磨の後口縁部付近の

み横方向の研磨，内面では横方向の研磨である。内外面ともに黒色に仕上げる。

１０７３は口縁部外面に沈線を引き，口縁部内面は肥厚させ段を作り，玉縁状にする。内外面ともに横

方向の研磨調整を施す。１０７５も口縁部の外面には沈線を施し，内面は肥厚させて段を作り玉縁状をな

す。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１０７４・１０７６・１０７７も口縁部外面に沈線を引く。また口縁

部内面は肥厚させて段を作り，玉縁状をなす。いずれも内外面ともに横方向の研磨調整を施し，１０７４・

１０７６は内面を，１０７７は外面を黒色にする。

１０７８の口縁部は肥厚することなく，内面に１条の沈線を引くことで段の代わりとしている。内外面

ともに横方向の研磨調整を施すが，幅広の工具を使ったためであろう，筋状の細い研磨痕は器面に残

らない。１０７９～１０８２・１０８４は口縁部外面に沈線を引く。口縁部内面は肥厚させて段を作り，玉縁状の

口唇部にする。いずれも調整は内外面ともに研磨である。１０７９・１０８２・１０８４は内外面ともに黒色に仕

上げ，１０８１は内面のみ黒色に仕上げる。１０８３は１０７０・１０７１同様に胴部から一旦屈曲して肩部を作り，

外に開く頸部が付く。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。

浅鉢Ｃ類（第１１３図）

いずれの資料も口縁部内面に段を持つが，１１０４のみ段を設けない。

１０８５は外反する短く太い頸部を持つ。内外面ともに研磨調整である。１０８６・１０８７は直線的な短い頸

部を持つ。内外面ともに研磨調整である。１０８８は一旦肩部を作り出し，短く直線的な頸部を付ける。

内外面ともに研磨調整で，内面は黒色に仕上げる。１０８９は直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに研

磨調整を施す。１０９０は外反する短い頸部を持つ。口縁部はゆるい波状をなすか突起を持つものと思わ

れる。内外面ともにナデ調整である。１０９１は直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに研磨調整である。

－１５６－
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１０９２は口縁部に突起を持ち，凹点を施す。短い頸部は下位で強く外反する。器壁は薄手の作りである。

内外面ともに研磨調整で，内面は黒色に仕上げる。１０９３は下位で強く外反する短い頸部を持つ。内外

面ともに研磨調整で，両面黒色に仕上げる。１０９４は強く外反する短い頸部を持つ。外面頸部基部には

途中で途切れるが沈線が確認でき，意図的なものか。内外面ともに研磨調整を施し，黒色に仕上げる。

１０９５は胴部から一旦肩部を作り，短い直線的頸部を付ける。内外面ともに研磨調整である。１０９６は

復元口径２８．１�を測る。口縁部には突起を持ち，先端はヘラ状工具によって切り取る。１０９２のような

凹点から変容してリボン状突起へとつながるものか。中程で強く外反する短い頸部を持つ。内外面と

もにナデ調整である。１０９７は胴部に短い直線的頸部を付すが，頸部基部を内外から強くなでることに

より肩部に近い作り出しとなる。内外面ともに研磨調整である。１０９８は非常に短い頸部を持つ。内外

面ともに研磨調整を施す。内面は黒色に仕上げる。１０９９は直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに研

磨調整である。１１００は非常に薄手の作りで，直線的な短い頸部を持つ。内外面ともに研磨調整である。

内外面ともに黒色に仕上げる。１１０１は短い頸部を持つ。内外面ともに調整は研磨である。１１０２・１１０３

は短い直線的な頸部を持つ。内外面ともに研磨調整である。１１０２は内面頸部基部の張り出しがしっか

りしている。１１０４はゆるい肩部を持ち，直線的な短い頸部は内面には段を作らず口縁部になる。内外

面ともに研磨調整である。

１１０５は中程で強く外反する頸部を持つ。内外面ともにナデ調整で，黒色に仕上げる。１１０６は短い直

線的な頸部を持つが，やや外反の意識があるか。外面には凹点を持つ。内外面ともに研磨調整である。

１１０７は直線的な短い頸部である。内外面ともに研磨調整である。１１０８はごく短い頸部を持ち，口縁部

は波状をなす。内外面ともに研磨調整である。１１０９は下位で強く外反する短い頸部を持つ。内外面と

もに研磨調整を施す。１１１０・１１１１は短い直線的な頸部を持つ。内外面ともに研磨調整である。１１１０は

非常に薄手の作りである。１１１１は内外面ともに黒色に仕上げる。１１１２は短い直線的な頸部を持つ。内

外面の調整は焼成不良で器面の状態が悪く，不明である。１１１３の口縁部は欠損しているが，強く外反

する短い頸部を持つ。内外面ともに研磨調整を施す。１１１４はごく短い直線的な頸部を持つ。口縁部は

ゆるい突起を持つ。内外面の調整は研磨である。

浅鉢Ｄ類（第１１４図１１１５～１１２７）

１１１５は薄手の作りで，広い口縁部文様帯を持つが，沈線などの施文はしない。口唇部上端は平坦に

整形し，口縁部内面に段を作る。口縁部文様帯は立ち気味である。調整は外面が擦過の後研磨，内面

が研磨である。１１１６は内外面ともに丁寧な研磨調整を施し，外面には４条の沈線が確認される。波状

口縁をなすものと思われる。１１１７は胴部から口縁部文様帯にかけての資料で，口唇部は欠く。口縁部

文様帯は肥厚して頸部との境に段を作り，沈線は見られない。内面には稜を作る。内外面ともに研磨

調整である。１１１８は口縁部文様帯の資料で，口縁部は波状をなす。内外面ともに研磨調整で，両面と

も黒色に仕上げるが，外面の頸部との境には赤色顔料の塗付を行う。１１１９は薄手の口縁部文様帯の資

料で，口唇部上端は平坦に整える。外面には４条の沈線を施す。内外面ともに研磨調整である。

１１２０は口縁部文様帯の資料であるが，下端は粘土紐の接合面で剥離する。口唇部上端は平坦に整え

る。内面には稜を作る。調整は内外面とも丁寧な研磨調整で，内外面ともに黒色に仕上げる。１１２１・

１１２２は同一個体である。胴部に直接口縁部文様帯を貼り付け，浅鉢Ｃ類における胴部と頸部の接合と
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0 10cm

同様の接合を見せる。よって浅鉢Ｃ類の長頸タイプとして捉えることも可能かもしれない。口縁部文

様帯外面の下端には頸部との境になる段を設けない。内面には稜を作り，その直上に沈線１条を引く。

口唇部は欠くが，沈線は斜方向の施文であるため口縁は波状をなしていたものと思われる。内外面と

もに研磨調整を施す。１１２３は薄手の作りで，焼成はやや甘い。口縁部文様帯には沈線は引かない。内

外面ともに研磨調整である。１１２４も１１２３同様薄手の作りで，口唇部上端は平坦に整える。内面には口

縁部文様帯と胴部の境に稜を設けるが，口縁部文様帯外面下端の段は持たない。内外面ともに研磨調

整を施す。１１２５は口縁部文様帯に平行沈線４条を施す。口唇部上端は平坦に整形する。内外面ともに

丁寧な研磨調整である。１１２６は４条の弧状沈線を引く。口縁部に突起を持つか，波状の口縁をなす可

能性がある。内外面ともに研磨調整で，焼成はやや甘い。１１２７は口縁部文様帯に４条の平行沈線を引

くが，上３条はほんのわずかに波状をなす口縁の波長で途切れて上方を向く。口縁部文様帯外面下端

には明瞭な段を持たない。内面には稜を作る。内外面ともに研磨調整を施す。
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浅鉢Ｅ類（第１１４図１１２８～１１２９）

１１２８は胴部で一旦屈曲し，口縁部は内傾する。内外面ともに横方向の丁寧な研磨調整を施す。１１２９

も胴部で屈曲し，口縁部は外反して立ち上がる。外面の調整は屈曲部より上位が貝殻条痕の後ナデ，

屈曲部より下位は研磨，内面の調整はナデである。

浅鉢Ｆ類（第１１５図・第１１６図）

１１３０は復元口径が３０．０�を測る。非常に薄手の作りで，内外面ともに横方向の研磨調整を施すが，

内面の肩部より下位は貝殻条痕を残す。口縁部の内外には沈線を引き，玉縁状にする。内外面ともに

黒色に仕上げる。１１３１は復元口径が９．６�を測る。口縁部の内外には沈線を施す。調整は内外面とも

に横方向の研磨で，両面とも黒色に仕上げる。１１３２は復元口径が１９．２�，胴部最大径が２０．９�を測る。

胴部下位で一旦稜を作り肩部に至る。頸部は開き気味に立ち上がる。口縁部は内面に段を持つが，外

面には沈線を施さない。頸部外面には赤色顔料の塗付を行う。調整は内外面ともに研磨である。１１３３

は復元口径が１２．０�である。口縁部には外面に沈線を引き，内面に段を持つ。内外面ともに横方向の

研磨調整を施す。１１３４は復元口径が３０．８�である。口縁には外面に沈線，内面に段を持つ。調整は内

外面ともに横方向の研磨であるが，肩部内面には貝殻条痕が残る。内外面ともに黒色に仕上げる。１１３５

は復元口径が２７．８�，胴部最大径が３２．１�を測る。口縁部の外面に沈線を引き，内面に段を持つ。内

外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。

１１３６・１１３７は口縁部外面に沈線を引き，内面に段を持つ。いずれも内外面ともに横方向の研磨調整

である。１１３８は胴部から肩部にかけての資料で，内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上

げる。１１３９は頸部から口縁部にかけての資料で，粘土紐の接合部分で剥離している。口縁部外面に沈

線を引き，内面に段を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，両面とも黒色に仕上げる。１１４０

は口縁部外面に沈線を持ち，内面に段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，両面ともに黒

色に仕上げる。１１４１は口縁部外面に沈線を引き，内面に段を持つ。焼成がやや甘い。内外面ともに横

方向の研磨調整である。１１４２は口縁部内面に段を作るが，外面には沈線を施さない。内外面ともに非

常に丁寧な横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。１１４３は胴部上位で段を作り，肩部へと至る。

内外面ともに横方向の研磨調整を施すが，内面には貝殻条痕が残る。内外面ともに黒色に仕上げる。

１１４４は口縁部にヒレ状突起もしくはリボン状突起を付ける。口縁部は内面に段を設け，外面には沈線

を施さない。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１１４５は頸部が他に比して長めで異質であるが，

肩部と頸部の接合の仕方は他の浅鉢 F類の資料と共通する。口縁部は立ち気味で，外面に沈線を引

き，内面には段を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。１１４６は口縁部外面

に沈線を持ち，内面には段を作るが，内面の段は曖昧である。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。

内外面ともに黒色に仕上げる。１１４７は口縁部外面に沈線を引き，内面に段を持つ。内外面ともに横方

向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。１１４８も口縁部の外面に沈線を引き，内面に段を持つ。内外面

ともに横方向の研磨調整で，両面とも黒色に仕上げる。１１４９は口縁部内面に段を作り，外面には沈線

を引かない。内外面ともに横方向の研磨調整を施すが，肩部内面には貝殻条痕の痕跡が残る。内外面

ともに黒色に仕上げる。

１１５０は肩部に沈線を施す。口縁部の内面には段を持つが，外面には沈線を引かない。内外面ともに
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横方向の研磨調整を施す。１１５１は粘土紐の接合部分で肩部から剥離している。口縁部には内面に段を

持ち，外面の沈線は持たない。内外面ともに横方向の研磨調整である。１１５２も肩部との粘土紐の接合

部分で剥離する。口縁部にはリボン状突起を付け，内面に段を作るが，外面の沈線は引かない。リボ

ン状突起の直下には焼成前の穿孔を施す。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１１５３は口縁部を欠

く。肩部はしっかりと張る。内外面ともに横方向の研磨調整で，両面ともに黒色に仕上げる。

１１５４は口縁部外面に沈線を引き，内面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整で，黒色に仕

上げる。１１５５は口縁部の外面には沈線を施さず，内面に段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整で

ある。１１５６はやや焼成が悪い。口縁部は外面に沈線は施さず，内面には段を持つ。肩部の張りは弱く，

かなりなで肩になる。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１１５７・１１５８は同一個体である。口唇部

は内外面で段を作るが，玉縁状にはならない。肩部では段を作る。肩部の張り出し方は他の浅鉢Ｆ類

の資料と共通するが，肩部と頸部の接合の仕方や頸部・口縁部の形態は異なっている。内外面ともに

横方向の研磨調整である。

浅鉢Ｇ類（第１１７図１１５９）

１１５９はしっかりとした肩部を作り出し，胴部との境には１条の沈線を引く。頸部は開いて立ち上が

り，長くのびるようである。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。

浅鉢Ｈ類（第１１７図１１６０～１１７３）

１１６０・１１６１は同一個体と思われる。１１６０には口縁部にヒレ状突起が付く。口縁部は外面を肥厚させ

段を作り，胴部外面でも段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒色に仕上げる。また，

１１６０の外面では胴部と口縁部の段の部分に赤色顔料の塗付が認められるが，１１６１では胴部の段直上か

ら口唇部直下まで全面の塗付であることが確認できるため，同一個体であるとすれば本来は１１６０も

１１６１のような塗付であったかもしれない。１１６１には外面に縦横１条ずつの線刻を入れている。１１６２は

他の浅鉢 H類の資料に比べ，器壁が厚めである。口縁部は外面が肥厚して段を作る。胴部外面の下

端では段を設けるようである。内外面の調整は横方向の研磨で，黒色に仕上げる。１１６３は口縁部の内

外に段を持たない。内外面ともに横方向の研磨調整で，黒色に仕上げる。１１６４は口縁部外面に段を作

る。内外面ともに横方向の研磨調整である。１１６５は口縁部の内外に段を作る。内外面の調整は横方向
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の研磨調整で，外面は黒色に仕上げる。１１６６は口縁部外面に沈線１条を引く。内外面ともに調整は横

方向の研磨で，両面とも黒色に仕上げる。１１６７は波状口縁の波長部の資料で，口縁部外面に段を設け

る。内外面ともに横方向の研磨調整で，外面は黒色に仕上げる。

１１６８は胴部の資料で，外面には沈線を引く。内外面ともに横方向の研磨調整であり，内面は黒色に

仕上げる。１１６９は胴部の資料であるが，底部近くであると思われる。内外面とも研磨調整であるが，

外面は縦方向，内面は横方向に施す。外面には下端に沈線が確認され，赤色顔料を塗付する。１１７０は

上端で段を作る。段の部分での復元径は１９．４�を測る。内外面の調整はいずれも研磨で，外面は縦方

向，内面は横方向に施す。１１７１～１１７３は底部から立ち上がる部分の資料である。沈線を引き，１１７１・

１１７２は沈線間をえぐることで浮き彫りの装飾を施す。いずれも内外面研磨調整を施す。

浅鉢Ｉ類（第１１８図１１７４～１１８５）

１１７４は口縁部に接して突帯を貼り付け，ヘラによる刻目を施す。内外面ともにナデ調整である。

－１６４－



１１７５・１１７６は同一個体で，いずれも波状口縁の波長部である。口唇部外側を肥厚させ，口縁部から下

がった位置に突帯を貼り付け，板状もしくは棒状工具の小口を押し当てるようにして刻目を施す。内

外面の調整はナデである。１１７７は口縁部から０．４�下がった位置に突帯を貼り付け，ヘラによる刻目

を施す。内外面ともにナデ調整である。１１７８・１１７９は同一個体である。波長部で口唇部から２．５�下

がった位置に断面三角の突帯を貼り付ける。内面には口縁に沿って１条の沈線を入れる。口唇部上端

は平坦に整える。外面の調整はナデ，内面の調整は擦過の後研磨である。１１８０は胴部上位で一旦屈曲

し，口縁部に至る。屈曲部と口縁部で外面に段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整で，黒色に仕

上げる。

１１８１は口唇部から０．９�の位置に突帯を貼り付ける。突帯の刻目はヘラによるものである。内外面

ともにナデ調整で，外面には炭化物の付着が認められる。１１８２は口唇部からやや下がった位置に突帯

を貼り付ける。突帯刻目は施さない。内外面ともに調整はナデである。１１８３は口唇部から２．０�下がっ

た位置に明瞭な突帯ではないが肥厚させ，その肥厚部と口唇部上端にヘラによる刻目を施す。調整は

外面がナデ，内面が擦過調整であるが口唇部付近のみナデである。１１８４は口唇部からやや下がった位

置に突帯を貼り付ける。口唇部および突帯は欠損し，状態は悪い。内外面ともにナデ調整である。１１８５

は口唇部を肥厚させ，その直下に沈線を引く。また，口唇部から１．３�の位置に突帯を貼り付ける。

刻目は施さない。内外面ともに研磨調整である。

浅鉢Ｊ類（第１１８図１１８６～１１９４）

１１８６は復元底径１２．０�，復元口径１５．８�，器高３．２�を測り，底部は平底をなす。内外面，底面い

ずれも研磨調整である。１１８７は復元口径が７．１�を測る。底部は丸底か。内外面ともにナデ調整であ

る。１１８８は復元口径が１４．６�を測る。調整は内外面ともに研磨で，基本的に横方向の調整であるが口

縁部の外面のみ縦方向の調整である。外面には炭化物が付着する。１１８９は復元口径が１１．３�である。

内外面ともに横方向の研磨調整である。１１９０は復元口径が９．６�である。内外面の調整はナデである。

１１９１は内外面の調整はナデである。外面には炭化物の付着が認められる。１１９２は大きく開いて立ち上

がる。内外面の調整は研磨である。１１９３・１１９４は同一個体である。いずれも外面に粘土紐の貼り付け

を行う。内外面ともに研磨調整を施す。

浅鉢Ｋ類（第１１９図）

１１９５は復元口径２０．５�，復元胴部最大径２２．０�を測る。口縁部は内傾し，口唇部はつまみ出すよう

に外側へ折る。内外面ともに横方向の研磨調整である。１１９６は復元口径２１．４�，復元胴部最大径２２．４

�を測る。口縁部の屈曲はややゆるく，わずかに内傾する。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，

外面は黒色に仕上げる。１１９７は復元口径２６．５�，復元胴部最大径２７．７�を測る。口縁部は内傾し，外

面には沈線を引き，段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１１９８は復元口径２８．７�，復元

胴部最大径３０．７�である。口縁部外面には段を作る。調整は内外面ともに研磨調整で外面の調整方向

は屈曲部より下部の胴部では斜方向，屈曲部より上部は横方向，内面は横方向である。外面の胴部に

はわずかに炭化物の付着がある。

１１９９は，口縁部は内傾し，外面に段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１２００も内傾す
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る口縁部を持ち，外面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１２０１は内傾する口縁部

は外面には段を設けず，内外面ともに横方向の研磨調整を施す。両面とも黒色に仕上げる。１２０２は強

く屈曲して口縁部は内傾し，口唇部は外へ折れる。内外面ともに調整は横方向の研磨である。焼成が

やや悪い。１２０３は口縁部の外面に段を持ち，内面にも稜を作る。内外面ともに研磨調整である。１２０４

は外反する口縁部で，外面には沈線を引く。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。

１２０５は深めの胴部を持ち，口縁部の屈曲はゆるい。内外面の調整は，横方向の研磨である。１２０６は

第１１８図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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口縁部外面に段を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１２０７は胴部からゆるい屈曲で口縁部

が立ち上がる。内外面ともに横方向の研磨調整である。１２０８は口縁部が他に比べて分厚く，外面には

段を持つ。調整は，外面が横方向の研磨，内面が貝殻条痕の後研磨である。１２０９は胴部の屈曲がゆる

く，口縁部は直立する。口縁部外面には段を設けない。内外面の調整は，外面が横方向の研磨，内面

が横方向の貝殻条痕後横方向の研磨である。１２１０は口縁部が内傾し，外面には段を持つ。内外面とも

に研磨調整を施す。

１２１１は内傾する口縁部で，外面の段はない。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１２１２は口縁部

が内傾し，外面にはわずかに段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整で，外面は黒色に仕上げ，屈

曲部には赤色顔料の塗付がわずかながら確認できる。１２１３は屈曲部から上位が他に比べ長い資料であ

る。屈曲部は突帯状に突き出し，口縁部は内傾する。口縁部外面には段を持つ。内外面ともに横方向

の研磨調整で，外面の屈曲より下部には炭化物が付着する。口縁部の段の直下には焼成後の穿孔が認

められる。１２１４は内傾する口縁部で，外面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，黒

色に仕上げる。口唇部と外面屈曲部にわずかに赤色顔料が確認される。１２１５・１２１６は口縁部が厚く，

内傾する。口縁部外面には段を設ける。１２１５は内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１２１６は焼成不

良で，器面の状態が悪く，調整は不明である。１２１７は比較的薄手の作りで，口縁部は内傾する。口縁

部の外面には段を作る。内外面ともに横方向の研磨調整を施すが，内面には貝殻条痕の痕跡が残る。

１２１８～１２２０は内傾する口縁部で，外面に段を持つ。いずれも内外面ともに横方向の研磨調整である。

１２２１は内傾する口縁部で口縁端部を外に折るようにして段にする。調整は外面が器面の状態が悪いた

め不明であるが，内面は横方向の研磨調整である。１２２２は分厚い口縁部を持ち，口縁部外面には段を

作る。内外面の調整は研磨である。１２２３は口縁部外面に段を持たない。内外面ともに横方向の研磨調

整を施す。１２２４は，口縁部が直立し，外面には段を持たない。内外面ともに横方向の研磨調整である。

１２２５は内傾する口縁部で，不明瞭ながら外面に段を持つ。内外面ともに横方向のナデ調整である。

１２２６の口縁部は強く屈曲して内傾し，先端は外反して尖る。外面には段を設けない。内外面ともに横

方向の研磨調整である。内外面ともに黒色に仕上げる。１２２７は内傾する口縁部で，外面には沈線を施

して段の代わりとする。内外面ともに横方向の研磨調整である。１２２８は内傾する口縁部で，外面に段

を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。１２２９は内傾する口縁部で，先端は尖る。外面の段は

作らない。内外面ともに横方向の研磨調整である。１２３０・１２３１は同一個体である。胴屈曲部の外面直

上に段を作る。また口縁部内面にも段を作る。内外面横方向の研磨調整で，黒色に仕上げる。

浅鉢Ｌ類（第１２０図）

１２３２は復元口径が４２．３�を測る。口唇部上端は平坦に整える。調整は，外面が擦過の後ナデ，内面

が研磨である。外面には炭化物が厚く付着する。１２３３はわずかに内湾して立ち上がる。外面が貝殻条

痕調整の後ナデ調整，内面が擦過調整である。１２３４は口縁部に突起を付す。調整は，外面が擦過の後

ナデ，内面が研磨である。１２３５も口縁部に突起を持つ。内外面ともに研磨調整である。１２３６は口縁部

断面が尖り気味になる。外面調整は擦過の後ナデ，内面調整はナデである。１２３７は口唇部上端を平坦

に整える。内外面ともに研磨調整を施す。１２３８は口縁部に突起を持つ。内外面ともに調整は貝殻条痕

の後ナデである。１２３９は口縁部に突起を持つ。突起は大小のリボン状突起を組み合わせたような形状
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である。外面調整は貝殻条痕の後ナデ，内面調整は研磨である。外面には非常に分厚く炭化物の付着

がある。AMS測定資料。１２４０は内外面ともに研磨調整を施す。１２４１は外面調整が貝殻条痕の後ナデ，

内面調整が研磨である。外面にはわずかではあるが炭化物が付着する。１２４２は口縁部まで直線的に開

いて立ち上がる。口縁部断面は先細りとなる。内外面ともに調整はナデである。１２４３は口縁部にリボ

ン状突起を付す。調整は外面が貝殻条痕，内面が研磨である。１２４４の調整は，外面がナデ，内面が研

磨である。外面は炭化物が付着する。

１２４５～１２５０は口縁部に突帯を貼り付けて刻目を施すか，直接刻目を施すものである。

１２４５は口唇部の上端に指で刻目を施す。内外面ともに研磨調整である。外面には炭化物の付着があ

る。AMS測定資料。１２４６は口唇部にほぼ接して突帯を貼り付け，棒状工具による刻目を施す。内外

面ともにナデ調整である。外面には炭化物が付着する。１２４７も突帯を口唇部に接して貼り付け，棒状

工具で刻目を施す。内外面ともにナデ調整で，外面には炭化物の付着が認められる。１２４８は突帯を口

唇部に接して貼り付けるが，刻目原体については残存状態が悪く，不明である。内外面ともにナデ調

整である。１２４９は口唇部の上端と外端を親指と人差し指でつまむようにして刻目を施す。調整は外面

がナデ，内面が研磨である。１２５０は口唇部から０．６�の位置に突帯を貼り付け，指による刻目を施す。

外面は貝殻条痕調整，内面は研磨調整である。外面には炭化物が付着する。１２５１は底部の資料で丸底

をなす。調整は外面が擦過の後ナデ，内面が研磨である。

浅鉢Ｍ類（第１２１図）

１２５２～１２５７はアンギンの圧痕を持つものである。

１２５２は圧痕部分と口縁部との境に段を持つ。口縁部断面は先細りとなる。外面の調整は口縁部分が

貝殻条痕で，アンギンの部分には擦過を施す。内面はナデ調整である。１２５３は比較的薄手の資料で，

アンギンの圧痕より上位の部分の幅が広い。調整は外面の口縁部付近が貝殻条痕の後ナデ，内面が基

本的に擦過調整で口縁部付近のみなでる。外面には炭化物の付着が認められる。１２５４はアンギン圧痕

部分とその上位の部分との境で強く屈曲する。内外面の調整はナデである。１２５５は底部付近の資料で，

内面調整はナデである。１２５６も底部付近の資料で，内面の調整は研磨である。１２５７は粘土紐の輪積み

の痕跡を外面に明瞭に残す。内面の調整は研磨である。

１２５８～１２６６は網目の圧痕を残すものである。

１２５８は復元口径３４．６�を測る。口縁部付近２�ほどを残して，外面には圧痕が残る。口縁部付近の

外面調整と内面調整はともに貝殻条痕の後ナデである。外面には炭化物の厚い付着が認められる。１２５９

は圧痕部分とその上位との境で強く屈曲する。内外面の調整は擦過の後ナデである。１２６０は圧痕より

上位の部分の外面調整が貝殻条痕の後ナデ，内面調整がナデである。１２６１の内面調整は擦過の後ナデ

である。１２６２は屈曲を持つ。内面調整はナデである。１２６３の内面調整はナデである。１２６４はやや厚手

の資料で，内面調整は擦過の後ナデである。１２６５もやや厚手の資料で内面調整は研磨である。１２６６は

他の網目に比べ目が細かい。内面調整は研磨である。

１２６７は平織りの資料である。内面調整はナデである。

１２６８は組織痕が残るようであるが，種類は不明である。調整は外面が圧痕より上位はナデで，境の

部分は擦過である。内面の調整はナデである。
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第１１９図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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浅鉢底部・その他（第１２２図）

１２６９は復元底径８．６�を測る。内外面，底面いずれも研磨調整である。１２７０は高杯胴部の基部付近

で，突帯を付し，突帯の下側に刻目を施す。内外面ともにナデ調整である。１２７１は復元底径１０．２�を

第１２１図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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測る。調整は内外面がナデ，底面が研磨である。１２７２は復元底径６．９�で，内外面，底面いずれも研

磨調整で，黒色に仕上げる。１２７３は復元底径４．８�を測る。調整はいずれもナデである。１２７４は復元

底径８．９�を測る。内外面の調整は研磨，底面の調整は擦過である。１２７５は丸底をなす底部で，復元

底径は１０．２�を測る。調整はいずれも研磨である。１２７６は高台を持ち，復元底径７．３�を測る。調整

はいずれも研磨である。１２７７は丸底気味の底部で，底径は４．０�を測る。調整はいずれもナデである。

外面には指頭圧痕が残る。１２７８は丸底をなす。内外面ともに横方向の研磨調整を施す。

１２７９は高台を持ち，復元底径は６．７�を測る。調整はいずれも研磨である。１２８０は復元底径３．１�を

測る。上底をなし，調整はいずれもナデである。１２８１はわずかに上底をなし，復元底径は７．１�を測

る。調整は外面と底面がナデ，内面が研磨である。１２８２は復元底径５．８�を測り，内外面の調整は研

磨，底面はナデである。１２８３はわずかに上底をなし，復元底径は５．５�を測る。調整はいずれも研磨

である。１２８４は高杯胴部の基部で，突帯を持つ。刻目は施さない。内外面の調整は研磨である。１２８５

は復元底径６．５�で，調整はいずれも研磨である。１２８６は高台を持ち，復元口径は８．８�を測る。調整

はいずれも研磨である。

第１２２図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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壷（第１２３図・第１２４図）

１２８７は復元口径が１３．２�を測る。頸部は内傾し，口縁部は外反する。粘土紐を１．５�ほどの幅に内

傾接合で積み上げる。内外面ともナデ調整であるが，内面には貝殻条痕が残る。丹塗りは行わず，外

面には黒斑がある。１２８８は復元口径が１５．６�を測る。頸部は強く内傾し，口縁部は外面を肥厚させる。

調整は外面が横方向の研磨，内面がナデで，指頭圧痕が残るが，口縁部付近は横方向の研磨調整であ

る。外面と内面の口縁部付近に丹塗りを行う。１２８９～１２９２は小振りの口縁部で，復元口径は，１２８９は

９．４�，１２９０は８．７�，１２９１は１０．０�，１２９２は８．５�を測る。１２９０は器面の状態が悪く，調整は不明で

あるが，他は内外面とも研磨調整を施す。いずれも内外面に丹塗りを施す。１２９３は復元口径１２．２�を

測る。頸部は内傾し，口縁部は外反する。調整は外面が縦方向の研磨を施し，内面はナデで，口縁部

付近のみ横方向の研磨を施す。外面は黒色に仕上げる。外面には炭化物の付着がある。

１２９４は口縁部が外反し，外面には段を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整で，丹塗りを施す。１２９５

は口唇部が折り曲げたように外反する。内外面ともに調整は横方向の研磨で，丹塗りを施す。１２９６の

調整は外面が縦方向の研磨，内面が横方向の研磨で，丹塗りは施さない。１２９７の口縁部はさほど外反

が強くなく，口唇部断面は尖る。調整は内外面ともにナデで，丹塗りは施さない。１２９８は口唇部を折

り曲げたように外反させる。内外面ともに横方向の研磨調整で，両面に丹塗りを行う。１２９９・１３００は

同一個体の可能性がある。いずれも口唇部を欠き，調整は内外面ともに横方向の研磨で，両面に他の

資料に比べ厚く丹塗りを施す。１３０１は焼成が悪く，調整は不明であるが，外面には丹塗りを施してい

る。口縁部外面に段を作る。１３０２は口唇部を欠くが，内外面ともに横方向の研磨で，両面に丹塗りを

施す。

１３０３は口縁部を折り曲げるように強く外反させる。調整は外面が横方向の研磨で，内面は横方向の

ナデであるが口唇部付近は横方向の研磨である。内外面に丹塗りを施す。１３０４は口唇部の資料で，外

面に段を持つ。内外面に横方向の研磨調整を施し，丹塗りを行う。１３０５は焼成がやや不良である。内

外面ともにナデ調整で，外面には丹塗りを施す。１３０６は口唇部を外側へ折り曲げるように外反させる。

内外面ともに器面の剥落が著しいが，横方向の研磨調整を施し，丹塗りを行う。１３０７は口唇部外面を

肥厚させた段を作る。内面は器面の剥落が著しい。内外面ともに横方向の研磨調整を施し，丹塗りを

行う。１３０８は口縁部が外反し，口唇部断面は尖る。内外面ともに横方向の研磨調整で，丹塗りを施す。

１３０９は焼成が良くなく，器面の状態が悪いが，内外面に丹塗りを施す。１３１０は頸部の資料で，口唇部

は欠く。外面は横方向の研磨調整，内面はナデ調整で，内外面ともに黒色に仕上げる。丹塗りは施さ

ない。１３１１・１３１２は内外面ともに横方向の研磨調整を施し，丹塗りを行う。１３１３は口唇部外面を肥厚

させ段を作る。内面は器面が剥落するが，外面は横方向の研磨調整で，丹塗りを施す。１３１４は口唇部

断面がやや尖り，外面には段を持つ。内外面ともに横方向の研磨調整で，丹塗りを施す。

１３１５は胴部最大径が２６．１�を測る。底部は丸底がつぶれたような平底と思われ，なで肩の肩部を持

つ。外面の胴部下半は被熱によるものと思われる器面の剥落が著しい。調整は外面が研磨，内面がナ

デである。外面には丹塗りを施す。１３１６は胴部最大径が３０．３�を測る。外面には厚い丹塗りを施し，

調整は不明である。内面はナデ調整で，丹塗りは行わず，器面の剥落が著しい。１３１７は底部から胴部

下半にかけての資料で，復元底径は１０．５�を測る。底部はわずかに張り出しを持ち，器面の調整は内

外面・底面いずれも貝殻条痕後軽くなでる。外面は底部から高さ約６．４�より上位に丹塗りを施す。

－１７３－



0 10cm

1287 1288

1289 1290 1291
1292

1293

1294

1295
1296

1301

1305

1306

1307 1308 1309

1310

1311
1312

1313 1314

1302

13031304

1297

1298

1299 1300

第１２３図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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外面には黒斑が残る。１３１８は胴部から頸部の資料で，復元した胴部最大径は１４．２�，頸部の付根部分

の復元径は９．０�を測る。外面は横方向の研磨調整で，肩部と頸部の境には浅い段を作る。内面は胴

部・肩部はナデ調整，頸部は研磨調整である。丹塗りは施さない。１３１９は頸部の資料で，復元した残

存部分の最大径は１７．２�を測る。調整は外面が研磨，内面がナデで，両面に丹塗りを施す。内面は器

面の剥落が著しい。

１３２０は頸部の資料で，内外面の調整はいずれも研磨であるが，外面は縦方向，内面は横方向に施す。

内外面ともに丹塗りを施す。１３２１も頸部の資料で，外面は研磨調整，内面はナデ調整で，いずれも丹

塗りを施す。１３２２も頸部の資料である。外面は横方向の研磨調整，内面はナデ調整で，いずれも丹塗

りを施す。１３２３は頸部の上の部分で，口縁部は強く外反するようだが，欠損している。内外面ともに

横方向の研磨調整で，丹塗りを行う。１３２４は頸部の資料で，外面は横方向の研磨調整，内面はナデ調

整である。内面には粘土紐の跡が明瞭に残る。外傾接合である。内外面ともに丹塗りを行う。１３２５は

肩部の資料で，頸部の立ち上がりがわずかに残る。外面には丹塗りを行うが，器面の剥落が著しい。

内面調整はナデである。１３２６は肩部で，内面には粘土紐の積み上げの跡を残す。外面は研磨調整，内

面はナデ調整で，内外面に丹塗りを施す。１３２７は肩部の資料で，器壁が厚く，比較的大型品である。

外面は横方向の研磨調整，内面は横方向の貝殻条痕調整で，外面には丹塗りを施す。１３２８は小型の壷

肩部で，内外面ともに研磨調整で，外面には羽状文を施す。内外面ともに黒色に仕上げる。

１３２９は肩部から頸部にかけての資料で，外面は横方向の研磨調整，内面はナデ調整を施し，内外面

ともに黒色を呈する。外面は器面の剥落が著しい。１３３０は肩部の資料で，１３２７と同一個体の可能性も

ある。外面は横方向の研磨調整，内面は横方向の貝殻条痕調整である。外面には丹塗りを施し，黒斑

が付く。頸部との境には浅い段を作るようである。１３３１は肩部の資料で，焼成が悪く，器面の状態が

良くない。内外面ともにナデ調整で，外面には丹塗りを施す。

土製品（第１２５図）

１３３２は直径３．７�，厚さ０．８�，重量１４．８�を測る。深鉢胴部片を用い，断面は研磨して面取りする。

１３３３は直径３．８�，厚さ０．８�，重量１３．７�を測る。深鉢胴部片を用いる。１３３４は直径２．７�，厚さ０．８

�，重量５．８�を測り，深鉢胴部片を用いる。１３３５は直径４．２�，厚さ０．９�，重量１３．７�を測る。深

鉢胴部片を用いる。１３３６は直径４．０�，厚さ０．６�，重量１２．０�を測り，浅鉢胴部片を用いている。１３３７

は直径４．１�，厚さ０．６�，重量７．１�を測る。浅鉢胴部片を用いる。１３３８は直径４．１�，厚さ０．８�，

重量９．２�を測る。深鉢Ｃ類胴部片を用いる。１３３９は直径３．５�，厚さ０．７�，重量１０．９�を測る。深

鉢Ｃ類胴部片を用いる。１３４０は直径４．０�，厚さ１．０�，重量２２．１�を測る。深鉢胴部片を用い，断面

は研磨して面取りする。１３４１は直径３．６�，厚さ１．０�，重量１３．２�を測る。深鉢胴部片を用いる。

１３４２・１３４３は土製の紡錘車である。

１３４２はほぼ半分を欠損している。直径４．８�，厚さ１．６�，重量１４．０�である。断面は両膨らみで側

面には１条の沈線をめぐらす。表面はこのすぐ周囲と外縁沿いに１条ずつの沈線をめぐらし，鋸歯状

の文様を配している。裏面にも表面と同様に内外に沈線をめぐらし，「Ｖ」字状の文様を反転させな

がら並べる。

１３４３は完形品であるが，焼成不良で状態はあまり良くない。直径４．０�，厚さ１．３�，重量２２．０�で
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第１２４図 縄文時代後期～弥生時代前期の土器�（Ｓ＝１／３）
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ある。断面は両膨らみで，側面に沈線を施すが，表裏面に文様は見られない。

１３４４・１３４５はミニチュア土器である。

１３４４は復元口径４．１�を測る。輪積みの痕跡を残し，内外面ともにナデ調整である。１３４５は刻目突

帯文土器のミニチュア土器で，２条の突帯を付す。内面には輪積みの痕跡を残し，内外面ともにナデ

調整である。

【参考文献】

橋口達也編 １９８４『石崎曲り田遺跡Ⅱ』 福岡県教育委員会

藤尾慎一郎 １９９０「西部九州の刻目突帯文土器」『国立歴史民族博物館研究報告』 第２６集 国立歴史民族博

物館

第１２５図 縄文時代後期～弥生時代前期の土製品�（１３３２～１３４３ Ｓ＝１／２，１３４４・１３４５ Ｓ＝２／３）
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第１７表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

５０
１ J-２７・J-２９ �・�b 貝殻条痕，擦過 擦過，ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２ K-２７ �・�b 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５１

３ J-２７ � 擦過，貝殻条痕 擦過 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４ G-３０ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５ H-２８・H-２９・I-２９ �・�b 擦過 ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

６ I-２７ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７ I-２８ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕 にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 口唇部刻目

８ J-２４ �a・�b 貝殻条痕 擦過・ナデ 黒褐色 明黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

９ J-２７・K-２７・K-２８ �b 擦過 擦過 橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０ J-２８ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１ J-２９ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２ K-２８ �b 擦過 擦過 にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３ K-３０ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１４ K-３０ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１５ K-３１ �b 擦過・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１６ L-２６ �b 擦過 貝殻条痕 灰黄褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１７ L-２６ �b 擦過 擦過 黄灰色 にぶい黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１８ L-２６・M-２６ �a・�b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１９ M-２２ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５２

２０ M-２６ �b 擦過 貝殻条痕・研磨 にぶい黄褐色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２１ M-２６ �a・�b 擦過・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２２ M-２６ �b 貝殻条痕 貝殻条痕 黒褐色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２３ M-３０ �b 刷毛目・ナデ 刷毛目 浅黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２４ N-２６ � 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ 黄褐色 にぶい黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２５ I-２８ �a ナデ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２６ J-２９ �a 擦過 ナデ 灰褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２７ K-３０ �a 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２８ M-２４ �a 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２９ M-２４ �a 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３０ M-２６ �a 擦過 擦過 にぶい黄褐色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英

３１ J-２５ �c ナデ ナデ 浅黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 焼成前穿孔

３２ H-２９ � 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ 明黄褐色 黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５３

３３ I-２９ �b 貝殻条痕 擦過 橙色 褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３４ L-２６・L-２７・
M-２６・K-３１

�c・�a・
�b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

３５ N-２４・M-２４ �a・�b 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 リボン状突起

５４

３６ I-２８・J-２８・
J-２９・K-２７

�・� c・
�b ナデ ナデ にぶい橙色 明黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

３７ K-２７・K-２８・K-
２９ �a・�b ナデ ナデ にぶい橙色 明黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 ３６と同一個体

３８ I-２９ �c・�b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 ヒレ状突起
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第１８表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

５５

３９ N-２６ �b 貝殻条痕，擦過 貝殻条痕，ナデ にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４０ J-２６・J-２９・K-２８ 撹乱・� 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４１ J-２７ � 貝殻条痕・擦過 ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４２ I-２８・I-２９・
J-２７・K-２８

�・� a・
�b 貝殻条痕・擦過 ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 ４１と同一個体

５６

４３ J-２７ � 擦過・ナデ ナデ 橙色 明黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

４４ K-２７ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

４５ K-２７ �b ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４６ K-２７ �・�b 刷毛目・ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４７ ― ― 刷毛目・ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 突起・４６と同一個
体

４８ M-２６ �b ナデ ナデ にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４９ N-２４ �b 擦過 貝殻条痕・ナデ，擦
過・ナデ にぶい褐色 黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５０ H-２９ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

５１ J-２５ �a 貝殻条痕，擦過 擦過 灰黄色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

５２ K-３０ �a 擦過 擦過 灰褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

５３ K-３０ �a 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ 浅黄色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５４ O-２２ �a 擦過 擦過 黄灰色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５５ K-２８ �c 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７

５６ H-２９ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７ H-２９ �a 研磨 研磨 橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８ J-２５・J-２７ �c 研磨 研磨 にぶい橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５９ I-２８ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英

６０ I-２８ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１ H-２９ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６２ K-２５ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３ I-２９ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６４ J-２８ �b ナデ ナデ 明褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６５ J-２５ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６６ I-２７ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６７ I-２８ �a 研磨 研磨 明赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６８ F-３０ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６９ J-２９ �a ナデ 研磨 にぶい橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７０ M-２４ �b 研磨 研磨 橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英

７１ M-２４ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英

７２ M-２６ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７３ K-２５ �a 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７４ I-２８ �b 研磨 研磨 明赤褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７５ M-２８ �b 研磨 研磨 黒褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７６ N-２６ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子
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第１９表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

５７

７７ M-２９ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７８ K-３１ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７９ M-２１ �b ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８０ J-２７ � ナデ，擦過 ナデ 橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８１ N-２１ �b ナデ 研磨 にぶい赤褐色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８２ M-２４ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８３ M-２６ �b 研磨 研磨 明赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８４ L-３０ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８５ L-３０ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８６ O-２３ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８７ K-２５ �b 研磨 ナデ，ナデ・研磨 明赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英

８８ M-２４ �b 研磨 研磨 にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８９ N-２２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９０ M-２６ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９１ K-２７ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

５８

９２ K-３０ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英

９３ O-２２ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 黒褐色 褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９４ K-２９ �b ナデ 研磨 橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９５ J-３０ �b ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９６ N-２２ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９７ N-２２ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９８ M-２４ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９９ N-２２ �b 研磨 研磨 にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１００ M-２８ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 黒褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１０１ K-３０ �b 研磨 研磨 にぶい褐色 灰褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０２ D区 ― ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０３ N-２２ �a 研磨 研磨 橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０４ F-３０ �a 研磨 研磨 橙色 浅黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０５ M-２３ �a 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０６ N-２１ �c 研磨 研磨 褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７ J-３０ �c 研磨 研磨 橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０８ M-２４ �c 研磨 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０９ L-３０・L-３１ �b 研磨，貝殻条痕・研
磨 研磨，ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１０ L-３１ �b 研磨 研磨 黒褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１１ L-２３ �b 研磨 研磨 にぶい褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１２ M-２４ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１３ N-２４ �a 研磨 研磨 灰褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１４ K-２９ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１８０－



第２０表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

５８

１１５ N-２１ �b 研磨 研磨 灰褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１６ N-２４ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１７ K-２３ �b 研磨 研磨 黒褐色 暗赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５９

１１８ M-２４・O-２２ �a・�b 研磨 研磨 褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１９ M-２８ �a 研磨 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２０ J-２７ �b 研磨，ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２１ J-２８ �b ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２２ G-３１ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２３ K-２８ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２４ J-２９・K-３１ �a・�c 研磨，ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２５ D区 ― 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ 浅黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２６ M-２２ �b ナデ 貝殻条痕・ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２７ I-２７ �b 研磨 研磨 にぶい褐色 褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２８ K-３０ �b 貝殻条痕・研磨 ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２９ M-２３ �b 研磨 ナデ 褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３０ M-２４ �b 研磨 ナデ にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３１ M-２４ �b 貝殻条痕・研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３２ M-２４ �b 研磨 ナデ 赤褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３３ M-２８ �a 研磨 ナデ 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３４ N-２４ �b 研磨 研磨 黒褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６０ １３５ J-２７・J-２８ �b 貝殻条痕，ナデ 貝殻条痕・ナデ 黒褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１

１３６ O-２２ �b ナデ ナデ にぶい褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１３７ H-２８ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３８ H-３０ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３９ I-２９ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 口唇部刻目

１４０ J-２８ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１４１ J-３１ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１４２ K-２３ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１４３ K-２４ �b 擦過 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１４４ K-３０ �b ナデ ナデ 褐灰色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１４５ L-２３ �b ナデ ナデ 暗灰黄色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１４６ L-３０ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１４７ O-２２ �a・�b 貝殻条痕・ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１４８ O-２２ �a・�b 貝殻条痕・ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け・１４７と同
一個体

１４９ K-３０ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１５０ H-２８ � 貝殻条痕 ナデ にぶい黄褐色 明黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 口唇部刻目

１５１ J-２５ �c 貝殻条痕・ナデ ナデ 黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６２ １５２ G-３０ �b ナデ ナデ 褐灰色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１８１－



第２１表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

６２

１５３ G-２９ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 焼成後穿孔

１５４ H-２９ �b ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１５５ H-３０ �b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１５６ H-３０ �b ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１５７ J-２４ �b 貝殻条痕 擦過・ナデ にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 突起

１５８ J-２８ �b ナデ ナデ 明赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

１５９ K-２３ �b ナデ ナデ 黒褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１６０ K-２３ �b ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

１６１ K-２３ �b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１６２ K-２３ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１６３ K-２７ �b ナデ ナデ 黒褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１６４ K-２７ �b ナデ ナデ 黒褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１６５ K-２７ �b ナデ ナデ 暗灰黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１６６ K-２８ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１６７ K-２８ �b ナデ ナデ 黒褐色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１６８ M-２３・M-２４・
L-２３

�c・�a・
�b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１６９ M-２２ �b ナデ ナデ 浅黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１７０ O-２２ �b ナデ ナデ 明赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１７１ K-２７ �a ナデ ナデ 褐色 明褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１７２ I-２９ � 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 突起

１７３ K-２９ �a ナデ ナデ 明黄褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１７４ M-２２ �c ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１７５ F-３０ �b 擦過・ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１７６ F-３０ �b 擦過 ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１７７ H-２９ �b ナデ 擦過 灰黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１７８ J-２８ �b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１７９ K-２７・K-２８ �c・�b 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１８０ K-２８ �b ナデ ナデ にぶい黄色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１８１ K-３０ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１８２ L-２５ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３

１８３ L-２８ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１８４ M-２２ �b ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１８５ M-２８ �b ナデ 擦過・ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１８６ N-２２ �b ナデ ナデ 黒褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１８７ O-２１ �b ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１８８ G-２９ �a ナデ ナデ にぶい赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英

１８９ H-２９ �a ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１９０ J-２５ �a ナデ ナデ 褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１８２－



第２２表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

６３

１９１ O-２２ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英

１９２ K-２９ �c ナデ ナデ にぶい赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１９３ N-２１ �c 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１９４ F-３０ �b ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１９５ H-２９ �b ナデ ナデ 明赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１９６ H-２９ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 貼り付け

１９７ H-２９ �b ナデ ナデ にぶい黄褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１９８ H-３０ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１９９ I-２９ �b ナデ ナデ 明赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

２００ I-２９・H-２９ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 貼り付け

２０１ J-２９ �b ナデ ナデ 赤褐色 赤褐色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

２０２ L-２３ �b ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

２０３ N-２１ �b ナデ 擦過 黒褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

２０４ N-２３ �b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

２０５ O-２１ �b 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 貼り付け

２０６ I-２９ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 貼り付け

２０７ O-２２ �a ナデ ナデ 灰黄色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

２０８ H-２８ � 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

２０９ K-２７ � ナデ ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 貼り付け

２１０ A区 廃土 ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６４

２１１ K-２９ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

２１２ L-３１ �a 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

２１３ J-２７ � 擦過 ナデ 明黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・指

２１４ G-３１ �b 貝殻条痕・ナデ 擦過 にぶい褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・指

２１５ G-３１ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・指

２１６ G-３１ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・指

２１７ L-３１ �b 貝殻条痕・ナデ 擦過・ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・指

２１８ M-３０ �b ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻 目 原 体・指・
AMS測定資料

２１９ K-３０・K-３４ �a 貝殻条痕 ナデ 灰色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

２２０ L-３０ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

２２１ M-３０ �a 貝殻条痕 ナデ にぶい褐色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・指

２２２ D-３１ �a ナデ 擦過・ナデ 浅黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

２２３ I-２９ �b ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

２２４ G-３０ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・ヘラ

２２５ O-２２ �a ナデ ナデ 浅黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

２２６ K-２５ �c ナデ ナデ 浅黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

２２７ L-３１ �a ナデ ナデ 浅黄色 淡黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・貝殻
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第２３表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 底 面 外 面 内 面

６５

２２８ I-２９ �b ナデ ナデ 擦過 浅黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２２９ K-３０ �a 研磨 ナデ 研磨 橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２３０ I-２８ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２３１ K-２４ �b ナデ ナデ 擦過 にぶい橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２３２ L-２４ �b ナデ ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２３３ M-２３ �b 研磨 研磨 ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２３４ N-２１ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英

２３５ N-２５ �c 研磨 研磨 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英

２３６ G-３０ �b ナデ ナデ ナデ にぶい赤褐色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２３７ H-２９ �b ナデ ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２３８ I-２９ �b 貝殻条痕・
ナデ 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２３９ K-２７ �b ナデ ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２４０ K-２８ �b 貝殻条痕・
ナデ ナデ 組織痕 にぶい橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 籠目

２４１ L-３１ �b 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２４２ M-２２ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２４３ N-２６ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２４４ J-２５ �a 擦過 ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２４５ O-２２ �a ナデ ナデ 研磨 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２４６ G-３１ �c 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ 橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２４７ H-２９ �b 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ 橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２４８ I-２９ �c・�b 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２４９ K-２５ �b 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ にぶい褐色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２５０ K-２７ �b ナデ ナデ 擦過 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２５１ L-２８ �b 擦過・ナデ ナデ 擦過 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２５２ K-２４ �a ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英

６６

２５３ K-３０ �a ナデ ナデ ナデ 明褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２５４ H-３０ �b 貝殻条痕・
ナデ 擦過 ナデ にぶい黄橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２５５ L-２６ �b 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２５６ L-３１ �b 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ にぶい橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２５７ K-２８・M-２６ �b 貝殻条痕 ナデ 貝殻条痕 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２５８ N-２３ �b ナデ ナデ 組織痕 橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 籠目

２５９ N-２５ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・
ナデ 擦過 にぶい橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２６０ I-２８ �a 貝殻条痕・
ナデ ナデ 貝殻条痕 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２６１ K-２４ �a 貝殻条痕 ナデ ナデ 橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２６２ H-３０ �c ナデ ナデ ナデ にぶい橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２６３ H-３０ �b ナデ 貝殻条痕 ― 橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２６４ O-２２ �b ナデ ナデ 組織痕 にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 アンギン
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第２４表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

６７

２６５ G-３０・H-３０ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２６６ J-２８ �b 研磨 研磨 黄灰色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２６７ K-２７ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英

２６８ L-２３ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２６９ L-３１ �b 研磨 研磨 灰黄色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２７０ M-２２ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２７１ M-２２ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 浅黄色 良好 角閃石・長石

２７２ M-２２ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 長石・石英・赤色粒子

２７３ M-２４ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２７４ M-２９ �b 研磨 研磨 黒色 にぶい黄色 良 長石・石英

２７５ H-２９ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２７６ L-３０ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２７７ M-３１ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 突起

２７８ N-２４ �a 研磨 研磨 黒褐色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英

２７９ A区 ― 貝殻条痕・研磨 研磨 明赤褐色 明赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２８０ M-２９ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 黒 良 角閃石・長石・石英

２８１ O-２２ � 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２８２ K-２８・K-２９・I-２８ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２８３ G-３０ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 灰黄褐色 良好 石英・赤色粒子

２８４ G-３１ �b 研磨 研磨 浅黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２８５ G-３１ �b 研磨 研磨 にぶい黄色 浅黄色 良好 石英・赤色粒子・金色雲母

２８６ H-２９ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良好 長石・石英・赤色粒子・金色雲母

６８

２８７ H-２９ �b 研磨 研磨 黒褐色 暗灰黄色 良好 長石・石英・赤色粒子

２８８ I-２８ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良好 長石・石英・赤色粒子

２８９ I-２９ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２９０ J-２７ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２９１ K-２３ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２９２ K-２７ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 暗灰黄色 良好 長石・石英・金色雲母

２９３ K-２８ �b 研磨 研磨 黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

２９４ L-２５ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

２９５ N-２１ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２９６ O-２４ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

２９７ J-２５ �a 研磨 研磨 浅黄色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

２９８ J-２９ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

２９９ K-２８ �c・�a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

３００ B-３１ � 研磨 研磨 明赤褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

３０１ K-２５ �a 研磨 研磨 暗灰黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英

３０２ K-３０ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 黒褐色 良好 長石・石英

－１８５－



第２５表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

６８

３０３ F-３１ � 研磨 研磨 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 ヒレ状突起

３０４ G-３０ 撹乱 研磨 研磨 浅黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英

３０５ J-３０ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３０６ K-２８ �a 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 赤色顔料塗付

６９

３０７ I-２８・I-２９ �c・�b・
� 研磨 研磨 にぶい黄橙色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 ヒレ状突起

３０８ M-２３・K-２３ �c・�b 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 凹点

３０９ K-２７ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 突起

３１０ M-２４ �a・�b ナデ ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

３１１ J-２７ � 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３１２ N-２２ �a・�b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 浅黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３１３ I-２７ �b 研磨 研磨 黄褐色 黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

３１４ K-３０ �b 研磨 研磨 灰黄色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

３１５ M-２４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英

３１６ M-２４ �b 研磨 研磨 灰黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

３１７ M-２４ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 ３１６と同一個体か

３１８ M-２８ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 突起・凹点

３１９ M-２９ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３２０ N-２４ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

３２１ N-２４ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３２２ O-２２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

３２３ O-２２ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３２４ M-２２ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３２５ J-２８ �c 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 不良 角閃石・長石・石英

３２６ L-２４ �c 研磨 研磨 灰黄色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３２７ M-２２ �c 研磨 研磨 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３２８ N-２３ �c 研磨 研磨 明黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

３２９ A区 ― 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英

７０
３３０ N-２８ �b 研磨 研磨 にぶい黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

３３１ M-２４ �b 研磨 研磨 灰黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７１

３３２ E-３１ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３３３ J-２９ �a 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英

３３４ L-３１ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 リボン状突起

３３５ P-２２ �・�b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 黄灰色 不良 角閃石・長石・石英 リボン状突起

３３６ P-２２ �b 研磨 研磨 黄灰色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英

３３７ I-２９ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３３８ I-２８・K-３０ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３３９ D-３０ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３４０ F-３０ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英

－１８６－



第２６表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

７１

３４１ F-３０ �b 研磨 研磨 にぶい黄色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３４２ G-２９・G-３０ �a・�b 研磨 研磨 黒褐色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３４３ G-３０ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・赤色粒子

３４４ H-２９ �b 研磨 研磨 黒褐色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

３４５ H-２９ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３４６ H-２９ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄色 良好 長石・石英・赤色粒子

３４７ H-２９ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３４８ H-２９ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 ヒレ状突起

３４９ H-３０ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３５０ H-３０ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 灰オリーブ色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３５１ I-２８ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英

７２

３５２ I-２９ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３５３ J-２５ �b 研磨 研磨 黒褐色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３５４ J-２５ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３５５ I-２９ �a・�b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３５６ M-２８ �b 研磨 研磨 黄灰色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３５７ N-２１ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３５８ N-２２ �b 研磨 研磨 黄灰色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３５９ O-２１ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英 ヒレ状突起

３６０ H-２９ �a 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３６１ H-３０ �a 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英 ヒレ状突起

３６２ J-２４ �a 研磨 研磨 浅黄橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３６３ J-２５ �a 研磨 研磨 灰白色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３６４ K-２８ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３６５ K-３１ �a ― ― 橙色 橙色 不良 角閃石・長石・石英・金色雲母 リボン状突起

３６６ G-３０ �c 研磨 研磨 にぶい赤褐色 灰褐色 良好 角閃石・長石・石英

３６７ M-２２ �c 研磨 研磨 にぶい褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３６８ N-２０ �c 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３６９ H-２８ � 研磨 研磨 暗灰黄色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３７０ J-２７ � 研磨 研磨 にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３７１ K-２３ � 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３７２ O-２０ � 研磨 研磨 灰黄褐色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英

３７３ N-２４ �a・�b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 リボン状突起・赤色顔
料塗付・焼成前穿孔

３７４ L-２８ �a 研磨 研磨 灰褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７３

３７５ I-２８・H-２９ �・� c・
�b 研磨 研磨 にぶい褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 焼成後穿孔・赤色

顔料塗付

３７６ M-２４・N-２４ �a・�b 研磨 研磨 褐色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３７７ G-３１ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３７８ H-２９ �b 研磨 研磨 黒色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１８７－



第２７表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

７３

３７９ I-２８ �b 擦過・研磨 研磨 灰黄褐色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３８０ I-２８ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

３８１ I-２９ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３８２ J-２７ �b 研磨 研磨 明赤褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

３８３ I-２９ �b 研磨 研磨 灰白色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 赤色顔料塗付・ヒ
レ状突起

３８４ J-２８ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３８５ K-２７・K-２８ �a・�b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３８６ K-２７ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３８７ M-２６ �b 研磨 研磨 褐灰色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英 赤色顔料塗付

３８８ K-２８ �b 研磨 研磨 浅黄橙色 浅黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

３８９ M-２６ �c・�a・
�b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英

３９０ J-２８ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

３９１ M-２６ �a・�b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 赤色顔料塗付

７４

３９２ N-２４ �a ナデ ナデ 浅黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

３９３ M-２４ �c 研磨 研磨 にぶい褐色 褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３９４ J-２５ �c 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

３９５ J-２７ � 研磨 研磨 灰白色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

３９６ H-３０ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英

３９７ L-２７ �a 研磨 研磨 灰黄色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

３９８ M-２５ �b 研磨 研磨 灰黄色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

３９９ F-３０ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 底面調整・研磨

４００ K-２５ �a 研磨 研磨 浅黄色 灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 底面調整・研磨・赤
色顔料塗付

４０１ M-２６ �a 研磨 研磨 灰白色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 底面調整・研磨

４０２ K-３０ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 暗灰黄色 良好 長石・石英・赤色粒子

４０３ L-２４ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・黒曜石

４０４ J-２８ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 焼成後穿孔

４０５ K-２３ �c 研磨 研磨 浅黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４０６ L-２３ �c 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

７５

４０７ I-２８・K-２８ �b 研磨，貝殻条痕 研磨 灰褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

４０８ M-２６ �b 擦過 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英 突起

４０９ F-３０ �b 貝殻条痕・研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４１０ H-３０ �b 擦過 擦過 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４１１ I-２８ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４１２ I-２８ �b ナデ 研磨 オリーブ黒色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４１３ J-２７ �b 貝殻条痕・ナデ 擦過，ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４１４ K-２５ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４１５ K-２８ �b 貝殻条痕・研磨 貝殻条痕 にぶい赤褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４１６ L-２５ �b ナデ 研磨 にぶい褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１８８－



第２８表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

７５

４１７ L-２５ �b ナデ 研磨 にぶい橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４１８ L-２７ �b 擦過 擦過 黒褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 焼成後穿孔

４１９ L-３０・L-３１・K-３０ �a・�b 貝殻条痕 研磨 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

７６

４２０ M-２６ �b 貝殻条痕・研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４２１ M-２６ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・研磨 灰黄褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４２２ N-２４ �b ナデ 研磨 橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

４２３ N-２６ �b 擦過 ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４２４ M-２６ �a・�b ケズリ ケズリ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４２５ K-３０ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 焼成後穿孔

４２６ L-２５ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ 黄灰色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

４２７ O-２２ �a 貝殻条痕・研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４２８ M-２３ �c 貝殻条痕・研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４２９ L-２３ �c 貝殻条痕・ナデ ナデ 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

４３０ I-２８・I-２９ �c・�a ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 底面調整・ナデ

７７

４３１ J-２８・L-２８・M-２６ �b 貝殻条痕，組織痕 貝殻条痕・ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 アンギン

４３２ K-２７・L-２６・
L-２７・M-２６

�・� a・
�b 貝殻条痕，組織痕 貝殻条痕・ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 アンギン，４３１と

同一個体

４３３ K-３０ �b 組織痕 ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英 アンギン

４３４ ― ― 組織痕・ナデ 研磨 橙色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 アンギン

４３５ H-３０ �b 組織痕 ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 アンギン

４３６ I-２８ �b 組織痕 研磨 にぶい橙色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 アンギン

４３７ J-２４ �b 組織痕 ナデ 黄灰色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母 アンギン

４３８ J-２９ �b 組織痕 研磨 灰黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 アンギン

４３９ N-２４ �b 組織痕 研磨 にぶい黄褐色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英 アンギン

４４０ J-２５ � 組織痕 ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 アンギン

４４１ J-２５ � 組織痕 ナデ 灰黄色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 アンギン

４４２ I-２８ �c 貝殻条痕，擦過，組
織痕 貝殻条痕 橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 網目

７８

４４３ H-２９ �b 擦過，組織痕 擦過 灰黄褐色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

４４４ H-３０ �b 貝殻条痕・ナデ，組
織痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

４４５ K-２７ �b ナデ，組織痕 ナデ 明赤褐色 灰褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

４４６ I-２９ �b 貝殻条痕，擦過，組
織痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 網目

４４７ B-３１ �c 組織痕 研磨 にぶい褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

４４８ H-２９ �b 組織痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 網目

４４９ J-２８ �b 組織痕 研磨 にぶい黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英 網目

４５０ N-２６ �b 組織痕 研磨 にぶい橙色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

４５１ N-２４ �a・�b 擦過，組織痕 ナデ にぶい黄褐色 褐色 良 角閃石・長石・石英 籠目・AMS測定資
料

４５２ M-２８ �b ナデ，組織痕 研磨 にぶい橙色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 籠目

４５３ K-２４ �b 組織痕 ナデ にぶい黄褐色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 籠目

４５４ K-２４ �b 擦過 擦過・ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４５５ M-２４ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１８９－



第２９表 Ａ・Ｄ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

７８
４５６ I-２８ �a 研磨 研磨 にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４５７ I-２９ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 底 面 外 面 内 面

７９

４５８ H-３０ �b 研磨 研磨 ナデ 浅黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

４５９ I-２９ �b 研磨 研磨 擦過 灰白色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４６０ J-２８ �b ナデ ナデ ナデ にぶい橙色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４６１ K-２５ �b ナデ ナデ ― 橙色 淡黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４６２ L-２６ �b 研磨 研磨 擦過・研磨 橙色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４６３ L-２６ �b 研磨 研磨 擦過・研磨 にぶい橙色 黄褐色 良好 角閃石・長石・石英

４６４ M-２９ �b 研磨 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４６５ N-２４・N-２６ �c・�b 研磨 研磨 研磨 橙色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英

４６６ J-２４ �a 研磨 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４６７ M-２４ �a 研磨 研磨 研磨 灰黄色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

８０

４６８ K-２５ �b 研磨 貝殻条痕・ナデ 明赤褐色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４６９ N-２２ �c 研磨 研磨 明赤褐色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４７０ D-３０ �c ― ― 浅黄橙色 灰黄色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４７１ K-２４・K-２５ �b ナデ，研磨 ナデ にぶい赤褐色・
にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 底面調整ナデ

８１

４７２ J-３１ �b ナデ ナデ 明赤褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・赤色粒子

４７３ K-２３ �b ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石

４７４ M-２４ �b ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英

４７５ N-２１ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい赤褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・赤色粒子

４７６ N-２４ �b 貝殻条痕・研磨 ナデ にぶい黄褐色 黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４７７ L-２４ �a ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石

４７８ M-２４ �a 研磨 研磨 黒褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４７９ M-２６ �a 擦過 ナデ 黒褐色 褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４８０ M-２６ �a 貝殻条痕 ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

４８１ M-２６ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４８２ M-２９ �a 貝殻条痕 ナデ 黄灰色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・赤色粒子

４８３ J-２４ �c ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石

４８４ J-２５ �c ナデ ナデ にぶい赤褐色 灰褐色 良 角閃石・長石

４８５ N-２７ �c 研磨 研磨 にぶい赤褐色 黒褐色 良 長石

４８６ I-２８ � 擦過 貝殻条痕 にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・赤色粒子

４８７ J-２７ � 貝殻条痕 ナデ にぶい黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・赤色粒子

４８８ K-２７ � ナデ 貝殻条痕・ナデ 褐灰色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・赤色粒子

４８９ D区 ― 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４９０ N-２１ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４９１ O-２１ �b ナデ ― 橙色 ― 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１９０－



第３０表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

８２

４９２ P-１３ �b 貝殻条痕 ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英 口唇部刻目

４９３ Q-１２ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４９４ Q-１４ �b 貝殻条痕 ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４９５ Q-１４・Q-１５ �b 貝殻条痕 擦過，ナデ にぶい黄橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英

４９６ Q-１５ �b 擦過・ナデ ナデ 黒褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４９７ Q-１５ �b 貝殻条痕 擦過，ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 ヒレ状突起

４９８ R-１５ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい赤褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

４９９ R-１５ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

５００ T-１２ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英 口唇部刻目

５０１ T-１５ �b 貝殻条痕 ナデ 褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 ヒレ状突起

５０２ V-８ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

５０３ R-１３ �a 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

５０４ R-１５ �a ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

５０５ U-９ �a 貝殻条痕 ナデ 橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 口唇部刻目

５０６ Q-１２ �c 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 ヒレ状突起

５０７ Q-１１・Q-１２ �c・�b 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 突起・AMS測 定
資料

５０８ V-１１ � 貝殻条痕 擦過・ナデ にぶい橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８３
５０９ P-１３・P-１４ �b・�a 貝殻条痕 擦過 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

５１０ P-１３・Q-１４・Q-１５ �a・�b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ 明赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８４
５１１ R-１１・R-１２ �a・�b 貝殻条痕 擦過 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

５１２ Q-１５ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８３

５１３ P-１４ �b 貝殻条痕・ナデ 擦過 灰黄色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英 ヒレ状突起

５１４ Q-１４ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 ヒレ状突起

５１５ Q-１４ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５１６ Q-１４ �b 擦過・ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５１７ Q-１５ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５１８ R-１５ �a・�b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８４

５１９ S-１２ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 リボン状突起

５２０ U-１３ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５２１ P-１２ �a 貝殻条痕 ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

５２２ P-１４ �a 貝殻条痕 貝殻条痕・擦過 にぶい黄橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英

５２３ V-９ �a 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５２４ V-９ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

８５

５２５ V-６ �a 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５２６ R-１１ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５２７ R-１５ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５２８ Q-１３ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

５２９ U-１２ �b ナデ ナデ 橙色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１９１－



第３１表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

８５

５３０ Q-１３ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５３１ U-１４ �b 研磨 研磨 にぶい褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５３２ U-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５３３ T-９ �b 研磨 研磨 橙色 明赤褐色 良好 角閃石・長石・石英

５３４ T-１３ �a 研磨 ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５３５ U-９ �b ナデ 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５３６ U-１１・U-１２ �b ナデ ナデ 浅黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５３７ U-４ �b 研磨 研磨 黒褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５３８ U-１２ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５３９ R-１３・R-１４ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 ５３８と同一個体

５４０ Q-１２ �b 研磨 研磨 褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５４１ Q-１３ �a 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５４２ R-１１ �a 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５４３ S-１３ �c 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

５４４ T-１４ �c 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英

５４５ U-１４ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５４６ U-９ �b ナデ 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５４７ U-１４ �b 研磨 擦過・研磨 橙色 明褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５４８ V-１１ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 明赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５４９ R-１３ �c 研磨 研磨 にぶい褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５５０ V-４ �a 研磨 研磨 にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５５１ U-７ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５５２ U-９ �b ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５５３ R-９ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５５４ R-１３ �b ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８６

５５５ S-１４ �c ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５５６ W-５ �b 研磨 ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５５７ Q-１３ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５５８ V-８ �a ナデ 研磨 橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８７

５５９ P-１２・P-１３ �c・�b・
� 研磨 ナデ 明赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

５６０ Q-１３ �b 貝殻条痕・研磨 貝殻条痕・研磨，ナ
デ にぶい赤褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５６１ P-１４ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 黒褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５６２ P-１２ �b ナデ ナデ 黒褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５６３ P-１４ �b ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５６４ Q-１３ �b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５６５ Q-１４ �b ナデ，研磨 貝殻条痕・研磨 褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５６６ R-１５ �b ナデ・研磨 貝殻条痕・ナデ 黒褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５６７ T-１３ � 研磨 研磨 にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子
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第３２表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

８７

５６８ R-１３ �b ナデ・研磨 貝殻条痕・ナデ 褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５６９ T-１４・S-１５ �c・�b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７０ U-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７１ U-６ �b 研磨 ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７２ U-１１ �a・�b 研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７３ V-７ �b ナデ・研磨 ナデ 灰黄褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

８８

５７４ Q-１２ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７５ Q-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７６ Q-１２ �b ナデ 研磨 にぶい赤褐色 明赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７７ Q-１３ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 明褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７８ Q-１３ �b ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５７９ R-１３ �b ナデ ナデ 明赤褐色 明褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８０ R-１４ �b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８１ R-１３ �a ナデ ナデ 暗褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８２ R-１５ �b ナデ ナデ 褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８３ R-１５ �b 研磨 研磨 褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８４ S-１４ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８５ S-１４ �a 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８６ T-５ �b ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８７ T-９ �b 研磨 研磨 にぶい褐色 褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５８８ U-７ �c 研磨 研磨 黒褐色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

５８９ U-９ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５９０ U-９ �b ナデ ナデ にぶい橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５９１ Q-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５９２ U-１４ �a ナデ ナデ にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５９３ V-６ �b ナデ 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５９４ V-８ �b ナデ 研磨 橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英

５９５ V-９ �a・�b ナデ ナデ 橙色 明赤褐色 良好 角閃石・長石・石英

５９６ W-５ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

５９７ S-１２・T-９ �c・�a・
�b 貝殻条痕・研磨 研磨，ナデ にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

５９８ V-７・V-８ �a・�b 研磨 研磨 にぶい橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

８９

５９９ P-１２ �b 研磨 研磨 明赤褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６００ Q-１１ �b・�c 研磨 研磨，ナデ にぶい赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６０１ T-６ �b 研磨 研磨 褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６０２ V-８ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６０３ Q-１２ �b ナデ ナデ にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英

６０４ Q-１３ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６０５ Q-１３ �b 研磨 研磨 黒褐色 褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１９３－



第３３表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

８９

６０６ Q-１３ �a 研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい褐色 褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６０７ S-１５ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６０８ S-１３ �a 研磨 研磨 にぶい黄褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６０９ T-９ �b 研磨 貝殻条痕・ナデ 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１０ T-１２ �b 研磨 研磨 黒褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１１ U-８ �b 研磨 ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１２ U-９ �b 研磨 研磨 にぶい褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１３ U-９ �b 研磨 ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１４ U-１２ �b 研磨 ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１５ V-６ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１６ V-７ �a ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１７ V-８・V-９・U-９ �c・�b 研磨 ナデ 明赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１８ U-９ �b 研磨 研磨 にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６１９ R-１４ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９０

６２０ Q-１２・P-１２・Q-１４ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

６２１ Q-１３ �b ナデ ナデ にぶい黄褐色 明黄褐色 良 角閃石・長石・石英

６２２ Q-１４ �b ナデ ナデ 褐灰色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６２３ Q-１４ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６２４ R-１４ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６２５ R-１５ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ 灰黄褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６２６ S-９ �b 貝殻条痕・研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６２７ T-７ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６２８ T-７ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英

６２９ T-１４ � 貝殻条痕・ナデ ナデ 暗灰黄色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３０ T-１４ �b ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３１ T-１４ �b 貝殻条痕・ナデ，擦
過・ナデ 擦過・ナデ にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３２ U-４ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ 浅黄色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３３ U-６ �b 擦過・ナデ ナデ 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３４ U-１４ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３５ U-１４ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３６ B区 � 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９１

６３７ Q-１３ �b ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３８ R-１２ �b ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６３９ R-１３ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英

６４０ R-１３ �b 研磨 貝殻条痕・ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６４１ U-９ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６４２ U-９ �b ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６４３ U-１２ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－１９４－



第３４表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

９１

６４４ V-９ �b 貝殻条痕・研磨 ナデ 褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６４５ U-１４ �b 研磨 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６４６ U-１４ �b 研磨 ナデ 橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６４７ U-１４ �b 擦過・研磨 ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

９２

６４８ T-９ �a・�b 貝殻条痕 ナデ 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

６４９ T-１０ �b 貝殻条痕 ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６５０ P-１３ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６５１ Q-１１ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英

６５２ Q-１２ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６５３ Q-１２ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６５４ R-１３ �b ナデ・研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

６５５ R-１５ �b ナデ ナデ 浅黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６５６ S-１３ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ 浅黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英

６５７ U-９ �b 貝殻条痕 ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英 凹点

６５８ U-９ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ 明赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

６５９ U-１３ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６６０ S-１２ �c 貝殻条痕 ナデ 橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６６１ V-９ �b 貝殻条痕 擦過・ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６６２ R-１２ �a 擦過 貝殻条痕・ナデ にぶい赤褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 焼成後穿孔

９３

６６３ P-１２ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

６６４ U-１２・U-１４・
Q-１３ �a・�b 研磨 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

６６５ U-９ �b ナデ ナデ 褐色 褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６６６ U-１２ �b 貝殻条痕 ナデ 明黄褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

６６７ U-９ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

６６８ V-７ �a 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

６６９ W-４・V-５ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい橙色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

６７０ Q-１２ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ 灰黄褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英

６７１ Q-１２ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 ６７０と同一個体

６７２ Q-１５ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

６７３ S-１４ �b 擦過 擦過 にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

６７４ U-１１ �b 貝殻条痕 ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

６７５ U-４ �a 貝殻条痕 ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

６７６ P-１３ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６７７ Q-１４ �b ナデ ナデ 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６７８ R-１１・R-１２ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６７９ R-１２ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６８０ R-１３ �b ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６８１ S-１４ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄褐色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 貼り付け

－１９５－



第３５表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

９３

６８２ S-１４ � ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

６８３ S-１５ �b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６８４ T-１１ � ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６８５ T-１２ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 貼り付け

６８６ T-１２ � ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

６８７ T-１４ �b ナデ ナデ 赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６８８ U-８ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６８９ U-９ �b ナデ，貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 貼り付け

６９０ U-１１ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 貼り付け

６９１ T-１５ �b 貝殻条痕 ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

９４

６９２ V-５ �b ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６９３ V-８ �b 貝殻条痕 ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６９４ V-９ �b ナデ ナデ にぶい赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６９５ R-１１ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６９６ R-１２ �a 貝殻条痕・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英 貼り付け・
モミ圧痕

６９７ R-１２ �a ナデ ナデ にぶい赤褐色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６９８ R-１４ �a ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

６９９ U-６ �a ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

７００ U-９ �a ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

７０１ U-１１ �a ナデ ナデ 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

７０２ U-１３ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

７０３ U-１４ �a ナデ ナデ にぶい橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

７０４ U-１４ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

７０５ V-７ �a 貝殻条痕 ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 貼り付け

７０６ Q-１２ �c ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

７０７ V-８ �c 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

７０８ V-１２ �c ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

９５

７０９ Q-１２ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７１０ Q-１２ �c 貝殻条痕，ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 にぶい赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７１１ R-１２ �b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄褐色 黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７１２ Q-１２ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７１３ S-１２・T-１２ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７１４ S-１２・T-１４ �a・�b 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指・
７１３と同一個体

７１５ Q-１２・R-１２・T-１２ �a・�b 貝殻条痕・ナデ 擦過・ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７１６ Q-１２ �c・�a 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７１７ U-５ �a ナデ ナデ 灰白色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７１８ P-１２ �b 擦過・ナデ 擦過 にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７１９ P-１２ �b ナデ 貝殻条痕 にぶい黄色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

－１９６－



第３６表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

９５

７２０ P-１３ �b ― ナデ 浅黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７２１ Q-１３ � 擦過 貝殻条痕・ナデ 黒褐色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７２２ Q-１１ �b 貝殻条痕か 貝殻条痕・ナデ 灰黄色 黄褐色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

９６

７２３ Q-１２ �c 貝殻条痕 擦過 暗灰黄色 にぶい黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７２４ R-１２ �b 貝殻条痕 擦過 明赤褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７２５ Q-１２・R-１２ �b 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ 黒褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指・
AMS測定資料

７２６ Q-１２ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・指・
AMS測定資料

７２７ Q-１２ �b ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７２８ Q-１３ �b 擦過 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７２９ Q-１３ �a ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７３０ Q-１５ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７３１ R-１１ �a ナデ 擦過 浅黄色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７３２ R-１１ �a ナデ ナデ 浅黄橙色 灰黄色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７３３ R-１１ �a 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７３４ R-１１ �a ― ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７３５ R-１２ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７３６ R-１３ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７３７ S-１４ �a ナデ ナデ 灰白色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７３８ T-９ �a ナデ ナデ 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７３９ P-１４ �c 擦過 ナデ 浅黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７４０ Q-１１ �c ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７４１ Q-１２ �c ― ナデ 黒褐色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７４２ Q-１２ �c ナデ ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７４３ R-９ �c ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７４４ R-１１ � ― ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７４５ S-１０ �c ナデ ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７４６ S-１３ �c 擦過・ナデ 擦過 黄灰色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７４７ Q-１１ �b 擦過 擦過 橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７４８ P-１２ �b 擦過 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７４９ Q-１１ �b ナデ ナデ 明黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７５０ Q-１２ �a 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ 暗灰黄色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・指・モミ
圧痕

７５１ Q-１２・P-１４ �b 擦過 ナデ 橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７５２ Q-１３ �b ナデ 擦過 にぶい黄橙色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７５３ R-１１ �b ナデ ナデ 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７５４ R-１２ �b ナデ ナデ 浅黄橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７５５ R-１１ �b 擦過 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・指

７５６ R-１１ �a ナデ 擦過・ナデ 灰黄褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

９７ ７５７ U-１２ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

－１９７－



第３７表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

９７

７５８ P-１２ �a ナデ 擦過 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７５９ Q-１２ �a ナデ ナデ 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７６０ Q-１２ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７６１ Q-１３ �a 貝殻条痕 ナデ 黄灰色 灰黄褐色 良 角閃石 刻目原体・指

７６２ R-９ �a 擦過 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７６３ R-１２ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７６４ R-１２ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７６５ R-１３ �a 貝殻条痕 貝殻条痕・ナデ 明赤褐色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７６６ R-１４ �c 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・指

７６７ T-８ �c ナデ ナデ 浅黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・指

７６８ R-１２・S-１２ �a 擦過・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７６９ Q-１３・R-１３ �b 擦過・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ・
棒・焼成後穿孔

７７０ Q-１４ �b ナデ ナデ にぶい赤褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７７１ P-１４ �b ナデ 擦過 浅黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

７７２ Q-１３・R-１５ �a・�b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

９８

７７３ Q-１３ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７７４ Q-１２ �c ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・棒

７７５ R-１１ �b ナデ 擦過 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７７６ R-１２ �b ナデ ナデ にぶい橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７７７ T-１２ �c・�a・
�b 擦過・ナデ 擦過・ナデ 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

７７８ R-１２ �a ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

７７９ S-９ �a 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７８０ Q-１２ �b 擦過 擦過 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７８１ Q-１３ �b ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

７８２ R-１２ �b ― ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７８３ R-１２ �b ナデ ナデ 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７８４ R-１２ �b ナデ ナデ 黄灰色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７８５ R-１２ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・棒

７８６ R-１２ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ 浅黄橙色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

７８７ S-１３ �b ― ― にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７８８ T-１１ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

７８９ P-１２ �a ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７９０ P-１３ �a ― ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７９１ Q-１３ �a 擦過 擦過・ナデ 橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７９２ Q-１４ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

７９３ R-９ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ 浅黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７９４ R-１１ �a 擦過・ナデ 擦過・ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

７９５ R-１１ �a ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・棒

－１９８－



第３８表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

９８

７９６ R-１２ �a ― 擦過 黄灰色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

７９７ R-１１ �a 擦過 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

７９８ R-１５ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・棒

７９９ S-１２ �a ナデ 擦過 浅黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８００ T-１１ �a ナデ ナデ 灰黄色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８０１ T-１４ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８０２ U-１１ �a 不明 不明 にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８０３ R-１１ � 貝殻条痕 擦過 暗灰黄色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

８０４ R-１２ ― 貝殻条痕 ナデ 灰黄褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

８０５ S-１２ �c 擦過 擦過 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８０６ T-１５ �c 擦過 擦過・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

９９

８０７ P-１２ �a・�b 擦過 擦過・ナデ 橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８０８ P-１３ �b ナデ ナデ 暗灰黄色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８０９ P-１４ �b 貝殻条痕 貝殻条痕 暗灰黄色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８１０ P-１５ �b ナデ ナデ 黄灰色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

８１１ Q-１２ �b ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８１２ Q-１３ �b 擦過 擦過 にぶい褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８１３ Q-１４ �b ナデ 擦過・ナデ にぶい橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

８１４ R-１２ �b 擦過・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８１５ R-１２ �a・�b 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８１６ R-１２ �b ナデ ナデ にぶい橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８１７ R-１２ �b 擦過・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８１８ S-９ �b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８１９ P-１４ �a ナデ 貝殻条痕 にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８２０ P-１５ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８２１ Q-１４ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８２２ Q-１５ �a 貝殻条痕 ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８２３ Q-１５ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

８２４ R-１２ �a 擦過 擦過 灰黄褐色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８２５ R-１２ �a ナデ 貝殻条痕 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・棒

８２６ R-１２ �a ナデ 擦過 にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

８２７ U-７ �c ナデ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

８２８ R-１１ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

１００

８２９ Q-１３・R-１４ �a・�b 擦過・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８３０ R-１１ �a ナデ 擦過，ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８３１ Q-１３・Q-１４ �a・�b 擦過・ナデ 擦過・ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８３２ R-１２・Q-１３ �a・�b 擦過，ナデ 擦過 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８３３ R-１４・R-１５ �a・�b ナデ 擦過・ナデ 橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・黒曜石 刻目原体・ヘラ

－１９９－



第３９表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１０１

８３４ T-１１ �a 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８３５ S-１５・Q-１２ �c・�a ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８３６ R-１１ �b 擦過・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８３７ Q-１１ �b ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８３８ Q-１２ �b ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８３９ Q-１２ �b 擦過・ナデ 擦過 にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８４０ Q-１２ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８４１ Q-１２ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８４２ Q-１２ �a 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

１０２

８４３ Q-１２・Q-１３・
R-１３・Q-１４ �a・�b ナデ 擦過 橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ・線

刻・焼成後穿孔

８４４ Q-１４ �a・�b ナデ 擦過，ナデ にぶい黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ・線
刻・８４３と同一個体

８４５ P-１４ �b ナデ 貝殻条痕・ナデ 浅黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８４６ Q-１２ �a 擦過・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８４７ Q-１３ �a 貝殻条痕 貝殻条痕，ナデ 明黄褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８４８ Q-１１ �b ナデ 擦過 にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８４９ P-１４ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８５０ Q-１２ �c 貝殻条痕 擦過・ナデ 橙色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８５１ R-１１ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８５２ R-１２ �a 擦過 ナデ 浅黄橙色 にぶい黄色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８５３ P-１４ �b ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８５４ Q-１１ �b 貝殻条痕 貝殻条痕 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８５５ Q-１２ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ 灰黄褐色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８５６ Q-１２ �b ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８５７ Q-１２ �b ― ナデ 暗灰黄色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８５８ Q-１３ �b ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８５９ Q-１４ �b ナデ ナデ 橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８６０ Q-１４ �b ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８６１ Q-１５ �a・�b ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８６２ R-１１ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８６３ R-１１ �b ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８６４ R-１１ �b ナデ ナデ 浅黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８６５ R-１１ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８６６ R-１２ �a・�b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８６７ R-１２ �b 擦過 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８６８ R-１４ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８６９ S-１２ �b 擦過 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８７０ T-１１ �b ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８７１ P-１２・P-１４ �a・�b ナデ 貝殻条痕 にぶい橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

－２００－



第４０表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１０３

８７２ P-１４ �a ナデ ナデ 浅黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８７３ P-１３ �a 擦過 ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８７４ Q-１２ �a 貝殻条痕・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８７５ Q-１３ �a ナデ 擦過 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８７６ Q-１３ �a ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８７７ Q-１５ �a ナデ ナデ 浅黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８７８ R-１１ �a 擦過・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８７９ R-１２ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・ヘラ

８８０ R-１２ �a 擦過・ナデ 擦過 浅黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８８１ R-１２ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・ヘラ

８８２ S-１２ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・ヘラ

８８３ U-１１ �a ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８８４ Q-１２ �c ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８８５ Q-１３ �c ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８８６ Q-１２ �c 擦過 擦過 にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

８８７ R-９・R-１１ �c ナデ 擦過 橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ・線
刻か

８８８ S-１５ �c 擦過 擦過 浅黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８８９ R-１１ �b 貝殻条痕・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・ヘラ

８９０ S-１４ �c ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・ヘラ

８９１ Q-１３ �b 擦過，ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・ヘラ・線
刻

８９２ Q-１３ �a 擦過，ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・ヘラ・線
刻・８９１と同一個体

８９３ Q-１３ �b 擦過，ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・ヘラ・線
刻・８９１と同一個体

８９４ Q-１２ �b 擦過 ナデ 淡黄色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８９５ Q-１１・S-１２・T-１２ �c・�a・
�b 擦過・ナデ ナデ 橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８９６ Q-１３ �b 擦過 ナデ にぶい黄褐色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８９７ U-１１・R-１１・R-１２ �a・�b 刷毛目 刷毛目 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

８９８ Q-１４ �b 擦過 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

１０４

８９９ Q-１４ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９００ Q-１５ �b 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９０１ R-１１ �b ナデ ナデ にぶい橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９０２ R-１１ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９０３ R-１１ �b 擦過・ナデ 擦過 にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９０４ R-１２ �b 擦過・ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９０５ R-１２ �b ナデ ナデ 灰黄褐色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９０６ R-１４ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９０７ R-１５ �b ナデ ナデ 浅黄色 にぶい黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９０８ S-１２ �b ナデ 擦過・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・ヘラ

９０９ U-１２ �b ナデ 擦過 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

－２０１－



第４１表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１０４

９１０ P-１４ �a 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・ヘラ・焼
成後穿孔

９１１ P-１４ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９１２ Q-１２ �a 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９１３ Q-１３ �a ナデ ナデ 黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９１４ Q-１３ �a 擦過，ナデ ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９１５ Q-１３ �a ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９１６ Q-１３ �a 擦過・ナデ 擦過・ナデ にぶい赤褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９１７ Q-１４ �a 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９１８ Q-１４ �a 擦過 擦過 灰黄褐色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 刻目原体・ヘラ

９１９ Q-１４ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９２０ R-１１ �a ナデ ナデ 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ・線
刻

９２１ R-１１ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９２２ R-１２ �a 擦過 ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 不良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９２３ R-１２ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９２４ R-１３ �a 擦過・ナデ 擦過・ナデ 浅黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

９２５ Q-１２ �c 擦過 擦過 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・ヘラ

９２６ S-１２ �c ナデ ナデ 黒褐色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・ヘラ

１０５

９２７ P-１２・P-１３ �a・�b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・貝殻

９２８ Q-１２ �c・�a・
�b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・貝殻

９２９ Q-１２ �c・�b ナデ 貝殻条痕，ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 刻目原体・貝殻

９３０ P-１２ �a 貝殻条痕 ナデ 灰黄褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・貝殻

９３１ P-１２ �a ナデ ナデ 灰黄褐色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・貝殻

９３２ Q-１２ �a ナデ 擦過 にぶい黄橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・竹管

９３３ Q-１４ �b ナデ ナデ 黒灰黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

９３４ Q-１３ �a 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 刻目原体・棒

９３５ Q-１４ �a 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 刻目原体・棒

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 底 面 外 面 内 面

１０６

９３６ P-１４ �b 研磨 ナデ 研磨 橙色 灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９３７ R-１１ �b ナデ ナデ 組織痕 にぶい黄橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 籠目か

９３８ S-９ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英

９３９ U-９ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英

９４０ P-１２ �b ナデ ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９４１ U-４ �b 研磨 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９４２ P-１４ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

９４３ Q-１１ �b 貝殻条痕 ナデ 擦過 にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９４４ Q-１１ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 明黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９４５ Q-１１・U-１４ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－２０２－



第４２表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 底 面 外 面 内 面

１０６

９４６ Q-１２ �b ナデ ナデ 研磨 にぶい橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９４７ Q-１２ �b 貝殻条痕・
ナデ

貝殻条痕・
ナデ ナデ にぶい黄褐色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

９４８ Q-１３ �b ナデ 擦過 組織痕 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 籠目か

９４９ Q-１４ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

９５０ Q-１４ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英

９５１ Q-１４ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９５２ Q-１５ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９５３ R-１４ �b ナデ ナデ 擦過・ナデ にぶい橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９５４ S-１２ �b 研磨 ナデ ナデ にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９５５ S-１２ �b 貝殻条痕・
研磨 ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９５６ T-６ �a・�b 研磨 研磨 研磨 明赤褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９５７ T-１１ �b 研磨 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９５８ T-１１ �b 研磨 ナデ 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９５９ T-１１ �b 研磨 ナデ 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９６０ T-１２ �a・�b ナデ ナデ ナデ 明黄褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７

９６１ T-１４ �b 擦過・ナデ ナデ 研磨 明黄褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９６２ U-１３・T-１４ �a・�b 貝殻条痕・
ナデ 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

９６３ T-１４ �b 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

９６４ T-１４ � ナデ 貝殻条痕・
研磨 擦過 明赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英

９６５ T-１５・Q-１５ �a・�b ナデ ナデ ナデ にぶい橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９６６ U-４ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英

９６７ U-８ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９６８ U-９ �b 研磨 ナデ ナデ 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９６９ U-９ �b 擦過 研磨 ナデ にぶい赤褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９７０ U-１１ �b ナデ 研磨 研磨 橙色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９７１ U-１２ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９７２ U-１３ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

９７３ U-１３ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

９７４ U-１４ �b 研磨 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・黒曜石

９７５ V-７ �b 貝殻条痕・
ナデ

貝殻条痕・
研磨 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９７６ V-６・V-８ �c・�b ナデ 研磨 ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

９７７ V-８ �b 研磨 研磨 研磨 にぶい橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９７８ V-８ �b 貝殻条痕 ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

９７９ V-９ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９８０ R-１１ �a ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９８１ － �a 貝殻条痕 ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９８２ R-１２・S-１３・S-１５ �a ナデ ナデ 貝殻条痕・
ナデ 明赤褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９８３ R-１５ �a ナデ ナデ 擦過 橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－２０３－



第４３表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 底 面 外 面 内 面

１０７

９８４ S-１２ �a ― 研磨 研磨 赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・黒曜石

９８５ R-１４・S-１４ �a ナデ 貝殻条痕・
研磨 擦過 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９８６ T-１４ �a ナデ ナデ ナデ にぶい褐色 灰褐色 良 角閃石・長石・石英

１０８

９８７ U-９ �a ナデ ナデ ナデ にぶい赤褐色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英

９８８ V-７ �a ナデ ナデ ナデ 明赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９８９ V-１１ �a ナデ ナデ 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９９０ R-１４ �c 研磨 研磨 擦過・ナデ にぶい橙色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９９１ Q-１１ �b ナデ ナデ 貝殻条痕・
ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９９２ Q-１２ �b 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９９３ Q-１３ �b ナデ ナデ 研磨 にぶい橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９９４ Q-１３ �b ナデ ナデ 擦過・ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９９５ Q-１５ �b 擦過 ナデ 擦過 にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９９６ Q-１５ �b ナデ 貝殻条痕・
ナデ ナデ にぶい赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英

９９７ Q-１５ �b 貝殻条痕・
ナデ 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい赤褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

９９８ R-１１ �b ナデ ナデ ナデ 明赤褐色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

９９９ R-１１・R-１２ �b ナデ ナデ ナデ 明赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１０００ R-１２ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１００１ R-１２ �b ナデ ナデ 擦過 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１００２ S-１２ �b ナデ ナデ ナデ 明赤褐色 灰褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１００３ S-１２ �b ナデ ナデ 擦過 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１００４ U-９ �b 貝殻条痕・
ナデ ナデ 擦過 にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１００５ U-９ �b 貝殻条痕 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲
母・黒曜石

１００６ U-１２ �b ナデ ナデ 研磨 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１００７ U-１３ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１００８ V-９ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１００９ P-１２ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０９

１０１０ P-１４ �a ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０１１ Q-１３・P-１４ �a ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０１２ P-１４ �a ナデ ナデ ナデ にぶい褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０１３ P-１４ �a ナデ ナデ 組織痕 橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１０１４ P-１５ �a ナデ ナデ ナデ にぶい褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０１５ Q-１２ �a 擦過 ナデ ナデ 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０１６ Q-１４ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１０１７ R-１１ �a ナデ ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０１８ R-１１ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０１９ R-１２ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０２０ S-１３ �a ナデ ― 擦過・ナデ 橙色 ― 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０２１ S-１３ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母
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第４４表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 底 面 外 面 内 面

１０９

１０２２ S-１４ �a ナデ ナデ 擦過 にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１０２３ U-５ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１０２４ U-９ �a 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ にぶい橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０２５ V-９ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０２６ Q-１２ �c 貝殻条・ナ
デ ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０２７ S-１２ �c ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０２８ P-１２・Q-１２ �b ナデ ナデ 擦過 にぶい褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０２９ R-１２ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１０３０ S-１５ �a・� ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英

１０３１ V-８ �a 貝殻条痕・
ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０３２ V-９ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１０

１０３３ P-１４ �a・�b ナデ ナデ ナデ・
棒掻き取り にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・黒曜石

１０３４ Q-１１ �b 擦過・研磨 ナデ ― にぶい褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０３５ Q-１３・R-１１ �b ナデ ナデ ナデ にぶい褐色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・黒曜石

１０３６ Q-１３ �b 擦過 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０３７ Q-１４ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０３８ T-６ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０３９ P-１２ �a ナデ ナデ ナデ 橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１０４０ P-１５ �a 擦過 ナデ 擦過 橙色 淡黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０４１ Q-１２・R-１２ �a 貝殻条痕 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０４２ Q-１４ �a 擦過 ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０４３ R-１０ �c ナデ ナデ 擦過 橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１１１

１０４４ Q-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０４５ Q-１３・Q-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

１０４６ Q-１３ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０４７ Q-１４ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０４８ R-１１ �b 研磨 研磨 黄灰色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０４９ S-１２ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０５０ T-１３ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０５１ V-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０５２ U-１４ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０５３ V-６ �b 不明 不明 橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１０５４ V-８ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０５５ V-９・V-１１・U-１１ �c・�b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０５６ V-８ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０５７ V-９ �b 研磨 研磨 浅黄色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－２０５－



第４５表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１１１

１０５８ R-１３ �a 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０５９ S-１２ �a 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０６０ S-１４ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１０６１ T-１３ �a 研磨 研磨 浅黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１０６２ U-１４ �a 研磨 研磨 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０６３ Q-１５ �c 研磨 研磨 暗灰黄色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１０６４ U-１１ �c 研磨 研磨 灰黄色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０６５ S-１１ � 研磨 研磨 暗灰黄色 明黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１２

１０６６ P-１２ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英

１０６７ P-１３ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０６８ Q-１１ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 リボン状突起

１０６９ Q-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７０ Q-１４・R-１４ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７１ Q-１４ �b 研磨 研磨 浅黄色 灰白色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７２ S-１５ � 研磨 研磨 橙色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７３ T-９ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７４ U-９ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７５ V-８ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７６ T-９ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７７ V-８ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７８ P-１４ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０７９ Q-１５ �a 研磨 研磨 暗灰黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０８０ R-１２ �a 研磨 研磨 浅黄橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０８１ R-１４ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０８２ U-９ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０８３ U-９ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０８４ V-１２ �c 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１３

１０８５ P-１３ �b 研磨 研磨 灰黄色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０８６ P-１４ �b 研磨 研磨 浅黄橙色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０８７ Q-１３ �b 研磨 研磨 灰黄色 灰色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

１０８８ Q-１３ �b 研磨 研磨 浅黄色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

１０８９ Q-１３ �b 研磨 研磨 灰黄色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０９０ Q-１３ � ナデ ナデ 明赤褐色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英

１０９１ R-１１ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０９２ R-１５ � 研磨 研磨 にぶい黄橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

１０９３ S-８ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０９４ S-１２ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０９５ S-１３ � 研磨 研磨 にぶい黄褐色 灰白色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母
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第４６表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１１３

１０９６ S-９ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 突起

１０９７ U-９ �b 研磨 研磨 浅黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英

１０９８ U-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１０９９ U-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１００ V-７ �b 研磨 研磨 灰黄色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１０１ V-８ �b 研磨 研磨 黄褐色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１０２ V-８ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１０３ V-８ �b 研磨 研磨 明黄褐色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１１０４ V-９ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英

１１０５ S-９ �a ナデ ナデ にぶい褐色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英

１１０６ T-５ �a 研磨 研磨 橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 凹点

１１０７ U-９ �a 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１０８ U-１１ �a・�b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１０９ U-１４ �a 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１１０ U-１４ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１１１ V-５ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１１２ V-９ �a 不明 不明 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１１３ Q-１２ �c 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１１４ V-１１ � 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 突起

１１４

１１１５ Q-１２ �b 擦過・研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１１６ Q-１４ �b 研磨 研磨 灰黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１１７ Q-１４ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１１１８ Q-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

１１１９ T-１４ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

１１２０ U-８ �b 研磨 研磨 褐灰色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１１２１ U-８ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１２２ U-１２・U-１３ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 １１２１と同一個体

１１２３ U-９ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１２４ U-１１ �b 研磨 研磨 浅黄色 にぶい黄色 良 角閃石・長石・石英

１１２５ U-１２ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英

１１２６ U-１２ �b 研磨 研磨 浅黄橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１２７ V-１１ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１２８ T-１２ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１２９ T-１３ �a 貝殻条痕・ナデ，研
磨 ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１５

１１３０ R-１４ �a 研磨 研磨，貝殻条痕 灰黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１３１ S-１５ �b 研磨 研磨 浅黄橙色 明黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１３２ S-１４ �a 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 赤色顔料塗付

１１３３ T-１３ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

－２０７－



第４７表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１１５

１１３４ T-１３ �a 研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい黄色 にぶい黄色 良好 長石・石英

１１３５ W-４ �c 研磨 研磨 褐灰色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英

１１３６ P-１４ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１３７ Q-１４ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１３８ R-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１３９ R-１５ �b 研磨 研磨 灰黄色 にぶい黄色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

１１４０ S-１４・S-１５ �b・� 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１１４１ T-１３ �b 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１４２ T-１４ �b 研磨 研磨 橙色 明黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１４３ T-１４ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 灰黄褐色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１４４ U-５ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 突起

１１４５ U-９ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１４６ U-１３ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１４７ U-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１４８ U-１４ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英

１１４９ B区 �b 研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１５０ R-１３ �a 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英

１１５１ U-１２ �a 研磨 研磨 灰黄色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１１５２ U-１４ �a 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 リボン状突起・焼
成前穿孔

１１５３ U-１３ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１６

１１５４ U-８ �c 研磨 研磨 黄灰色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英

１１５５ U-１３ �c 研磨 研磨 浅黄橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１５６ P-１４ �c 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１５７ S-１２ �c 研磨 研磨 浅黄橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１５８ S-１２ �c・�b 研磨 研磨 浅黄橙色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 １１５７と同一個体

１１７

１１５９ P-１２ �b 研磨 研磨 黄灰色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１６０ Q-１４・R-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 ヒレ状突起・赤色
顔料塗付

１１６１ U１２ �a・�b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英 赤色顔料塗付・線
刻・１１６０と同一個体

１１６２ Q-１２・Q-１５・
R-１５ �a・�b 研磨 研磨 浅黄色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１６３ Q-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１６４ R-１１ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英

１１６５ R-１１ �b 研磨 研磨 暗灰黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英

１１６６ T-１１ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 褐灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１６７ R-１２ �c 研磨 研磨 黒褐色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英

１１６８ P-１２ �b 研磨 研磨 灰黄色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１６９ U-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英 赤色顔料塗付

１１７０ S-９・T-９ �a 研磨 研磨 浅黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１７１ U-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

－２０８－



第４８表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１１７
１１７２ U-１３ �a 研磨 研磨 浅黄色 灰白色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１７３ U-１３ �c 研磨 研磨 浅黄橙色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 底面調整・研磨

１１８

１１７４ P-１３ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１１７５ Q-１１ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

１１７６ Q-１３ �b ナデ ナデ 橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け・１１７５と
同一個体

１１７７ Q-１４ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

１１７８ R-１２ �b ナデ 擦過・研磨 灰黄褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１１７９ R-１２ �a・�b ナデ 擦過・研磨 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け・１１７８と
同一個体

１１８０ R-１２ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英

１１８１ Q-１２ �a ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１１８２ R-１２ �a ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

１１８３ T-１０ �c ナデ 擦過，ナデ にぶい褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１１８４ T-１４ �c ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

１１８５ R-１１ � 研磨 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１１８６ Q-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 底面調整・研磨

１１８７ R-１１ �b ナデ ナデ 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１８８ Q-１４ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英

１１８９ U-１３ �b 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１９０ R-１１ �b ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１９１ P-１２ �b ナデ ナデ 明黄褐色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１９２ V-６ �b 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１１９３ S-１２ �b 研磨 研磨 灰褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け

１１９４ T-１２ �b 研磨 研磨 明赤褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け・１１９３と
同一個体

１１９

１１９５ Q-１２ �b 研磨 研磨 明赤褐色 橙色 良 角閃石・長石・石英

１１９６ Q-１３・R-１２ �a・�b 研磨 研磨 灰黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

１１９７ R-１２ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１１９８ P-１４ �a・�b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１１９９ P-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英

１２００ P-１４ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２０１ Q-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

１２０２ Q-１３ �b 研磨 研磨 浅黄橙色 暗灰黄色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２０３ Q-１３ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１２０４ Q-１３ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１２０５ Q-１３ �b 研磨 研磨 にぶい黄色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２０６ R-１２ �b 研磨 研磨 にぶい赤褐色 明赤褐色 良 角閃石・長石・石英

１２０７ R-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１２０８ R-１３ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 明赤褐色 明赤褐色 良好 角閃石・長石・石英

１２０９ R-１４ �b 研磨 貝殻条痕・研磨 灰黄色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英

－２０９－



第４９表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１１９

１２１０ S-９ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２１１ P-１４ �a 研磨 研磨 灰黄色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英

１２１２ Q-１２ �a 研磨 研磨 黄灰色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 赤色顔料塗付

１２１３ Q-１２ �a 研磨 研磨 橙色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 焼成後穿孔

１２１４ Q-１２ �a 研磨 研磨 灰黄褐色 褐灰色 良 角閃石・長石・石英 赤色顔料塗付

１２１５ Q-１５ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英

１２１６ Q-１５ �a 不明 不明 黄橙色 浅黄色 不良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１２１７ R-１１ �a 研磨 貝殻条痕・研磨 にぶい黄橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英

１２１８ R-１２ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１２１９ R-１２ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１２２０ R-１２ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２２１ R-１２ �a 不明 研磨 浅黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１２２２ R-１３ �a 研磨 研磨 浅黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２２３ R-１３ �a 研磨 研磨 にぶい黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２２４ R-１４ �a 研磨 研磨 淡黄色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１２２５ Q-１１ �c ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２２６ R-１０ �c 研磨 研磨 暗灰黄色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英

１２２７ R-１２ �c 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２２８ U-１４ �c 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２２９ Q-１１ � 研磨 研磨 浅黄色 浅黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２３０ R-１２ �b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２３１ R-１２ �b 研磨 研磨 灰黄褐色 灰黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２０

１２３２ Q-１４ �b 擦過・ナデ 研磨 にぶい褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英

１２３３ P-１４ �b 貝殻条痕・ナデ 擦過 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１２３４ Q-１４ �b 擦過・ナデ 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 突起

１２３５ Q-１４ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 突起

１２３６ Q-１４ �b 擦過・ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１２３７ Q-１４ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２３８ U-１１ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 突起

１２３９ U-１１ �b 貝殻条痕・ナデ 研磨 褐色 褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 リボン状突起・
AMS測定資料

１２４０ V-１３ �b 研磨 研磨 にぶい橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２４１ P-１４ �a 貝殻条痕・ナデ 研磨 にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２４２ R-１３ �a ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英

１２４３ S-１５ �a 貝殻条痕 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 リボン状突起

１２４４ P-１４ �c ナデ 研磨 灰黄褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英

１２４５ R-１２ �c・�b 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 口唇部刻目・
AMS測定資料

１２４６ R-１１ �b ナデ ナデ にぶい黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母 貼り付け

１２４７ R-１２ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 貼り付け
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第５０表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１２０

１２４８ R-１１ �a ナデ ナデ 灰黄褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母 貼り付け

１２４９ Q-１２ �c・�a ナデ 研磨 にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 口唇部刻目

１２５０ T-１０ �c 貝殻条痕 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 貼り付け

１２５１ T-１４ �b 擦過・ナデ 研磨 にぶい橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２１

１２５２ Q-１２ �b 貝殻条痕，擦過，組
織痕 ナデ 明赤褐色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英 アンギン

１２５３ R-１１ �b 貝殻条痕・ナデ，組
織痕 ナデ，擦過 灰褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 アンギン

１２５４ P-１４ �a ナデ，組織痕 ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 アンギン

１２５５ P-１４ �b 組織痕 ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英 アンギン

１２５６ B区 表採 組織痕 研磨 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 アンギン

１２５７ B区 表採 組織痕 研磨 橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 アンギン

１２５８ Q-１４・Q-１５ �c・�a・
�b

貝殻条痕・ナデ，組
織痕 貝殻条痕・ナデ にぶい橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英 網目

１２５９ Q-１２・R-１２ �a 擦過・ナデ，組織痕 擦過・ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

１２６０ S-１５ �c 貝殻条痕・ナデ，組
織痕 ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

１２６１ P-１２・Q-１２ �b 組織痕 擦過・ナデ 橙色 にぶい橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

１２６２ Q-１４ �b 組織痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 網目

１２６３ Q-１３ �a 組織痕 ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

１２６４ R-１２ �a 組織痕 擦過・ナデ 橙色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子 網目

１２６５ U-１１ �a 組織痕 研磨 橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英 網目

１２６６ Q-１１ � 組織痕 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英 網目

１２６７ P-１４ �b 組織痕 ナデ にぶい黄橙色 灰白色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 平織り

１２６８ T-９ �a ナデ，擦過，組織痕 ナデ 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 底 面 外 面 内 面

１２２

１２６９ Q-１２ �b 研磨 研磨 研磨 にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２７０ Q-１２ �b ナデ ナデ ― 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英

１２７１ Q-１３ �b ナデ ナデ 研磨 橙色 暗灰黄色 良 角閃石・長石・石英

１２７２ R-１２ �b 研磨 研磨 研磨 暗灰黄色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英

１２７３ R-１３ �b ナデ ナデ ナデ 橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２７４ R-１３ �b 研磨 研磨 擦過 にぶい黄橙色 浅黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２７５ R-１５・T-１５ �a・�b 研磨 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２７６ S-１２ �b 研磨 研磨 研磨 にぶい黄橙色 浅黄色 良 角閃石・長石・石英

１２７７ S-１３ �b ナデ ナデ ナデ にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１２７８ U-１２ �b 研磨 研磨 ― にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２７９ P-１５ �a 研磨 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１２８０ R-１２ �a ナデ ナデ ナデ にぶい橙色 黄灰色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２８１ R-１４ �a ナデ 研磨 ナデ 橙色 灰黄色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１２８２ S-１４・R-１４ �a 研磨 研磨 ナデ にぶい赤褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１２８３ S-９ �a 研磨 研磨 研磨 にぶい黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子
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第５１表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 底 面 外 面 内 面

１２２

１２８４ S-１２ �a 研磨 研磨 ― 橙色 灰黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２８５ S-１３ �c 研磨 研磨 研磨 明黄褐色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２８６ S-１２ �b 研磨 研磨 研磨 橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１２３

１２８７ Q-１２ �b ナデ 貝殻条痕・ナデ 黄灰色・浅黄
橙色 暗灰黄色 良好 角閃石・長石・石英

１２８８ Q-１２ �a 研磨 ナデ，研磨 明褐色 暗赤褐色・灰
黄褐色 良好 角閃石・長石・石英

１２８９ Q-１２ �a 研磨 研磨 赤褐色・明黄
褐色

赤褐色・にぶ
い黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２９０ R-１１ �a ― ― 橙色・にぶい
黄橙色

橙色・にぶい
黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２９１ R-１２ �a 研磨 研磨 明褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

１２９２ Q-１２ �c 研磨 研磨 明赤褐色・橙
色

明赤褐色・に
ぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２９３ R-１１ � 研磨 研磨，ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

１２９４ Q-１２ �b 研磨 研磨 暗赤褐色・に
ぶい黄橙色

暗赤褐色・に
ぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２９５ Q-１２ �b 研磨 研磨 赤褐色 赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２９６ Q-１３ �b 研磨 研磨 にぶい黄褐色 明黄褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２９７ Q-１３ �b ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２９８ Q-１４ �b 研磨 研磨 暗赤褐色・に
ぶい黄橙色

暗赤褐色・に
ぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

１２９９ R-１１ �b 研磨 研磨 暗赤褐色・明
黄褐色

暗赤褐色・に
ぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３００ R-１１ �b 研磨 研磨 暗赤褐色・明
黄褐色

暗赤褐色・に
ぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子 １２９９と同一個体か

１３０１ R-１１ �b 不明 不明 褐色・浅黄橙
色 灰黄褐色 不良 角閃石・長石・石英

１３０２ R-１１ �b 研磨 研磨 にぶい褐色・
浅黄色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英

１３０３ R-１２ �a・�b 研磨 ナデ，研磨 明赤褐色 明赤褐色・に
ぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英

１３０４ P-１２ �a 研磨 研磨 明赤褐色 明赤褐色 良好 角閃石・長石・石英

１３０５ P-１５ �a ナデ ナデ 橙色・浅黄橙
色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３０６ Q-１４ �a 研磨 研磨 明赤褐色・に
ぶい黄橙色

明赤褐色・に
ぶい黄橙色 良 長石・石英

１３０７ Q-１４ �a 研磨 研磨 褐色 明赤褐色・橙
色 良 角閃石・長石・石英

１３０８ R-９ �a 研磨 研磨 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良好 石英・赤色粒子

１３０９ R-１１ �a ― ― 橙色・浅黄橙
色

橙色・浅黄橙
色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３１０ R-１２ �a 研磨 ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 良好 長石・石英

１３１１ R-１２ �a 研磨 研磨 明赤褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英

１３１２ R-１２ �a 研磨 研磨 明赤褐色・に
ぶい黄橙色

明赤褐色・に
ぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３１３ R-１１ �b 研磨 ― 赤褐色・にぶ
い橙色

赤褐色・にぶ
い橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３１４ R-１２ �b 研磨 研磨 赤褐色・にぶ
い橙色

明赤褐色・に
ぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２４

１３１５ Q-１３・Q-１４・P-１３ �a・�b 研磨 ナデ 赤褐色・にぶ
い黄橙色 にぶい橙色 良好 角閃石・長石・石英・金色雲母

１３１６ Q-１３ �b 不明 ナデ 赤褐色・橙色 赤褐色・橙色 良 角閃石・長石・石英

１３１７ R-１１ �b 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ 赤褐色・橙色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英 底面調整・貝殻条
痕・ナデ

１３１８ R-１１ �b 研磨 研磨，ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３１９ Q-１５・R-１５ �a・�b 研磨 ナデ 赤褐色・橙色 赤褐色・橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母
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第５２表 Ｂ・Ｃ区出土土器・土製品観察表�

図 番号 出土グリッド 出土層位
文様・調整 色 調

焼成 胎 土 備 考
外 面 内 面 外 面 内 面

１２４

１３２０ Q-１１ �c・�b 研磨 研磨 明赤褐色 赤褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３２１ Q-１１ � 研磨 ナデ 赤褐色 明赤褐色・に
ぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３２２ Q-１２・Q-１３ �a・�b 研磨 ナデ 明赤褐色・浅
黄橙色

明赤褐色・浅
黄橙色 良 角閃石・長石・石英・金色雲母

１３２３ R-１２ �b 研磨 研磨 橙色 橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３２４ R-１２ �a 研磨 ナデ 明赤褐色・浅
黄橙色

明赤褐色・に
ぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英

１３２５ R-１０ �b ― ナデ 明赤褐色・に
ぶい黄橙色 橙色・浅黄色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３２６ R-１２ �b 研磨 ナデ 明赤褐色・浅
黄橙色 橙色 良 角閃石・長石・石英

１３２７ P-１２ �b 研磨 貝殻条痕 赤褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子・金色雲母

１３２８ V-７ �b 研磨 研磨 褐色 黒褐色 良好 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３２９ Q-１２ �a 研磨 ナデ 灰黄褐色 黄灰色 良 長石・石英

１３３０ R-１１ �c・�a 研磨 貝殻条痕 明赤褐色 にぶい黄橙色 良好 角閃石・長石・石英 １３２７と同一個体か

１３３１ Q-１２ �c ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 不良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１２５

１３３２ Q-１４ �b 貝殻条痕 貝殻条痕 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・赤色粒子

１３３３ V-９ �b ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３３４ R-１２ �a 擦過 ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３３５ R-１２ �a ナデ ナデ にぶい橙色 黒褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３３６ T-１２ �a 研磨 研磨 黒褐色 にぶい黄褐色 良 角閃石・長石・石英

１３３７ U-４ �a ナデ ナデ にぶい赤褐色 褐灰色 良 角閃石・長石・赤色粒子

１３３８ U-６ �a 貝殻条痕・ナデ 貝殻条痕・ナデ にぶい褐色 にぶい赤褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３３９ R-１１ �c 貝殻条痕・ナデ ナデ にぶい褐色 にぶい褐色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３４０ S-１２ �c ナデ ナデ にぶい黄褐色 黒褐色 良 角閃石・石英

１３４１ S-１４ �c 擦過 ナデ 橙色 黄灰色 良 角閃石・長石

１３４２ R-１３ �a ナデ ナデ 橙色 黄灰色 良好 角閃石・長石・石英

１３４３ Q-１２ �c ナデ ナデ 橙色 明赤褐色 不良 角閃石・長石・石英

１３４４ S-１２ �a ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子

１３４５ R-１３ ― ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 良 角閃石・長石・石英・赤色粒子
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� 石器・石製品

概要

権現脇遺跡では，縄文時代晩期～弥生時代早期の土器に伴って多量の石器が出土した。主な包含層

は�ａ層・�ｂ層である。この層から出土した石器は，基本的に出土地点の水平・垂直座標値を記録

した「ドットマップ遺物」として採取した。該期の所産と考えられる石器は�ｂ層（縄文早期の包含

層）や�層，�ａ～�ｃ層（中世以降の包含層）にも含まれているが，いずれも自然営力による上下

動，遺構の構築，攪乱等により本来の帰属層（�ａ層・�ｂ層）を遊離したものと考えられる。

それは逆に�ａ層・�ｂ層にも時期の異なる遺物が混入している可能性を示しており，当該層の出

土資料であっても技術的・形態的特徴やパティナの進行度などから縄文時代晩期以前と判断したもの

は，第�章第４節１．�の報告分に含めた。

本項で対象とする縄文時代晩期～弥生時代早期と考えられる石器は，�ａ・�ｂ層のドットマップ

遺物として取り上げたもの以外にも多数存在する。グリッド単位での包含層一括や排土中，表面採集

資料をあわせると膨大な量である。これらは石器群の総体として重要な意味を持つが，詳細な情報を

有するドットマップ遺物と，包含層一括・排土中・表面採集資料等を一体化するには問題があるため，

ここでは�ａ層・�ｂ層出土のドットマップ遺物を中心に報告する。

器種分類について

石器群は，加工痕や使用痕を有する「狭義の石器」と，原石・石核・剥片類など石器製作の工程を

示す資料とに大別される。「狭義の石器」は，剥片を素材とするものと，礫や岩片を素材とするもの

がある。前者は剥片石器，後者は礫石器や礫塊石器と呼ばれるものである。ここでは前者を剥片素材

石器群（Ａ群），後者を礫・岩片素材石器群（Ｂ群）と呼ぶことにする。この素材差による分類は，

必ずしも機能的・用途的な分類と対応するわけではない。たとえば打製石斧では，安山岩の板状節理

岩片を素材とするものが多く，Ｂ群に分類される。しかし一部には大型剥片を素材として製作されて

いるものがある。これはＡ群に分類されるべきだが，器面風化が進行している打製石斧では必ずしも

岩片素材か剥片素材かが判別できるわけではないため素材差にかかわらずＢ群とする。また穿孔具で

ある石錐は，大部分が二次加工による錐部を作出した一般的な石錐で，Ａ群に属する。一方，細長い

棒状水磨礫を利用した石錐（礫錐）も見られる。これはＢ群に属する。

石器以外では，原石・石核・剥片・砕片・水磨礫・小礫・岩片がある。原石・石核・剥片・砕片は，

剥片素材石器群の製作に関わる諸工程を示す資料であり，水磨礫・小礫岩片は，礫・岩片素材石器群

の製作・使用に関わる資料である。このほか石製品として装身具（玉）が出土している。

剥片素材石器群の器種には，打製石鏃・局部磨製石鏃・石鏃未製品・石匙・掻器／削器類・石錐・

彫器・楔形石器・つまみ形石器・箆状石器・異形石器・二次加工剥片・使用痕（と思われる微細剥離

痕や磨耗痕を有する）剥片があり，礫・岩片素材石器群では磨製石庖丁・石庖丁様石器・磨製石斧・

磨製石斧未製品・蛇紋岩片・打製石斧・打製石斧未製品・打製石斧剥片・ストーンリタッチャー・磨

石／敲石類・礫錐・石皿・台石・砥石・石錘・円盤状石器がある。

第５３表は器種分類と石材分類をまとめたもので，第５４表は石器台帳の諸属性（サイズ・残存率・残

存部位・刃部摩耗・被熱痕）をまとめたものである。

－２１４－



第５３表 器種・石材分類表

大別 名 称 剥片素材石器群（Ａ群） 礫・岩片素材石器群（Ｂ群）

Ａ 剥片素材石器群 大別 中別 細別 器種名 大別 中別 細別 器種名

Ｂ 礫・岩片素材石器群 Ａ ０１ 打製石鏃 Ｂ ２１ 磨製石庖丁

Ｃ 原石 Ａ ０２ 局部磨製石鏃 Ｂ ２２ 石庖丁様石器

Ｄ 石核 Ａ ０３ 石鏃未製品

Ｂ ２３

Ａ 磨製石斧（Ａ類）

Ｅ 剥片 Ａ ０４ 石匙 Ｂ 磨製石斧（Ｂ類）

Ｆ 砕片

Ａ ０５

Ａ 掻・削器類（Ａ類） Ｃ 磨製石斧（Ｃ類）

Ｇ 水磨礫 Ｂ 掻・削器類（Ｂ類） Ｂ ２４ 磨製石斧未製品

Ｈ 小礫 Ｃ 掻・削器類（Ｃ類） Ｂ ２５ 蛇紋岩片

Ｉ 岩片 Ｄ 掻・削器類（Ｄ類）

Ｂ ２６

Ａ 打製石斧（Ａ類）

Ｊ 石製品 Ａ ０６ 石錐 Ｂ 打製石斧（Ｂ類）

Ａ ０７ 彫器 Ｃ 打製石斧（Ｃ類）

Ａ ０８ 楔形石器 Ｄ 打製石斧（Ｄ類）

Ａ ０９ つまみ形石器 Ｂ ２７ 打製石斧未製品

Ａ １０ 箆状石器 Ｂ ２８ 打製石斧剥片

Ａ １１ 異形石器 Ｂ ２９ ストーンリタッチャー

Ａ １２
Ａ 二次加工剥片（Ａ類）

Ｂ ３０

Ａ 磨石／敲石Ａ類

Ｂ 二次加工剥片（Ｂ類） Ｂ 磨石／敲石Ｂ類

Ａ １３ 使用痕剥片 Ｃ 磨石／敲石Ｃ類

Ａ １４ Ａ群不明 Ｂ ３１ 礫錐

Ｂ ３２ 石皿

Ｂ ３３ 台石

Ｂ ３４ 砥石

Ｂ ３５ 石錘

Ｂ ３６ 円盤状石器

Ｂ ３７ Ｂ群不明

第５４表 石器属性表

サ

イ

ズ

分類 表記 内容 適用対象：磨製石斧・ストーンリタッチャー・敲石／磨石類・台石・石皿・砥石

Ａ 極小 最大長が２０�以下
Ｂ 小 最大長が２１～５０�
Ｃ 中 最大長が５１～１００�
Ｄ 大 最大長が１０１～２００�
Ｅ 特大 最大長が２０１�以上

残

存

率

分類 表記 内容 適用対象：磨製石斧・打製石斧・敲石／磨石類

Ａ 完形 概ね９０％以上残存

Ｂ 一部欠損 概ね７５％以上残存

Ｃ 半欠 概ね５０％以上残存

Ｄ 断片 概ね２５％以上残存

Ｅ 破片 残存率２５％以下で，全体形の推定が困難な破片資料

残
存
部
位

分類 表記 内容 適用対象：磨製石斧・打製石斧

Ａ 基部側 基部側を残す残存

Ｂ 胴部 基部・刃部ともに欠失した胴部のみの残存

Ｃ 刃部側 刃部側を残す残存

刃
部
磨
耗

分類 表記 内容 適用対象：打製石斧

Ａ 著しい磨耗 刃部加工における剥離面間の稜線部が極端に磨耗し，丸みを帯びている状態。

Ｂ 稜線部磨耗 刃部加工における剥離面の稜線部が磨耗しているもの。

Ｃ 軽微な磨耗 刃部の磨耗がわずかに認められるもの。石材によっては磨耗痕か自然風化かの判別は難しい。

被

熱

痕

分類 表記 内容 適用対象：Ａ～Ｃ・Ｆは黒曜石製の全器種，Ｄ～Ｅは礫・岩片素材石器群の全器種

Ａ 発泡・ザラつき 強い火熱により，剥離面が発泡もしくはザラついた状態。細かな剥離方向は，判別が難しい。

Ｂ 強い光沢鈍化 全体に黒曜石特有のガラス光沢が失われた状態。局部的に光沢が残る場合もある。

Ｃ 弱い光沢鈍化 全体に光沢鈍化が認められるが，その程度はＢより弱く，部分的にムラがある。

Ｄ ハジケ 加工面や素材礫面の一部が，内部からの圧力により剥落しているもの。状態は石材により差異がある。

Ｅ 変色 黒色化・暗褐色化・赤色化など，被熱により石材本来の色調に変化が見られるもの。

Ｆ クラック 被熱により亀裂を生じているもの。多くの場合，変色も同時に認められる。

石 材 名

０１ 黒曜石Ａ

０２ 黒曜石Ｂ

０３ 黒曜石Ｃ

０４ 無斑晶質玄武岩

０５ チャート

０６ 安山岩

０７ 砂岩

０８ 頁岩

０９ 石灰岩

１０ 蛇紋岩

１１ 結晶片岩

１２ 石英

１３ 軽石

１４ スコリア

１５ 不明
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原石と認定できたのは黒曜石製だけである。全面が自然面（礫面）で覆われている場合は問題なく

原石といえるが，一部，１～２枚の剥離面を有するものも原石に含めている。これは剥片剥離を意図

したものではなく，自然剥離か石質を確認するための試割的な剥離であろうと判断したためである。

石核は目的的な剥片剥離と思われる２面以上の剥離面を有することを認定基準とした。黒曜石製は

礫を素材とする例が多く，認定は比較的容易である。だが徹底的な剥片剥離を行った石核では礫面が

失われ，最終剥離面の最大長が１～２�程度のものも少なくない。このような小型石核では，剥出さ

れた剥片が石器の素材になり得るか，という疑問が以前から指摘されている。石核とは考えにくいが，

逆に石核以外の器種に分類することも困難である，という理由で消極的に石核に分類されることもあ

る。しかし本遺跡の場合，二次加工剥片Ｂ類に１～２�程度の小型剥片を多用していることが明らか

になった。この事実は当該資料を「石核」と認定する上での有力な根拠となろうし，縄文時代晩期の

少なくとも西北九州域において，小型石核（と報告されている資料）が普遍的に存在する事実を考え

る上でも重要である。黒曜石製の石核に対する剥片剥離作業は，その限界まで徹底的に実施している

観があり，それゆえに残核としての形状も多様である。石核形状の細分については個別解説で触れる。

無斑晶質玄武岩製では礫素材の石核は見られない。角礫状の原石から剥出した大型厚手剥片を遺跡

内に搬入し，それを素材として剥片剥離を行うことが基本のようである。ただし剥片剥離が進行した

例では，黒曜石製の石核と同様に素材が礫か剥片かという判別は難しく，礫素材石核が存在した可能

性も想定しておく必要があろう。

剥片は本来，石核から剥出された全ての石片の総称として用いられるが，ここでは一般的な認識に

従って剥片石器素材として利用可能なサイズ・形状を満たすものを剥片とし，それ以下を砕片とする。

前述のように本遺跡の石核の剥離面は長さ２�以下のものが少なからずあり，１�に満たない例も見

られる。こうした小型石核から剥出された剥片では石鏃の製作さえ困難で，通常なら砕片に分類され

るべき小ささである。しかし小型剥片を多用する二次加工剥片Ｂ類の存在は，このサイズでも石器素

材として有用であることを示している。そうした点から本稿では，最大長１�を基準として，それ以

上を剥片，以下を砕片とする。ただし長さが１�以上であっても，石器の素材として不適当な形状と

判断される場合は砕片とした。

無斑晶質玄武岩製の場合，黒曜石とは異なって二次加工剥片Ｂ類のような小型の石器は少ない。そ

のため無斑晶質玄武岩での剥片・砕片の分類基準は，概ね２�前後を境界としている。

水磨礫と小礫は水流により円磨された自然礫である。石材は様々だが，いずれも遺跡周辺には存在

せず，搬入石材と考えられる。水磨礫のなかには最大長２�以下のものも見られるが，これは石器の

素材とは考え難いため，小礫として分離した。小礫が出土する意味については明らかにできないが，

たとえば海藻類を採取して遺跡に運び込んだ際，付着していた小礫が遺存している可能性などを想定

できるのかもしれない。水磨礫の一般的なサイズは拳大だが，なかには長さ３０�を超える大型品もあ

る。いずれも磨石／敲石類・砥石・石皿などへの利用を目的としていることは明らかである。

岩片は遺跡周辺で入手可能なデイサイト（石英安山岩）の板状節理岩片と，砂岩・頁岩・結晶片岩

など搬入石材の岩片がある。砂岩や結晶片岩は層理面や片理面から割れやすく，板状に破断している

ものが多い。これらの一部には水磨面を残すものが見られる。その場合，本来は水磨礫であるが，原

形を留めないため岩片として扱った。
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石鏃は，平基または基部を浅く抉り込んだ無茎式が主体を占め，側縁に屈曲点を有する五角形鏃が

比較的多い。局部磨製石鏃は，胴部片面に研磨を施したものがＡ区から３点出土している。

石鏃未製品は認定基準を明文化することが難しい。全体形状や大きさ，二次加工の在り方，素材の

用い方などを総合的に判断したが，なかには従来サイドブレイドとされてきたものを含んでいる可能

性がある。また基部側からの調整剥離が先端側に及び過ぎて先端部を欠失したような製作途中の失敗

品も石鏃未製品とした。

掻器／削器類は，二次加工による連続した刃部を有し，切削具と考えられるものを認定した。素材

剥片に応じて大小各種のサイズがあり，形態も変化に富む。刃部は緩角度加工によるものと，急角度

加工によるものがあり，両者の併存例も見られる。ここでは一般に掻器とされる前者をＡ類，削器と

される後者をＢ類とする。併存例は主要な刃部加工の在り方から判断した。弧状・曲線状の内湾する

刃部を持つ抉入石器はＣ類とする。Ｃ類もバリエーションが多く，刃部加工は浅い角度のものから９０°

に近いものまである。鋸歯縁状石器は，抉入の最奥部が磨耗している例が多く見られたことからＣ類

に含めた。Ａ～Ｃ類の石材は黒曜石と無斑晶質玄武岩の二者を利用しているが，黒曜石製には小型品

が多い。以上の掻器／削器類とは別に，無斑晶質玄武岩製の剥片を素材とする一群がある。これをＤ

類とする。概形は半月形・逆半月形・三角形・台形・長方形で，形態やサイズが石庖丁や石鎌に類似

するものである。大型厚手の縦長剥片や不定形の剥片を素材とし，粗い加工により刃部を作出する。

背縁側は自然面・折断面の場合が多く，刃潰し的な急角度加工を施すものもある。Ｄ類は第１３１図４５・

４６のように刃部に磨耗痕やポリッシュの認められる例があり，石庖丁や石鎌との形態的類似から「収

穫用石器」である可能性が高いと考えられるが，使用痕分析を行っていないため便宜的に掻器／削器

類に含めた。

石匙も一種の切削具と考えられるが，ここでは掻器／削器類に含めず，独立器種として分離した。

石錐の認定は，明確な錐部の作出を必要条件とし，回転運動による錐部の磨耗痕が認められること

を十分条件としている。本遺跡の石錐は，素材の湾曲した剥離面や折断面を活用し，片側だけに弧状

の加工を施して錐部を作出する例がある。この場合，微細剥離痕の在り方から彫器や削器として兼用

された可能性も考えられるが，石錐としての認定を優先している。

楔形石器は，両極打法の痕跡が認められるものを認定した。総じて不安定な形状の小型品が多く，

両極剥片の生産を意図した「石核」とは考えにくい。

彫器も多様である。縦長剥片の側縁に主軸と平行する彫刀面を作出するもの，縦長剥片の末端部に

横方向から彫刀面を作出するもの，横長剥片を横位に用いて彫刀面を作出するもの，横長剥片を縦位

に用いて末端側に彫刀面をもつものなどがある。いずれも彫刀面の作出を認定基準としたが，なかに

は不明瞭な例も含む。なお器種分類では使用痕剥片としているが，剥片の末端部や折断面に，彫刀面

の微細剥離痕と類似する剥離痕や擦痕の観察されるものがある。これは彫器と同様に使用された可能

性を示唆するものだが，彫器には含めなかった。

つまみ形石器は，小型の縦長剥片を素材として頭部の両側縁に一対になる抉入加工を施したもので

ある。端部につまみ部が作出されたように見えるためこの名称を用いたが，折断面を有するわけでは

なく，鈴桶型石刃や同石刃を素材とする剥片鏃に関係するとも考えにくい。その点では不適切な名称

かもしれない。
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異形石器は両面加工によって弓形状に整形され，両面に部分的な研磨が施されている石器である。

該当する器種名が見あたらないため，異形石器とした。

箆状石器は，縄文時代後期後葉を主体とする島原市（旧有明町）大野原遺跡（諌見編２００１）の報告

書において，「両面調整・片面調整で短冊形・バチ形の器形を作りだした石器」で「器軸にほぼ直交

する刃縁部をもち，基端部に向けて幅を減じてゆく器形」（森川２００１）とされたものに準拠している。

二次加工剥片は，素材に対して何らかの二次加工を施したものだが，削器などの器種に該当しない

場合に用いられることが多い。ここではそうした資料を二次加工剥片Ａ類としている。一方，剥片の

側縁や末端部にブランティング状の急角度加工を施したものがある。これを二次加工剥片Ｂ類とする。

サイズは様々だが，長さ１～３�程度の縦長剥片・台形状剥片小型・不定形剥片が大半を占める。加

工は限定的で小規模なものが多く，微細なものは使用痕剥片との区別に迷うこともある。

使用痕剥片は，正確には「使用痕と思われる微細剥離痕・磨耗痕・擦痕等を有する剥片」である。

必ずしも使用痕という根拠があるわけではなく，偶発剥離による可能性もある。ガラス光沢の強い黒

色黒曜石製では発掘時の新傷痕と紛らわしい例があり，疑わしい場合は除外した。

磨製石庖丁は擦切穿孔を施したものがＢ区から１点出土している。円形穿孔例は出土しなかった。

石庖丁様石器は，平面概形が長方形や半月形を呈する，石庖丁類似の石器である。岩片素材が多く，

撃打により全体を整形し，刃部を作出しているが。一部には刃部を研磨しているものも見られる。

磨製石斧は伐採具と考えられる形態・重量で，中型～大型の両刃石斧をＡ類，小型～中型で片刃あ

るいは片刃に偏った石ノミ状をＢ類，幅広薄手で局部的な研磨が施されているものをＣ類とする。

磨製石斧未製品は頁岩製および結晶片岩製で，全体の形状や加工の在り方から石斧製作を意図してい

ると考えられるものの，研磨が極めて限定的か全く施されていないものである。

蛇紋岩片は文字通り蛇紋岩の破片である。蛇紋岩は遺跡周辺には産出しない石材で，明らかな搬入

石材である。その利用は磨製石斧に限定されており，研磨痕が観察される資料は磨製石斧片と判断で

きるが，そうでない場合は蛇紋岩片とした。磨製石斧の製作や使用に関与した資料と考えられる。

打製石斧はＡ類～Ｄ類の四種に分類した。Ａ類は細身長身で，両側縁は平行するかわずかに丸みを

帯び，基部および刃部が先細り状を呈するものである。Ｂ類は両側縁が平行する幅広の短冊形で，幅

に比べて身が薄いものが多い。いわゆる扁平打製石斧もＢ類に含まれる。Ｃ類はＢ類に類似するが基

部側が三角形を呈するものである。なお打製石斧の一部には，部分的に研磨を施したものがある。こ

れをＤ類とする。本来は局部磨製石斧とすべきであろうが，研磨は胴部に限定され，研磨による刃部

を形成するわけではない。打製石斧と同等の石材を利用しており，機能的にも伐採具・木工具とは考

えにくい。胴部に見られる局部的な研磨を除けば打製石斧と変わるところがないため，打製石斧の一

部に含めている。

打製石斧未製品は，石材や素材から打製石斧の製作を意図していると考えられるが，刃部が形成さ

れていないなど，加工が不十分ものである。

打製石斧剥片は，打製石斧と同様の石材で，その製作時に生じたと考えられる剥片である。

磨石／敲石類は水磨礫の一部に滑面や敲打痕（被敲打痕）が認められるものである。滑面と被敲打

痕は表裏面に，敲打痕は周囲に見られることが多い。このうち滑面だけを有するものをＡ類，滑面と

敲打痕の両方を有するものをＢ類，敲打痕のみが観察されるものをＣ類とする。Ａ類は磨石，Ｃ類は
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敲石と呼べるが，Ｂ類は磨石と敲石を兼用したものである。被敲打痕は台石としての使用を示してい

るが，本遺跡では磨石／敲石類の中央部に残された被敲打痕は微弱なものが多く，明確なくぼみを形

成するものは見られない。そのため凹石という名称は用いなかった。

ストーンリタッチャーは鼠歯状痕が認められる堅緻な水磨礫で，磨石／敲石類とは区別している。

石皿・台石・砥石も，磨石／敲石類と同様に兼用の多い器種である。安山岩製や砂岩製の大型品で

中央部に広い凹滑面を有する場合は石皿とし，滑面の間に段差が認められる場合は砥石と判断した。

また滑面が認められず，主に被敲打痕だけが観察されるものは台石とした。しかしこれらの器種は，

使用や被熱・凍結によると思われる破損・破砕で原形を留めていないものが多いため，必ずしも正確

に分類できるわけではない。

石錘は，水磨礫の長軸両端に撃打による抉入部を施した打欠石錘がＣ区から３点出土しているのみ

で，石器組成における比率は極めて小さい。これは土器片錘ともあわせて考える必要があろう。

円盤状石器は結晶片岩などの岩片に撃打整形を施し，略円形に仕上げたもので，用途は不明である。

石材について

石器石材ついては，長崎大学教育学部の長岡信治先生に代表的な資料の鑑定をお願いしたが，風化

面の肉眼観察という制約もあり，黒曜石などの特徴的な石材を除いて，岩石名を特定することは困難

であった。そのため本文中で使用している石材名は可能性を含めての雑駁なものとなっており，誤認

については筆者の責であることを明記しておきたい。

黒曜石は，権現脇遺跡における剥片素材石器群の石材として最も多く利用されているものである。

外見上の色調や表皮の状態から黒曜石Ａ～黒曜石Ｃの三種に細別する。黒曜石Ａとしたものは，色調

が黒色～漆黒色の良質黒曜石である。原石は角礫ないし亜角礫で，表皮はサンドペーパー状を呈する

ものが多い。原産地は佐賀県伊万里市腰岳と考えて大過ないであろう。黒曜石Ｂは，色調が暗灰色～

青灰色で，長崎県佐世保市針尾島産の黒曜石に酷似する。青灰色の中でもやや緑色を帯びたものは長

崎県西海市上土井行（亀岳）産の可能性がある。黒曜石Ｃは，色調が灰白色～乳白色を呈するもので

ある。原産地としては針尾島古里海岸，佐賀県嬉野市椎葉川，大分県姫島村などが考えられる。

無斑晶質玄武岩は，従来「サヌカイト」または「サヌカイト質安山岩」として報告されてきた石材

と同一と考えられるものである。長岡・塚原・角縁・宇都宮・田島（２００３）によると「サヌカイト」

の名称には岩石学的に「四国讃岐地方に限定して産する中期中新世の無斑晶質安山岩」であるという

「岩質のほか，産地と時代が含まれている」ため「「サヌカイト」と岩質は類似するが讃岐地方以外

の産地や時代の異なるものは，一般に「サヌキトイド」（Sanukitoid）と呼ばれ，無斑晶質安山岩のみ

ならず無斑晶質玄武岩までも含んでいる」とされる。また，「西九州の遺跡から出土する石器の石材

に用いられているものは，ほとんどがサヌキトイドと考えられる」が，石器のように原産地から「移

動してしまった無斑晶質安山岩について，サヌカイト・サヌキトイドの外見上の区別は困難である」

ため，「両者を区別せずに，単に「無斑晶質安山岩」「玄武岩質の場合は「無斑晶質玄武岩」」とする

見解が述べられている。

本稿で「無斑晶質玄武岩」という名称を用いたのは，基本的に上記の立場に負うところが大きく，

肉眼観察による限りカンラン石の斑晶が認められる玄武岩質の石材が多かったことによる。正確には
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「無斑晶質安山岩」とすべきものが含まれている可能性もあろう。そうした意味において，ここでの

「無斑晶質玄武岩」という表記は，「無斑晶質安山岩」を包括した代表名である。

無斑晶質玄武岩は，黒曜石についで利用率が高く，両者で剥片素材石器群全体の９５％以上を占めて

いる。黒曜石は角礫・亜角礫・円礫など原石状態で遺跡に搬入されている可能性が高い。その大きさ

は最大でも拳大程度と考えられ，平均的には鶏卵大，小さなものでは鶉卵大である。無斑晶質玄武岩

の原石と呼べるものは出土していない。先にも触れたように，残存資料を見る限りでは大型厚手剥片

の状態で搬入されている可能性が高いようである。黒曜石・無斑晶質玄武岩以外の石材では，チャー

ト・鉄石英（�ｃ層出土のため第５６表には含まれない）も見られるが，いずれも微量である。

礫・岩片素材石器群では，安山岩・砂岩・泥岩・頁岩・石灰岩・蛇紋岩・結晶片岩・石英など多様

な石材が認められるが，この分類も肉眼鑑定のため正確を期すことは難しい。

安山岩は，遺跡の包含層中にも含まれている普賢岳のデイサイト（石英安山岩）と，一般的な安山

岩に大別される。デイサイトは大型の板状節理岩片が石皿として利用されている程度で，他器種への

利用は少ない。斑晶が粗大で耐風化性が低いため，容易に入手できる石材ながら用途は限定的なので

あろう。デイサイト以外の安山岩は輝石安山岩や角閃石安山岩で，その板状節理片が打製石斧の素材

として多用されている。石質は比較的緻密で堅いものもあり，近郊の原産地としては島原半島南部や

諫早市飯盛町などが考えられる。安山岩の水磨礫は，磨石／敲石類・石錘に利用されている。

砂岩は石皿・砥石・台石・磨石／敲石類に多用されており，礫錐・磨製石斧・石庖丁様石器・石

錘・ストーンリタッチャー・円盤状石器にも利用されている。これらは海岸部での採取を想定できる

が，重量が１３．７�を超えるものもあり，標高２００�を超える本遺跡への搬入には相当の労働量を要し

たことが推測される。頁岩は磨製石斧に多用されているほか，中型の堅緻な水磨礫（ノジュール？）

がストーンリタッチャーとして利用されている。石灰岩と思われる石材は，磨製石斧が１点出土して

いる。産地は不明である。

蛇紋岩は前述したように磨製石斧のみに利用されている搬入石材である。破片が極めて少ないこと

から磨製石斧の完成品または研磨前段階の未製品として持ち込まれている可能性が高い。結晶片岩は，

打製石斧・磨製石斧・石庖丁様石器・円盤状石器など比較的多くの器種に利用されている。土器のな

かには胎土の混和剤として結晶片岩の粉砕片が利用されている例もあり，Ａ区で検出された結晶片岩

の集中部分は，そうした用途との関連も考えられる。蛇紋岩・結晶片岩は，長崎半島や西彼杵半島に

多く見られるが，熊本・天草方面の原産地も視野に入れておくべきであろう。石製品（玉）の石材に

ついては，個別説明で触れる。

【引用・参考文献】

長岡信治・塚原 博・角縁 進・宇都宮 恵・田島俊彦 ２００３「野首遺跡における石器の石材と原産地の推

定」塚原博編『野首遺跡』小値賀町文化財調査報告書 第１７集 長崎県小値賀町教育委員会

森川 実 ２００１「�石器［第�群］」諌見富士郎編『大野原遺跡 焼土群・粘土貯蔵穴を伴う縄文時代晩期

の調査報告』有明町文化財調査報告書 第１２集 長崎県有明町教育委員会
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石器群の数量について

権現脇遺跡Ａ～Ｄ区で，ドットマップ遺物として取り上げた石器・石製品は計６，４９８点に達する。

その大部分は�ａ層・�ｂ層から出土したものだが，調査区によっては�ａ層～�ｃ層・�層・�ｂ

層の出土分を含む。

第５５表は，ドットマップで取り上げた石器・石製品の数量を地区別・層位別に示したものである。

Ａ区では計２，４６０点のうち，�層が４点，�ｂ層が３点である。Ｂ区は�ａ～�ｃ層から８２点，�層

から１１０点が出土したが，�ｂ層からの出土遺物はない。Ｃ区の石器はすべて�ａ・�ｂ層からの出

土である。Ｄ区は計３１９点中１９７点が�ａ層・�ｂ層出土で，１２２点が�ｂ層出土である。

�ｂ層は，一部が�ａ層・�ｂ層から混入している可能性はあるにせよ，縄文時代早期の遺物包含

層である。�ａ層～�ｃ層はＢ区で一部をドットマップ遺物として取り上げたが，これはＢ区から調

査を開始したことによる試行結果である。�層は基本的に無遺物層で，遺物出土は上面に限られてお

り，�ｂ層中の遺物が自然営力により�層上面に沈降したものと考えられる。この点で�層の遺物を

�ｂ層出土遺物と同様に取り扱うことも可能だが，混乱を避けるため除外して考える。

以上の理由から，縄文時代晩期～弥生時代早期の石器は，�ａ・�ｂ層から出土したドットマップ

遺物を対象とする。その数量は全数（６，４９８点）から�ａ～�ｃ層の８２点と�層の１１３点，�ｂ層の１２５

点を除外し，第�章第４節１．�と３．�の掲載資料（�ａ・�ｂ層出土で縄文時代早期または弥生

時代中期以降と判断したもの）を差し引いた，６，１６６点である。

第５５表 地区別・層位別石器数量表

Ａ区 調査面積：２，９９１� Ｂ区 調査面積：１，４５８�
�ａ �ｂ �ｃ �ａ �ｂ � �ｂ 計 �ａ �ｂ �ｃ �ａ �ｂ � �ｂ 計

Ａ 剥片素材石器群 ３６８ ７０７ ４ １ １，０８０ １ ５２ ４４１ ７５２ ４８ １，２９４

Ｂ 礫・岩片素材石器群 ７７ １５５ ２３２ １ １ ８ ６９ １７７ ８ ２６４

Ｃ 原石 ２ ２ ４ ２ ６

Ｄ 石核 ２４ ３６ ６０ １ ２ ２７ ５１ ５ ８６

Ｅ 剥片 ２５２ ４６１ １ ７１４ １１ １８８ ５３８ ２３ ７６０

Ｆ 砕片 ５８ １５９ １ ２１８ ２ １５ ３２４ １８ ３５９

Ｇ 水磨礫 ９ １４ ２３ ８ ４ １ １３

Ｈ 小礫 ４ １５ １９ １ １３ １８ ３２

Ｉ 岩片 ３３ ７７ １１０ ２ ７８ １１３ ７ ２００

Ｊ 石製品（玉類） ２ ２

合 計 ８２７１，６２６ ４ ３ ２，４６０ １ ４ ７７ ８４３１，９７９ １１０ ３，０１４

Ｄ区 調査面積：８７０�（Ｆ列以南＝１２５�） Ｃ区 調査面積：１，１７１�
�ａ �ｂ �ｃ �ａ �ｂ � �ｂ 計 �ａ �ｂ �ｃ �ａ �ｂ � �ｂ 計

Ａ 剥片素材石器群 ２４ ５３ ５５ １３２ １１４ １６９ ２８３

Ｂ 礫・岩片素材石器群 ４ ６ １０ ４４ ５５ ９９

Ｃ 原石 １ １ ３ ３

Ｄ 石核 ２ ９ ３ １４ １０ １２ ２２

Ｅ 剥片 ５ ４４ ３７ ８６ ６１ １１５ １７６

Ｆ 砕片 ５ ４０ ２６ ７１ １８ ６４ ８２

Ｇ 水磨礫 ２ １ ３

Ｈ 小礫 １ １ ２ ２

Ｉ 岩片 ３ １ ４ １５ ２０ ３５

Ｊ 石製品（玉類）

合 計 ４０ １５７ １２２ ３１９ ２６６ ４３９ ７０５
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石鏃�
局部磨製石鏃�
石鏃未製品�

石匙�
掻器／削器A類�
掻器／削器B類�
掻器／削器C類�
掻器／削器D類�

石錐�
彫器�

楔形石器�
つまみ形石器�
篦状石器�
異形石器�

二次加工剥片Ａ類�
二次加工剥片Ｂ類�

磨製石庖丁�
石庖丁様石器�
磨製石斧A類�
磨製石斧B類�
磨製石斧C類�

磨製石斧未製品�
蛇紋岩片�

打製石斧（不明）�
打製石斧A類�
打製石斧B類�
打製石斧C類�
打製石斧D類�

打製石斧未製品�
打斧剥片�

ストーンリタッチャー�
磨石／敲石Ａ類�
磨石／敲石Ｂ類�
磨石／敲石Ｃ類�

礫錐�
石皿�
台石�
砥石�
石錘�

円盤状石器�

黒曜石（A・B・C）�

無班晶質玄武岩・チャート�

安山岩�

砂岩・頁岩・石灰岩�

蛇紋岩・結晶片岩・石英�

軽石・スコリア・不明�

器種と石材の関係について

ここで先述の数値に基づいた器種と石材の関係を概観しておこう。第５６表は器種別×石材別の集計

表で，第１２６図のグラフは第５６表から使用痕剥片と不明（Ａ・Ｂ）を除外して作成したものである。

剥片素材石器群（Ａ群）と礫・岩片素材石器群（Ｂ群）石器群の石材利用は，極めて対照的である。

Ａ群は黒曜石と無斑晶質玄武岩を主用石材とするが，両者の比率は約４：１で黒曜石の利用率の高さ

がうかがえる。黒曜石では漆黒色良質のＡが圧倒的に多く，全黒曜石の９７％以上を占めている。

Ｂ群では安山岩と砂岩の利用が多く，各器種に用いられている。これと対照的な石材が磨製石斧に

限定利用されている蛇紋岩である。頁岩は磨製石斧に多用されているほか石庖丁様石器・打製石斧・

ストーンリタッチャーなどにも利用されている。結晶片岩も同様の傾向を示す石材で，汎用性の高い

安山岩・砂岩と，限定性の強い蛇紋岩との中間的な石材と言えよう。なお磨製石斧Ａ類は多様な石材

が見られるのに対し，Ｃ類で安山岩が多用されていることは両者の機能差を考える上で示唆的である。

Ａ群は概ね黒曜石優位の利用状況で，石鏃・同未製品・掻器／削器Ａ～Ｃ類・彫器・楔形石器など

の小型剥片石器は黒曜石製が多い。二次加工剥片Ｂ類では５０９点中４９４点（約９７％）が黒曜石製である。

逆に石錐は小型石器ながら無班晶質玄武岩の利用が多い。篦状石器・石匙・掻器／削器Ｄ類には黒曜

石製が見られず，より大きな剥片が得られる無班晶質玄武岩を多用している。

第１２６図 器種別の石材利用状況グラフ
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第５６表 器種別・石材別集計表

石材

器種

主に剥片素材石器群の石材 主に礫・岩片素材石器群の石材

黒
曜
石
Ａ

黒
曜
石
Ｂ

黒
曜
石
Ｃ

無
班
晶
質
玄
武
岩

チ
ャ
ー
ト

安
山
岩

砂
岩

頁
岩

石
灰
岩

蛇
紋
岩

結
晶
片
岩

石
英

軽
石

ス
コ
リ
ア

不
明 計

Ａ 剥片素材石器群 ２，１１８ ３８ ５ ４５７ １ １ １２，６２１
Ｂ 礫・岩片素材石器群 ３２３ １８５ ３６ １ １４ １５ ２ １２ ５８８
Ｃ 原石 １２ １２
Ｄ 石核 １４０ １ ２７ １６８
Ｅ 剥片 １，１９７ ３２ ６ ４２６ ２ １ １，６６４
Ｆ 砕片 ５６４ １０ １０９ ６８３
Ｇ 水磨礫 ２ １４ ７ １ １４ ３８
Ｈ 小礫 １ ８ ２ ２ １ ３９ ５３
Ｉ 岩片 ２３１ ５２ ４ ４５ ２ １ ３ ３３８
Ｊ 玉 １ １

総 計 ４，０３１ ８０ １１１，０２０ ６ ５７７ ２４６ ４３ １ １４ ６１ ３ ２ １ ７０６，１６６

剥
片
素
材
石
器
群

石鏃 ４５ ６ ２ １１ ６４
局部磨製石鏃 １ ２ ３
石鏃未製品 ３１ ９ ４０
石匙 １ １
掻器／削器Ａ類 １２ １０ ２２
掻器／削器Ｂ類 ７１ ３ ５０ １２４
掻器／削器Ｃ類 ５２ １ ２２ ７５
掻器／削器Ｄ類 ４０ １ ４１
石錐 ８ ２０ ２８
彫器 ２３ ３ ２６
楔形石器 ３７ ９ ４６
つまみ形石器 ３ １ ４
篦状石器 １０ １０
異形石器 １ １
二次加工剥片Ａ類 ７９ １ ４７ １２７
二次加工剥片Ｂ類 ４８５ ８ １ １５ ５０９
使用痕剥片 １，２５４ １８ ２ １９１ １１，４６６
不明� １６ １７ １ ３４

計 ２，１１８ ３７ ５ ４５８ １ １ １２，６２１

礫
・
岩
片
素
材
石
器
群

磨製石庖丁 １ １
石庖丁様石器 ７ ４ １ ４ １ １７
磨製石斧Ａ類 ４ ４ ２５ １ ７ ５ ４６
磨製石斧Ｂ類 ２ ４ ６
磨製石斧Ｃ類 ２０ １ ２１
磨製石斧未製品 ２ １ ３
蛇紋岩片 ３ ３
打製石斧（不明） ５ ５
打製石斧Ａ類 ３５ １ １ ３７
打製石斧Ｂ類 ６６ １ １ ６８
打製石斧Ｃ類 ７ ７
打製石斧Ｄ類 １７ １ １８
打製石斧未製品 ９ ９
打斧剥片 ９０ １ １ ９２
ストーンリタッチャー ２ ２ １ ５
磨石／敲石Ａ類 １３ ４６ ２ ６１
磨石／敲石Ｂ類 ８ ２９ １ １ ３９
磨石／敲石Ｃ類 ５ ８ １ １ １５
礫錐 １ １
石皿 ２９ ３０ ５９
台石 １ ７ ８
砥石 ４９ ４９
石錘 ２ １ ３
円盤状石器 ２ ２ ４
不明� ５ １ ２ ３ １１

計 ３２３ １８５ ３６ １ １４ １５ ２ １２ ５８８
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地区別・層位別の数量について

権現脇遺跡の調査はＡ～Ｄ区に分割して実施したが，Ｃ区はＢ区の西側に連続する地区で，Ｄ区は

Ａ区東端から北側に隣接する地区である。一方，Ａ区とＢ区は標高差をもって東西に離れており，出

土土器もＡ区が天城式～黒川式が主体であるのに対し，Ｂ区では突帯文土器が多いなど時期的な差異

が認められる。そのため調査時の区画とは別に，Ａ区とＤ区（Ｆグリッド以南），Ｂ区とＣ区を一体

化して，前者をＡ・Ｄ区，後者をＢ・Ｃ区と呼ぶことにする。

第５８表はＡ区～Ｄ区の�ａ・�ｂ層から出土した石器の数量を地区別・層位別にまとめたもので，

第５７表はＡ・Ｄ区，Ｂ・Ｃ区に統合して示したものである。第５７～５８表には実数値を示したが，各区

の調査面積が異なるため，第５９表では１００�あたりの点数を示すことにした。対象面積は撹乱部分を

差し引いた有効面積である。Ｄ区の総面積は８７０�だが，�ａ層・�ｂ層の残存範囲が限定的だった

ため，Ｆグリッド以南の１２５�を有効面積として計算している。

第５７～５９表は，いずれも上段が大別器種，中段が剥片素材石器群（Ａ群）の各器種，下段が礫・岩

片素材石器群（Ｂ群）の数量で，第５７～５８表の各段最下行には調査区ごとの合計を母数とした�ａ層・

�ｂ層の比率を示している。全体の数値を見ると，Ａ区�ａ層３３．８％，Ａ区�ｂ層６６．２％，Ｂ区�ａ

層２９．９％，Ｂ区�ｂ層７０．１％で，ほぼ１：２となっている（第１２７図）。この比率は剥片素材石器群，

礫・岩片素材石器群でも同様である。Ｃ区とＤ区は，Ａ区やＢ区に比べて�ａ層・�ｂ層の比率差は

小さいが，いずれも�ｂ層が多い。自然層としての�ａ・�ｂ両層間には，時間差を想定できるであ

ろうが，両層に跨る接合資料も少なからず確認されており，必ずしも�ｂ層＝盛期，�ａ層＝衰期と

いう図式で単純に理解できるわけではない。むしろ�ａ層の遺物量が�ｂ層に比べて半減しているの

は�ａ層の上部が後世の撹乱により削平されていることや，ドットマップとして取り上げた遺物が少

ないという，残存率・回収率に起因していると考えられる。

石器群総数を実数で比較すると，Ａ区２，４４５点，Ｂ区２，８２１点で大差はない。比率は１：１．１５である。

しかし単位面積の比較では，Ａ区８１．７８点／１００�，Ｂ区１９３．４８点／１００�で，比率は１：２．３７となり，

遺物分布密度が大きく異なっている。Ａ区とＢ区の時期差や，場の利用の在り方を考える上でも興味

深い数値と言えよう。

以下，Ａ・Ｄ区とＢ・Ｃ区に大別して�（ａ・ｂ）層の代表的な遺物を呈示し，個別解説を述べる。

第１２７図 �ａ層と�ｂ層の遺物量比較グラフ
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第５７表 Ａ・Ｄ区，Ｂ・Ｃ区石器組成表（実数）

Ａ・Ｄ区 面積：３，１１６� Ｂ・Ｃ区 面積：２，６２９�
合計

�ａ �ｂ 計 対合計比 �ａ �ｂ 計 対合計比

Ａ 剥片素材石器群 ３９２ ７５４ １，１４６ ４３．７２％ ５５５ ９２０ １，４７５ ５６．２８％ ２，６２１
Ｂ 礫・岩片素材石器群 ８１ １６１ ２４２ ４１．１６％ １１３ ２３３ ３４６ ５８．８４％ ５８８
Ｃ 原石 ３ ３ ２５％ ４ ５ ９ ７５％ １２
Ｄ 石核 ２６ ４２ ６８ ４０．４８％ ３７ ６３ １００ ５９．５２％ １６８
Ｅ 剥片 ２５７ ５０５ ７６２ ４５．７９％ ２４９ ６５３ ９０２ ５４．２１％ １，６６４
Ｆ 砕片 ６３ １９９ ２６２ ３８．３６％ ３３ ３８８ ４２１ ６１．６４％ ６８３
Ｇ 水磨礫 ９ １４ ２３ ６０．５３％ １０ ５ １５ ３９．４７％ ３８
Ｈ 小礫 ４ １６ ２０ ３７．７４％ １５ １８ ３３ ６２．２６％ ５３
Ｉ 岩片 ３３ ８０ １１３ ３３．４３％ ９３ １３２ ２２５ ６６．５７％ ３３８
Ｊ 石製品 １ １ １００％ ０％ １

計 ８６６ １，７７４ ２，６４０ ４２．８２％ １，１０９ ２，４１７ ３，５２６ ５７．１８％ ６，１６６
Ａ・Ｄ区／Ｂ・Ｃ区の層別比率 ３２．８％ ６７．２％ １００％ ３１．５％ ６８．５％ １００％

剥
片
素
材
石
器
群

石鏃 ８ １４ ２２ ３４．３８％ ９ ３３ ４２ ６５．６３％ ６４
局部磨製石鏃 ３ ３ １００％ ０％ ３
石鏃未製品 ５ １３ １８ ４５％ １３ ９ ２２ ５５％ ４０
石匙 ０％ １ １ １００％ １
掻器／削器Ａ類 ２ ８ １０ ４５．４５％ ７ ５ １２ ５４．５５％ ２２
掻器／削器Ｂ類 １５ ２８ ４３ ３４．６８％ ３１ ５０ ８１ ６５．３２％ １２４
掻器／削器Ｃ類 ９ １７ ２６ ３４．６７％ １６ ３３ ４９ ６５．３３％ ７５
掻器／削器Ｄ類 １１ ９ ２０ ４８．７８％ １０ １１ ２１ ５１．２２％ ４１
石錐 ３ １１ １４ ５０％ ８ ６ １４ ５０％ ２８
彫器 ６ ７ １３ ５０％ ５ ８ １３ ５０％ ２６
楔形石器 １０ １６ ２６ ５６．５２％ ３ １７ ２０ ４３．４８％ ４６
つまみ形石器 １ １ ２５％ １ ２ ３ ７５％ ４
篦状石器 ２ ４ ６ ６０％ １ ３ ４ ４０％ １０
異形石器 １ １ １００％ ０％ １
二次加工剥片Ａ類 １５ ４３ ５８ ４５．６７％ ３０ ３９ ６９ ５４．３３％ １２７
二次加工剥片Ｂ類 ６７ １４４ ２１１ ４１．４５％ １２５ １７３ ２９８ ５８．５５％ ５０９
使用痕剥片 ２３０ ４２７ ６５７ ４４．８２％ ２８５ ５２４ ８０９ ５５．１８％ １，４６６
不明� ９ ８ １７ ５０％ １０ ７ １７ ５０％ ３４

計 ３９２ ７５４ １，１４６ ４３．７２％ ５５５ ９２０ １，４７５ ５６．２８％ ２，６２１
Ａ・Ｄ区／Ｂ・Ｃ区の層別比率 ３４．２％ ６５．８％ １００％ ３７．６％ ６２．４％ １００％

礫
・
岩
片
素
材
石
器
群

磨製石庖丁 ０％ １ １ １００％ １
石庖丁様石器 ５ ３ ８ ４７．０６％ ３ ６ ９ ５２．９４％ １７
磨製石斧Ａ類 ７ ９ １６ ３４．７８％ １３ １７ ３０ ６５．２２％ ４６
磨製石斧Ｂ類 １ ４ ５ ８３．３３％ １ １ １６．６７％ ６
磨製石斧Ｃ類 ７ ７ ３３．３３％ ５ ９ １４ ６６．６７％ ２１
磨製石斧未製品 １ ２ ３ １００％ ０％ ３
蛇紋岩片 ２ ２ ６６．６７％ １ １ ３３．３３％ ３
打製石斧（不明） １ １ ２ ４０％ ２ １ ３ ６０％ ５
打製石斧Ａ類 ７ １２ １９ ５１．３５％ ６ １２ １８ ４８．６５％ ３７
打製石斧Ｂ類 ８ ２６ ３４ ５０％ ６ ２８ ３４ ５０％ ６８
打製石斧Ｃ類 ２ ２ ４ ５７．１４％ １ ２ ３ ４２．８６％ ７
打製石斧Ｄ類 １ ５ ６ ３３．３３％ ４ ８ １２ ６６．６７％ １８
打製石斧未製品 ５ ５ ５５．５６％ １ ３ ４ ４４．４４％ ９
打斧剥片 １４ ２５ ３９ ４２．３９％ ２５ ２８ ５３ ５７．６１％ ９２
ストーンリタッチャー １ ２ ３ ６０％ ２ ２ ４０％ ５
磨石／敲石Ａ類 １０ １４ ２４ ３９．３４％ １３ ２４ ３７ ６０．６６％ ６１
磨石／敲石Ｂ類 ２ ２０ ２２ ５６．４１％ ５ １２ １７ ４３．５９％ ３９
磨石／敲石Ｃ類 ２ ５ ７ ４６．６７％ ８ ８ ５３．３３％ １５
礫錐 ０％ １ １ １００％ １
石皿 ８ ６ １４ ２３．７３％ １５ ３０ ４５ ７６．２７％ ５９
台石 １ １ ２ ２５％ ２ ４ ６ ７５％ ８
砥石 ７ ７ １４ ２８．５７％ ８ ２７ ３５ ７１．４３％ ４９
石錘 ０％ ２ １ ３ １００％ ３
円盤状石器 ２ ２ ５０％ １ １ ２ ５０％ ４
不明� １ ３ ４ ３６．３６％ １ ６ ７ ６３．６４％ １１
計 ８１ １６１ ２４２ ４１．１６％ １１３ ２３３ ３４６ ５８．８４％ ５８８
Ａ・Ｄ区／Ｂ・Ｃ区の層別比率 ３３．５％ ６６．５％ １００％ ３２．７％ ６７．３％ １００％

－２２５－



第５８表 地区別・層位別石器組成表（実数）

Ａ区 面積：２，９９１� Ｂ区 面積：１，４５８� Ｃ区 面積：１，１７１� Ｄ区 面積：１２５�
合計

�ａ �ｂ 計 �ａ �ｂ 計 �ａ �ｂ 計 �ａ �ｂ 計

Ａ 剥片素材石器群 ３６８ ７０３ １，０７１ ４４１ ７５１ １，１９２ １１４ １６９ ２８３ ２４ ５１ ７５ ２，６２１
Ｂ 礫・岩片素材石器群 ７７ １５５ ２３２ ６９ １７８ ２４７ ４４ ５５ ９９ ４ ６ １０ ５８８
Ｃ 原石 ２ ２ ４ ２ ６ ３ ３ １ １ １２
Ｄ 石核 ２４ ３３ ５７ ２７ ５１ ７８ １０ １２ ２２ ２ ９ １１ １６８
Ｅ 剥片 ２５２ ４６１ ７１３ １８８ ５３８ ７２６ ６１ １１５ １７６ ５ ４４ ４９ １，６６４
Ｆ 砕片 ５８ １５９ ２１７ １５ ３２４ ３３９ １８ ６４ ８２ ５ ４０ ４５ ６８３
Ｇ 水磨礫 ９ １４ ２３ ８ ４ １２ ２ １ ３ ３８
Ｈ 小礫 ４ １５ １９ １３ １８ ３１ ２ ２ １ １ ５３
Ｉ 岩片 ３３ ７７ １１０ ７８ １１２ １９０ １５ ２０ ３５ ３ ３ ３３８
Ｊ 石製品 １ １ １

総 計 ８２６ １，６１９ ２，４４５ ８４３ １，９７８ ２，８２１ ２６６ ４３９ ７０５ ４０ １５５ １９５ ６，１６６
各区の層別比率 ３３．８％ ６６．２％ １００％ ２９．９％ ７０．１％ １００％ ３７．７％ ６２．３％ １００％ ２０．５％ ７９．５％ １００％

剥
片
素
材
石
器
群

石鏃 ８ １３ ２１ ７ ２２ ２９ ２ １１ １３ １ １ ６４
局部磨製石鏃 ３ ３ ３
石鏃未製品 ５ １３ １８ １１ ７ １８ ２ ２ ４ ４０
石匙 １ １ １
掻器／削器Ａ類 ２ ７ ９ ６ ５ １１ １ １ １ １ ２２
掻器／削器Ｂ類 １５ ２３ ３８ ２６ ３７ ６３ ５ １３ １８ ５ ５ １２４
掻器／削器Ｃ類 ９ １６ ２５ １４ ２８ ４２ ２ ５ ７ １ １ ７５
掻器／削器Ｄ類 １１ ９ ２０ １０ １０ ２０ １ １ ４１
石錐 ３ １１ １４ ８ ５ １３ １ １ ２８
彫器 ５ ７ １２ ３ ７ １０ ２ １ ３ １ １ ２６
楔形石器 １０ １６ ２６ ３ １４ １７ ３ ３ ４６
つまみ形石器 １ １ １ ２ ３ ４
篦状石器 ２ ４ ６ １ ２ ３ １ １ １０
異形石器 １ １ １
二次加工剥片Ａ類 １２ ３８ ５０ ２７ ３３ ６０ ３ ６ ９ ３ ５ ８ １２７
二次加工剥片Ｂ類 ６４ １３４ １９８ １０３ １４９ ２５２ ２２ ２４ ４６ ３ １０ １３ ５０９
使用痕剥片 ２１３ ３９９ ６１２ ２１２ ４２４ ６３６ ７３ １００ １７３ １７ ２８ ４５ １，４６６
不明� ９ ８ １７ ８ ６ １４ ２ １ ３ ３４

計 ３６８ ７０３ １，０７１ ４４１ ７５１ １，１９２ １１４ １６９ ２８３ ２４ ５１ ７５ ２，６２１
各区の層別比率 ３４．４％ ６５．６％ １００％ ３７．０％ ６３．０％ １００％ ４０．３％ ５９．７％ １００％ ３２．０％ ６８．０％ １００％

礫
・
岩
片
素
材
石
器
群

磨製石庖丁 １ １ １
石庖丁様石器 ５ ３ ８ ３ ４ ７ ２ ２ １７
磨製石斧Ａ類 ７ ９ １６ １１ １４ ２５ ２ ３ ５ ４６
磨製石斧Ｂ類 １ ４ ５ １ １ ６
磨製石斧Ｃ類 ７ ７ ３ ６ ９ ２ ３ ５ ２１
磨製石斧未製品 １ ２ ３ ３
蛇紋岩片 ２ ２ １ １ ３
打製石斧（不明） １ １ ２ ２ １ ３ ５
打製石斧Ａ類 ７ １２ １９ ５ ９ １４ １ ３ ４ ３７
打製石斧Ｂ類 ７ ２６ ３３ ５ ２３ ２８ １ ５ ６ １ １ ６８
打製石斧Ｃ類 ２ ２ ４ １ ２ ３ ７
打製石斧Ｄ類 １ ４ ５ ４ ４ ４ ４ ８ １ １ １８
打製石斧未製品 ５ ５ ２ ２ １ １ ２ ９
打斧剥片 １４ ２３ ３７ １０ ２１ ３１ １５ ７ ２２ ２ ２ ９２
ストーンリタッチャー １ ２ ３ ２ ２ ５
磨石／敲石Ａ類 ９ １４ ２３ ９ １９ ２８ ４ ５ ９ １ １ ６１
磨石／敲石Ｂ類 ２ １９ ２１ ３ ７ １０ ２ ５ ７ １ １ ３９
磨石／敲石Ｃ類 ２ ５ ７ ６ ６ ２ ２ １５
礫錐 １ １ １
石皿 ６ ６ １２ ７ ２１ ２８ ８ ９ １７ ２ ２ ５９
台石 １ １ １ ３ ４ １ １ ２ １ １ ８
砥石 ７ ６ １３ ８ ２５ ３３ ２ ２ １ １ ４９
石錘 ２ １ ３ ３
円盤状石器 ２ ２ １ １ １ １ ４
不明� １ ３ ４ １ ５ ６ １ １ １１

計 ７７ １５５ ２３２ ６９ １７８ ２４７ ４４ ５５ ９９ ４ ６ １０ ５８８
各区の層別比率 ３３．２％ ６６．８％ １００％ ２７．９％ ７２．１％ １００％ ４４．４％ ５５．６％ １００％ ４０．０％ ６０．０％ １００％

－２２６－



第５９表 地区別・層位別石器組成表（点数／１００�）
Ａ区 面積：２，９９１� Ｂ区 面積：１，４５８� Ｃ区 面積：１，１７１� Ｄ区 面積：１２５�

平均
�ａ �ｂ 計 �ａ �ｂ 計 �ａ �ｂ 計 �ａ �ｂ 計

Ａ 剥片素材石器群 １２．３０ ２３．５０ ３５．８１ ３０．２５ ５１．５１ ８１．７６ ９．７４ １４．４３ ２４．１７ １９．２０ ４０．８０ ６０．００ ４５．６２
Ｂ 礫・岩片素材石器群 ２．５７ ５．１８ ７．７６ ４．７３ １２．２１ １６．９４ ３．７６ ４．７０ ８．４５ ３．２０ ４．８０ ８．００ １０．２３
Ｃ 原石 ０．０７ ０．０７ ０．２７ ０．１４ ０．４１ ０．２６ ０．２６ ０．８０ ０．８０ ０．２１
Ｄ 石核 ０．８０ １．１０ １．９１ １．８５ ３．５０ ５．３５ ０．８５ １．０２ １．８８ １．６０ ７．２０ ８．８０ ２．９２
Ｅ 剥片 ８．４３ １５．４１ ２３．８４ １２．８９ ３６．９０ ４９．７９ ５．２１ ９．８２ １５．０３ ４．００ ３５．２０ ３９．２０ ２８．９６
Ｆ 砕片 １．９４ ５．３２ ７．２６ １．０３ ２２．２２ ２３．２５ １．５４ ５．４７ ７．００ ４．００ ３２．００ ３６．００ １１．８９
Ｇ 水磨礫 ０．３０ ０．４７ ０．７７ ０．５５ ０．２７ ０．８２ ０．１７ ０．０９ ０．２６ ０．６６
Ｈ 小礫 ０．１３ ０．５０ ０．６４ ０．８９ １．２３ ２．１３ ０．１７ ０．１７ ０．８０ ０．８０ ０．９２
Ｉ 岩片 １．１０ ２．５７ ３．６８ ５．３５ ７．６８ １３．０３ １．２８ １．７１ ２．９９ ２．４０ ２．４０ ５．８８
Ｊ 石製品 ０．０３ ０．０３ ０．０２

計 ２７．６２ ５４．１３ ８１．７５ ５７．８２ １３５．６７ １９３．４８ ２２．７２ ３７．４９ ６０．２０ ３２．００ １２４．００ １５６．００ １０７．３３

剥
片
素
材
石
器
群

石鏃 ０．２７ ０．４３ ０．７０ ０．４８ １．５１ １．９９ ０．１７ ０．９４ １．１１ ０．８０ ０．８０ １．１１
局部磨製石鏃 ０．１０ ０．１０ ０．０５
石鏃未製品 ０．１７ ０．４３ ０．６０ ０．７５ ０．４８ １．２３ ０．１７ ０．１７ ０．３４ ０．７０
石匙 ０．０７ ０．０７ ０．０２
掻器／削器Ａ類 ０．０７ ０．２３ ０．３０ ０．４１ ０．３４ ０．７５ ０．０９ ０．０９ ０．８０ ０．８０ ０．３８
掻器／削器Ｂ類 ０．５０ ０．７７ １．２７ １．７８ ２．５４ ４．３２ ０．４３ １．１１ １．５４ ４．００ ４．００ ２．１６
掻器／削器Ｃ類 ０．３０ ０．５３ ０．８４ ０．９６ １．９２ ２．８８ ０．１７ ０．４３ ０．６０ ０．８０ ０．８０ １．３１
掻器／削器Ｄ類 ０．３７ ０．３０ ０．６７ ０．６９ ０．６９ １．３７ ０．０９ ０．０９ ０．７１
石錐 ０．１０ ０．３７ ０．４７ ０．５５ ０．３４ ０．８９ ０．０９ ０．０９ ０．４９
彫器 ０．１７ ０．２３ ０．４０ ０．２１ ０．４８ ０．６９ ０．１７ ０．０９ ０．２６ ０．８０ ０．８０ ０．４５
楔形石器 ０．３３ ０．５３ ０．８７ ０．２１ ０．９６ １．１７ ０．２６ ０．２６ ０．８０
つまみ形石器 ０．０３ ０．０３ ０．０７ ０．１４ ０．２１ ０．０７
篦状石器 ０．０７ ０．１３ ０．２０ ０．０７ ０．１４ ０．２１ ０．０９ ０．０９ ０．１７
異形石器 ０．０３ ０．０３ ０．０２
二次加工剥片Ａ類 ０．４０ １．２７ １．６７ １．８５ ２．２６ ４．１２ ０．２６ ０．５１ ０．７７ ２．４０ ４．００ ６．４０ ２．２１
二次加工剥片Ｂ類 ２．１４ ４．４８ ６．６２ ７．０６ １０．２２ １７．２８ １．８８ ２．０５ ３．９３ ２．４０ ８．００ １０．４０ ８．８６
使用痕剥片 ７．１２ １３．３４ ２０．４６ １４．５４ ２９．０８ ４３．６２ ６．２３ ８．５４ １４．７７ １３．６０ ２２．４０ ３６．００ ２５．５２
不明� ０．３０ ０．２７ ０．５７ ０．５５ ０．４１ ０．９６ ０．１７ ０．０９ ０．２６ ０．５９

計 １２．３０ ２３．５０ ３５．８１ ３０．２５ ５１．５１ ８１．７６ ９．７４ １４．４３ ２４．１７ １９．２０ ４０．８０ ６０．００ ４５．６２

礫
・
岩
片
素
材
石
器
群

磨製石庖丁 ０．０７ ０．０７ ０．０２
石庖丁様石器 ０．１７ ０．１０ ０．２７ ０．２１ ０．２７ ０．４８ ０．１７ ０．１７ ０．３０
磨製石斧Ａ類 ０．２３ ０．３０ ０．５３ ０．７５ ０．９６ １．７１ ０．１７ ０．２６ ０．４３ ０．８０
磨製石斧Ｂ類 ０．０３ ０．１３ ０．１７ ０．０７ ０．０７ ０．１０
磨製石斧Ｃ類 ０．２３ ０．２３ ０．２１ ０．４１ ０．６２ ０．１７ ０．２６ ０．４３ ０．３７
磨製石斧未製品 ０．０３ ０．０７ ０．１０ ０．０５
蛇紋岩片 ０．０７ ０．０７ ０．０７ ０．０７ ０．０５
打製石斧（不明） ０．０３ ０．０３ ０．０７ ０．１４ ０．０７ ０．２１ ０．０９
打製石斧Ａ類 ０．２３ ０．４０ ０．６４ ０．３４ ０．６２ ０．９６ ０．０９ ０．２６ ０．３４ ０．６４
打製石斧Ｂ類 ０．２３ ０．８７ １．１０ ０．３４ １．５８ １．９２ ０．０９ ０．４３ ０．５１ ０．８０ ０．８０ １．１８
打製石斧Ｃ類 ０．０７ ０．０７ ０．１３ ０．０７ ０．１４ ０．２１ ０．１２
打製石斧Ｄ類 ０．０３ ０．１３ ０．１７ ０．２７ ０．２７ ０．３４ ０．３４ ０．６８ ０．８０ ０．８０ ０．３１
打製石斧未製品 ０．１７ ０．１７ ０．１４ ０．１４ ０．０９ ０．０９ ０．１７ ０．１６
打斧剥片 ０．４７ ０．７７ １．２４ ０．６９ １．４４ ２．１３ １．２８ ０．６０ １．８８ １．６０ １．６０ １．６０
ストーンリタッチャー ０．０３ ０．０７ ０．１０ ０．１４ ０．１４ ０．０９
磨石／敲石Ａ類 ０．３０ ０．４７ ０．７７ ０．６２ １．３０ １．９２ ０．３４ ０．４３ ０．７７ ０．８０ ０．８０ １．０６
磨石／敲石Ｂ類 ０．０７ ０．６４ ０．７０ ０．２１ ０．４８ ０．６９ ０．１７ ０．４３ ０．６０ ０．８０ ０．８０ ０．６８
磨石／敲石Ｃ類 ０．０７ ０．１７ ０．２３ ０．４１ ０．４１ ０．１７ ０．１７ ０．２６
礫錐 ０．０９ ０．０９ ０．０２
石皿 ０．２０ ０．２０ ０．４０ ０．４８ １．４４ １．９２ ０．６８ ０．７７ １．４５ １．６０ １．６０ １．０３
台石 ０．０３ ０．０３ ０．０７ ０．２１ ０．２７ ０．０９ ０．０９ ０．１７ ０．８０ ０．８０ ０．１４
砥石 ０．２３ ０．２０ ０．４３ ０．５５ １．７１ ２．２６ ０．１７ ０．１７ ０．８０ ０．８０ ０．８５
石錘 ０．１７ ０．０９ ０．２６ ０．０５
円盤状石器 ０．０７ ０．０７ ０．０７ ０．０７ ０．０９ ０．０９ ０．０７
不明� ０．０３ ０．１０ ０．１３ ０．０７ ０．３４ ０．４１ ０．０９ ０．０９ ０．１９

計 ２．５７ ５．１８ ７．７６ ４．７３ １２．２１ １６．９４ ３．７６ ４．７０ ８．４５ ３．２０ ４．８０ ８．００ １０．２３

－２２７－



Ａ・Ｄ区�層出土の石器群

石鏃未製品（第１２８図１～４）

１は樋状の剥離痕などの二次加工により表面は覆われるが，裏面は素材面を大きく残し周囲に微細

な二次加工を施す。２は上半に両面加工を施すが，下半は素材面を残す。３は下面の折断面に微細剥

離痕が認められる。４は両面加工により概形を整えるが，先端部や基部は未作出である。石材は２の

無斑晶質玄武岩（以下，玄武岩と略す）を除いて黒曜石Ａを用いる。

石鏃（第１２８図５～１４）

５は両面に素材面を大きく残しており，先端部や基部付近は微細な二次加工により整形している。

６・７は両面加工により正三角形に整形する。８・９は全面に両面加工を施すが，裏面のほぼ中央に

は素材面が残る。８の先端部は鈍く全体に丸みを帯びる。９の左側縁は急角度加工が施される。１０は

両面加工により素材面は残らない。１１～１３は表面の中央部を研磨した局部磨製石鏃である。１１の先頭

部は欠損ではなく二次加工により丸く整形する。１４は被熱痕が顕著に認められ，両面ともに剥離痕が

観察できない。いずれも基部の整形は不明瞭である。石材は５・７・１２・１３の玄武岩を除いて黒曜石

Ａを用いる。

石錐（第１２８図１５～２０）

１５～１８は錐部と頭部の境が明確である。１５は小型の剥片を素材に用い，左側縁からの二次加工によ

り錐部を作出する。１６は下面中央に二次加工を施し小突起状の錐部を作出する。１７・１８は素材の末端

に二次加工を施し断面菱形の錐部を作出する。１８は錐部の先端を欠損する。１９・２０は錐部と頭部が一

体化する。１９は素材を角錐状に整形し，周縁は二次加工を施す。錐部の摩耗が顕著である。２０は全面

に丁寧な二次加工を施す。錐部は欠損する。石材は１６・１９の黒曜石Ａを除いて玄武岩を用いる。

彫器（第１２８図２１・２２・２６・２７）

２１は右側面に樋状剥離を施し彫刀面を作出する。素材の背面は石核の作業面が見られる。２２は素材

の腹面末端に２条の樋状剥離を施し彫刀面を作出する。素材の背面には稜上調整が認められる。２６は

左側面に２条の樋状剥離を施す。２７は素材を折断により三角形に整形し，右側縁に樋状剥離を施す。

彫刀面周辺には微細剥離痕が認められる。石材は２７の玄武岩を除いて黒曜石Ａを用いる。

楔形石器（第１２８図２３～２５）

２３～２５は両面凹面で構成され，互いに向き合う方向の剥離痕が認められる。下端は潰れが生じてお

り両極打法の痕跡が認められる。２４の右側面はハジケが生じており，縦断面形は凸レンズ状を呈する。

石材は２４の玄武岩を除いて黒曜石Ａを用いる。

つまみ形石器（第１２８図２８）

２８は縦長剥片を素材に用いる。つまみは両側縁上部に対になる抉入を施し作出する。素材末端には

わずかに微細剥離痕が認められる。石材は黒曜石Ａを用いる。

異形石器（第１２８図２９）

２９は左側縁を内湾状に，右側縁を外湾状に急角度加工を施し弓形状に整形する。体部上端には対に

なる弱い抉入を施す。両側縁には潰れたような摩耗痕が顕著で，両面には研磨痕が認められる。石材

は黒曜石Ａを用いる。

－２２８－
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第１２８図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）

－２２９－



掻／削器類（第１２９図３０～３９，第１３０図４０～４４，第１３１図４５・４６）

掻／削器類は多様な形態を見せることからＡ類（３３），Ｂ類（３６・３７・３９），Ｃ類（３０・３２・３５・３８），

Ｄ類（３１・３４・４０～４６）に分類した。

Ａ類は黒曜石製の小型剥片を主な素材として用いる。３３は寸詰まりで肉厚の剥片を素材に用い，末

端に急角度加工による分厚い刃部を作出する。

Ｂ類は基本的に３７のように黒曜石製の小型剥片を素材として用いるが，３６・３９のように玄武岩製の

大型剥片を素材とするものも認められる。３６は肉厚の素材を用い，ほぼ全周に両面加工により刃部を

作出する。刃縁の摩耗痕が顕著である。３７は背面に自然面を残す縦長剥片の右側縁に二次加工を施し

刃部を作出する。素材の背面には打面を９０°転移した剥離痕が認められる。３９は左側縁に両面加工に

よる刃部を作出し，下縁はやや急角度の加工により刃部を作出する。

Ｃ類は黒曜石製の小型剥片を主な素材として用いる。３０は両側縁に連続した二次加工を施し，左側

縁下半はノッチ状の刃部を作出する。３２は小型の剥片を素材に用い，下面には鋸歯縁状の刃部を作出

する。被熱により光沢が鈍化する。３５は右側縁と下面に急角度加工を施し，鋸歯縁状の刃部を作出す

る。３８は微細な二次加工により縦長剥片の左側縁にノッチ状の刃部を作出する。

Ｄ類は玄武岩製の大型剥片を素材として用い，掻／削器Ａ～Ｃ類で主に利用された黒曜石製の小型

剥片は用いられない。形態的には下面に刃部，上面に平坦面を設けており大型削器としての機能を有

する。

３１・３４は下面に両面加工による刃部を作出し，上面は一部に二次加工を施し平坦面を作出する。４０

は上面を折断し，両側面の急角度加工により長方形に整形する。下面は粗い二次加工により刃部を作

出する。４１は上面を２回折断し平坦面を作出する。下面は素材背面の自然面に数回の細かい剥離を施

し鋸歯縁状の刃部を作出する。４２は左側面を折断し，右側面は自然面の平坦面を残す。下面には直線

的な刃部を作出する。４３は縦長剥片を素材に用いる。下面は急角度加工により刃部を作出し，上面は

平坦な自然面残す。腹面側には上面を打面とする二次加工が施される。４４は肉厚の縦長剥片を素材に

用い，上下面に急角度加工を施している。

４５は大型剥片を素材に用いる。両面ともに二次加工は周縁に限られ自然面，素材面を大きく残す。

下面には両面加工による直線的な刃部を作出するが，裏面の加工に連続性は認められない。左側面か

ら上面は比較的粗く大きめの剥離が両面に認められ，上面はやや平坦に整形する。裏面の左側縁周辺

には二次加工を切るポリッシュが顕著に認められる。

４６は大型剥片を素材に用いる。二等辺三角形と長方形を合わせた形状を呈しており，二等辺三角形

の部分は肉厚で断面形状は三角形であるが，長方形の部分は比較的平坦な板状の断面形状を呈する。

加工は主に二等辺三角形の部分に集中する。下面は背面側に二次加工を施して，直線的な刃部を作出

する。上面は腹面側に平坦剥離による調整を施したあと，この面を打面とする急角度加工により平坦

面を作出する。腹面側の刃縁付近にはポリッシュが顕著に認められる。

４５で石材として用いられた安山岩は本遺跡出土の剥片素材石器群にはほとんど利用されないが，サ

イズや調整などから４６との類似性が認められる。３０・３２・３３・３５・３７・３８は黒曜石Ａ，３１・３４・３６・

３９～４４・４６は玄武岩，４５は安山岩を石材に用いる。

－２３０－
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第１２９図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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第１３０図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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４５

第１３１図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）
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石庖丁様石器

（第１３２図４７～５０）

利用される石材

や素材は打製石斧

と同じであるが，

刃付けの方法やサ

イズに明確な違い

が認められ，岩片

素材の大型削器と

しての機能が認め

られる。

４７は板状岩片を

素材に用いる。上

面と左側面を９０°

に折断し，概形は

長方形を呈する。

右側縁と下面に両

面加工を施したあ

と両面に研磨を施

し刃部を作出する。

４８は板状岩片を

素材に用いる。上

下面に両面加工を

施し，下面には直

接的な刃部を作出

する。研磨痕は認

められない。

４９は板状岩片を

素材に用いる。上

面は急角度加工に

より平坦面を作出し，下面は二次加工により直線的な刃部を作出する。両側縁中央には対になる小抉

入が認められる。研磨痕は認められない。５０は板状岩片を素材に用い，上面を除く周縁に二次加工を

施し五角形に整形する。下面には両面加工による直線的な刃部を作出する。上面は加工されず素材の

平坦面をそのまま残している。研磨痕は認められない。４７は砂岩，４８は安山岩，４９は結晶片岩，５０は

頁岩を石材に用いる。

４７

４８

４９

５０

第１３２図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）
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原石（第１３３図５１・５２）

５１は剥離痕をとどめない鶏卵大の原礫である。５２は１枚の剥離痕が認められる初期石核である。い

ずれも黒曜石Ａの亜角礫である。

石核（第１３３図５３～５８，第１３４図５９～６２）

黒曜石製の石核は打面の数，作業面の剥離方向などから５つに分類した。玄武岩製の石核は細分で

きるものについては黒曜石製の石核の細分に含めるが，多くは細分に至らなかった。

�類：打面を１ヶ所に設定し，同一方向の打撃により連続剥離を施すもので，作業面は１面のもの

から打面の周囲に設定されるものまで認められる。作業面１面のものはおおむね扁平形を呈するが２

面以上のものは角柱，角錐，サイコロ状を呈する。

�類：両設打面で１８０°の方向で作業面の剥離痕が切り合うものである。作業面は１面で，打面形

態は自然面打面，調整打面が認められる。上下両端の打面は作業面に対し急角度で後方に傾斜する形

態を呈する。このため縦断面は凸レンズ状を呈する。最終剥離痕は作業面の剥離方向に対し直交する。

原礫の長軸を縦位に用いる鈴桶型石核に類似する石核と原礫の長軸を横位に用いる石核が認められる。

�類：ランダムな打面転移を繰り返し，多方向からの作業面で覆われるものである。同一作業面の

中で９０°の剥離痕の切り合いが認められるものも含む。打面形態は自然面打面，調整打面，剥離面打

面となる。サイズは小型で，形態は角錐，サイコロ状を呈する。

�類：�～�・�類に分類できないものを�類とした。この中で作業面は１面で作業面の周囲に打

面を転移しながら求心状に剥片剥離を行う石核が認められた。サイズは小型で，形態は主に扁平な形

状を呈する。

�類：剥片素材の石核である。肉厚の剥片の主要剥離面を打面とし周囲に作業面を設定する。

５３は上面に打面を設定し，打面転移は行わず作業面を打面の周囲に２面有する。各作業面は上面の

調整打面から同一方向の剥離が施される。裏面は縦長剥片の剥離痕が認められる。典型的な�類であ

る。５４・５５は典型的な�類で素材には亜角礫を用いる。５４は作業面を３面設定する。いずれの作業面

も自然面打面でランダムな打面転移が認められる。作業面の剥離痕は寸詰まりの不定形を呈する。５５

はランダムで規則性の認められない打面転移を行い作業面を設定する。打面には自然面，剥離面を用

いており，作業面の剥離痕は寸詰まりの不定形を呈する。５６は角礫を素材に用い，作業面を１面設定

する。同一作業面で９０°の打面転移が認められ，剥離痕が切り合う。作業面の末端に二次加工を施し

ており，最終的に掻／削器類に転用したものと思われる。５７は剥片素材の石核である。主要剥離面を

打面に用い周囲に作業面をもつ。典型的な�類である。５８・５９・６２は玄武岩製の剥片素材の板状石核

である。５８は亀の甲状の縁辺部に作業面を有する。５９は表裏面に不定形剥片を剥離した作業面が認め

られる。６２は主要剥離面に不定形剥片を剥離した作業面が認められる。６０は角錐状の石核である。上

面に打面調整を行い，周囲に小型の不定形剥片を剥離した作業面をもつ。６１は玄武岩の亜角礫を素材

に用いる。作業面は１面で上面の自然面打面から同一方向の剥離により不定形の剥片を剥離する。形

態は裏面に自然面が残存するため扁平形を呈する。下端には細かい平坦剥離が施されることから，掻

／削器類に転用したものと思われる。５３～５５・５７は黒曜石Ａ，５６・５８～６２は玄武岩を石材に用いる。
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５２

５１

５４

５３

５５

５６

５７

５８

第１３３図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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５９

６０

６１

６２

第１３４図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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剥片（第１３５図６３・６４・６６・６７・６９）

６３は背面に１８０°に切り合う剥離痕を有する縦長剥片である。上面は調整打面の痕跡が見られる。

６４は縦長剥片である。素材の打面と末端に自然面が認められることから，原石のサイズにより制約を

受け寸詰まりになったものと思われる。６６・６９は縦長剥片である。６６の打面は調整打面で，素材末端

は折断面が認められる。６７は素材の背面に石核の作業面を有し，下面は背面の作業面を打面とした剥

離痕が認められる。石材はすべて黒曜石Ａを用いる。

使用痕剥片（第１３５図６５・６８・７０）

６５は素材末端にウートラパッセが生じている縦長剥片である。左側縁中程に微細剥離痕が認められ

る。６８は剥片の周縁に微細剥離痕が認められる。素材に特徴があり，素材背面は連続して小型剥片を

剥離した石核の作業面である。素材の剥離方向と作業面の剥離方向では違いが認められることから作

業面を破棄する段階で９０°の打面転移を行った痕跡を示す剥片と考えられる。石核�類との関連性が

認められる。７０は小型の剥片を素材に用い，両側縁には微細剥離痕が認められる。石材はすべて黒曜

石Ａを用いている。

二次加工剥片Ａ類（第１３５図７１・７２）

７１は肉厚の剥片の左側面に二次加工を施し三角形に整形している。下端の側縁に粗い二次加工を施

している。７２は周縁に粗い二次加工が認められる。７１は玄武岩，７２は黒曜石Ａを石材に用いる。

二次加工剥片Ｂ類（第１３５図７３～８４）

７３は素材の左側面から末端にかけて自然面が認められる。急角度加工は素材の末端に連続して施さ

れる。７４は縦長剥片の末端側が幅広肉厚の形態を呈する。背面側の剥離痕が１８０°に切り合っている。

右側面と下面に連続した急角度加工を施し，左側縁には微細剥離痕が認められる。７５は素材のバルブ

側を折断し方形に整形している。右側縁には微細剥離痕が認められ，折断面，左側縁上部，右側縁末

端には急角度加工が非連続的に施される。７６は素材の末端に主要剥離面を打面とした急角度加工を連

続的に施す。７７は素材の末端に主要剥離面側から急角度加工を施す。打面にはパンチ痕が残されてお

り，ハンマー利用による剥片剥離が認められる。７８・７９は縦長剥片のバルブ側を折断し方形に整形し

ている。７８の左側縁には主要剥離面側から急角度加工を施し，素材末端には平坦剥離による二次加工

が施される。色調がやや鈍化しており被熱の可能性がある。７９の折断面にはやや内湾気味に急角度加

工を施し，上面はノッチ状を呈する。素材末端にも非連続的な急角度加工を施す。８０は素材のバルブ

側を折断し右側縁に主要剥離面側から連続した急角度加工を施す。８１は縦長剥片の左側面以外を折断

し方形に整形する。急角度加工を施しており，下面は連続性が認められるが，上面は非連続的である。

８２は素材のバルブ側を折断し末端側を素材として用いる。素材末端に急角度加工を施し，左側縁には

微細剥離痕が認められる。８３は素材のバルブ側を折断し方形に整形する。急角度加工は上下面に施さ

れる。右側面には上面を打点とする樋状の剥離痕が認められる。８４は小型剥片のバルブ側を剥離し方

形に整形する。急角度加工は両側面に連続して施す。石材は７６の黒曜石Ｂを除いて黒曜石Ａを用いる。
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第１３５図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）

－２３９－



箆状石器（第１３６図８５・８６）

８５は大型肉厚の剥片を素材に用い，両面とも二次加工により覆われる。基部は棒状で分厚く下半か

らやや幅広になり下縁に丸みを帯びる刃部を作出している。断面形状も刃部は基部と比べて幅広で平

坦である。８６は大型の剥片を素材に用いる。表面は二次加工により覆われるが，裏面の加工は周縁に

限られ素材面が残る。石材は玄武岩を用いる。

打製石斧Ａ類（第１３７図９１～９３）

９１は大型横長剥片を素材に用いる。両側縁の二次加工により側縁はやや丸みを帯び，刃部及び基部

が先細り状を呈する。基部端は破断面となっており，刃縁は摩耗が著しく丸みを帯びる。９２は扁平で

大型の棒状剥片を素材に用いる。両側縁に二次加工を施すが，端部は摩耗が著しく刃部・基部ともに

ほぼ二次加工の痕跡が認められない。９３は大型で棒状の剥片を素材に用いる。周縁に二次加工を施し，

側縁は丸みを帯び，刃部と基部は先細り状を呈する。刃部の摩耗は顕著である。いずれも安山岩を石

材に用いる。

打製石斧Ｂ類（第１３６図８７～９０，第１３７図９４）

８７～８９は板状岩片を素材に用いる。下面に両面からの主軸に平行する二次加工により刃部を作出し，

側縁は主軸に直交する二次加工により側縁を平行に整形する。このため扁平短冊形を呈する。刃部の

摩耗が著しく丸みを帯びる。９０は大型剥片を素材に用い，側縁は主軸に直交する二次加工により両側

縁を平行に整形する。下面は主軸に平行する二次加工を施し刃部を作出したものと思われるが，剥離

痕が観察できないほど著しく摩耗する。９４は非常に肉厚で重量のある安山岩の岩片を素材に用いる。

表裏面ともに自然面を大きく残し，加工は周縁に限られる。刃部は主軸と平行する急角度加工を施す

ため分厚く鈍い。両側縁は主軸に直交する二次加工により平行に整形する。石材は８８の結晶片岩を除

いて安山岩を用いる。

打製石斧Ｄ類（第１３９図１０８）

１０８は結晶片岩の板状岩片を素材に用いる。整形や刃付けの加工は打製石斧Ｂ類と同じだが，部分

的に研磨を施している。刃部は研磨により作出されない。

磨製石斧未製品（第１３８図９５）

９５は棒状の礫を素材に用いる。表面は周囲に剥離による加工を施すが，自然面を大きく残している。

研磨は極めて限定的で裏面中央に認められる。石材は頁岩を用いる。

磨製石斧Ａ類（第１３８図９６～９９，第１３９図１０２・１０５）

９６～９８は両刃形でやや弧状の刃部形態を呈する。いずれも丁寧な研磨が施される。９６の基部端は折

断面となっている。９８はほぼ全面を丁寧に研磨したあと敲打整形を行う。基部は主軸と平行に剥離が

施される。また，刃部には線条痕，潰痕といった刃縁と直交する使用痕が認められる。９９は非常に肉

厚で重量感のある素材を用い，全面に丁寧な研磨を施している。刃部と基部は破損したあとに再加工

を施したものと思われる。１０２は刃部を弧状の左右対象形とするため刃縁に二次加工を施している。

基部は新たに作出されない。一度欠損した磨製石斧を再利用しているものと思われる。１０５は基部よ

り刃部がやや幅広の形態を呈する。全面に丁寧な研磨を施し，下面には両刃形の刃部を作出する。９６・

９７・１０５は頁岩，９８は石灰岩，９９は砂岩，１０２は蛇紋岩を石材に用いる。
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第１３６図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（８５・８６ Ｓ＝２／３，８７～９０ Ｓ＝１／２）
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磨製石斧Ｂ類（第１３８図１００，第１３９図１０１・１０３・１０４・１０６）

１００は石材に頁岩を用いる。棒状を呈し刃部及び基部は欠損する。体部と側面に連続した敲打整形

を施し，全面に丁寧な研磨を施す。被熱によるクラックやハジケが認められる。１０１は風化により石

綿状を呈する蛇紋岩を石材に用いる。刃部は片刃に偏った石ノミ状を呈し，弧状に作出する。刃縁は

剥離痕，基部には潰痕が認められる。１０３は頁岩製の剥片を素材に用いる。刃部は主要剥離面側の研

磨により片刃に偏った石ノミ状を呈する。側縁や基部は剥離による調整はほとんど施されず丁寧な研

磨により整形する。

９１

９２

９３
９４

第１３７図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）
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第１３８図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）
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１０４・１０６は石材に蛇紋岩を用いる。１０４は扁平で刃部が基部よりやや幅広の形態を呈する。刃部は

直線的なやや片刃に偏った石ノミ状を呈する。全面に丁寧な研磨を施す。１０６は丁寧な研磨により刃

部は直線的な片刃形を呈する。裏面は破断面が見られ大型の磨製石斧の刃部片を再利用して加工した

ものと思われる。

磨製石斧Ｃ類（第１３９図１０７）

１０７は石材に安山岩を用いる。両側面は両面加工によりほぼ平行に整形し，扁平短冊形を呈する。

限定的に研磨を施しており，刃部は両面加工を施したあとの研磨により作出される。

１０２ １０３１０１

１０６１０５１０４

１０７ １０８

第１３９図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）
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磨石／敲石Ａ類（第１４０図１０９・１１０・１２０）

１０９・１１０は拳大の円礫，１２０は親指大ほどの水磨礫を素材に用いる。全面に滑面を有しており，潰

痕などのダメージは認められない。１０９は砂岩，１１０は安山岩を石材に用い，１２０は石材不明である。

磨石／敲石Ｂ類（第１４０図１１１～１１９）

１１１・１１４・１１７は全面が滑面で覆われ，主軸上には潰痕，擦痕を有する。１１２・１１３・１１５・１１６・１１８

は全面が滑面で覆われ，肩部には潰痕を有する。１１５は表面上端に潰痕の集中が見られ凹み状を呈す

る。被熱により赤色化する。１１９は側面にダメージをもたず体部中央に潰痕が集中し凹み状を呈する。

石材は１１１・１１２・１１５～１１８は砂岩，１１３・１１４・１１９は安山岩を石材に用いる。

磨石／敲石Ｃ類（第１４１図１２１・１２２）

１２１は乳棒状の円礫を素材に用いる。裏面の剥離痕には研磨面が認められ，上下面には潰痕が集中

する。１２２は扁平な水磨礫を素材に用いる。体部中央に潰痕が集中し凹み状を呈する。滑面は認めら

れない。１２１は砂岩，１２２は安山岩を石材に用いる。

ストーンリタッチャー（第１４１図１２３・１２４）

１２３・１２４は鶏卵大の水磨礫を素材に用い，体部は滑面を有する。鼠歯状痕や擦痕が体部下面や中央

に認められる。１２４の周囲には潰痕によるダメージが鉢巻状に認められ，敲石との兼用品と思われる。

石材は頁岩を用いる。

砥石（第１４１図１２５・１２６）

１２５・１２６は礫・岩片を素材に用いる。１２５は溝状の砥面を有する有溝砥石である。表面の平坦面に

細く深い２条の溝が確認できる。下面以外の平坦面でもやや凹みをもつ研磨痕が認められる。各面で

研磨の方向に規則性は認められない。１２６の表面は平坦で滑面を有する。裏面中央は被熱により円形

の黒色化した部分が認められる。表面の潰痕から台石，石皿の兼用石器と思われる。石材はすべて砂

岩を用いる。

石皿（第１４１図１２７～１２９）

１２７～１２９は板状岩片を素材に用いる。１２７は丸みを帯びる側面から中央に向かって厚みを減らして

いる。表裏面は滑面を有する。１２８は上・左側面が破断面となる。両面に滑面を有し，平坦面には潰

痕が集中する。１２９は非常に厚みのある中央部の破片で両面に滑面を有する。石材は１２９の安山岩を除

いて砂岩を用いる。

円盤状石器（第１４１図１３０）

１３０は板状岩片を素材に用い，周縁の敲打により全体を円形に整形している。両面とも滑面を有す

る。石材は砂岩である。

台石（第１４２図１３１）

１３１は大型礫を素材に用いる。立方体の形状を呈し，表・裏・左側面の３面を作業面として用いる。

表裏面の平坦面は中央でやや凹んでおり滑面や潰痕が認められる。本遺跡から出土した石器の中で最

大級の大きさである。石材は安山岩である。
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１０９ １１０

１１１

１１４

１１２

１１５

１１３

１１６

１１７

１２０

１１８ １１９

第１４０図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（１０９～１１９ Ｓ＝１／３，１２０ Ｓ＝１／１）
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１２３１２２

１２１

１２４
１２５

１２６

１２７

１２８

１３０１２９

第１４１図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（１２１～１２９ Ｓ＝１／３，１３０ Ｓ＝１／２）
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玉（第１４３図１３２）

１３２は長軸２．０�短軸１．５�程の楕円形を呈する。全面

に光沢を有する研磨が施される。両面から直径約０．２�

の穿孔を斜方向に施している。石材は不明だが，色調は

飴色でチャートまたは玉髄の可能性も考えられる。

１３１

第１４２図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／４）

１３２

第１４３図 縄文時代後期～弥生時代前期の
石器�（Ｓ＝１／１）
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第６０表 Ａ・Ｄ区�ａ・�ｂ層石器計測表�

図 番号 器 種 石材 地区 層位 グリッド 注記番号
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

１２８００１ 石鏃未製品 黒曜石Ａ A �b H－３０ A：４５３５ ３．４ ３．０ ０．９ ８．０

１２８００２ 石鏃未製品 無斑晶質玄武岩 A �b J－２８ A：３２４３ ２．６ ２．０ ０．７ ２．５

１２８００３ 石鏃未製品 黒曜石Ａ A �b K－２８ A：３６８７ ２．３ １．９ ０．７ ２．３

１２８００４ 石鏃未製品 黒曜石Ａ A �b J－２８ A：３６０２ ２．６ １．７ ０．４ １．３

１２８００５ 石鏃 無斑晶質玄武岩 A �b K－２８ A：４１５５ １．７ １．５ ０．３ ０．７

１２８００６ 石鏃 黒曜石Ａ A �b J－２４ A：３０２８ ２．１ ２．２ ０．５ １．３

１２８００７ 石鏃 無斑晶質玄武岩 A �b K－２８ A：３７１９ ２．１ １．７ ０．３ ０．８

１２８００８ 石鏃 黒曜石Ａ A �b O－２２ A：２４５９ ２．０ １．３ ０．３ ０．７

１２８００９ 石鏃 黒曜石Ａ A �b N－２２ A：１９８８ ２．５ １．５ ０．６ １．６

１２８０１０ 石鏃 黒曜石Ａ A �b O－２２ A：２５２６ ２．６ １．６ ０．４ １．３

１２８０１１ 局部磨製石鏃 黒曜石Ａ A �b G－３０ A：４２８５ （２．２） １．６ ０．４ １．２

１２８０１２ 局部磨製石鏃 無斑晶質玄武岩 A �b J－２９ A：４２１１ ２．６ １．６ ０．４ １．２

１２８０１３ 局部磨製石鏃 無斑晶質玄武岩 A �b N－２６ A：０８５１ ２．５ １．８ ０．５ ２．１

１２８０１４ 石鏃 黒曜石Ａ A �a L－３０ A：１２０５ ２．２ １．６ ０．３ ０．８

１２８０１５ 石錐 無斑晶質玄武岩 A �b M－２６ A：３１６６ １．９ １．１ ０．４ ０．６

１２８０１６ 石錐 黒曜石Ａ A �b L－３０ A：１６７５ ２．６ ２．６ ０．５ ２．７

１２８０１７ 石錐 無斑晶質玄武岩 A �b K－２７ A：３６５７ ３．５ ２．１ ０．６ ２．８

１２８０１８ 石錐 無斑晶質玄武岩 A �b L－３０ A：４４４８ ４．４ ２．５ ０．６ ３．９

１２８０１９ 石錐 黒曜石Ａ A �b L－３１ A：４４１２ ３．２ １．３ １．２ ５．６

１２８０２０ 石錐 無斑晶質玄武岩 A �b M－２６ A：３３５８ ４．３ ２．２ ０．８ ６．８

１２８０２１ 彫器 黒曜石Ａ A �b M－２６ A：３１４６ １．８ ３．２ ０．８ ３．９

１２８０２２ 彫器 黒曜石Ａ A �a K－２８ A：２０８６ ６．２ ２．１ １．２ ８．２

１２８０２３ 楔形石器 黒曜石Ａ A �b N－２１ A：２４３６ １．７ １．２ ０．５ ０．９

１２８０２４ 楔形石器 無斑晶質玄武岩 A �b M－２６ A：３１７６ ２．４ １．５ ０．９ ３．０

１２８０２５ 楔形石器 黒曜石Ａ A �b N－２５ A：１７６６ ２．７ １．６ ０．７ ３．０

１２８０２６ 彫器 黒曜石Ａ A �b N－２１ A：３７７４ ２．６ ２．２ １．１ ４．９

１２８０２７ 彫器 無斑晶質玄武岩 A �b J－２８ A：０２４６ ４．４ ３．５ １．１ １５．７

１２８０２８ つまみ形石器 黒曜石Ａ A �b M－２４ A：４３２２ ４．１ １．４ ０．５ １．８

１２８０２９ 異形石器 黒曜石Ａ A �b I－２７ A：４０３２ ３．１ １．０ ０．４ １．１

１２９０３０ 掻器／削器Ｃ類 黒曜石Ａ A �a L－３１ A：１７１６ ３．４ ２．８ １．０ ６．９

１２９０３１ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 A �b K－２９ A：３２１４ ３．４ ６．２ １．８ ２５．９

１２９０３２ 掻器／削器Ｃ類 黒曜石Ａ A �b J－２５ A：３０５１ １．８ ２．２ ０．６ １．４

１２９０３３ 掻器／削器Ａ類 黒曜石Ａ A �b I－２９ A：４５４２ ３．０ ２．２ ０．８ ３．８

１２９０３４ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 A �b L－３１ A：４４１４ ５．０ ７．０ １．９ ５７．６

１２９０３５ 掻器／削器Ｃ類 黒曜石Ａ A �b J－２９ A：４１９１ ３．１ ３．４ １．３ ７．７

１２９０３６ 掻器／削器Ｂ類 無斑晶質玄武岩 A �b H－２９ A：３９０２ ７．６ ６．４ １．４ ７５．９

１２９０３７ 掻器／削器Ｂ類 黒曜石Ａ A �b M－２４ A：１７９９ ５．１ ２．４ ０．９ ３．０

１２９０３８ 掻器／削器Ｃ類 黒曜石Ａ A �b M－２６ A：３３６３ ４．２ １．９ ０．９ ５．１

１２９０３９ 掻器／削器Ｂ類 無斑晶質玄武岩 A �b M－２２ A：２２９７ ６．１ ６．７ １．５ ５９．２

１３００４０ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 A �a L－２８ A：０９７０ ３．０ ４．７ １．５ １８．１

１３００４１ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 A �b J－２９ A：３２５１ ３．６ ７．２ １．２ ２４．２

１３００４２ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 A �b L－２８ A：３４２５ ５．２ ６．５ １．９ ４２．０

１３００４３ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 A �b K－２８ A：４３６０ ３．２ ８．０ ２．１ ４７．２

１３００４４ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 A �b H－３１ A：３３１９ ４．１ ７．８ ２．３ ６３．７

１３１０４５ 掻器／削器Ｄ類 安山岩 A �b N－２１ A：４３１０ ６．８ １５．３ ２．２ ２４９．３

１３１０４６ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 A �b N－２８ A：０６７５ １９．４ ７．２ ３．４ ３１８．４

１３２０４７ 石庖丁様石器 砂岩 A �a M－２６ A：０２６６ ４．３ ６．３ １．１ ３７．４

１３２０４８ 石庖丁様石器 安山岩 A �a I－２９ A：０７６１ ５．８ ７．１ １．５ ６５．３

１３２０４９ 石庖丁様石器 結晶片岩 A �a J－２８ A：０１９６ ５．７ ８．４ １．６ ８７．５

１３２０５０ 石庖丁様石器 頁岩 A �a K－３０ A：１０５２ ５．５ １０．６ １．２ ９５．９

－２４９－



第６１表 Ａ・Ｄ区�ａ・�ｂ層石器計測表�

図 番号 器 種 石材 地区 層位 グリッド 注記番号
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

１３３０５１ 原石 黒曜石Ａ A �b I－２８ A：１４２３ ３．０ ５．１ ２．６ ４３．８

１３３０５２ 原石 黒曜石Ａ A �b M－２４ A：０５４５ ２．７ ３．８ １．９ １６．５

１３３０５３ 石核 黒曜石Ａ A �b K－２９ A：１６１１ ２．３ ４．１ ２．６ １７．３

１３３０５４ 石核 黒曜石Ａ D �b F－３０ D：０１７７ ２．２ ２．６ １．８ １０．７

１３３０５５ 石核 黒曜石Ａ A �a I－２９ A：２２３６ ２．５ ３．７ １．７ １０．８

１３３０５６ 石核 無斑晶質玄武岩 A �b M－２８ A：２８４２ ３．７ ５．５ ２．２ ４４．１

１３３０５７ 石核 黒曜石Ａ A �b K－３０ A：１６３９ ３．１ ３．０ １．４ ９．６

１３３０５８ 石核 無斑晶質玄武岩 A �b K－２７ A：０００７ ６．０ ７．４ １．９ ８１．９

１３４０５９ 石核 無斑晶質玄武岩 D �b G－３０ D：０２２７ ７．９ ８．２ ３．４ １９７．５

１３４０６０ 石核 無斑晶質玄武岩 A �a M－２６ A：０５９２ ３．６ ５．３ ３．４ ４８．５

１３４０６１ 石核 無斑晶質玄武岩 D �b G－３０ D：０２２８ ６．０ ７．９ ２．６ １０９．７

１３４０６２ 石核 無斑晶質玄武岩 A �b J－２９ A：２２１６ ６．８ ６．０ ２．９ １３２．４

１３５０６３ 剥片 黒曜石Ａ A �b N－２２ A：２３７２ ４．７ １．９ １．１ ５．１

１３５０６４ 剥片 黒曜石Ａ A �b N－２１ A：２４２６ ３．６ ２．１ ０．８ ４．５

１３５０６５ 使用痕剥片 黒曜石Ａ A �b J－２８ A：３６２４ ３．４ １．８ １．４ ３．９

１３５０６６ 剥片 黒曜石Ａ A �b M－２４ A：１７９１ ３．２ １．４ ０．４ ２．１

１３５０６７ 剥片 黒曜石Ａ A �b K－３０ A：４６０１ ２．４ ３．１ １．５ ７．９

１３５０６８ 使用痕剥片 黒曜石Ａ A �a N－２２ A：１９８７ ４．３ ３．１ １．１ ８．５

１３５０６９ 剥片 黒曜石Ａ A �b M－２３ A：２５９８ ２．６ ０．９ ０．３ ０．６

１３５０７０ 使用痕剥片 黒曜石Ａ A �b J－２４ A：３０１６ ２．０ １．３ ０．４ １．０

１３５０７１ 二次加工剥片Ａ類 無斑晶質玄武岩 A �b O－２２ A：２５０２ ４．８ ４．９ １．９ ３９．３

１３５０７２ 二次加工剥片Ａ類 黒曜石Ａ A �b M－２４ A：２７４５ ３．３ １．８ ０．７ ２．９

１３５０７３ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b P－２２ A：２５５０ ２．８ １．８ １．１ ４．３

１３５０７４ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �a N－２４ A：０４１０ ４．６ ３．２ １．３ ９．５

１３５０７５ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b K－３０ A：４６０２ ２．３ ２．３ ０．８ ３．１

１３５０７６ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ｂ A �b N－２４ A：２６６４ ２．２ ２．４ ０．６ ２．３

１３５０７７ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b M－２４ A：２７７４ ２．５ １．１ ０．６ ０．８

１３５０７８ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b K－３１ A：４４３３ １．８ １．２ ０．４ ０．６

１３５０７９ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b J－２７ A：３６３６ １．９ １．８ ０．７ １．７

１３５０８０ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b K－２９ A：４１７５ ２．２ ２．４ ０．３ １．７

１３５０８１ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b O－２２ A：３７８０ １．７ ２．４ ０．７ ２．１

１３５０８２ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b K－２８ A：４１５３ １．７ １．６ ０．４ ０．９

１３５０８３ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b K－２６ A：２９９４ １．４ １．３ ０．３ ０．４

１３５０８４ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ A �b O－２１ A：３７８７ １．３ １．０ ０．３ ０．４

１３６０８５ 篦状石器 無斑晶質玄武岩 A �a K－３０ A：１０７３ １１．５ ５．０ ２．６ １２２．４

１３６０８６ 篦状石器 無斑晶質玄武岩 A �b M－２６ A：１８２５ ７．７ ４．３ １．８ ５５．８

１３６０８７ 打製石斧Ｂ類 安山岩 A �b K－３０ A：４６００ ９．１ ６．５ １．０ ７０．３

１３６０８８ 打製石斧Ｂ類 結晶片岩 A �b M－２２ A：２３２４ １１．０ ６．８ １．３ ９４．８

１３６０８９ 打製石斧Ｂ類 安山岩 A �b M－２６ A：３１２１ １０．５ ５．１ １．３ １００．５

１３６０９０ 打製石斧Ｂ類 安山岩 A �b O－２３ A：４３０６ １２．３ ６．６ １．２ １２４．１

１３７０９１ 打製石斧Ａ類 安山岩 A �b J－２９ A：４１８６ １０．７ ５．４ ２．１ １３４．５

１３７０９２ 打製石斧Ａ類 安山岩 A �b L－２８ A：３４２８ １５．２ ５．４ ２．７ ２３３．６

１３７０９３ 打製石斧Ａ類 安山岩 A �b H－２９ A：３８８２ １３．８ ４．９ ２．４ １７２．０

１３７０９４ 打製石斧Ｂ類 安山岩 A �b G－３１ A：４２９９ １０．９ ８．１ ３．４ ３９３．４

１３８０９５ 磨製石斧未製品 頁岩 A �b N－２２ A：２３７５ １４．９ ４．５ ２．６ ２３０．４

１３８０９６ 磨製石斧Ａ類 頁岩 A �b N－２２ A：２４４５ ７．２ ５．０ ４．２ １７１．９

１３８０９７ 磨製石斧Ａ類 頁岩 A �a O－２４ A：０４０３ ６．３ ６．５ ２．７ １０６．６

１３８０９８ 磨製石斧Ａ類 石灰岩 A �b I－２８ A：１４０２ １０．５ ４．６ ３．３ ２２８．０

１３８０９９ 磨製石斧Ａ類 砂岩 A �a M－２６ A：０２６８ １１．０ ７．５ ４．０ ５００．０

１３８１００ 磨製石斧Ｂ類 頁岩 A �b K－２４ A：２９７５ ８．０ ３．４ １．８ ６３．５
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第６２表 Ａ・Ｄ区�ａ・�ｂ層石器計測表�

図 番号 器 種 石材 地区 層位 グリッド 注記番号
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

１３９１０１ 磨製石斧 B類 蛇紋岩 A �b K－２４ A：２９６４ ８．７ ３．６ １．５ ７１．８

１３９１０２ 磨製石斧 A類 蛇紋岩 A �b N－２６ A：３０８７ ５．１ ４．０ １．３ ２９．１

１３９１０３ 磨製石斧 B類 頁岩 A �a I－２９ A：２２３４ ８．４ ３．８ １．２ ４５．８

１３９１０４ 磨製石斧 B類 蛇紋岩 A �b J－２８ A：０２０２ ６．０ ２．８ １．１ ３２．３

１３９１０５ 磨製石斧 A類 頁岩 A �b J－２８ A：３６０３ ７．６ ４．６ １．７ ９２．７

１３９１０６ 磨製石斧 B類 蛇紋岩 A �b M－２４ A：２７２０ ４．９ ３．１ ０．８ １４．３

１３９１０７ 磨製石斧 C類 安山岩 A �b N－２１ A：２３５３ １１．６ ６．２ ２．０ １５９．９

１３９１０８ 打製石斧 D類 結晶片岩 A �b M－２８ A：３３８９ １２．１ ６．９ １．３ １７８．７

１４０１０９ 磨石／敲石 A類 砂岩 A �a K－３０ A：１０４６ １０．９ ９．６ ４．０ ５５０．０

１４０１１０ 磨石／敲石 A類 安山岩 A �b M－２９ A：３４７２ １０．０ ９．０ ７．８ １０００．０

１４０１１１ 磨石／敲石 B類 砂岩 A �b H－３０ A：４２６４ ４．９ ４．４ ２．０ ５０．４

１４０１１２ 磨石／敲石 B類 砂岩 A �b O－２２ A：３７８３ ４．６ ３．８ ２．０ ４６．６

１４０１１３ 磨石／敲石 B類 安山岩 A �b J－２７ A：３５２３ ４．５ ４．３ ２．９ ７１．６

１４０１１４ 磨石／敲石 B類 安山岩 A �b J－２７ A：１３３６ １２．４ １０．７ ５．５ １２００．０

１４０１１５ 磨石／敲石 B類 砂岩 A �b H－２９ A：４５０７ ４．６ ４．９ １．６ ５６．５

１４０１１６ 磨石／敲石 B類 砂岩 A �b M－２９ A：３４５８ ９．９ ９．５ ５．９ ９００．０

１４０１１７ 磨石／敲石 B類 砂岩 A �b J－２８ A：０１８９ ５．３ ４．７ ２．１ ８１．３

１４０１１８ 磨石／敲石 B類 砂岩 A �b K－２９ A：３２１５ ６．９ ５．８ ２．６ １４５．３

１４０１１９ 磨石／敲石 B類 安山岩 A �b M－２８ A：３３８５ ７．７ ６．６ ２．３ １８３．６

１４０１２０ 磨石／敲石 A類 不明 A �b I－２８ A：３２５９ １．９ １．３ １．２ ４．１

１４１１２１ 磨石／敲石 C類 砂岩 A �b H－２９ A：３８８１ １０．１ ４．２ ２．９ １４５．１

１４１１２２ 磨石／敲石 C類 安山岩 A �b N－２２ A：２６２９ ７．０ ７．０ ３．０ １８５．５

１４１１２３ ストーンリタッチャー 頁岩 A �b N－２１ A：２３５４ ７．０ ６．２ ２．７ １３２．４

１４１１２４ ストーンリタッチャー 頁岩 A �b N－２４ A：２６４７ ５．８ ４．８ ２．１ ８２．６

１４１１２５ 砥石 砂岩 A �b M－２９ A：３４３２ ９．６ ７．８ ５．８ ３８２．１

１４１１２６ 砥石 砂岩 A �b N－２２ A：２３３６ ８．８ ６．９ １．６ １６７．８

１４１１２７ 石皿 砂岩 A �b M－２６ A：３１８４ ６．３ ６．２ ３．４ １０８．３

１４１１２８ 石皿 砂岩 A �a M－２６ A：０２９５ １２．７ １０．４ ５．３ ７００．０

１４１１２９ 石皿 安山岩 A �a L－２４ A：０５２９ ６．６ ８．８ ４．９ ４００．０

１４１１３０ 円盤状石器 砂岩 A �a I－２９ A：０８１９ ８．０ ９．０ １．１ １１５．６

１４２１３１ 台石 安山岩 D �b F－３１ D：０２７６ ２５．６ ２３．６ １６．２ １３７００．０

１４３１３２ 玉 不明 A �a O－２４ A：０３９５ ２．１ １．５ ０．９ ３．８
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Ｂ・Ｃ区�層出土の石器群

石鏃未製品（第１４４図１３３～１３５）

１３３・１３４は周縁に粗い二次加工を施す。基部は未作出で，概形を整える程度の加工である。１３５は

下面からの調整剥離が上面に及び過ぎて先端部を欠損している。製作途中の失敗品と考えられる。石

材は１３３の玄武岩を除いて黒曜石Ａである。

石鏃（第１４４図１３６～１４５）

１３６は非常に小型で脚部は作出されず柳葉形を呈する。基部が凸状を呈する資料（ドット取上げ）

はこの１点のみである。１３７は裏面に素材面を大きく残す剥片鏃である。周縁の二次加工により整形

し，基部には丸みのある深い抉りを施し脚部を作出する。１３８は小突起状の先端部から側縁は大きく

外湾し，基部は深く丸みを帯びる抉りにより脚部を作出する。１３９の側縁はやや内湾気味に整形し，

基部は直線的な抉りにより長脚に作出する。１４０・１４１・１４３は二次加工により器面全体が覆われ，素

材面は残存しない。１４２・１４４・１４５は粗い二次加工により素材面が残存する。１４５の両側縁中央には対

になる小突起が認められる。１４１～１４５は基部の調整が不明瞭である。石材は１３８の玄武岩，１３９の黒曜

石Ｃを除いて黒曜石Ａを用いる。

石錐・礫錐（第１４４図１４６～１４９）

１４６～１４８は錐部と頭部の境が明確である。素材末端に両面両側縁から二次加工を施し断面菱形の錐

部を作出する。錐部の摩耗が顕著に認められる。１４９は棒状の小型水磨礫を素材に用いた礫錐である。

錐部は丸く周縁には主軸と直交する線条痕が集中する。細部調整は認められず，頭部は滑面となって

いる。１４６・１４７は玄武岩，１４８は黒曜石Ａ，１４９は砂岩を石材に用いている。

楔形石器（第１４４図１５０・１５１）

１５０は非常に薄手で，整った長方形を呈している。表裏面は上下両方向からの同時衝撃（両極打法）

により剥離方向が１８０°に切り合っている。下端には潰れが生じており階段状に剥離している。１５１は

全面凹面で覆われており，下面には階段状の剥離が認められる。側面の剥離痕はハジケによるもので

あり，縦断面で凸レンズ状を呈する。石材は黒曜石Ａを用いる。

つまみ形石器（第１４４図１５２・１５３）

１５２・１５３は縦長剥片を素材に用いる。つまみは両側縁に対になる抉入を施して作出する。１５３は上

下端とも対になるが，１５２の下端は対にならない。１５２は黒曜石Ａ，１５３は玄武岩を石材に用いる。

彫器（第１４４図１５４～１５７）

１５４は小型の縦長剥片を素材に用いる。左側面に２条の樋状剥離を施し彫刀面を作出する。１５５は素

材の打面側に１条の樋状剥離で打面調整を行い，この面を打面として数状の細かい樋状剥離を施して

いる。１５６は左側面の樋状剥離により彫刀面を作出する。下面には両面加工を施し分厚い刃部を作出

する。彫器と掻／削器の兼用石器と考えられる。１５７は素材の打面側に樋状剥離を施し打面調整を行っ

たのち右側縁に２条の樋状剥離を施し彫刀面を作出する。彫刀面には使用痕が顕著に認められる。石

材は１５６の玄武岩を除いて黒曜石Ａを用いる。
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第１４４図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）

－２５３－



１６０

１６１

１５８

１６２

１６３ １６４

１５９

１６６

１６５

１６７

第１４５図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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石匙（第１４５図１５８）

１５８は大型で幅広の剥片を素材に用いている。縦型の形態を呈し，素材末端の両側縁に抉入を施し

つまみを作出している。素材の両側縁には連続した両面加工により分厚い刃部を作出するが，主要剥

離面側の二次加工は粗い。石材は玄武岩を用いる。

掻／削器類（第１４５図１５９～１６７，第１４６図１６８～１７３，第１４７図１７４～１７７，第１４８図１７８～１８１）

掻／削器類はＡ類（１６９），Ｂ類（１５９・１６１・１６８・１７０・１７２・１７３），Ｃ類（１６０・１６２～１６４・１７１），

Ｄ類（１６５～１６７，１７４～１８１）に分類した。

１５９は上端に二次加工を施し突起状に整形する。刃部の加工は認められず，左側縁下半のフェザー

エンドを刃部として用いるためか微細剥離痕が見られる。１６０は素材のバルブ側を折断し方形に整形

する。右側縁にはノッチ状の刃部を作出する。１６１は下縁に鋸歯縁状の刃部を作出する。１６２は下面に

急角度加工による抉りを連続して施すため，刃部は鋸歯縁状を呈する。１６３・１６４は縦長剥片を素材に

用いる。側縁に微細な連続した二次加工を施しノッチ状の刃部を作出する。１６５は縦長剥片を素材に

用いる。右側縁中央に粗い二次加工を施し刃部を作出する。１６６は大型剥片を素材に用いる。上面は

平坦な自然面を残し，下面は二次加工により刃部を作出する。１６７は大型剥片を素材に用いる。周縁

に二次加工を施し，下面は弧状の刃部を作出する。１６８は左側面に微細な二次加工を施し刃部を作出

する。上面の折断面から数条の剥離が認められる。彫器との兼用石器と考えられる。１６９は下縁や左

側縁に急角度加工を施し直線的な分厚い刃部を作出する。１７０は素材の末端に両面加工を施し刃部を

作出する。左側縁には徴細剥離痕が認められ，周縁には二次加工を施し刃部を作出する。１７１は縦長

剥片の左側縁に微細な連続した二次加工を施しノッチ状の刃部を作出する。１７２は下面に直線的な刃

部を作出する。１７３は左側面に急角度加工を施し整形する。下面は微細な二次加工を施し刃部を作出

する。１７４～１８１は大型剥片を素材に用いる。１７４・１７５は周縁に二次加工を施し方形に整形したあと，

両側縁には対になる抉りを施している。下面には二次加工により刃部を作出する。１７６・１７８は周縁に

二次加工を施し三角形状に整形する。１７６は肉厚の大型剥片を素材に用いる。周縁に二次加工を施し

１６８ １６９

１７０

１７２
１７３

１７１

第１４６図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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三角形状に整形する。

下縁は両面加工により

直線的な刃部を作出し，

刃部付近にはポリッ

シュが顕著に認められ

る。１７７は肉厚の縦長

剥片を素材に用いる。

下縁の背面側に二次加

工を施し，やや弧状の

刃部を作出する。１７８

は右側面に平坦な自然

面を残し，左側面は折

断及び上下端からの二

次加工により平坦面を

作出している。下端か

らの剥離は樋状を呈す

る。下面は二次加工に

より鋸歯状の刃部を作

出する。１７９は肉厚の

大型剥片を素材に用い

る。上面は折断により

平坦に作出し，下面は

急角度加工により刃部

を作出する。１８０は上

面に平坦な自然面を残

し，下面に直線的な刃

部を作出する。

Ｂ・Ｃ区では第１２８

図４５・４６のような形態

の大型品は出土してい

ないが，１８１は非常に

大型の縦長剥片を素材

に用い，下面には分厚

い弧状の刃部を作出す

る。左側面は両面から

二次加工が施され突起状に整形される。石材は１５９・１６５～１６７・１７０・１７４～１８１の玄武岩を除いて黒曜

石Ａを用いる。

１７４

１７５

１７６

１７７

第１４７図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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１７８

１７９

１８０

１８１

第１４８図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（１７８～１８０ Ｓ＝２／３，１８１ Ｓ＝１／２）
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１８３１８２

１８５
１８４

１８６

１８７

１８８

第１４９図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）
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石庖丁様石器（第１４９図１８２～１８８）

収穫用石器としてサイズや形態的には掻／削器 D類と類似するが，素材に違いが見られる。素材

の共通する打製石斧とは刃付けの方法や整形に違いが見られることから岩片を素材とした一種の削器

と考えられる。

１８２は板状岩片を素材に用いる。表裏面には部分的に研磨を施しており，下面には両面からの研磨

により直線的な両刃形の刃部を作出している。左側面は破断面となっており欠損する。１８３は板状岩

片を素材に用い，両面に滑面を有している。外湾する側縁に両面加工を施し弧状で薄い両刃形の刃部

を作出している。上面は折断により平坦面を作出している。研磨痕は認められない。１８４は板状岩片

を素材に用いる。下面は二次加工を施し弧状で両刃形の刃部を作出している。上・左側面は折断，右

側面は剥離により長方形に整形している。研磨痕は認められない。１８５は板状岩片を素材に用いる。

下面に二次加工を施し直線的な片刃形の刃部を作出している。下面以外は折断し正方形に整形してい

る。研磨痕は認められない。１８６は大型の剥片を素材に用い，下縁には両面加工を施し弧状の刃部を

作出している。上縁は両面加工により直線的に整形している。上面はやや厚手に作出される。また，

表面は滑面が認められる。１８７は大型の剥片を素材に用いる。下縁は両面加工を施し直線的な刃部を

作出している。また，上縁にも両面加工を施し直線的に整形している。両側面は折断面となっており

長方形に整形する。刃縁の摩耗痕が顕著である。１８８はやや肉厚の板状岩片を素材に用い，下面には

両面加工により弧状の分厚い刃部を作出している。上面は自然面による平坦面を残すが，各角に丸み

を持たせるための二次加工が施され隅丸三角形に整形している。１８２は結晶片岩，１８３～１８５は砂岩，

１８７～１８８は安山岩を石材に用いる。１８６は石材不明である。

磨製石庖丁（第１５０図１８９）

１８９は刃部を含む体部のほとんどを欠損する。薄手で全面に丁寧な研磨を施し，上面には２条の明

瞭な鎬が見られる。下面は擦切により溝状に整形している。溝の下端の稜は正面図中央より左は破断

面となっており，中央より右は「く」の字状に屈曲している。このため中央より右側を穿孔している

と思われる。穿孔は両面からの擦切りにより施され，裏面からの穿孔が表面からの穿孔と比らべて深

い。小型円形の穿孔は認められない。石材は不明である。

１８９

第１５０図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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原石（第１５１図１９０・１９１・１９３）

１９０は拳大の亜角礫で，剥離面はとどめない。本遺跡から出土した原石の中で最大級の大きさであ

る。１９１は鶏卵大の亜角礫で，剥離面は認められない。１９３は鶉卵大の亜角礫で，１枚の剥離痕が認め

られる初期石核である。石材はすべて黒曜石Ａを用いる。

石核（第１５１図１９２・１９４～２０１，第１５２図２０２～２０５）

Ａ・Ｄ区で示したとおり石核はその形態から５つに分類した。玄武岩製では２０４を�類に２０３を�類

に分類した。

１９２・１９４は亜角礫を用いた典型的な�類である。１９２は上面の自然面打面から作業面を１面設定し，

同一方向の剥離を行っている。形状は扁平形を呈する。１９４は上面の調整打面から小型剥片を剥離し

た作業面を打面の周囲に４面設定している。いずれも上面の同一打面からの剥離となる。形状はサイ

コロ状を呈する。下面は自然面が残存する。

１９５は亜角礫を素材に用いる。素材の長軸を横位に用い上下面に設定した両設打面から剥片剥離を

行っている。作業面は１面で上面は調整打面，下面は自然面打面でいずれも後方に傾斜している。打

面から剥離角約９０°で剥片剥離を行うため素材の中央で肉厚となり縦断面で凸レンズ状を呈する。典

型的な�類である。

１９６～２０１は亜角礫を用いており，�類に相当する。１９６は調整打面の周囲に作業面を設定し，同一

方向の剥離を行うが，左側面で９０°に打面を転移した痕跡が見られる。下面は著しく潰れが生じてい

る。形状はサイコロ状を呈する。１９７の最終作業面の打面は剥離面打面である。ほぼ全周に作業面が

認められることから，適当な面を打面に設定し剥片剥離を行っている。同一作業面で９０°の剥離痕の

切り合いが認められる。形状はサイコロ状を呈する。１９６と同じく下面は著しい潰れが生じている。

１９８・１９９は自然面，剥離面，調整打面から作業面を設定している。適当な面を打面に設定し剥片剥

離を行っており，打面転移に規則性は見出せない。形状はサイコロ状を呈する。２００は最終剥離面と

左側面の剥離痕で９０°の打面転移の痕跡が認められる。裏面と下面には自然面を残す。２０１は素材を

縦位に用い縦長剥片を剥離するが，そのあと９０°の打面転移で素材を横位に設定し，上面の自然面か

ら小型の不定形剥片を剥離している。他の面も作業面として利用され，ランダムな打面転移の痕跡が

認められる。

２０２は剥片素材の板状石核である。側面は亀の甲状に剥片剥離を行い，そのあと主要剥離面を作業

面としている。２０３は扁平な板状石核である。素材の周囲に作業面を有し，ランダムに作業面，打面

を転移しながら剥片剥離を行っている。黒曜石製石核の�類に相当する。２０４は素材の主軸を縦位に

用い両設打面から剥片剥離を行っている。作業面は１面で，上下面の後方に傾斜した自然面を打面と

して利用している。作業面の中央でやや肉厚になり凸レンズ状の縦断面を呈する。打面調整を行わな

いが，最終剥離痕が主軸と９０°に切り合うなど形態的に鈴桶型石核と非常に類似している。２０５は大

型で肉厚な剥片素材の板状石核である。左側面の自然面を打面に用い，両面に不定形剥片の作業面が

設けられている。下面にも作業面を設けているが，この作業面は掻／削器類の刃部として作出された

可能性も考えられる。１９２・１９４～２０１は黒曜石Ａ，２０２～２０５は玄武岩を石材に用いている。
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１９１

１９０

１９２

１９３

１９４

１９５
１９６

１９８

１９９

１９７

２００ ２０１

第１５１図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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２０２

２０３

２０４

２０５

第１５２図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝２／３）
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剥片（第１５３図２０６・２０９・２１０）

２０６は縦長剥片である。背面は自然面で覆われることから，石核から剥離した初期の剥片と考えら

れる。２０９は縦長剥片である。背面も縦長剥片を剥離した痕跡が認められる。２１０は細長い縦長剥片で，

背面は自然面で覆われる。２０６と同じく初期の剥離と考えられる。石材は２０９の玄武岩を除いて黒曜石

Ａである。

使用痕剥片（第１５３図２０７・２０８・２１１）

２０７は右側縁に微細剥離痕が見られる。素材の背面は大きく自然面を残しており稜上調整が認めら

れる。２０８は肉厚で大型の縦長剥片である。右側縁に微細剥離痕が認められ，左側縁は自然面が残存

する。２１１は縦長剥片を素材に用いる。素材のバルブ側と左側面を折断し長方形に整形している。側

縁には微細剥離痕が認められる。石材は２０８の玄武岩を除いて黒曜石である。

二次加工剥片Ａ類（第１５３図２１２・２１４・２１５）

２１２は縦長剥片の打面側を折断し，左側縁には二次加工が認められる。背面側には１８０°に切り合う

剥離痕が認められる。２１４は縦長剥片の側縁に二次加工を施す。２１５は縦長剥片の打面側を折断し，側

縁には二次加工を施す。石材は２１２の黒曜石Ａを除いて玄武岩である。

二次加工剥片Ｂ類（第１５３図２１３・２１６～２２８）

Ｂ類の大きさは長軸で３�以下を測る小型品が多く，形態は素材の末端や側縁の一部に急角度の剥

離を施している。素材に注目すると不定形剥片，横長剥片，縦長剥片，寸詰まりの剥片を用いるが，

基本的に縦長を呈する剥片が主体を占める。これらの剥片は総じて打面が小さく背面側に１～２本の

側縁と平行する稜をもつことから縦長剥片や寸詰まりの剥片は石刃状の形態を示すと思われる。本遺

跡の石核の形態と照らし合わせると，定型的な剥片石器群は本遺跡出土の石核から剥離された剥片を

用いた場合素材の大きさに無理が認められる。石核の状態から二次加工剥片Ｂ類の素材となる剥片が

剥離された可能性が高いと思われることから，最終段階での剥片剥離により生産された石器群と考え

られる。

２１３は剥片の末端を折断し方形に整形している。素材末端の折断面や右側縁に細かい急角度加工を

施しており，折断面には右側縁を打面とする１条の細かい樋状の剥離痕が見られる。上面と左側面に

は微細な剥離痕が認められる。２１６・２２０は背面に自然面を残す横長剥片を素材に用い，下面の一部に

主要剥離面を打面とする急角度加工を施している。２１７～２１９・２２１・２２４は小型の縦長剥片を素材に用

い，素材の末端に主要剥離面を打面とする微細な急角度加工を施している。２２２・２２３は小型の剥片の

末端部を折断し長方形に整形している。急角度加工は側縁に施される。２２５はやや肉厚の小型不定形

剥片を素材に用い，左側面に急角度加工を施している。２２６は小型剥片を素材に用いる。左側縁の一

部に微細な急角度加工を施している。２２７は小型剥片の末端に１条の樋状の剥離を施し，この面に素

材背面を打面とする微細な急角度加工が施されている。２２８は縦長剥片のバルブ側を折断し，末端部

を素材に用いている。左側面の一部には微細な急角度加工，右側縁には研磨痕が認められる。石材は

すべて黒曜石Ａである。

－２６３－



２０７

２０６

２０８

２１０

２０９

２１１

２１４ ２１５２１３２１２

２１６ ２１８ ２１９２１７

２２１ ２２３
２２２２２０

２２８２２７

２２４ ２２５ ２２６

第１５３図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（２０６・２０７，２０９～２２８ Ｓ＝２／３，２０８ Ｓ＝１／２）
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２２９

２３０

２３２２３１

第１５４図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）
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２３４

２３３

２３６２３５

２３８２３７

第１５５図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）
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打製石斧Ａ類（第１５５図２３５・２３７・２３８，第１５６図２３９・２４０）

２３５は板状岩片を素材に用い，側縁は両面加工により平行に整形する。２３７は右上端に突起状の基部

を作出する。両側縁は両面加工により平行に整形する。２３８～２４０は大型の剥片を素材に用い，両側縁

を平行に整形する。下縁は二次加工によりやや丸みを帯びる刃部を作出している。２３９は刃部の摩耗

痕が顕著である。いずれも細身で長身形を呈する。石材はすべて安山岩を用いる。

打製石斧Ｂ類（第１５４図２２９・２３０，第１５５図２３３・２３４・２３６）

２２９・２３０は大型で幅広の板状剥片を素材に用いる。下縁には主軸と平行する両面加工により弧状の

刃部を作出している。上面は折断面となり，２２９は折断面からの二次加工により基部を作出している。

両側面は平行に整形するため扁平短冊形を呈する。２３３・２３４は幅広の板状岩片を素材に用いる。下縁

は両面加工により直線的な刃部を作出する。２３６は大型の剥片を素材に用いる。刃縁の摩耗が著しい。

石材はすべて安山岩を用いる。

打製石斧Ｃ類（第１５４図２３１・２３２）

２３１・２３２は板状岩片を素材に用いる。下面は破断面となっており刃部は欠損する。側縁は両面加工

を施し，基部端に向かってすぼまる形状に整形している。石材はすべて安山岩を用いる。

打製石斧剥片（第１５６図２４１）

２４１は打製石斧の製作時に生じたと思われる安山岩の剥片で，最大級の資料である。

２４０

２３９

２４１

第１５６図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（２３９・２４０ Ｓ＝１／２，２４１ Ｓ＝２／３）

－２６７－



２４３

２４２

２４４

２４５

２４６ ２４７

第１５７図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）

－２６８－



磨製石斧Ａ類（第１５７図２４２～２４６）

２４２は両面からの研磨により両刃形で弧状の刃部を作出する。体部中央には帯状の変色が認められ，

着柄痕の可能性が考えられる。２４３～２４６は全面に丁寧な研磨を施す。２４３・２４４は研磨痕を切る敲打整

形が刃部にまで及ぶことから，再加工中に廃棄されたものと考えられる。２４２・２４５は結晶片岩，２４３・

２４４・２４６は頁岩を石材に用いる。

磨製石斧Ｃ類（第１５７図２４７，第１５８図２４８・２４９）

２４７は２４８と比べてやや小型である。板状岩片を素材に用い，左側面と上面を折断し扁平で短冊状に

整形している。研磨は右側縁から下端に限られる。刃部は両面からの研磨により，やや弧状の両刃形

に作出する。２４８・２４９は大型板状岩片を素材に用い，扁平短冊形を呈する。器面全体を敲打整形した

のち全面に研磨を施す。刃部は両面からの丁寧な研磨により弧状で両刃形に作出する。２４９は特に丁

寧な研磨が施される。２４７・２４９は安山岩，２４８は頁岩を石材に用いる。

２４８

２４９

第１５８図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）

－２６９－



磨石／敲石Ａ類（第１５９図２５０・２５１）

２５０は大型の円礫を素材に用いる。非常に肉厚で全面に滑面を有し，表面の平坦面に若干の潰痕が

認められる。２５１は小型の水磨礫を素材に用いる。右側縁の研磨痕が顕著に認められる。２５０は石材に

砂岩を用い，２５１は石材不明である。

磨石／敲石Ｂ類（第１５９図２５２～２５７・２５９・２６０）

２５２は扁平な水磨礫を素材に用いる。潰痕は下面左端に集中しており，平坦面は滑面を有している。

２５３は掌大の棒状円礫を素材に用い，上面は主軸と平行する二次加工により整形する。下面に滑面を

有し，平坦面には潰痕が集中する。２５４は直径５０�大の水磨礫を素材に用いる。側面には鉢巻き状に

潰痕が認められる。２５５～２５７・２５９は水磨礫を素材に用いる。体部は滑面を有し，２５５は肩部，２５６・

２５９は長軸上，２５７は鉢巻状に潰痕が集中する。２６０は拳大の円礫を素材に用い，平坦面は滑面や擦痕

が認められる。体部中央には凹む程ではないが潰痕の集中が見られる。石材は２５４の石英を除いて砂

岩を用いる。

磨石／敲石Ｃ類（第１５９図２５８）

２５８は安山岩製の小型の水磨礫を素材に用い，右側面から上面に二次加工を施し整形する。滑面や

研磨面は認められず，側面には鉢巻状に潰痕が集中する。

ストーンリタッチャー（第１５９図２６１・２６２）

２６１は小型の水磨礫を素材に用いており，周囲は二次加工により整形する。肩部には潰痕が集中し

て認められる。素材の平坦面は滑面を有し，鼠歯状痕が顕著である。２６２は水磨礫を素材に用いる。

全面に滑面を有し，側面の軸上には潰痕が集中する。両面の体部下半には鼠歯状痕，擦痕が集中して

認められる。２６１は石材に砂岩を用い，２６２は石材不明である。

砥石（第１６０図２６３～２６６）

２６３は非常に大型の原礫を素材に用いる。下面は折断面となっており，二次加工が施される。下面

以外はほぼ全面砥面で主軸に沿った研磨痕が溝状を呈するものも認められる。本遺跡で最大級の大き

さである。２６４は板状円礫を素材に用いる。右側面は折断し平坦面は砥面となる。砥面の線状の研磨

痕は基本的に長軸方向へ延びる。２６５は大型の原礫を素材に用いる。右側面以外は折断もしくは欠損

している。正面のやや右端で稜をもって下方に屈曲するため石皿のような断面形状を呈する。平坦面

の中央から左端にかけて滑面を有し，裏面の平坦面にも滑面を有する。表面の平坦面には平行する４

本の線と直行する線が描かれている。２６６は大型の原礫を素材に用い，端部の立ち上がりにより石皿

状の断面形状を呈する。側縁は敲打整形が施され円形に整形する。表面の平坦面には滑面を有し，擦

痕が観察できる。また，わずかに溝状の研磨痕も認められる。裏面の平坦部は丁寧な研磨による溝が

不定方向に交差する。砥石，台石，石皿の兼用石器と考えられる。石材はすべて砂岩製である。

台石（第１６１図２６８・２７０）

２６８は板状円礫を素材に用いる。平坦面には潰痕の集中により凹み状を呈するが，凹石ほどの凹み

は認められない。２７０は拳大の円礫を素材に用いる。平坦面には滑面を有し，体部中央には潰痕が集

中して認められる。石材はすべて砂岩である。

－２７０－



２５１

２５０

２５４
２５２

２５６

２５５

２５７

２５３

２５８ ２５９

２６１

２６０

２６２

第１５９図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（２５０・２５２～２６２ Ｓ＝１／３，２５１ Ｓ＝１／１）

－２７１－



２６９は板状岩片を素材に用いる。側面は二次加工により隅丸長方形に整形している。平坦面には滑

面を有し，潰痕が認められる。また，直線的な研磨痕も認められ，砥面としても利用している。砥石

との兼用石器と考えられる。２７０は拳大の円礫を素材に用いる。平坦面には滑面を有し，体部中央に

は潰痕が集中して認められる。石材はすべて砂岩製である。

石錘（第１６１図２７１～２７３）

２７１～２７３は水磨礫を素材に用いる。本遺跡では収穫具としての機能をもつ石器群の出土が多い中で

特異な石器である。

２７１・２７２は素材の短軸に敲打整形による抉りが左右対称に施される。滑面を有しており，２７２は体

部中央や側面の主軸上に潰痕が集中することから，磨石／敲石Ｂ類の転用品と思われる。２７３は素材

の長軸に敲打整形による抉りが左右対称に施される。いずれも重さは１�以下で，出土量は非常に少

ない。石材は２７２の砂岩を除いて安山岩を用いる。

円盤状石器（第１６１図２７４～２７６）

２７４・２７５は板状岩片を素材に用いる。周縁に敲打による二次加工を施し整形する。研磨痕や擦痕な

どは認められない。２７６は小型板状岩片を素材に用いる。周縁に急角度加工を施し円形に整形する。

平坦面は自然面で研磨痕や擦痕などは認められない。２７４は砂岩，２７５は結晶片岩，２７６は安山岩を石

材に用いる。

石皿（第１６２図２６７・２６９・２７７・２７８）

２６７は大型の扁平円礫を素材に用いる。全面に滑面を有し，平坦面には潰痕が認められる。表面に

は直線的な研磨痕が認められ，砥石との兼用石器と考えられる。２６９は板状岩片を素材に用いる。側

面は二次加工により隅丸長方形に整形している。平坦面には滑面を有し，潰痕が認められる。また，

直線的な研磨痕も認められ，砥面としても利用している。台石や砥石との兼用石器と考えられる。２７７

は板状岩片を素材に用いる。表面の平坦面は滑面であるが，裏面は節理面が残存する。左下端は折断

により整形される。平坦面に潰痕や擦痕は認められない。２７８は板状岩片を素材に用いる。左側面は

自然面を残存するが，他の側面は折断により整形する。表面は滑面，潰痕が認められる。特に右端の

突き出した面はやや凹状となり丸みを帯びた研磨面が認められる。裏面上端は敲打整形が施され，平

坦面にも滑面や潰痕が認められる。石材は２７７の安山岩を除いて砂岩を用いる。

－２７２－



２６３

２６４

２６５

２６６

第１６０図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／３）
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２６７
２６８

２７０

２６９

２７３２７１ ２７２

２７４
２７５

２７６

第１６１図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（２６７～２７３ Ｓ＝１／３，２７４～２７６ Ｓ＝１／２）
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２７７

２７８

第１６２図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／３）
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第６３表 Ｂ・Ｃ区�ａ・�ｂ層石器計測表�

図 番号 器種 石材 地区 層位 グリッド 注記番号
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

１４４１３３ 石鏃未製品 無斑晶質玄武岩 B �a Q－１２ B：０９４９ ３．３ ２．９ １．１ ８．６

１４４１３４ 石鏃未製品 黒曜石Ａ B �a S－１５ B：３０５７ ３．０ ２．７ ０．５ ２．５

１４４１３５ 石鏃未製品 黒曜石Ａ B �a Q－１４ B：２４２９ １．８ ２．８ ０．４ ２．０

１４４１３６ 石鏃 黒曜石Ａ B �b R－１１ B：３７０４ １．５ ０．９ ０．４ ０．４

１４４１３７ 石鏃 黒曜石Ａ C �a V－５ C：００４２ １．５ １．２ ０．３ ０．３

１４４１３８ 石鏃 無斑晶質玄武岩 B �a T－１２ B：１３００ ２．１ １．６ ０．３ ０．６

１４４１３９ 石鏃 黒曜石Ｃ B �b V－１１ B：６７２０ （２．０） （１．５） ０．５ １．０

１４４１４０ 石鏃 黒曜石Ａ B �b Q－１３ B：２０８６ ２．５ （２．１） ０．５ １．２

１４４１４１ 石鏃 黒曜石Ａ B �b S－１４ B：４０３１ １．８ ２．０ ０．４ ０．９

１４４１４２ 石鏃 黒曜石Ａ B �b Q－１２ B：４５３７ ２．０ １．７ ０．３ ０．８

１４４１４３ 石鏃 黒曜石Ａ B �a Q－１３ B：１８３５ ２．２ １．７ ０．４ １．１

１４４１４４ 石鏃 黒曜石Ａ B �b P－１３ B：４８８６ （２．２） １．９ ０．３ １．０

１４４１４５ 石鏃 黒曜石Ａ C �a V－４ C：０５３５ ２．４ １．５ ０．３ １．０

１４４１４６ 石錐 無斑晶質玄武岩 B �a R－１２ B：０６５０ ５．３ ４．８ １．６ ２９．７

１４４１４７ 石錐 無斑晶質玄武岩 B �a P－１２ B：０５１９ ４．２ ３．８ １．８ １２．２

１４４１４８ 石錐 黒曜石Ａ B �a R－１４ B：３２０５ ３．６ ２．９ ０．９ ７．１

１４４１４９ 礫錐 砂岩 C �b Q－１１ C：０９６９ ４．３ １．６ １．４ １３．４

１４４１５０ 楔形石器 黒曜石Ａ B �a U－１１ B：０２９１ ２．９ １．６ ０．５ １．８

１４４１５１ 楔形石器 黒曜石Ａ B �b Q－１４ B：５３９１ ２．２ １．３ ０．９ ２．２

１４４１５２ つまみ形石器 黒曜石Ａ B �b P－１４ B：６６２０ ３．０ １．６ ０．４ １．１

１４４１５３ つまみ形石器 無斑晶質玄武岩 B �a R－１２ B：１７３７ ３．４ １．８ ０．５ ２．１

１４４１５４ 彫器 黒曜石Ａ C �a S－８ C：０１０４ ２．９ １．５ ０．８ ３．５

１４４１５５ 彫器 黒曜石Ａ B �b Q－１４ B：６５８８ ４．２ ２．４ １．２ ７．０

１４４１５６ 彫器 無斑晶質玄武岩 B �b Q－１４ B：２８９６ ３．１ ４．２ １．４ １４．８

１４４１５７ 彫器 黒曜石Ａ B �b Q－１４ B：５２６３ ２．８ １．４ ０．９ ２．７

１４５１５８ 石匙 無斑晶質玄武岩 B �a P－１４ B：１６０１ ９．３ ５．４ １．２ ５９．７

１４５１５９ 掻器／削器Ｂ類 無斑晶質玄武岩 B �b U－１２ B：６８０６ ９．９ ４．２ １．５ ４３．０

１４５１６０ 掻器／削器Ｃ類 黒曜石Ａ B �a P－１４ B：１５８０ １．５ ２．７ ０．６ １．８

１４５１６１ 掻器／削器Ｂ類 黒曜石Ａ B �b P－１５ B：４９３５ ２．２ ３．４ ０．７ ３．６

１４５１６２ 掻器／削器Ｃ類 黒曜石Ａ C �b V－８ C：１１４０ ２．７ ３．０ １．４ ８．２

１４５１６３ 掻器／削器Ｃ類 黒曜石Ａ B �b Q－１２ B：４１５３ ２．２ １．４ ０．６ １．７

１４５１６４ 掻器／削器Ｃ類 黒曜石Ａ B �b U－１１ B：６３３６ ３．６ １．６ ０．５ １．８

１４５１６５ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �a P－１４ B：１６８６ ８．６ ２．７ １．１ ２６．２

１４５１６６ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �b Q－１４ B：３８２７ ４．６ ５．２ １．４ ５０．４

１４５１６７ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �b P－１４ B：５０４６ ３．６ ６．５ １．２ ２７．１

１４６１６８ 掻器／削器Ｂ類 黒曜石Ａ C �b R－９ C：０９３６ ２．３ ３．０ １．１ ６．１

１４６１６９ 掻器／削器Ａ類 黒曜石Ａ B �b R－１１ B：４３１４ ２．４ ３．２ ０．７ ３．６

１４６１７０ 掻器／削器Ｂ類 無斑晶質玄武岩 B �a Q－１２ B：０９５９ ５．５ ２．６ ０．７ １１．４

１４６１７１ 掻器／削器Ｃ類 黒曜石Ａ B �b Q－１３ B：６５６４ ４．１ ２．３ １．０ ５．６

１４６１７２ 掻器／削器Ｂ類 黒曜石Ａ C �a R－１１ C：０２６３ ２．９ １．２ ０．６ ２．０

１４６１７３ 掻器／削器Ｂ類 黒曜石Ａ B �b U－１１ B：６７４１ ２．０ ３．３ １．５ ６．７

－２７６－



第６４表 Ｂ・Ｃ区�ａ・�ｂ層石器計測表�

図 番号 器種 石材 地区 層位 グリッド 注記番号
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

１４７１７４ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �b Q－１１ B：０１２２ ４．４ ５．６ １．８ ５１．９

１４７１７５ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �b Q－１４ B：５２２４ ５．１ ５．９ １．７ ５１．９

１４７１７６ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �a R－１２ B：０６７５ ４．６ ８．２ １．４ ３７．６

１４７１７７ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �b Q－１３ B：５４３３ ３．６ ７．２ １．６ ３１．０

１４８１７８ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �a R－１１ B：０４４０ ６．０ ８．７ ２．５ ９９．１

１４８１７９ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �b R－１２ B：４５１３ ４．０ ９．６ ２．２ ７６．２

１４８１８０ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 B �a U－１４ B：３５５８ ５．３ ８．１ ２．０ ７５．７

１４８１８１ 掻器／削器Ｄ類 無斑晶質玄武岩 C �b U－９ C：０８８０ ５．８ １２．６ ３．８ ２２８．８

１４９１８２ 石庖丁様石器 結晶片岩 B �a Q－１４ B：２３２５ ４．９ ６．０ ０．７ ２０．１

１４９１８３ 石庖丁様石器 砂岩 B �b Q－１２ B：４１７９ ５．２ ６．０ １．０ ４１．３

１４９１８４ 石庖丁様石器 砂岩 B �b Q－１４ B：２９１２ ５．８ ８．６ １．６ ８０．３

１４９１８５ 石庖丁様石器 砂岩 B �b Q－１４ B：２８５２ ５．７ ６．３ ０．８ ３８．３

１４９１８６ 石庖丁様石器 不明 C �b U－９ C：０８８１ ６．１ ９．８ ０．８ ５１．０

１４９１８７ 石庖丁様石器 安山岩 B �a Q－１４ B：３０２２ ４．９ ９．３ ０．９ ４８．９

１４９１８８ 石庖丁様石器 安山岩 C �b U－９ C：０５９７ ７．６ １２．４ １．７ １９１．０

１５０１８９ 磨製石庖丁 不明 B �b R－１２ B：４４３２ ２．１ ５．１ ０．８ １５．６

１５１１９０ 原石 黒曜石Ａ B �b P－１３ B：４８８３ ４．４ ６．５ ２．８ ８４．４

１５１１９１ 原石 黒曜石Ａ C �b Q－１１ C：０９６４ ３．２ ５．６ ３．１ ５６．７

１５１１９２ 石核 黒曜石Ａ B �b Q－１３ B：５４６８ ２．８ ４．８ ２．０ ２２．８

１５１１９３ 原石 黒曜石Ａ B �a Q－１４ B：２４１８ ２．４ ３．１ ２．５ １６．７

１５１１９４ 石核 黒曜石Ａ B �b U－１４ B：６８８６ ２．２ １．８ １．８ ７．３

１５１１９５ 石核 黒曜石Ａ B �b Q－１２ B：４６９１ ２．５ ３．１ １．６ １１．２

１５１１９６ 石核 黒曜石Ａ B �a R－１５ B：２２６９ １．８ １．７ １．８ ６．２

１５１１９７ 石核 黒曜石Ａ B �b U－１３ B：６８２５ ２．４ ２．４ １．９ ８．５

１５１１９８ 石核 黒曜石Ａ B �b Q－１３ B：４８７９ ２．６ ２．９ ３．１ ２０．０

１５１１９９ 石核 黒曜石Ａ B �b Q－１３ B：３１３５ １．２ ２．２ １．８ ４．６

１５１２００ 石核 黒曜石Ａ B �b P－１４ B：４９８０ ２．１ ２．５ １．５ ７．１

１５１２０１ 石核 黒曜石Ａ B �a Q－１５ B：２４８８ ２．２ ３．４ １．７ １１．５

１５２２０２ 石核 無斑晶質玄武岩 B �b Q－１３ B：２０８４ ８．６ ６．４ ２．６ １４３．３

１５２２０３ 石核 無斑晶質玄武岩 C �a U－９ C：０４０４ ４．０ ４．５ １．７ ３２．８

１５２２０４ 石核 無斑晶質玄武岩 B �b R－１３ B：０７６０ ６．１ ４．０ ２．０ ４１．８

１５２２０５ 石核 無斑晶質玄武岩 B �b S－１４ B：３１８４ ７．１ １０．０ ２．３ １７９．７

１５３２０６ 剥片 黒曜石Ａ B �a R－１３ B：０８１６ ４．９ １．８ １．１ ６．８

１５３２０７ 使用痕剥片 黒曜石Ａ C �a T－９ C：０３６８ ４．０ ２．０ １．２ ３．５

１５３２０８ 使用痕剥片 無斑晶質玄武岩 C �b S－９ C：０５６３ １２．０ ６．４ ３．６ ２０３．７

１５３２０９ 剥片 無斑晶質玄武岩 B �b Q－１２ B：４５５３ ４．８ ２．１ ０．７ ６．４

１５３２１０ 剥片 黒曜石Ａ C �a V－７ C：０２８６ ４．０ １．０ ０．５ １．０

１５３２１１ 使用痕剥片 黒曜石Ａ B �b P－１４ B：５０６３ １．６ １．０ ０．３ ０．５

１５３２１２ 二次加工剥片Ａ類 黒曜石Ａ C �b U－９ C：０７７８ ３．７ ２．８ ０．９ ７．８

１５３２１３ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b P－１３ B：４９０３ ２．６ １．９ ０．７ ２．９

１５３２１４ 二次加工剥片Ａ類 無斑晶質玄武岩 C �a U－４ C：０００８ ２．８ １．４ ０．４ １．７

－２７７－



第６５表 Ｂ・Ｃ区�ａ・�ｂ層石器計測表�

図 番号 器種 石材 地区 層位 グリッド 注記番号
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

１５３２１５ 二次加工剥片Ａ類 無斑晶質玄武岩 B �a Q－１４ B：２８２４ ３．０ １．４ ０．５ １．７

１５３２１６ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ C �b Q－１１ C：０９９３ １．８ ３．０ ０．８ ２．９

１５３２１７ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �a R－１５ B：２２８０ ２．２ １．２ ０．５ ０．６

１５３２１８ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b Q－１５ B：６５９５ ２．６ １．６ ０．５ １．５

１５３２１９ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b Q－１１ B：４４０４ ２．７ １．５ ０．５ １．２

１５３２２０ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �a P－１５ B：２１６５ ２．３ ３．６ ０．９ ５．４

１５３２２１ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ C �a U－９ C：０４６６ ２．１ ０．９ ０．５ ０．７

１５３２２２ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b S－１４ B：６８９７ １．５ １．０ ０．６ ０．８

１５３２２３ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b P－１４ B：５５９０ １．７ １．２ ０．３ ０．５

１５３２２４ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b R－１２ B：４４２７ ３．３ １．３ ０．５ １．７

１５３２２５ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b S－１２ B：６０６７ ２．６ １．７ ０．９ ３．４

１５３２２６ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b R－１１ B：４２６８ ２．７ １．５ ０．５ １．５

１５３２２７ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b R－１１ B：４３０１ １．８ １．１ ０．４ ０．６

１５３２２８ 二次加工剥片Ｂ類 黒曜石Ａ B �b Q－１４ B：５１６０ １．０ ０．５ ０．２ ０．５

１５４２２９ 打製石斧Ｂ類 安山岩 B �b U－１４ B：６８４８ １３．３ ９．０ ２．６ ３７５．１

１５４２３０ 打製石斧Ｂ類 安山岩 B �b R－１３ B：６９１５ １１．９ ８．８ ２．７ ３４９．３

１５４２３１ 打製石斧Ｃ類 安山岩 B �b P－１３ B：４９２３ ８．６ ５．７ ２．０ １２５．２

１５４２３２ 打製石斧Ｃ類 安山岩 B �b S－１３ B：６０７７ １０．０ ５．８ １．７ １００．４

１５５２３３ 打製石斧Ｂ類 安山岩 B �b Q－１４ B：５３１３ １１．０ ６．０ １．２ １３２．５

１５５２３４ 打製石斧Ｂ類 安山岩 B �a P－１４ B：１６６８ ８．７ ６．１ ２．６ １７７．５

１５５２３５ 打製石斧Ａ類 安山岩 B �a U－１２ B：３４１０ １０．３ ５．３ ２．３ １３９．０

１５５２３６ 打製石斧Ｂ類 安山岩 B �b S－１５ B：３０３７ １２．２ ６．６ ２．４ ２２５．２

１５５２３７ 打製石斧Ａ類 安山岩 B �b Q－１１ B：０１３１ １０．６ ４．６ ２．７ １１８．８

１５５２３８ 打製石斧Ａ類 安山岩 B �b U－１３ B：３４４８ ９．３ ５．１ ２．０ １１０．９

１５６２３９ 打製石斧Ａ類 安山岩 B �b P－１４ B：５０２５ １１．９ ５．３ ２．０ １２８．５

１５６２４０ 打製石斧Ａ類 安山岩 B �b P－１４ B：３６４５ ９．２ ４．４ ２．２ ７８．２

１５６２４１ 打製石斧剥片 安山岩 C �b U－９ C：０７７９ ５．７ ８．５ １．２ ４６．７

１５７２４２ 磨製石斧Ａ類 結晶片岩 B �a P－１４ B：１５７６ １０．９ ４．７ ３．０ ２６７．８

１５７２４３ 磨製石斧Ａ類 頁岩 B �b R－１３ B：３１６９ １１．６ ５．２ ２．５ ２１３．５

１５７２４４ 磨製石斧Ａ類 頁岩 C �b W－５ C：０６９２ １１．１ ５．１ ２．６ ２０６．７

１５７２４５ 磨製石斧Ａ類 結晶片岩 C �b U－９ C：０８７４ １１．４ ５．９ ２．３ ２４４．７

１５７２４６ 磨製石斧Ａ類 頁岩 B �b P－１２ B：４７９８ １０．８ ４．９ ２．７ １８９．９

１５７２４７ 磨製石斧Ｃ類 安山岩 B �b P－１４ B：５０７０ ８．６ ５．８ １．２ ７５．３

１５８２４８ 磨製石斧Ｃ類 頁岩 B �b R－１４ B：５９２１ １２．１ ９．４ １．６ ２４４．６

１５８２４９ 磨製石斧Ｃ類 安山岩 B �a R－１３ B：１８７２ １０．１ ８．６ １．８ ２２４．７

１５９２５０ 磨石／敲石Ａ類 砂岩 B �b P－１２ B：５５３３ １３．５ １５．０ ７．１ ２２００．０

１５９２５１ 磨石／敲石Ａ類 不明 B �b R－１４ B：５９１４ ２．６ １．２ ０．４ １．６

１５９２５２ 磨石／敲石Ｂ類 砂岩 B �b Q－１４ B：５３０８ ４．９ ７．３ １．６ ８３．２

１５９２５３ 磨石／敲石Ｂ類 砂岩 B �a P－１３ B：１４９２ １３．４ ６．０ ３．２ ３６４．７

１５９２５４ 磨石／敲石Ｂ類 石英 C �b R－１１ C：０６４１ ３．４ ３．５ ２．０ ３４．８

１５９２５５ 磨石／敲石Ｂ類 砂岩 B �b Q－１４ B：５１３５ ５．４ ４．７ ２．２ ７５．８

－２７８－



第６６表 Ｂ・Ｃ区�ａ・�ｂ層石器計測表�

図 番号 器種 石材 地区 層位 グリッド 注記番号
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

１５９２５６ 磨石／敲石Ｂ類 砂岩 B �b Q－１５ B：２５８７ ３．９ ３．４ １．５ ３０．５

１５９２５７ 磨石／敲石Ｂ類 砂岩 B �b Q－１１ B：００２６ ３．６ ３．５ １．８ ３４．３

１５９２５８ 磨石／敲石Ｃ類 安山岩 B �b P－１１ B：０１０６ ６．０ ５．４ ２．５ １２４．５

１５９２５９ 磨石／敲石Ｂ類 砂岩 C �b T－９ C：０９０４ ５．２ ４．６ １．５ ４９．９

１５９２６０ 磨石／敲石Ｂ類 砂岩 B �b Q－１４ B：３８２６ １２．３ １０．０ ４．１ ８００．０

１５９２６１ ストーンリタッチャー 砂岩 B �b P－１４ B：５０７８ ５．２ ４．２ １．３ ４４．８

１５９２６２ ストーンリタッチャー 不明 B �b U－１４ B：６８６４ ６．２ ５．０ ２．５ １１０．６

１６０２６３ 砥石 砂岩 B �b R－１１ B：３７１５ １９．５ １０．８ ７．３ ２１５０．０

１６０２６４ 砥石 砂岩 B �b Q－１３ B：１９９７ ８．１ １０．４ ２．８ ３６８．２

１６０２６５ 砥石 砂岩 B �b R－１１ B：１９９５ １２．５ １０．３ ３．７ ６００．０

１６０２６６ 砥石 砂岩 B �b R－１２ B：２５８４ １２．７ １５．０ ５．４ １０００．０

１６１２６７ 石皿 砂岩 C �b V－７ C：１２８８ １２．０ １３．４ ２．８ ５００．０

１６１２６８ 台石 砂岩 B �b Q－１３ B：４８７８ ９．４ ８．８ ２．２ ２１４．７

１６１２６９ 石皿 砂岩 C �b R－９ C：０５５９ １４．６ １１．５ ４．０ １０００．０

１６１２７０ 台石 砂岩 B �b Q－１２ B：４５８０ １２．９ ９．３ ４．３ ８００．０

１６１２７１ 石錘 安山岩 C �a V－８ C：０３１７ ６．０ ４．７ ５．６ ９５．４

１６１２７２ 石錘 砂岩 C �a U－４ C：０２４２ ６．４ ５．３ ２．４ １３４．６

１６１２７３ 石錘 安山岩 C �b V－８ C：１２６０ ６．３ ９．２ ２．１ １３６．７

１６１２７４ 円盤状石器 砂岩 B �a Q－１４ Q－１４－NB ８．５ ３．４ １．２ ４１．７

１６１２７５ 円盤状石器 結晶片岩 B �b Q－１３ B：５３９５ ９．３ ７．８ １．９ １８５．３

１６１２７６ 円盤状石器 安山岩 B �a Q－１４ Q－１４－d ２．７ ３．０ １．１ １０．１

１６２２７７ 石皿 安山岩 B �a Q－１３ B：１８０７ ２７．３ ２５．７ ５．２ ５８００．０

１６２２７８ 石皿 砂岩 B �b R－１２ B：１７１７ １６．４ ２３．０ ６．８ ３６００．０

－２７９－



接合資料（第１６３～１６８図）

接合資料は，石器群の全体量から考えて潜在的に多数確認される可能性がある。しかし主用石材の

黒曜石は個体別の分離作業が困難であるため積極的な接合作業は実施していない。以下では整理過程

において偶然に確認された�ａ・�ｂ層出土の接合資料１２例のうち９例を取り上げる。なお接合資料

総数は，Ｄ区の石鏃（�ｂ層出土で器体部と脚部片の接合：第４３図７）を含めると，計１３例となる。

接合資料－０１３ ａ ｂ
D：０３４１ D：０３４３

第４３図
７

ａ D：０３４１ ０．８５３�
ｂ D：０３４３

接合資料－００１ ａ ｂ
A：０４８９ A：０３８７

第１６４図
２７９

ａ A：０４８９ １７．９６３�
ｂ A：０３８７

接合資料－００２ ａ ｂ
A：０２１４ A：２２２０

第１６４図
２８０

ａ A：０２１４ ３．１２１�
ｂ A：２２２０

接合資料－００３ ａ ｂ
A：２８８４ A：２９３８

第１６４図
２８１

ａ A：２８８４ １４．６９７�
ｂ A：２９３８

接合資料－００４ ａ ｂ
A：４３１１ A：４３１２

非掲載 ａ A：４３１１ ０．０５８�
ｂ A：４３１２

第１６３図 Ａ・Ｄ区石器接合資料分布図（Ｓ＝１／８００）
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Ａ・Ｄ区の接合資料

黒曜石製剥片と打製石

斧３例が確認されたが，

うち１例（接合資料‐００４）

は被熱によるハジケで，

距離も極端に短いため，

非掲載とした。

２７９（接合資料‐００１）

は黒曜石Ａ製の縦長剥片

で，二片の破断片が接合

した。火熱を受けて光沢

が失われ全体にザラつい

ているが，接合面は本来

のガラス光沢を呈する。

図正面左側面には微細な

クラックが観察される。

被熱直後の高温時に急冷

された結果，破断したも

のと考えられる。接合距

離は１７．９６３�を測る。

２８０（接合資料‐００２）は，安山岩の板状節理岩片を素材とする細身長身の打製石斧Ａ類である。器

軸に直交する方向で中央部から破断した資料が接合した。刃部側は稜線部が磨耗しており，部分的に

刃部再生加工が施されている。接合距離は３．１２１�を測る。

２８１（接合資料‐００３）も安山岩の板状節理岩片を素材とする打製石斧で，Ｂ類に分類される。刃部

側の破片�は節理面の一部が被熱によってハジケており，裏面側の節理面には黒色化が認められる。

接合距離は１４．６９７�と長く，重量の点でも自然営力による移動とは考えにくい。破断した後，何らか

の目的で人為的に運ばれ，移動先で刃部側破片が被熱したものと考えられる。

a

a

b

２７９
（００１）

b

２８０
（００２）

a

b

２８１
（００３）

第１６４図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（２７９ Ｓ＝２／３，２８０・２８１ Ｓ＝１／２）
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Ｂ・Ｃ区の接合資料

石核＋剥片１例，磨製石斧Ｃ類１例，打製石斧剥片１例，

砥石３例，石皿２例の計８例がある。

２８２（接合資料‐０１２）は石核�と剥片�が剥離面で接合

した資料である。接合後の状態は，打面転移を繰り返し，

多方向からの剥離面で覆われる石核�類となる。最終的に

は図上面の剥離面を打面として剥片�を剥出しているが，

石核の分割に近く，石核・剥片のサイズには大差がない。

素材は不純物を含む黒曜石Ａの角礫である。石核・剥片と

も接合面（最終剥離面）の縁辺には微細剥離痕が観察され，

接合距離も１８．０８４�と人為的な移動を示唆する長さである。

２８３（接合資料‐００５）は，刃部付近を研磨した薄身の磨

製石斧Ｃ類で，４点の破片が接合した。石材は安山岩であ

る。全体に鈍い赤色化や淡い黒色化が見られ，被熱による

破砕・ハジケと考えられる。総破片数は１０点以上になる可

能性が高い。磨製石斧としての機能は完全に喪失している

が，破片ｂ・ｃの破断面（接合面）には研磨痕が観察され，

破片ｂでは図裏面側にも破断後の新たな研磨が施されてい

る。各点間距離は最短１５．６１４�，最長５５．９８７�，平均３２．７２６

接合資料－００５ a b c d
B：４００１ B：１２３４ B：２２６０ C：０３９０

第１６６図
２８３

a B：４００１ １７．４５１� ３２．６２７� ３２．７２１�
b B：１２３４ ４１．９５５� １５．６１４�
c B：２２６０ ５５．９８７�
d C：０３９０

接合資料－００６ a b
B：４２４０ B：４０４８

第１６８図
２８５

a B：４２４０ ６．１４９�
b B：４０４８

接合資料－００７ a b
B：６４１６ B：１９９８

第１６８図
２８４

a B：６４１６ ３６．９６３�
b B：１９９８

接合資料－００８ a b
B：５４５３ B：４５４４

第１６８図
２８７

a B：５４５３ １３．８０２�
b B：４５４４

接合資料－００９ a b
B：５１８２ B：５１７０

第１６８図
２８８

a B：５１８２ ０．７３２�
b B：５１７０

接合資料－０１０ a b c d
C：０４２３ C：０５０４ C：０３４０ C：０４５４

第１６８図
２８６

a C：０４２３ ０．６０２� ３．３４３� ４．５０９�
b C：０５０４ ３．３３８� ４．７５７�
c C：０３４０ ７．７８４�
d C：０４５４

接合資料－０１１ a b
C：１０９８ C：１２３０

非掲載 a C：１０９８ １．２０１�
b C：１２３０

接合資料－０１２ a b
C：０３８７ C：０３３１

第１６６図
２８２

a C：０３８７ １８．０８４�
b C：０３３１

第１６５図 Ｂ・Ｃ区石器接合資料分布図（Ｓ＝１／８００）
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�を計り，Ｂ区東端～南端・Ｃ区南東端にかけて広い範囲に分布する。Ｂ・Ｃ区では２条の雨裂が東

西方向に走っており，破片ａ・ｂ・ｄの３点は雨裂に沿うように，ａ－ｂ間１７．４５１�，ｂ－ｄ間１５．６１４

�という近似した間隔で分布している。一方破片ｃは調査区の北側に位置しており，両者は地形的に

も距離的にも懸絶している。以上のことから本例は人為的な移動を示していると考えられる。破片ｃ

の被熱度が最も強いことから，ｃの付近で被熱した後，ａ・ｂ・ｄが運び出されたものと推定される。

２８４（接合資料‐００７）は，砂岩の扁平水磨礫を素材とする砥石で，台石としても兼用されている。

４片以上に破断していると推定されるが，接合したのは２片のみで，他の破片は見いだせなかった。

出土グリッドはＵ‐１３�とＱ‐１３�でＢ区の南側と北側に分かれており，点間距離３６．９６３�を測る。こ

の分布も雨裂を越えており，接合資料‐００５と同様に理解すべきであろう。

２８５（接合資料‐００６）は砂岩製の扁平な板状水磨礫を素材とする砥石である。中央で破断した２片

が６．４１９�の距離で接合した。破断面は鋭利で，再使用痕・再加工痕は認められない。

２８６（接合資料‐０１０）は砂岩製の板状岩片を素材とする石皿である。４片が接合したが，未発見の

破片が多数存在するものと思われる。最短点間距離は０．６０２�（ａ－ｂ間），最長は７．７８４�（ｃ－ｄ

間）で，１グリッド程度の比較的狭い範囲にまとまっている。このうち破片ｄは破断した後，層理面

に沿って割れており，この面には再使用の痕跡が認められる。

a

２８２（０１２）
b

a

b

d
c

２８３（００５）

第１６６図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（２８２ Ｓ＝２／３，２８３ Ｓ＝１／２）
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２８７（接合資料‐００８）は，砂岩の薄い板状岩片を素材とする砥石で，２片が接合した。図正面側を主

たる使用面（砥面）としているが，裏面側も部分的に使用されている。点間距離は１３．８０２�を測る。

破片ｂの右側縁には意図的な整形加工を施しているが，当初からの加工か再加工かは判然としない。

２８８（接合資料‐００９）は，大型の板状水磨礫を素材とする砂岩製の石皿である。接合したのは２点

で，ほかに非接合の同一個体と考えられる資料が４点ある。本来はかなり大型の石皿であったらしく，

実測図で示すように両面が中央に向かって窪んでんでいる。両面の作業面を中心にクラックが見られ，

部分的に淡赤色化を呈していることから，被熱による破砕と考えられる。接合したａ・ｂの点間距離

は０．７３２�，同一個体資料を含めた場合の最大距離は１０．６５４�で，全体の平均は５．４７４�となる。分布

範囲はさほど広くなく，２８６（接合資料‐０１０）の石皿と類似した在り方である。

小結

接合分布の意味については，器種や重量，地形面の傾斜度など多角的な検討が必要だが，ここでは

点間距離のグラフ（第１６７図）に基づいて検討したい。距離は�０．０５～１�前後，�３～５�前後，

�６～９�前後，�１０～２０�前後，�２０�以上に大別される。最も距離が短い�は，自然営力による

経年変化（移動）の可能性が高そうである。�・�は微妙な距離で判断が難しい。�程度の距離は自

然営力による移動や被熱時の飛散という可能性もあるが，再利用例では意図的に運び出された結果が

分布に反映されていることを考慮すべきであろう。�・�のような１０�以上の距離は，人為性が濃厚

である。とくに雨裂を跨ぐ形で分布するＢ・Ｃ区の接合資料は，破損した石器に対する再利用を示す

事例として注目される。晩期の黒曜石製石器群は徹底的な剥片剥離が特徴的で，結果的に多量の遺物

を残している。それは一見，乱暴かつ不経済であるかのような印象を受けるが，砥石や石皿など一部

の器種では，積極的な再利用が行われていたことを示していると言えよう。

第１６７図 石器接合資料の点間距離グラフ
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a

a

b

b

２８４
（００７）

２８５
（００６）c

a

d
２８６
（０１０）

b

a

b ２８７
（００８）

a

b

２８８
（００９）

第１６８図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（２８４～２８７ Ｓ＝１／２，２８８ Ｓ＝１／３）
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第６７表 石器接合資料座標値・点間距離一覧表

図 番号 接合No. 遺物番号 X座標値 Y座標値 Z座標値 接合距離（�）
ｂ

１６４ ２７９ ００１
ａ Ａ：０４８９ －２８２３５．４００ ７８３５６．２３６ ２２３．２１６ １７．９６３
ｂ Ａ：０３８７ －２８２５３．０４５ ７８３５２．８６９ ２２３．９６５

ｂ

１６４ ２８０ ００２
ａ Ａ：０２１４ －２８２１２．７７０ ７８３８８．９８１ ２２０．６８６ ３．１２１
ｂ Ａ：２２２０ －２８２１１．６７２ ７８３９１．９０３ ２２０．４９９

ｂ

１６４ ２８１ ００３
ａ Ａ：２８８４ －２８２２３．１５５ ７８３４４．７７６ ２２３．５２６ １４．６９７
ｂ Ａ：２９３８ －２８２２９．０８４ ７８３５８．２２４ ２２２．６５５

ｂ

１６６ ２８２ ０１２
ａ Ｃ：０３８７ －２８３０８．２５１ ７８２３８．６２４ ２３２．１９９ １８．０８４
ｂ Ｃ：０３３１ －２８３０６．６５９ ７８２２０．６１０ ２３３．２８５

ｂ ｃ ｄ

１６６ ２８３ ００５

ａ Ｂ：４００１ －２８３０３．３１９ ７８２７１．８０１ ２２８．９７５ １７．４５１ ３２．６２７ ３２．７２１
ｂ Ｂ：１２３４ －２８３０２．９５３ ７８２５４．３５４ ２３０．３４９ ４１．９５５ １５．６１４
ｃ Ｂ：２２６０ －２８２７２．９１８ ７８２８３．６４７ ２２９．８３２ ５５．９８７
ｄ Ｃ：０３９０ －２８３０７．０９０ ７８２３９．２９８ ２３１．８５６

ｂ

１６８ ２８４ ００７
ａ Ｂ：６４１６ －２８３０１．１１１ ７８２７１．２４０ ２２８．８０２ ３６．９６３
ｂ Ｂ：１９９８ －２８２６４．４６１ ７８２６６．４４０ ２３０．９６０

ｂ

１６８ ２８５ ００６
ａ Ｂ：４２４０ －２８２６８．７０４ ７８２６０．６９５ ２３１．４１３ ６．１４９
ｂ Ｂ：４０４８ －２８２６３．５７２ ７８２５７．３０７ ２３１．８６１

ｂ ｃ ｄ

１６８ ２８６ ０１０

ａ Ｃ：０４２３ －２８２９８．８７３ ７８２３４．２６６ ２３２．３４９ ０．６０２ ３．３４３ ４．５０９
ｂ Ｃ：０５０４ －２８２９８．４２８ ７８２３３．８６０ ２３２．３５２ ３．３３８ ４．７５７
ｃ Ｃ：０３４０ －２８３００．８７３ ７８２３１．５８７ ２３２．４５９ ７．７８４
ｄ Ｃ：０４５４ －２８２９７．２２２ ７８２３８．４６２ ２３２．０３３

ｂ

１６８ ２８７ ００８
ａ Ｂ：５４５３ －２８２６７．９４８ ７８２７０．８２６ ２３０．５８５ １３．８０２
ｂ Ｂ：４５４４ －２８２７１．５８０ ７８２５７．５１０ ２３１．５８０

ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ

１６８ ２８８

００９

ａ Ｂ：５１８２ －２８２６８．７８２ ７８２７８．６４０ ２３０．０５３ ０．７３２ ３．２９４ ４．２６４ ３．９４３ ７．６６９
ｂ Ｂ：５１７０ －２８２６８．９９０ ７８２７９．３４２ ２２９．９５９ ２．７９４ ４．９６０ ３．２６６ ８．３１５

非掲載

ｃ Ｂ：２６５３ －２８２６７．３６３ ７８２８１．６１３ ２２９．８６３ ７．４１５ １．５０３ ９．２６５
ｄ Ｂ：３１０２ －２８２６９．００３ ７８２７４．３８２ ２３０．３９６ ８．２０６ ５．８２３
ｅ Ｂ：３２６２ －２８２６８．５１８ ７８２８２．５７４ ２２９．７２ １０．６５４
ｆ Ｂ：５０７２ －２８２６３．２８２ ７８２７３．２９５ ２３０．６０４

ｂ

非掲載 ００４
ａ Ａ：４３１１ －２８２４０．２３５ ７８３３５．７８２ ２２４．７１７ ０．０５８
ｂ Ａ：４３１２ －２８２４０．２１０ ７８３３５．８３４ ２２４．７２４

ｂ

非掲載 ０１１
ａ Ｃ：１０９８ －２８３０７．１１０ ７８２２２．０３８ ２３３．０８６ １．２０１
ｂ Ｃ：１２３０ －２８３０８．２７０ ７８２２１．７２８ ２３２．９８４

ｂ

４３ ７ ０１３
ａ Ｄ：０３４１ －２８１６４．２０５ ７８４０３．９５９ ２２０．９１４ ０．８５３
ｂ Ｄ：０３４３ －２８１６４．２９１ ７８４０４．８０８ ２２０．７２６

－２８６－



第６８表 石器接合資料計測表

図 番号 接合No. 器種 石材 遺物番号 区 層 グリッド 長さ
（cm）

幅
（cm）

厚
（cm）

重量
（g）

１６４２７９００１
ａ 剥片 黒曜石Ａ Ａ：０４８９ Ａ �a Ｍ－２４ ３．９ ３．３ １．１ ９．２
ｂ 剥片 黒曜石Ａ Ａ：０３８７ Ａ �a Ｏ－２４ ３．７ ３．６ ０．９ ６．２

１６４２８０００２
ａ 打製石斧 安山岩 Ａ：０２１４ Ａ �ｂ Ｊ－２８ ８．４ ５．２ ２．５ １４２．５
ｂ 打製石斧 安山岩 Ａ：２２２０ Ａ �ｂ Ｊ－２８ ７．３ ５．１ ２．４ １１８．９

１６４２８１００３
ａ 打製石斧 安山岩 Ａ：２８８４ Ａ �ｂ Ｋ－２３ ９．７ ９．２ ２．１ ２９１．５
ｂ 打製石斧 安山岩 Ａ：２９３８ Ａ �ｂ Ｌ－２４ ６．０ ８．９ １．９ １０４．９

１６６２８２０１２
ａ 石核 黒曜石Ａ Ｃ：０３８７ Ｃ �ａ Ｖ－９ １．８ ３．３ １．６ ５．７
ｂ 剥片 黒曜石Ａ Ｃ：０３３１ Ｃ �ａ Ｖ－７ ２．３ ３．１ １．１ ５．４

１６６２８３００５

ａ 磨製石斧 安山岩 Ｂ：４００１ Ｂ �ｂ Ｕ－１３ ５．９ ６．１ １．６ ６３．１
ｂ 磨製石斧 安山岩 Ｂ：１２３４ Ｂ �ａ Ｕ－１１ ４．０ ５．４ １．０ １５．７
ｃ 磨製石斧 安山岩 Ｂ：２２６０ Ｂ �ａ Ｒ－１５ ４．９ ６．７ １．３ ２１．１
ｄ 磨製石斧 安山岩 Ｃ：０３９０ Ｃ �ａ Ｖ－９ ６．３ ４．３ ０．５ ５．８

１６８２８４００７
ａ 磨石／敲石Ａ類 砂岩 Ｂ：６４１６ Ｂ �ｂ Ｕ－１３ ４．６ ４．８ １．５ ３７．７
ｂ 磨石／敲石Ａ類 砂岩 Ｂ：１９９８ Ｂ �ｂ Ｑ－１３ ４．５ ５．３ １．６ ４７．１

１６８２８５００６
ａ 砥石 砂岩 Ｂ：４２４０ Ｂ �ｂ Ｑ－１２ ６．０ ４．２ ０．８ ２４．９
ｂ 砥石 砂岩 Ｂ：４０４８ Ｂ �ｂ Ｐ－１２ ３．９ ４．２ ０．８ ２０．１

１６８２８６０１０

ａ 石皿 砂岩 Ｃ：０４２３ Ｃ �ａ Ｕ－９ ６．３ ７．４ １．８ ６７．５
ｂ 石皿 砂岩 Ｃ：０５０４ Ｃ �ａ Ｕ－９ ４．７ ４．０ １．４ ２５．６
ｃ 石皿 砂岩 Ｃ：０３４０ Ｃ �ａ Ｕ－８ ７．１ ４．３ １．８ ６２．６
ｄ 石皿 砂岩 Ｃ：０４５４ Ｃ �ａ Ｕ－９ ６．８ ５．４ １．８ ７９．９

１６８２８７００８
ａ 砥石 砂岩 Ｂ：５４５３ Ｂ �ｂ Ｑ－１３ ５．５ ７．１ ０．９ ３５．１
ｂ 砥石 砂岩 Ｂ：４５４４ Ｂ �ｂ Ｑ－１２ ７．２ ８．１ １．０ ６６．６

１６８２８８

００９

ａ 石皿 砂岩 Ｂ：５１８２ Ｂ �ｂ Ｑ－１４ ９．６ ８．５ ４．２ ９００．０
ｂ 石皿 砂岩 Ｂ：５１７０ Ｂ �ｂ Ｑ－１４ １０．６ １５．３ ４．５

非掲載

ｃ 石皿 砂岩 Ｂ：２６５３ Ｂ �ｂ Ｑ－１５ ３４４．１
ｄ 石皿 砂岩 Ｂ：３１０２ Ｂ �ｂ Ｑ－１４ ６００．０
ｅ 石皿 砂岩 Ｂ：３２６２ Ｂ �ｂ Ｑ－１５ ６９．０
ｆ 石皿 砂岩 Ｂ：５０７２ Ｂ �ｂ Ｐ－１４ ８００．０

非掲載 ００４
ａ 打製石斧 安山岩 Ａ：４３１１ Ａ �ｂ Ｎ－２１ ９．６ ６．４ １．１ ４７．５
ｂ 打製石斧 安山岩 Ａ：４３１２ Ａ �ｂ Ｎ－２１ ９．４ ６．１ １．５ ６９．０

非掲載 ０１１
ａ 打製石斧剥片 安山岩 Ｃ：１０９８ Ｃ �ｂ Ｖ－７ ５．４ ３．１ ０．９ １７．３
ｂ 打製石斧剥片 安山岩 Ｃ：１２３０ Ｃ �ｂ Ｖ－７ ４．９ ４．７ ０．７ ９．６

４３ ７ ０１３
ａ 打製石鏃 黒曜石Ａ Ｄ：０３４１ Ｄ �ｂ Ｄ－３０
ｂ 打製石鏃 黒曜石Ａ Ｄ：０３４３ Ｄ �ｂ Ｄ－３０

－２８７－



�層以外の石器群

石鏃（第１６９図２８９～２９１）

２８９は肉厚の素材を横位に用い，両側縁から両面加工を施し整形する。下面は折断面となっており，

基部は欠損する。２９０は両面に素材面を大きく残す剥片鏃である。周縁に両面加工を施し，先端部を

作出している。基部は細かい両面加工により円形の抉りを施し脚部を作出している。２９１は粗い二次

加工により全面覆われ，正三角形を呈する。基部は不明瞭であるが，浅い抉りを施している。石材は

２８９の玄武岩を除いて黒曜石Ａである。

石錐（第１６９図２９２・２９３）

２９２は頭部と錐部の境が明確で，錐部は両面両側縁からの二次加工により細長く作出し，断面形状

は菱形を呈する。頭部も二次加工を施し扁平に整形している。２９３は頭部と錐部が一定の幅となる棒

状錐である。全面に二次加工が施される。錐部の断面形状は菱形を呈する。上面は折断面となってお

り，頭部が作出されていた可能性も考えられる。石材は玄武岩を用いる。

石核（第１６９図２９４）

２９４は黒曜石Ａの亜角礫を素材に用いる。上面の調整打面から作業面を１面設定し，同一方向の剥

離を施している。裏面に自然面を残しており，形状は扁平形を呈する。典型的な�類である。

彫器（第１６９図２９５）

２９５は石材に黒曜石Ａを用いる。右側縁に１条の樋状剥離を施し，この面を打面とする３条の樋状

剥離により彫刀面を作出している。

使用痕剥片（第１６９図２９６・２９７）

２９６は泥岩製の剥片を素材に用い，右側縁に微細剥離痕が認められる。２９７は鉄石英製の剥片を素材

に用いる。右側縁に微細剥離痕が認められる。

泥岩・鉄石英ともに本遺跡からの出土は極めて少ない。

楔形石器（第１６９図２９８・２９９）

２９８・２９９は上面を打面として剥離を行うが，下面に剥離方向が逆になる剥離痕が認められる。下面

は潰痕が集中しており，階段状の剥離痕が認められる。両極打法の痕跡で，縦断面は凸レンズ状を呈

する。石材は黒曜石Ａを用いる。

掻／削器Ｄ類（第１６９図３００）

３００は肉厚の剥片を素材に用いる。下縁には両面加工により分厚い直線的な刃部を作出し，上面に

は自然面と折断面により平坦面を作出する。ポリッシュといった使用痕は認められない。石材は玄武

岩を用いる。

十字形石器？（第１６９図３０１）

３０１は板状岩片を素材に用いる。左側面は折断面となっているが，周縁は剥離痕が認められ方形に

整形する。用途不明品である。石材は結晶片岩を用いる。

－２８８－



２９０

２９２２８９

２９３

２９１

２９４
２９６

２９５

２９７

２９８

３００

２９９

３０１ ３０２

３０４３０３

第１６９図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（２８９～３００ Ｓ＝２／３，３０１～３０４ Ｓ＝１／２）

－２８９－



第１７０図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／２）

３０５

３０６

第１７１図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（Ｓ＝１／１）

３０７

石包丁様石器（第１６９図３０２）

３０２は安山岩製の板状岩片を素材に用いている。上面と左側面は折断し，右側面は両面加工により

長方形に整形している。下面は研磨により直線的な両刃形の刃部を作出している。表裏面にも研磨痕

が認められる。

磨製石斧Ｂ類（第１６９図３０３・３０４）

３０３は上面から左側縁上部に二次加工を施し基部を作出している。刃部は丁寧な研磨により片刃形

の石ノミ状に作出するが，刃縁の両端は丸みを帯びる。３０４はやや刃部が幅広となる形態を呈する。

全面を研磨したのち基部周辺に二次加工を施す。刃部は研磨によりやや弧状の片刃形を呈する。３０３・

３０４ともに結晶片岩を石材に用いる。

ストーンリタッチャー（第１７０図３０５）磨石／敲石Ａ類（第１７０図３０６）

３０５は砂岩の水磨礫を素材に用い，上端から左側縁に二次加工により整形している。全面滑面となっ

ており側面の肩部に潰痕が集中する。また，表裏面には鼠歯状痕が認められる。３０６は鶏卵大の水磨

礫を素材に用いる。全面滑面となっており，側面の右下端に研磨痕が認められる。

玉（第１７１図３０７）

３０７は左側面がやや内湾する勾玉状の形態を呈する。全面に光沢をもつ研磨が施される。器面中央に

直径約３�の穿孔を施している。石材は不明だが，やや透明感のある淡青緑色を呈するもので，実見

された数人の方からは朝鮮半島産アマゾナイト（天河石）の可能性が高い，との御教示をいただいた。

－２９０－



石匙（第１７２図３０８）

３０８は横長の三角形を呈する石匙である。玄武岩製の横長剥片を素材に用い，素材の打面方向につ

まみを作出している。つまみの上面には自然面が残存する。三角形の形状を呈し，下面に両面加工に

よる直線的な刃部を作出している。

磨石／敲石Ｂ類（第１７２図３０９）

３０９は砂岩の水磨礫を素材に用い，全面に滑面が認められる。下面と上面肩部に潰痕が集中する。

３０９
３０８

第１７２図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（３０８ Ｓ＝２／３，３０９ Ｓ＝１／３）
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排土及び表面採集の石器（第１７３図３１０～３１４）

３１０は黒曜石製の縦長剥片を素材に用い，両面に素材面を大きく残した剥片鏃である。下面の折断

面に抉りを施し，脚部を作出する。３１１は頁岩製の磨製石斧の基部片である。器面は敲打により潰れ，

基部を整形したあと研磨が施される。破断面も研磨しており，破損品の再利用が考えられる。胴部に

は研磨痕は認められない。３１２は結晶片岩製の板状岩片素材の磨製石斧である。側縁に二次加工を施

したあと全面に研磨を施す。刃部は研磨により弧状の片刃形を呈する。３１３は軽石の円礫である。３１４

は玄武岩製の石皿である。正面中央に滑面を有し，断面は中央で凹む形状を呈する。

３１０

３１１

３１２

３１４

３１３

第１７３図 縄文時代後期～弥生時代前期の石器�（３１０ Ｓ＝２／３，３１１・３１２ Ｓ＝１／２，３１３・３１４ Ｓ＝１／３）
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第６９表 �・�層出土石器計測表

図 番号 器 種 石材 地区 層位 グリッド 注記番号
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（�）

１６９２８９ 石鏃 無班晶質玄武岩 B �c Q－１２ B：０６２５ ３．９ ３．０ ０．９ ６．２

１６９２９０ 石鏃 黒曜石Ａ C �c － C_�C層� ２．０ １．４ ０．３ ０．６

１６９２９１ 石鏃 黒曜石Ａ C �c － C_�C層� ２．２ １．８ ０．４ １．０

１６９２９２ 石錐 無班晶質玄武岩 A �c N－２４ A_N‐２４_�C層 ３．７ ２．５ ０．７ ３．７

１６９２９３ 石錐 無班晶質玄武岩 B �c Q－１２ B：０５５３ ４．７ １．４ １．２ ４．０

１６９２９４ 石核 黒曜石Ａ C �c T－８ T８_NB_２C ２．６ ３．４ １．１ ８．２

１６９２９５ 彫器 黒曜石Ａ B �c P－１３ B：１４８２ ３．６ ２．４ ０．８ ５．０

１６９２９６ 使用痕剥片 泥岩 A �c G－３１ G３１_２c ３．３ ２．３ １．２ ６．５

１６９２９７ 使用痕剥片 鉄石英 C �c V９ V９_２c １．６ ３．４ ０．６ ２．４

１６９２９８ 楔形石器 黒曜石Ａ C �c R－９ C_R９_�C ２．１ ０．９ １．１ １．７

１６９２９９ 楔形石器 黒曜石Ａ C �c T８ C_T８_�C ２．５ １．４ １．１ ８．２

１６９３００ 掻／削器Ｄ類 無班晶質玄武岩 B �c Q－１２ B：０６１９ ３．９ ６．９ １．８ ４４．８

１６９３０１ 十字形石器？ 結晶片岩 B �c Q－１５ B：２４８６ ５．１ ４．１ １．１ ５４．６

１６９３０２ 石庖丁様石器 安山岩 B �c Q－１４ Q‐１４‐b �C層 ４．５ ６．４ １．１ ３２．５

１６９３０３ 磨製石斧Ｂ類 結晶片岩 A �c I－２８ I２８_２c ７．０ ４．０ １．４ ６３．５

１６９３０４ 磨製石斧Ｂ類 結晶片岩 D �c G－３０ D‐G３０‐�層 ７．１ ４．７ １．５ ８８．９

１７０３０５ ストーンリタッチャー 砂岩 C �c T－９ T９_WB_２C ５．６ ４．３ １．８ ５１．９

１７０３０６ 磨石／敲石Ａ類 砂岩 A �c I－２５ A_I２５_２c ３．３ ３．５ ０．８ １４．２

１７１３０７ 玉 不明（天河石？） B �c R－１４ B_R‐１４_�C層 １．３ ０．９ ０．５ ０．８

１７２３０８ 石匙 無班晶質玄武岩 B � R－１３ B：７０２５ ５．２ ７．７ １．２ ３５．０

１７２３０９ 磨石／敲石Ｂ類 砂岩 B � S－１４ B：２５２６ １３．０ １０．５ ４．２ ９５０．０

１７３３１０ 石鏃 黒曜石Ａ C － － C_表採� ２．４ １．７ ０．３ ０．９

１７３３１１ 磨製石斧Ａ類 頁岩 A － － A_廃土０３０７２４ ８．１ ４．４ ３．６ １６９．６

１７３３１２ 磨製石斧Ｃ類 結晶片岩 D － E－３１ E_３１_�b層_風倒木痕 １４．０ ４．９ １．３ １２３．５

１７３３１３ 水磨礫 軽石 C － － C_無加工軽石 ８．５ ６．０ ３．４ ５１．０

１７３３１４ 石皿 玄武岩 A － － A_東側（海手）表採 ２４．０ １６．８ ４．９ ３０００．０

－２９３－



N
D区�

A区�
鉄器出土地点�

B区�

C区�
鉄器出土位置�
X=-28259.264
Y= 78279.633
Z=     230.030

0 10cm

� 金属器

Ｂ区北東部のグリッドＰ‐１４から鉄器の出土があった。ピットなど埋設するための遺構は確認して

おらず，包含層からの検出である。

出土層位は当初�層として取り上げたが，�層上面での精査時での検出で，�ｂ層の残存があった

可能性がある。�ｂ層は下位になるにしたがって色調を明るくする傾向があり，�層との区別の判断

が調査員によってはあいまいであったことは否めない。その後の�層掘削においてもわずかばかりの

遺物が出土したに過ぎず，�層出土の遺物は�ｂ層と変わりない。縄文時代後期から突帯文期までの

土器を含んでおり，特に�ｂ層との時期差も認められなかった。また，長崎大学長岡先生によると，

�層は水無川をはさんで遺跡の北側に位置する眉山の火砕流にその堆積の成因を求めることができる。

よって本来的には�層は無遺物層と判断するのが自然であろう。�層において検出した遺物について

は自然営力による移動や調査精度の問題を考慮することが必要であり，鉄器についても�ｂ層最下部

のもの，あるいは�ｂ層由来のものとして考える必要がある。

出土状況としては，斜めに立ったような状態での出土であった。調査は各層ごとに表面精査をし，

遺構の検出・掘削を行ってから下層の掘削へと進んだため，上層からの撹乱等は考えがたい。Ｂ区に

おける�ｂ層出土の土器は縄文時代後期～弥

生時代前期にほぼ限定されるが，Ｄ区におい

ては弥生時代中期の甕口縁部（図版１７６－１）

の出土がある。�ｂ層の時期的な下限が弥生

時代中期まで下るか，弥生時代中期の遺物が

混入する可能性もありうることを示している。

鉄器の所属時期については弥生時代開始期の

問題にも関わることであり，今後さらに検討

が必要とされる。

出土遺物

１はＢ区出土の鉄器で長軸１０．０�，短軸４．７

�，厚さ２．３�で，重量は１１３．９�を測る。

全体に酸化が進行し，サビ膨れによって形

状は大きく変わっているものと思われるが，

板状の製品である。器種については断定でき

ない。

第１７４図 鉄器出土地点

１

第１７５図 鉄器実測図（Ｓ＝１／３）
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３．弥生時代中期以降の遺物

� 土器・陶磁器・その他（第１７６図～第１８２図）

包含層から出土した弥生時代中期から中・近世の遺物は主に�ａ～�ａ層にかけ出土し，特に�ｃ

層に集中する。弥生時代中期以降の遺物は弥生土器が少量で，中世後期から近世にかけての時期のも

のが大半を占めている状況であった。また，ここでは弥生時代中期以降の土器や陶磁器以外にも，金

属器を除いた時代に関連する土製品・石製品も掲載し，それぞれ調査区ごとに分けている。

Ａ・Ｄ区出土遺物（第１７６～１７７図）

１・２は弥生土器である。１は中期の甕で鋤形を呈する口縁部片である。内外面に丹塗りを施す。

２は後期の高坏もしくは脚台付甕の脚部である。内外面にナデ調整を施す。

３は東南アジア系の褐釉陶器で壺もしくは甕の胴部片である。内面にアテ具痕と思われるものが見

られる。

４は朝鮮李朝の高麗青磁壺もしくは瓶の肩部である。黒白象嵌の技法により連弁文を施す。

５～１５は中国明代の景徳鎮窯系の染付磁器である。５は碁笥底皿の口縁部片である。外面の一重圏

線下に文様を施し，内面の圏線間に文様を施す。６は端反碗の口縁部片である。外面の一重圏線下に

渦状雲文を施し，内面に四方襷文を施す。外面の文様は神仙思想の「青花高士梅枝観月文」の一部の

可能性がある。７は端反皿の口縁部片である。外面の一重圏線下に文様を施し，内面に二重圏線を施

す。８～１０は蓮子碗で外面に丸文を施す。８はわずかに高台が残存する底部付近で，見込みの二重圏

線内に文様を施す。１０は内面に二重圏線を施す。１１は蓮子碗で外面に渦巻唐草文を施し高台に圏線を

巡らせる。見込みに二重圏線を巡らせ，その上に一重圏線を施す。１２は皿の底部である。外面に縦方

向に象嵌を施す。見込みに龍文を施す。１３は碗の底部である。高台の外面に釉がたれており，見込み

に文様を施す。１４は端反皿で高台外面に太い二重圏線を巡らせる。見込みに文様を施す。畳付けの調

整が粗い。１５は碁笥底で見込みに文様を施す。１６は白磁の碁笥底で，高台内は兜巾の形状である。

１７・２０・２１は明の�洲窯系の磁器（染付）である。１７は磁器の皿で，内面のみに蔓草文を施す。

２０は碁笥底皿で，外面に一重圏線を施す。２１は碁笥底皿で，外面に一重圏線を巡らせ，見込みの一

重圏線圏線内に菊花文を施す。高台内は兜巾の形状である。

１８・１９・２２～２６は明の龍泉窯系の青磁である。１８は碗で，外面に鎬蓮弁を施す。１９・２２は直行する

碗の口縁部で，外面に細描蓮弁を施す。また，１９は蓮弁の単位の意識が失われている文様である。

２３は口縁部が外反する碗である。２４は内湾する碗で，口縁部の内面に一重細線が見られる。２５は大

皿の底部で，内面に唐草文を施す。２６は碗の底部である。高台の外面に釉たれが見られる。

２７は朝鮮李朝系の灰釉陶器のぐいのみであろう。口縁部の外面に釉がたれており，稜が見られる。

２８は瀬戸・美濃系の折縁小皿である。黄褐色を呈する厚い灰釉を施している。

２９～３７・３９～４１は，唐津系の陶器である。２９は絵唐津の猪口であろう。外面に鉄絵技法による文様

を施す。３０は陶器鉢の口縁部片である。３１はぐいのみの口縁部片である。内面に草文と思われる文様

が施されている。３２は口縁が直行する皿である。３３・３４は絵唐津の碗で，内面に文様が施されている。

３５～３７は三島唐津の口縁部片である。内面に象嵌の文様が施されている。３５は口唇部にも象嵌が施さ

れている。３９は絵唐津の底部で，高台内は兜巾の形状である。４０・４１は皿の底部で，高台内は兜巾の

形状である。外面に釉たれが見られる。

－２９５－
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第１７６図 弥生時代中期以降の遺物 Ａ・Ｄ区�（Ｓ＝１／３）
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第１７７図 弥生時代中期以降の遺物 Ａ・Ｄ区�（Ｓ＝１／３）

－２９７－



３８は，肥前系陶器の底部で，内面に蛇の目釉ハギが見られる。

４２～４９は肥前・波佐見系の磁器である。４２は丸形碗で，外面に雪輪草花文を施す。４３は丸形碗で，

外面に二重網目文を施し，内面に一重網目文を施す。４４は五寸皿で，内面に斜格子文を施す。見込み

には蛇の目釉ハギ内に格子文を施す。４５は端反碗で，外面に虫篭文を施す。高台の外面に二重圏線を

巡らせ，見込みの一重圏線内に渦福文を施す。４６・４７は端反碗で，外面に墨弾き手法により斜格子文

を施す。高台の外面に二重圏線を巡らせ，見込みの蛇の目釉ハギ内に格子文を施す。４８は丸形碗で，

外面に二重網目文を施し，高台の外面に二重圏線を施す。４９は丸形碗で，外面に唐草文を施し，高台

内に渦福銘を施す。

５０・５１は備前系の擂鉢である。５０は口縁部片である。５１は底部で内面に擂目が見られる。

５２～５７は土師質土器である。５２は中世火鉢で，突帯間に文様を型押しする。内外面は丁寧なナデ調

整を施す。５３は火鉢の底部付近である。外面に突帯をもち，内面はハケ目調整である。５４は土釜の口

縁部付近から肩部にかけてである。外面は丁寧なミガキ調整で花文を型押しし，内面はハケ目後にナ

デ調整を行っている。５５～５７は在地系の中世土師皿であろう。５５・５６は内湾気味な小皿で，内外面に

ナデ調整を施し，底は糸切りである。また，５７は煤の付着はみられないものの，内面の中央に小さな

窪みをもつ灯明皿であろう。

５８～７９は土製品である。５８～７７は土師質の管状土錘である。Ａ・Ｄ区から出土した土錘は全３０点で，

その内で実測に耐えうるもの２０点を図化している。重量はすべて１０�未満の小型のものである。

土錘の出土量は遺跡内で最もこの調査区に集中していると言える。７８は角状の形態を呈する用途不

明土製品である。７９は土鍋か土釜の突帯部を転用したものである。円形に加工しており，遊具の一種

と思われる。８０～８２は紡錘車である。８０は瓦を円形に打ち欠いた転用品である。孔部は焼成前穿孔の

可能性がある。８１は砥石の転用品である。８２は石製紡錘車であり，孔付近に鉄分が付着している。

８３は土製の馬形人形である。頭部および３本の脚部を欠損している。８４は土製の七福神恵比寿と思

われる人形である。頭部および手部，脚部が欠損している。背部は膨らみを持たず剥離していること

から，本来は別の製品に接合されていた可能性がある。

Ｂ区出土遺物（第１７８～１８１図）

１～３は弥生土器である。１は後期の高坏もしくは脚台付甕の脚部である。内外面にナデ調整を行

う。２は後期の壺の肩部である。外面は沈線下を斜めにケズリだしている。３は袋状口縁の壺である。

外面に刻目を入れハケ目調整を施す。内面はナデ調整を施す。

４～１４は東南アジア系の褐釉陶器の壺もしくは瓶である。４は瓶の肩部である。内面の上部が露胎

である。５は内面にアテ具痕が残る。６は内面に稜が見られる。７は底部で，外面にタタキ痕が見ら

れ，内面にアテ具痕が残る。８は内外面に稜が入り，外面の下部に露胎を残す。１０は内外面に稜を残

している。１１・１２は内面にアテ具痕が残る。１４は底部で，外面の褐釉にむらがある。内面にアテ具痕

が見られる。

１５～２５は，朝鮮李朝の灰釉陶器である。１５・１７・２０・２１はぐいのみの口縁部片である。２３はぐいの

みの胴部である。これらの陶器片は外面に稜線が入る特徴である。１６は皿の口縁部付近の破片である。

２４は皿の底部付近である。２５は皿の底部で，見込みと畳付に砂目跡が見られる。１８・１９・２２は碗の口
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縁部片である。２２は外面に白土が施されている。口唇部から口縁部外面の上部にかけて表面が剥落し

ている。

２６～４１は明の龍泉窯系の青磁である。２６～３１は碗の口縁部片で，外面に細描蓮弁を施しており，蓮

弁の単位の意識が失われている。３２～３４は稜花皿で，３２・３３は口縁内面に輪花の二重沈線を施す。

３３は腰折れ形の形状をなすものである。３４は内面に文様が施されている。３５は皿の口縁部片である。

３６は盤の口縁部片である。器壁が厚い。３７・３８は外面に細描蓮弁を施している。３９は碗の底部であ

る。外面に釉たれが見られる。４０・４１は大皿の底部であり，器壁が厚い。

４２～４９・５２～５５・５７～６７・６９～７６・７８～８０は中国明代の景徳鎮窯系の染付碗・皿類である。４２～４４

は蓮子碗で，口縁部外面の上部に二重圏線を巡らせ，その下に丸文を施す。内面にも二重圏線を巡ら

せる。４５は蓮子碗の口縁部で，外面に一重圏線の下に獅子文を施し，内面に二重圏線を巡らせる。

４６～４８は碗の口縁部で，外面に文様を施し，内面に圏線を巡らせる。４９は碗か皿の底部付近で，外

面に芭蕉葉文を施す。５２・５３・５５は蓮子碗の底部で外面に文様を施す。また，５３は外面に圏線を巡ら

せる。５５は高台外面に圏線を巡らせ，見込みに不明な文様を施す。５４は碗の底部で，高台に太い圏線

を巡らせ，見込みに梵字もしくは文字を施す。畳付けの調整が粗い。５７・５８は碁笥底皿の口縁部片で，

口縁外面の上部に波濤文を施し，その下に芭蕉葉文を施す。５７の内面は二重圏線の下に文様を施し，

５８の内面は一重圏線を巡らせる。５９は端反皿の口縁部で外面の二重圏線の下に花唐草文を施し，内面

に二重圏線を巡らせる。６０は端反皿の口縁部で，内外面に一重圏線を巡らせる。６１は端反皿で，内面

に四方襷文を施す。６２は端反皿と思われ，外面に二重圏線を巡らせ，その下部に唐草文を施す。内面

に四方襷文を施す。６３は皿の底部付近で，見込みに捻花文を施す。６４は皿か碗の底部付近であるが，

見込みの圏線内に花卉文を施す。６５は皿の底部付近で外面に芭蕉葉文を施す。６６は皿の底部付近で，

外面に文様を施す。６７は皿の底部付近と思われ，外面に渦唐草文を施し，内面見込みの二重圏線内に

芭蕉葉文と思われる文様を施す。６９は碁笥底皿で，外面に芭蕉葉文を施し，内面見込みの二重圏線内

に草花文を施す。７０は碁笥底皿で，内外面に圏線を巡らせる。７１は碁笥底皿で，外面に一重圏線を巡

らせ，内面見込みの圏線内に文様を施す。７２は碁笥底皿で，外面に二重圏線を巡らせ，見込みに吉祥

句「寿」のディフォルメされた文様を施す。７３は碁笥底皿で，外面に二重圏線を施し，見込みに文様

を施す。７４は碁笥底皿で外面に一重圏線を巡らせ，見込みの二重圏線内に捻花文を施す。７５も碁笥底

皿で，見込みに文様を施す。７６～７８は端反皿と思われる。７６は端反皿の底部と思われ，見込みに草花

文を施す。７８は皿で，高台の外面に二重圏線を巡らせ，見込みに玉取獅子文を施す。７９は皿の底部で，

器壁は薄く見込みに龍文を施す。８０は白磁の碁笥底である。

５０・５１・５６・６８・７７は明の�洲窯系の染付碗・皿類である。５０は碗の底部付近と思われ，外面に花

文を施す。５１は碗で，外面に文様を施す。５６は皿の口縁部片で，外面に波濤文を施し，内面に一重圏

線を巡らせる。６８は碁笥底皿で，外面に一重圏線を巡らせる。７７は皿の底部で，外面に二重圏線で，

内面に文様を施す。

８１は，明代の白磁輪花皿である。口唇部と口縁部内面の上部にそれぞれ刺突が巡る。

８２～８６・８８～１０８は唐津系の陶器である。８２は碗の口縁部片であり，内面に文様を施す絵唐津であ

ろう。８３は絵唐津の碗の口縁部片であり，外面に文様を施す。８４～８６は碗の口縁部である。８８は碗の

底部付近である。８９は碗の底部付近であり，内面に文様を施す。９０は碗の底部である。高台内は兜巾
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の形状である。９１～９３は絵唐津の皿で，９２の内面に鉄絵が施される。９４・９５は皿の口縁部である。９６

～９８は三島唐津の口縁部片である。内面に象嵌文様が施されている。９９～１０２は皿で，内面に櫛刷毛

目が施される。１０３・１０５は碗で，１０４は皿である。１０６は絵唐津と思われる皿で，外面に文様が施され，

内面に櫛刷毛目が見られる。１０７は碗の底部である。見込みに蛇の目釉ハギが見られ砂目が付着して

いる。高台内は兜巾である。１０８は碗の底部で，見込みに砂目が付着している。高台内は兜巾の形状

である。

８７は陶器の碗で，口縁の外面に蓮弁文を施し，粗製のため口縁上部に列点状の気泡が巡る。産地は

不明である。

１０９～１１５は肥前系の磁器である。１０９は碗で直行する口縁部片である。外面に草花文を施し，内面

上部に青海波状文を施す。１１０は碗の口縁部で，外面に二重圏線を施し，内面に一重圏線を施す。１１１

は碗で外面に二重圏線を施す。１１２は碗の底部付近で外面に草花文を施す。１１３は碗の底部である。

１１４は碗で内外面に二重圏線を巡らせる。１１５は碗の底部で，内面に蛇の目釉ハギを施し，内外面に

一重圏線を巡らせる。

１１６は波佐見系の青磁の大皿である。内面に草花文を施す。

１１７・１１８・１２３・１２４・１２７～１２９・１３２・１３３は備前系の擂鉢・火鉢である。１１７・１１８は瓦質の火鉢で，

外面に花文の型押しを施す。１２３・１２４・１２７～１２９は須恵質の擂鉢で内面に擂目が見られる。

１３２・１３３は甕で，外面にタタキ痕が見られ，内面にアテ具痕が残る。また，これら以外に産地が特

定しがたいものとして，１１９～１２２・１２５・１２６の須恵質・土師質土器がある。１１９・１２０は火鉢の胴部で

ある。１１９は外面の突帯下に型押しを施している。内外面にナデ調整を施す。１２０は外面に二重突帯を

巡らせ，内外面にナデ調整を施す。１２１・１２２は土鍋である。１２１は胴部で外面に突帯が付き，内外面

にハケ目が見られる。１２２は肩部で外面に花文を型押しする。１２５・１２６は須恵質の擂鉢で内面に擂目

が見られる。１３１は須恵質の甕である。

１３４～１４７は土師質土器である。１３４は坏である。１３５～１３８・１４１・１４４～１４６は皿で，内外面にナデ調

整を施し，底面糸切りを施す。１３５・１３８は口縁部が外反している。１３７は小皿で口縁部がやや外反し

ている。１３９・１４０・１４２・１４３・１４７は碗である。

１４８～１５２・１５４は土製品である。１４８～１５１は土師質の管状土錘である。重量はすべて１０�未満の小

型のものである。１５２は遺跡から１点しか確認されていないが有溝土錘である。１５４は土製の馬形人形

で，残存部は頭部のみである。１５３は軽石製の紡錘車である。

Ｃ区出土遺物（第１８２図）

１・２は中国明代の景徳鎮窯系の磁器である。１は蓮子碗の底部付近で，外面に丸文を施す。２は

皿の底部で見込みに文様を施す。

３・４は明の�洲窯系の磁器である。３は皿で，高台の外面に二重圏線を巡らせ，見込みに文様を

施す。４は碗で，文様の下に圏線を巡らせる。

５～１０は明の龍泉窯系青磁である。５は碗で，直行する口縁部である。６・７は碗の口縁部片で，

外面に細描蓮弁を施しており，蓮弁の単位の意識が失われている。８は碗の口縁部片で，外面に鎬蓮

弁文と思われるものを施す。９は碗で外面に細描蓮弁を施している。１０は碗の底部である。１１は稜花
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皿の口縁部で，内面に二重沈線を施す。

１３は唐津系の陶器の皿である。見込みに蛇の目釉ハギが見られ，その内部に砂目が見られる。

１１・１２・１４は産地不明の陶器である。１２は瓶の口縁部片であり，外面に数条の多線が巡る。内面に

は数条の稜が見られる。１４は陶質の皿で，底面に糸切りが見られる。

１５・１６は，肥前系の磁器である。１５は碗で，外面に幾条もの稜線が見られ，見込みに蛇の目釉ハギ

が見られる。１６は碗で，外面に草花文が施され，高台外面に二重圏線が巡る。

１７～２２は土師質土器である。１７は火鉢で外面に突帯を巡らせ，花文の型押しを施す。内外面に丁寧

なナデ調整を施す。１８は土釜の口縁部から肩部で，外面にナデ調整を施し，内面にハケ目を施す。

１９～２２は土師皿で，内外面にナデ調整を施し，底面に糸切りが見られる。

２３～２６は土師質の管状土錘である。重量はすべて１０�未満の小型のものである。他調査区に比べ出

土数が少ない。２７は瓦を円形に打ち欠いた転用品の紡錘車である。

小 結

包含層から出土した弥生時代中期・後期の遺物は，遺跡内で数点のみ出土した。この時期の遺物は，

遺跡の主体を占める弥生時代早期・前期の突帯文土器段階に比べると出土量が激減している。このこ

とは，深江町内の他遺跡のあり方とも類似する。

弥生時代中期以降の遺物は，大半が中世の遺物で占める。中世前期では，１３世紀の高麗象嵌青磁の

瓶もしくは壺の肩部を初源として１点のみ出土した。この高麗青磁は，中世後期頃に消費された伝世

品の可能性が高い。多くは１５世紀から１６世紀頃の中世後期のもので，中世後期土器・陶磁器の割合は，

中国の龍泉窯・景徳鎮窯・�洲窯，東南アジア系，朝鮮系の貿易陶磁器類が７割で，須恵質・瓦質・

土師質等の国産土器類が３割近くであり，貿易陶磁器類の全体に占める割合が，国産土器類よりも非

常に高い状況であった。中でも戦国時代から安土桃山時代の１６世紀を中心とした日明貿易や密貿易な

どによってもたらされたであろう中国陶磁器は，染付の碗・皿類が７割と圧倒的に多く，白磁皿や青

磁碗・皿が３割で，それに次ぐ状況である。また，遺跡から出土した景徳鎮窯系青花磁器は，型式及

び器種の判別可能なものが４１点であった。小野正敏分類（小野１９８２）を援用し，その４１点を分類した

ところ蓮子碗（Ｃ群）が４４％，碁笥底皿（Ｃ群）が３２％，端反皿（Ｂ１群）が２４％であった。蓮子碗

と碁笥底・端反皿の比率は，碗が４割で皿が６割と皿が若干多い。

中世土器・陶磁器を輸入品と国産品の分布状況（第７０表）は，Ｓ・Ｔ‐１３・１４グリッドを中心とし

たＢ区の南半一帯，およびＢ区に隣接しＣ区の東側付近に遺物が最も集中し分布する。Ａ・Ｄ区は，

Ｂ・Ｃ区に比べて出土量が極端に減少するが，Ｋ・Ｌ‐２４・２５グリッド付近と，及びその東側の２地

点に若干集中して分布している。この２地点のうち，前者のＫ‐２５グリッドでは，高麗青磁片が出土

しており，後者のＪ‐２９グリッドでは，瀬戸・美濃系の折縁小皿が出土している。また，Ａ・Ｄ区は，

Ｂ・Ｃ区に比べ土錘や紡錘車の出土した率が高い。このように，Ａ・Ｄ区とＢ・Ｃ区では，集中量・

範囲と傾向に若干ではあるが異なる分布状況である。弥生時代中期から中・近世頃の遺物の残存状況

は，破片のものが多く，接合資料は数点のみである。そのため，Ａ・Ｄ区とＢ・Ｃ区の２地点では，

消費過程における廃棄遺物が集中していることがいえる。

さて，次に包含層遺物と遺跡との関連性について考えてみる。遺跡で見つかった中世の遺構は，墓
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坑が確認されており，近世の遺構は水場遺構が確認された。この様に近世については農業に関連する

痕跡が確認されたが，中世からは墓域を除けば，何らかの中世集落に関連する遺構は確認できなかっ

た。にもかかわらず，遺跡から１１３点の貿易陶磁器や４６点の中世土器などの多くの遺物が出土したと

いうことから考えられるのは，この地に何らかの権力か富をもつものがいたのか，関連する消費地で

あった可能性がある。島原半島において中世陶磁器がまとまって出土した遺跡として，日野江城（北

有馬町）や原城（南有馬町）があげられよう。領主有馬氏の居城が日野江城で，その支城が原城であ

る。日野江城や原城からは中世後期から近世初頭にかけての中国，朝鮮，東南アジア産の貿易陶磁器

や中世土器類が出土しており，権現脇遺跡の出土遺物と類似する。中世の深江は当時この有馬の勢力

圏にあった。

『深江家文書』（町誌１９７１）によると，中世の頃の深江には，「安富氏」という地頭がいた。安富氏

は，正応５（１２９２）年，蒙古襲来から間もない混沌とした情勢の中に新補地頭として深江へ着任して

いる。その後，有馬氏と縁を結び，鎌倉時代中期から戦国時代に至るまで有馬氏の一党として深江城

を居城とする。天正１２（１５８４）年，有馬・島津の連合軍と龍造寺軍との沖田畷の戦いの際に，有馬氏

から寝返って龍造寺氏に味方している。この時，有馬軍は，布津・深江の村落を焼き払い，安富氏の

籠城していた深江城にまで迫っている。龍造寺軍が敗れると，深江城を去り佐賀県鹿島市へ逃亡して

いる。

この記録によれば中世の深江は安富氏の領地であった。また，安富氏の領地であった当時の深江と

は，深江家文書の中に「深江の四至（＝領地）」について，現在の深江町の行政区分とさほど変わり

はないように記されている。その後，有馬氏は，豊臣秀吉の朝鮮出兵に従ったため，深江を含む高来

郡内４万石を安堵されている。このように，遺跡周辺は，安富氏もしくはその後の有馬氏の領地下に

あり，両氏いずれかの関連性のある遺跡である可能性がある。遺跡の西に隣接する門脇遺跡，別名，

水源神社がある。また，遺跡の名称でもある権現脇，つまり権現（＝仏が神の姿で現れるの意）脇（＝

第７０表 中世土器・陶磁器の分布状況
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日本�

朝鮮�

東南�
アジア�

中国�

第７１表 遺跡出土の中世土器・陶磁器類の集計表

輸入品

産地・種類 東南アジア
系

中国 朝鮮

龍泉窯系 景徳鎮窯系 �洲窯系 その他 高麗青磁 灰釉陶器

Ａ・Ｄ区 １ ７ １２ ３ ０ １ １
Ｂ区 １１ １６ ３４ ５ １（白磁） ０ １１
Ｃ区 ０ ６ ２ ２ ０ ０ ０
小計 １２ ２９ ４８ １０ １ １ １２
合計 １２ ８８ １３

国産品

産地・種類 瀬戸・美濃 備前 須恵質土器 瓦質土器 土師質土器

Ａ・Ｄ区 １ ２ ０ ０ ６
Ｂ区 ０ ８ １１ １ １１
Ｃ区 ０ ０ ０ ０ ６
小計 １ １０ １１ １ ２３
合計 ４６

輸入品 国産品

産地国名 中国 東南アジア 朝鮮 日本

出土点数 ８７ １２ １３ ４６
割合 ５５％ ８％ ８％ ２９％
合計 １１２ ４６

中世輸入品と国産品の割合

側）で「権現を祭る社」が遺跡近辺にあったことも考えられる（町誌１９７１）。中世権現脇遺跡には，

この様な時代背景と生活環境において中世後期に多くの貿易陶磁器類を消費していたことであろう。

島原半島では，近年中世の調査事例が増加し，多くの貿易陶磁や中世土器が出土している。今後，

海に囲まれ，津の多い島原半島における中世後期の流通システムを解明していく必要があろう。

【参考・引用文献】

大石昇・古賀正美 １９９６『久留米城下町 両替町遺跡』久留米市教育委員会

小野正敏 １９８２「１５～１６世紀の染付碗，皿の分類と年代」『貿易陶磁研究 No.２』日本貿易陶磁研究会

上田秀夫 １９８２「１４～１６世紀の青磁の分類について」『貿易陶磁研究 No.２』日本貿易陶磁研究会

川内野篤編 ２００５『針尾城跡』佐世保市教育委員会

国立歴史民俗博物館編 ２００５『東アジア中世海道』毎日新聞社

佐藤浩司 １９９７『小倉城跡３』北九州市教育文化事業団

鈴木康之 ２００４「消費活動から探る中世集落の動向」『日本考古学協会 ２００４年度広島大会 研究発表資料

集』

広島県立歴史博物館編 １９９１『瀬戸内の中国陶磁』広島県立歴史博物館友の会

広島県立歴史博物館編 １９９６『海の道から中世をみるⅠ 中世の港町』広島県立歴史博物館友の会

中里太郎右衛門 １９８９『唐津 日本陶磁大系』第１３集 平凡社

深江町編さん委員会 １９７１『深江町郷土誌』深江町

宮崎貴夫 １９８４『今福遺跡�』長崎県教育委員会
文化庁・長崎県文化課・南有馬教育委員会他 １９８８『シンポジウム「原城発掘」西海の王土から殉教の舞台

へ』

山口譲治編 １９９５『博多４７』福岡市教育委員会
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第７２表 Ａ・Ｄ区土器・陶磁器・その他観察表�

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

１７６ １ D－３０ �b 弥生土器・壺 丹塗り・ナデ 丹塗り・ナデ Ｄ区出土 弥生時代中期須玖式土器

１７６ ２ H－３０ �a 弥生土器・高坏？ ナデ ナデ 高坏脚部か台付鉢脚部か不明

１７６ ３ K－２８ � 陶器・壺・瓶 アテ具痕 東南アジア 褐釉陶器

１７６ ４ K－２５ �c 高麗青磁 蓮弁文・象嵌 回転ナデ 高麗青磁 １３ｃ～１４ｃ後半

１７６ ５ K－２８ �c 磁器・碁笥底皿 一重圏線 圏線間に文様 景徳鎮窯 １５ｃ～１６ｃ後半

１７６ ６ N－２６ �c 磁器・端反碗 四方襷文 渦状雲文 景徳鎮窯 １５ｃ～１６ｃ後半

１７６ ７ L－３１ �c 磁器・端反皿 二重圏線・不明文様 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７６ ８ K－２５ �c 磁器・蓮子碗 丸を三つ結合した文 二重圏線・不明文様 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７６ ９ M－２７ 撹乱 磁器・蓮子碗 丸を三つ結合した文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７６１０ K－２５ �c 磁器・蓮子碗 丸を三つ結合した文 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７６１１ L－２５ �c 磁器・蓮子碗 渦巻唐草文 一・二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７６１２ I－２９ �c 磁器・端反皿 龍文 景徳鎮窯 １６ｃ前半～中葉

１７６１３ L－２４ �c 磁器・蓮子碗 不明文様 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７６１４ J－２９ �c 磁器・端反皿 二重圏線 不明文様 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７６１５ L－２５ �c 磁器・碁笥底皿 不明文様 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７６１６ K－２５ �c 白磁・碁笥底皿 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半 高台内兜巾

１７６１７ L－２４ �c 磁器・皿 蔓草文？ �洲窯 １６ｃ末

１７６１８ K－２４ �a 青磁・碗 鎬蓮弁文 龍泉窯 １６ｃ

１７６１９ H－２９ � 青磁・碗 細描蓮弁文 龍泉窯 １６ｃ

１７６２０ L－２５ �c 磁器・碁笥底皿 一重圏線 �洲窯 １６ｃ

１７６２１ K－２４ �c 磁器・碁笥底皿 一重圏線 菊花文・一重圏線 �洲窯 １６ｃ

１７６２２ N－２１ �c 青磁・碗 細描蓮弁文 龍泉窯 １６ｃ

１７６２３ K－２４ �c 青磁・碗 龍泉窯 １５ｃ～１６ｃ

１７６２４ N－２５ �c 青磁・碗 沈線 龍泉窯 １５ｃ～１６ｃ

１７６２５ O－２２ �a 青磁・大皿 唐草文 龍泉窯 １６ｃ

１７６２６ I－２９ �c 青磁・碗 龍泉窯 １６ｃ

１７６２７ I－２７ 撹乱 陶器・ぐいのみ 朝鮮李朝灰釉陶器

１７６２８ J－２９ �c 陶器・折縁小皿 瀬戸・美濃 １６ｃ末～１７ｃ初頭

１７６２９ L－２２ �b 陶器・猪口 不明文様 絵唐津 １７ｃ初頭

１７６３０ M－２４ �c 陶器・鉢 唐津

１７６３１ I－３０ � 陶器・ぐいのみ 唐津

１７６３２ M－２４ �c 陶器・碗？ 唐津

１７６３３ N－２２ �c 陶器・皿 不明文様 絵唐津 １７ｃ初頭

１７６３４ N－２７ �c 陶器・皿 不明文様 絵唐津 １７ｃ初頭

１７６３５ K－２４ �a 陶器・皿 象嵌 象嵌 唐津 １７ｃ後半～１８ｃ前半

１７６３６ I－２８ �c 陶器・皿 象嵌 唐津 １７ｃ後半～１８ｃ前半

１７６３７ J－２９ � 陶器・皿 象嵌 唐津 １７ｃ後半～１８ｃ前半

１７６３８ － － 陶器・皿 蛇の目釉ハギ 肥前

１７６３９ O－２２ �c 陶器・碗 絵唐津

１７６４０ J－３１ �c 陶器・皿 唐津 高台内兜巾
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第７３表 Ａ・Ｄ区土器・陶磁器・その他観察表�

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

１７６４１ K－２４ �c 陶器・皿 唐津 高台内兜巾

１７７４２ － － 磁器・丸形碗 雪輪草花文 肥前 １８ｃ後半

１７７４３ J－２４ �c 磁器・丸形碗 二重網目文 一重網目文 波佐見 １８ｃ～１９ｃ後半

１７７４４ M－２３ �c 磁器・五寸皿 斜格子文・格子文 波佐見 １９ｃ

１７７４５ M－２３ �c 磁器・端反碗 斜格子文・渦福銘 波佐見 １９ｃ前半

１７７４６ L－２４ �c 磁器・端反碗 斜格子文・釉ハギ 格子文 波佐見 １９ｃ前半

１７７４７ M－２３ 撹乱 磁器・端反碗 斜格子文・釉ハギ 格子文 波佐見 １９ｃ前半

１７７４８ － ‐ 磁器・丸形碗 二重網目文 波佐見 １８ｃ～１９ｃ後半

１７７４９ M－２７ 撹乱 磁器・丸形碗 花唐草 禍福銘 肥前

１７７５０ L－２５ �c 陶器・擂鉢 備前 １６ｃ前半（間壁編年の�期）の前半期

１７７５１ K－２９ �c 須恵質土器・擂鉢 擂目（卸目） 備前

１７７５２ L－２５ �c 土師質土器・火鉢 花文型押し ナデ

１７７５３ H－２９ � 土師質土器・土鍋 花文型押し ハケ目

１７７５４ J－３１ �c 土師質土器・土釜 花文型押し・ミガキ ナデ

１７７５５ H－２９ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１７７５６ L－２５ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１７７５７ G－３０ � 土師質土器・燈明皿 ナデ・糸切り ナデ Ｄ区出土

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種 法量（単位：�・�） 備考

１７７５８ K－２４ �c 土製品・土錘 長さ４．１ 径１．０ 重量４．０

１７７５９ M－２６ �a 土製品・土錘 長さ３．４ 径０．９×０．８ 重量２．１

１７７６０ L－２４ �a 土製品・土錘 長さ３．１ 径１．２×１．１ 重量４．５

１７７６１ J－２４ � 土製品・土錘 長さ４．２ 径１．２ 重量５．９

１７７６２ H－２９ �c 土製品・土錘 長さ２．８ 径０．９×０．８ 重量１．９

１７７６３ O－２２ �c 土製品・土錘 長さ３．８ 径１．１×０．９ 重量３．６

１７７６４ J－２５ �c 土製品・土錘 長さ３．１ 径１．０×０．９ 重量３．０

１７７６５ K－２３ �c 土製品・土錘 長さ３．２ 径０．９ 重量２．０

１７７６６ J－２５ �c 土製品・土錘 長さ２．２ 径０．９ 重量１．６

１７７６７ M－２８ �c 土製品・土錘 長さ２．８ 径０．７ 重量１．２

１７７６８ N－２２ �c 土製品・土錘 長さ３．７ 径１．０×０．９ 重量３．６

１７７６９ J－２５ �c 土製品・土錘 長さ２．８ 径１．０ 重量２．０

１７７７０ K－２５ �c 土製品・土錘 長さ３．２ 径１．０ 重量２．５

１７７７１ L－２５ �c 土製品・土錘 長さ３．２ 径０．８ 重量１．８

１７７７２ G－３０ �c 土製品・土錘 長さ３．８ 径１．３×１．２ 重量６．４

１７７７３ J－２５ �c 土製品・土錘 長さ３．４ 径０．８ 重量２．４

１７７７４ K－２５ �c 土製品・土錘 長さ２．９ 径０．９ 重量１．９

１７７７５ L－２５ �c 土製品・土錘 長さ３．６ 径０．９×０．８ 重量２．４

１７７７６ O－２４ �a 土製品・土錘 長さ３．５ 径１．２×１．１ 重量３．６

１７７７７ O－２２ �a 土製品・土錘 長さ３．７ 径０．８×０．７ 重量２．１

１７７７８ N－２３ �c 土製品・不明 長さ２．９ 径１．２ 重量４．８

１７７７９ L－２４ �c 土製品・土製円盤 径４．１×３．６ 厚さ１．０ 重量１２．５ 土鍋・土釜再転用品
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第７４表 Ａ・Ｄ区土器・陶磁器・その他観察表�
図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種 法量（単位：�・�） 備考

１７７８０ － 撹乱 瓦質土器・紡錘車 径４．１×３．６ 厚さ１．１ 重量４８．２ 瓦の転用品

１７７８１ L－２２ 撹乱 石製品・紡錘車 径４．７×４．３ 厚さ１．８ 重量４２．０ 砥石の転用品

１７７８２ L－３０ �a 石製品・紡錘車 径４．９×２．６ 厚さ１．５ 重量２４．８

１７７８３ H－３０ �a 土製品・人形 径２．５×４．５ 重量１３．５ 馬形人形

１７７８４ B－３１ � 土製品・人形 径２．８×３．３ 重量７．３ 恵比寿人形 Ｄ区出土

第７５表 Ｂ区土器・陶磁器・その他観察表�

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

１７８ １ T－１２ �a 弥生土器・高坏？ ナデ ナデ 高坏脚部か台付甕脚部か不明

１７８ ２ S－１４ �c 弥生土器・壺 沈線・ケズリ ナデ 弥生時代後期

１７８ ３ Q－１４ �a 弥生土器・壺 刻目 弥生時代後期 袋状口縁

１７８ ４ U－１３ �b 陶器・瓶 稜線 稜線 東南アジア 褐釉陶器

１７８ ５ U－１３ �b 陶器・壺 アテ具痕 東南アジア 褐釉陶器

１７８ ６ T－１４ �c 陶器・壺か瓶？ 稜線 稜線 東南アジア 褐釉陶器

１７８ ７ S－１２ �b 陶器・壺 タタキ アテ具痕 東南アジア 褐釉陶器

１７８ ８ Q－１５ �c 陶器・瓶 稜線 稜線 東南アジア 褐釉陶器

１７８ ９ U－１１ �c 陶器・壺か瓶？ 稜線 東南アジア 褐釉陶器

１７８１０ T－１３ �c 陶器・壺か瓶？ 稜線 稜線 東南アジア 褐釉陶器

１７８１１ T－１１ �b 陶器・壺か瓶？ 稜線・アテ具痕 東南アジア 褐釉陶器

１７８１２ T－１３ �c 陶器・壺か瓶？ 黒い斑点 アテ具痕 東南アジア 褐釉陶器

１７８１３ V－１３ �c 陶器・壺か瓶？ 東南アジア 褐釉陶器

１７８１４ U－１３ �b 陶器・壺 東南アジア 褐釉陶器

１７８１５ T－１３ �c 陶器・ぐいのみ 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８１６ S－１３ �c 陶器・皿 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８１７ S－１２ �b 陶器・ぐいのみ 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８１８ R－１１ �a 陶器・碗 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８１９ V－１３ �c 陶器・碗 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８２０ T－１３ �c 陶器・ぐいのみ 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８２１ R－１４ �a 陶器・ぐいのみ 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８２２ Q－１１ � 陶器・碗 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８２３ R－１５ �c 陶器・ぐいのみ 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８２４ U－１３ �b 陶器・皿 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８２５ P－１５ �c 陶器・皿 朝鮮李朝灰釉陶器

１７８２６ R－１５ �c 青磁・碗 蓮弁文 龍泉窯 １５ｃ～１６ｃ

１７８２７ V－１２ �a 青磁・碗 蓮弁文 龍泉窯 １６ｃ

１７８２８ O－１４ �c 青磁・碗 蓮弁文 龍泉窯 １６ｃ

１７８２９ U－１３ �c 青磁・碗 蓮弁文 龍泉窯 １６ｃ

１７８３０ T－１４ �c 青磁・碗 蓮弁文 龍泉窯 １６ｃ

１７８３１ S－１３ �a 青磁・碗 蓮弁文 龍泉窯 １６ｃ

１７８３２ U－１４ �c 青磁・稜花皿 二重沈線 龍泉窯 １５ｃ～１６ｃ
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第７６表 Ｂ区土器・陶磁器・その他観察表�

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

１７８３３ U－１３ �c 青磁・稜花皿 二重沈線 龍泉窯 １５ｃ後半

１７８３４ U－１２ �c 青磁・稜花皿 不明文様 龍泉窯 １５ｃ～１６ｃ

１７８３５ R－１４ �c 青磁・皿 龍泉窯 １５ｃ～１６ｃ

１７８３６ U－１５ �c 青磁・盤 龍泉窯 １５ｃ

１７８３７ Q－１２ �c 青磁・碗 蓮弁文 龍泉窯 １５ｃ～１６ｃ

１７８３８ U－１３ �a 青磁・碗 蓮弁文 龍泉窯 １５ｃ～１６ｃ

１７８３９ R－１４ �c 青磁・碗 龍泉窯 １５ｃ～１６ｃ

１７８４０ U－１３ �c 青磁・大皿 龍泉窯 １５ｃ

１７８４１ U－１１ �b 青磁・大皿 龍泉窯 １５ｃ

１７９４２ T－１３ �c 磁器・蓮子碗 丸を３つ結合した文 二重圏線 景徳鎮窯 Ｔ１３・１５・Ｓ１４接合 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９４３ S－１３ �c 磁器・蓮子碗 丸を３つ結合した文 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９４４ S－１２ � 磁器・蓮子碗 丸を３つ結合した文 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９４５ R－１１ �c 磁器・蓮子碗 獅子文・圏線 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９４６ V－１３ �a 磁器・蓮子碗？ 二重圏線 一重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９４７ P－１４ �c 磁器・蓮子碗？ 一重圏線 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９４８ P－１４ �c 磁器・蓮子碗？ 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９４９ T－１２ �b 磁器・碗か皿？ 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９５０ T－１３ �c 磁器・碗？ 花文 �州窯 １６ｃ末 底部付近

１７９５１ U－１３ � 磁器・碗 不明文様 �州窯 １６ｃ末

１７９５２ S－１４ �c 磁器・蓮子碗 不明文様 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９５３ T－１１ � 磁器・蓮子碗 一・二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９５４ S－１４ �c 磁器・蓮子碗？ 一重圏線 梵字か文字？ 景徳鎮窯 １６ｃ

１７９５５ T－１２ �c 磁器・蓮子碗 一・二重圏線 不明文様 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９５６ U－１２ �c 磁器・皿 波濤文 一重圏線 �州窯 １６ｃ末

１７９５７ T－１３ �c 磁器・碁笥底皿 波濤文・芭蕉葉文 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９５８ T－１４ �c 磁器・碁笥底皿 波濤文・芭蕉葉文 一重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９５９ V－１２ �a 磁器・端反皿 花唐草文 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９６０ Q－１４ �c 磁器・端反皿 一重圏線 一重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９６１ Q－１２ �a 磁器・端反皿 四方襷文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９６２ P－１３ �c 磁器・端反皿 唐草文・二重圏線 四方襷文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９６３ R－１１ � 磁器・皿 捻花文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９６４ S－１４ �c 磁器・皿・碗？ 花卉文・一重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９６５ T－１４ �c 磁器・皿 芭蕉葉文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９６６ V－１３ �c 磁器・皿 草花文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９６７ R－１２ �c 磁器・皿 渦巻唐草文 芭蕉葉文？・圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９６８ T－１４ �c 磁器・碁笥底皿 一重圏線 �州窯 １６ｃ末

１７９６９ S－１４ �a 磁器・碁笥底皿 芭蕉葉文 草花文・二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９７０ U－１１ � 磁器・皿 一重圏線 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９７１ P－１４ �c 磁器・碁笥底皿 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９７２ S－１３ �c 磁器・碁笥底皿 二重圏線 吉祥句「寿」文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半 Ｓ１３・Ｕ１４接合
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第７７表 Ｂ区土器・陶磁器・その他観察表�

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

１７９７３ T－１４ �c 磁器・碁笥底皿 二重圏線 不明文様 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９７４ T－１３ �a 磁器・碁笥底皿 一重圏線 捻花文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９７５ R－１５ �c 磁器・碁笥底皿 不明文様 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９７６ T－１３ �c 磁器・皿 葉文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９７７ V－１３ �c 磁器・皿 一・二重圏線 不明文様 �州窯 １７ｃ末

１７９７８ T－１４ �c 磁器・端反皿 二重圏線 玉取獅子文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９７９ T－１３ �c 磁器・端反皿 龍文 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９８０ T－１４ �c 白磁・碁笥底皿 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１７９８１ T－１４ �c 白磁・輪花皿 碁笥底

１８０８２ T－１３ �c 陶器・碗？ 不明文様 絵唐津？

１８０８３ S－１４ �c 陶器・碗 不明文様 絵唐津 １７ｃ初頭

１８０８４ T－１５ �a 陶器・碗 唐津

１８０８５ U－１１ � 陶器・皿 唐津

１８０８６ Q－１２ �c 陶器・碗 唐津

１８０８７ U－１３ �c 陶器・碗 蓮弁文

１８０８８ R－１２ �c 陶器・碗 唐津

１８０８９ U－１３ �b 陶器・碗 不明文様 絵唐津？

１８０９０ R－１３ �c 陶器・碗 唐津・兜巾 １７ｃ後半～１８ｃ前半

１８０９１ Q－１４ �c 陶器・皿 絵唐津 １７ｃ初頭

１８０９２ P－１２ �a 陶器・皿 不明文様 絵唐津 １７ｃ初頭

１８０９３ T－１２ �c 陶器・皿 絵唐津 １７ｃ初頭

１８０９４ R－１２ �a 陶器・皿 唐津

１８０９５ Q－１２ � 陶器・皿 唐津

１８０９６ T－１３ �c 陶器・皿 象嵌 唐津 １７ｃ後半～１８ｃ前半

１８０９７ U－１２ �b 陶器・皿 象嵌 唐津 １７ｃ後半～１８ｃ前半

１８０９８ T－１５ �a 陶器・皿 象嵌 唐津 １７ｃ後半～１８ｃ前半

１８０９９ U－１４ �c 陶器・皿 櫛刷毛目 唐津 １７ｃ後半～１８ｃ前半

１８０１００ T－１３ �a 陶器・皿 櫛刷毛目 唐津

１８０１０１ Q－１４ �c 陶器・皿 櫛刷毛目 唐津 １７ｃ後半～１８ｃ前半

１８０１０２ T－１３ �a 陶器・皿 櫛刷毛目 唐津

１８０１０３ T－１２ �b 陶器・碗 不明文様 唐津

１８０１０４ P－１４ �c 陶器・皿 唐津

１８０１０５ S－１３ �c 陶器・碗 不明文様 唐津

１８０１０６ U－１２ �b 陶器・皿 不明文様 櫛刷毛目 絵唐津 １７ｃ初頭

１８０１０７ R－１４ �c 陶器・碗 蛇の目釉ハギ 唐津 １７ｃ後半～１８ｃ前半 高台内兜巾

１８０１０８ R－１３ �c 陶器・碗 唐津 高台内兜巾

１８０１０９ R－１３ �c 磁器・碗 草花文 青海波文 肥前

１８０１１０ T－１２ �c 磁器・碗 二重網目文 一重網目文 肥前

１８０１１１ U－１３ �b 磁器・碗 二重網目文 肥前

１８０１１２ R－１４ �c 磁器・碗 草花文 肥前
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第７８表 Ｂ区土器・陶磁器・その他観察表�

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

１８０１１３ S－１５ �c 陶器・碗 肥前

１８０１１４ U－１３ �c 磁器・碗 二重圏線 肥前

１８０１１５ S－１４ �c 磁器・碗 一重圏線 一重圏線 肥前

１８０１１６ U－１４ �c 青磁・大皿 草花文 波佐見

１８０１１７ T－１３ �c 瓦質土器・火鉢 花文型押し ナデ 備前

１８０１１８ T－１４ �c 瓦質土器・火鉢 花文型押し 備前

１８０１１９ T－１４ �a 土師質土器・火鉢 ナデ・突帯 ナデ

１８０１２０ T－１３ �a 土師質土器・火鉢 ナデ・突帯 ナデ

１８０１２１ S－１３ �b 土師質土器・土釜 ハケ目・突帯 ハケ目

１８０１２２ U－１３ �c 土師質土器・土釜 花文型押し ナデ

１８０１２３ R－１４ �a 須恵質土器・擂鉢 ナデ 擂目 備前

１８１１２４ U－１４ �c 須恵質土器・擂鉢 ナデ 擂目 備前

１８１１２５ P－１３ �a 須恵質土器・擂鉢 ナデ 擂目

１８１１２６ V－１１ �a 須恵質土器・擂鉢 ナデ 擂目

１８１１２７ P－１４ �c 須恵質土器・擂鉢 ナデ 擂目 備前

１８１１２８ T－１４ �c 須恵質土器・擂鉢 ケズリ 擂目 備前

１８１１２９ V－１２ �c 須恵質土器・擂鉢 ナデ 擂目 備前

１８１１３０ S－１５ �a 須恵質土器・擂鉢 ナデ 擂目

１８１１３１ R－１３ �c 須恵質土器・甕 ナデ ナデ

１８１１３２ S－１４ �c 須恵質土器・大甕 タタキ タタキ 備前

１８１１３３ U－１２ �c 須恵質土器・甕 タタキ タタキ 備前

１８１１３４ S－１５ �a 土師質土器・坏 ナデ・糸切り ナデ

１８１１３５ S－１４ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８１１３６ V－１３ �a 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８１１３７ S－１４ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８１１３８ S－１３ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８１１３９ U－１３ �c 土師質土器・碗 ナデ・糸切り ナデ

１８１１４０ T－１４ �c 土師質土器・碗 ナデ・糸切り ナデ

１８１１４１ S－１４ �a 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８１１４２ T－１４ �a 土師質土器・碗 ナデ・糸切り ナデ

１８１１４３ R－１１ �c 土師質土器・碗 ナデ・糸切り ナデ

１８１１４４ T－１５ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８１１４５ T－１３ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８１１４６ Q－１４ �a 土師質土器・皿 ナデ ナデ

１８１１４７ P－１４ �c 土師質土器・碗 ナデ ナデ

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種 法量（単位：�・�） 備考

１８１１４８ R－１５ �c 土製品・土錘 長さ４．６ 径１．０ 重量３．５

１８１１４９ R－１２ �c 土製品・土錘 長さ４．１ 径１．０ 重量３．３

１８１１５０ U－１１ �c 土製品・土錘 長さ３．４ 径１．１×１．０ 重量３．３

１８１１５１ S－１３ �c 土製品・土錘 長さ３．３ 径０．７ 重量１．５

－３１４－



第７９表 Ｂ区土器・陶磁器・その他観察表�
図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種 法量（単位：�・�） 備考

１８１１５２ U－１３ �c 土製品・有溝土錘 長さ２．８ 径２．２×２．１ 重量７．８

１８１１５３ U－１４ �c 石製品・紡錘車 径５．３×４．８ 厚さ１．９ 重量１０．５ 石材は軽石

１８１１５４ T－１４ �c 土製品・人形 径３．６×３．３ 重量６．６ 馬形人形

第８０表 Ｃ区土器・陶磁器・その他観察表

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種
成形・調整・文様

備考
外面 内面

１８２ １ T－９ �c 磁器・蓮子碗 丸を３つ結合した文 二重圏線 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１８２ ２ U－９ �c 磁器・端反皿 不明文様 景徳鎮窯 １５ｃ末～１６ｃ後半

１８２ ３ U－８ �c 磁器・碗 二重圏線 不明文様 �州窯 １６ｃ末

１８２ ４ U－８ �c 磁器・碗 草花文 �州窯 １６ｃ末

１８２ ５ U－４ �c 青磁・碗 龍泉窯 １６ｃ～１７ｃ

１８２ ６ U－８ �c 青磁・碗 連弁文 龍泉窯 １６ｃ

１８２ ７ T－６ �c 青磁・碗 連弁文 龍泉窯 １６ｃ

１８２ ８ U－９ �c 青磁・碗 鎬連弁文？ 龍泉窯

１８２ ９ T－９ �c 青磁・碗 連弁文 龍泉窯 １６ｃ

１８２１０ U－７ �c 青磁・碗 龍泉窯

１８２１１ U－８ �c 陶器・稜花皿 二重沈線 唐津系

１８２１２ U－４ �c 陶器・壺か瓶？

１８２１３ U－９ �c 陶器・碗 蛇の目釉ハギ 唐津

１８２１４ U－４ �c 陶器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８２１５ U－９ �c 磁器・碗 肥前

１８２１６ U－４ �c 磁器・碗 草花文・二重圏線 肥前

１８２１７ U－６ �c 土師質土器・火鉢 花文型押し・ナデ ナデ

１８２１８ V－８ �c 土師質土器・土釜 ナデ ハケ目

１８２１９ S－９ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８２２０ R－９ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８２２１ U－８ �c 土師質土器・皿 ナデ・糸切り ナデ

１８２２２ V－９ �c 土師質土器・皿 ナデ・ヘラ切り ナデ

図 番号 グリッド 出土層位 種類・器種 法量（単位：�・�） 備考

１８２２３ V－７ �c 土師質土器・土錘 長さ４．６ 径１．３ 重量５．２

１８２２４ U－７ �c 土師質土器・土錘 長さ３．９ 径１．２×１．１ 重量３．９

１８２２５ S－９ �c 土師質土器・土錘 長さ３．６ 径０．９ 重量２．７

１８２２６ U－８ �c 土師質土器・土錘 長さ２．８ 径０．９×０．８ 重量１．３

１８２２７ U－４ �c 瓦質土器・紡錘車 径８．０×７．７ 厚さ１．７ 重量９４．２ 再利用品
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